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１ 視点

２ イバン社会における「ビレック家族」

３ 拘束と選択―３つの事例―

４ 行為の機略

５ 結論―構造と「戦略」―

� � �

本論は，ボルネオ島西部の丘陵地帯のイバ

ン社会における小家族の編成を，行為論ない

し実践論の視点からとらえかえそうとする試

みである。その主要な論点は，人間社会にお

ける集団編成のあり力を理解するためには，

対象とする集団の形態を分類し，またその統

合のメカニズムを共時論的に分析するだけで

は不十分かつ不適切であり，その集団が生成

されるに至るプロセスを，不可逆な時間のな

かで生起する出来事として通時論的に把握す

る必要があることを示すことにある。

本論における対象は地域的にも数的にもご

く限定されたものであり，そのアプローチも

きわめて微視的なものである。また理論的射

程としても遅く来すぎた観が否めないところ

がある。だがあえてこれを呈示するのは，社

会人類学のかかえてきた古くからの大きな問

題，すなわち構造（集団）と過程（個人）と

の関係，より特定的に言えば，集団のもつ構

造的拘束性と個人の主体的行為のあいだに成

立するフィードバックについて，一つの実証

的な寄与をなそうと考えるからである。

言うまでもなく，集団はそれを構成する個

々のメンバーなくしては存在しえない。この

自明の事実に対して，半世紀前の社会人類学

者は，主として集団構成員の集団へのリク



�� 機略という語はブルデューの言う �������	
，�����
��の訳語として用いる。戦略という，より熟し
た訳語があるにもかかわらず，あえてこの語を使用するのは，第５節で述べるように，戦略の概
念を組織体レベルの事象に限定したいと考えたからである。その意味でこの語は「個人戦略」と
いう内容をもつものだと理解されたい。ここでは個々の文脈における具体的な「戦術」よりは抽
象的な概念として用いているが，もともとブルデューの概念には大がかりな一般戦略というより
も，個人的で状況依存的な戦術に近いところがある。本論でなそうとしている親族関係行為論の
意義を補強するために次の引用をしておこう。「親族関係をひとびとが作

�

り
�

あ
�

げ
�

る
�

何ものか，また
ひとびとがそれによって何事かを為

�

し
�

て
�

い
�

く
�

何ものかとして取り扱うことは，今日の分け方では
そう思われてしまうかもしれないが，単に『構造主義的』な解釈に代えて『機能主義的』な解釈
をとろうとすることではない。このことが根源的に疑問視しようとしているのは，必然的に実践
的である諸機能との関連で，親族関係をそれを生産し，再生産し，利用するという実践のかたち
で見るのではなく，マルクスの言葉を使って言えば『客体あるいは直観のかたち』でそれを見よ
うとする人類学の伝統のなかにこめられた暗黙裏の実践理論なのである」［����	
�� 1977� ���35-
36，（強調は原著者）］。なお人類学から見たブルデューの実践概念については，最近田辺が詳論し
ている［田辺� 2002］。
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ルートメントという観点からのアプローチを

とった。「成員権」�
��
���	�という概念

に端的に見出されるように，そこでは個人に

先立って存在する集団が前提にされ，個人は，

その構成員に構成員としての一定の義務と権

利を課すことになる集団に，いわば後から加

入するものとみなされたのである。しかもこ

の集団への加入は，多くの場合，出自・親族

関係・年齢といったなかば自動的に決定され

る諸条件を中心に考察されていた。こうした

観点に立つかぎり，集団との関係における個

人とはいっても，それは永続する集団の維持

メカニズムのなかでの代替可能な素材のよう

に扱われるほかなかったのは当然である。

個々のメンバーに先立って存在し，またそ

の入れ替えにもかかわらず保持される集団の

同一性という前提は，実のところ，集団ない

し社会一般についての共時論的なアプローチ

の原因でもあり，またその結果でもある。集

団先行論―と一応名づけておく―は，構

成員の交替という本来時間的な過程のなかで

生起する事象から，その個別性と不可逆性を

奪いとることによって，集団の共時論的分析

に現実的な根拠を与える。一方，共時論の内

包する理論，とりわけ構造―機能主義的な理

論は，集団のあり方の超時間的同一性を探る

方向に研究の大勢を導くのである。これに対

して，集団先行的な見方とは逆の観点，すな

わち集団編成にあたって個人のとる行為が集

団自体のあり方を規定する決定的な要因にな

るという観点は，われわれを必然的に集団の

通時論的研究に導くことになる。特定個人の

特定の行為は一回性のものであり，時間的に

不可逆のものだからにほかならない。本稿が

行為論・実践論からの集団へのアプローチで

あり，同時にその通時論的把握であるとした

理由はここにある。

集団編成への行為論・実践論的なアプロー

チは，ここ三十年来の社会人類学の主要テー

マのひとつである。この線を最も明確に打ち

出しているのは，バース �� �����［1981］と

ブルデュー �� ����	
�［1977］であるが，

本論も基本的には彼らの問題意識を受け継い

でいる。すなわち，ここでの行為ないし実践

は，個人が他の諸個人にむかってとる「選択

と決定」（バース）からなるものと考えるが，

こうした選択的決定行為の集合が，ある社会

のある状況において一定の目標を達成するた

めに個人がとりうる可能な「機略」（ブルデ

ュー）を構成するのである。言いかえれば，

われわれは具体的な個人の選択の実例をとお

して，社会的人間の機略のあり方に至ること

ができる。ここで機略という抽象概念を用い

ることは，われわれの議論にとって重要であ

る。これによって，同様にひとつの抽象であ

る「規範」の概念が内包するような，社会過

程における個人の行為の一義的被決定性から，

一定の自由度をもった行為を救い出すことが

できるからである��。



�� ������	［1978
 ��39］がビレック家族を独立国家にたとえたインフォーマントの言を引用している。
なお，イバン語にはビレック「家族」にあたる名詞はない。これを指し示すには，「ビレックを共
にする」という修飾詞によって，人びとの集まりを限定する。詳しくは［内堀
 1996
 ���50�］参
照。

�� 清水［1970
 ��184］は出雲の村におけるイエの分析で，社会をくまなく覆い，しかも成員の重複を
排除するイエの特質を「離接性」という概念で表現している。この点に限らずイバンのビレック
家族が日本のイエと構造的に類似していることは，これまでもたびたび指摘されている（例えば
�����	［1967
 ���168-169］，村武［1972
 ���29-48］）。本稿はビレック家族の構造をその形式面で
考察しようという意図をもっていないので詳しくは述べないが，ごく大まかなイメージとして日
本のイエの対外関係性と内的構成を考えておくと，本論を読むうえで便利であろう。
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イバン社会の基底的単位集団は，フリーマ

ン ��		���［1957
 1970］が「ビレック家族」
�����������と名づけた小集団であり，これ

は社会人類学において通常一子残留型の直系

家族，ないしはステム家族と呼ばれるものの

典型的な例であるとされてきた。ということ

は，その小集団の中核は，それが「発展循環」
�	�	����	���� ����	において完成段階に達

している状態では，各世代に一組ずつの夫婦

を有する三世代ないし（ごく稀れには）四世

代にわたる人々の集まりであることを意味す

る。この中核に，最下位世代の未婚者と，場

合によっては上位世代の単身者ないし未婚者

とが加わったものが，現実に見られる完成さ

れたビレック家族の範例になる。

ビレックとは本来イバンの居住形態に特徴

的なロングハウスの居室部分をさす言葉であ

る。ビレック家族とは，したがって，この居

室を共にする集団であり，生産（とりわけ焼

畑での陸稲栽培）と日常の消費を共同にする

集団，つまり一つの「世帯」である。イバン

社会において，ビレック家族の独立性・自律

性は一般にきわめて強いものとみなされてい

る。

フリーマンが指摘しているように，あるロ

ングハウス共同体に所属するビレック家族は

自分たちの意志で自由に共同体から去ること

ができるし，また先住者の同意が得られれば，

他の共同体に加わることができる。その意味

では，ロングハウス共同体はビレック家族の

一種の連合体であるともいえ，事実この共同

体はイバンの人々の意識においても，そのま

まのかたちで永続しつづけるものとは考えら

れていない。イバンの社会編成の核はあくま

でもビレック家族であり，その自律性は比喩

的には独立国家とも言われるほどである��。

さらに重要なことは，イバン社会全体がビレ

ック家族の間隙のない集合体であるというこ

と，すなわち社会がビレック家族によってく

まなく覆われているということである。これ

をイバンの諸個人の側から見れば，彼ないし

彼女はいかなる時もかならずどこか一つの，

しかも一つだけのビレック家族の成員である

ということになる。このことは本稿の論点に

直接関わることなので強調しておかなければ

ならないが，ビレック家族という集団の特質

は，一つの時点を取りあげてこれを見た場合，

それぞれの間の境界が，空間的にも人的にも，

非常に明確に認知される集団であるというこ

とにある��。

ビレック家族はその内的構成から見て直系

家族であるとされている。したがって，その

最も顕著な特徴は，この集団においては一組

の夫婦という結合単位と世代とが一対一の対

応をなしていることであり，これによって集

団内部の編成は諸世代の層序という原理のも

とに理解されることになる。この原理はイバ

ンの諸個人という行為者の主観においても明

瞭に認識されている。この認識は，例えば，

系譜的に定義された異世代間の結婚を原則と

して禁ずる婚姻規制の存在，また養取縁組に

おいて養子たりうるものは直近下位の系譜的

世代のものとするという慣行に，その客観的

表現を見出している。これらの規制と慣行の



�� �������［1970	 
�����1］。フリーマン自身は「発展循環」の語をみずからの著作，論文では使っ
ていない。この語は �� �����が編集した論文集［����� (���)	 1957］の全体主題として使われて
いるだけだが，フリーマンの分析は完全にこの概念の枠内で行われている。彼の人類学一般に関
する展望はその後大きく変わったが，イバン社会の特質についての見解には基本的な変化は見ら
れない［�������	 1981	 ���30���］。

�� �������［1970	 ��9］
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存在によって，ビレック家族内の世代関係は

より広範囲の社会における世代関係と一貫性

をもって結びつけられるのである。ごく一般

化して言えば，親族関係にかかわるイバンの

観念体系において，「世代」（�����）―こ

の語は「層」をも意味する―の概念は全目

的的ともいえる座標を提供している。イバン

社会は，親族に関わる諸関係について，知ら

れるかぎりもっとも徹底的に双側性原理を貫

いている社会の一つであるが，そこにおいて，

世代による差異性が人間関係の要になってい

ることにまず注目する必要がある。

その編成原理からして，ビレック家族の維

持に不可欠なことは，世代から世代への継承

のメカニズムが十分効率的に働くことである。

これまでの構造―機能論的な研究においては，

このメカニズムは暗黙のうちに安定的なもの

と想定されてきた。言いかえれば，婚姻には

じまる生物学的な再生産過程が世代交替の継

起を直接的に保障するものとみなされてきた

のである。フリーマンは，この前提にもとづ

いて，ビレック家族をその再生産過程，すな

わち「発展循環」においてとらえたわけであ

る��。

フリーマンの基本的な視点は，「発展循環」

の諸契機を現存するビレック家族への新しい

成員のリクルートメントの原則を抽出するこ

とによって位置づけようとすることにある。

そこで分別される原則は四つ，すなわち，出

生，養取，結婚，合同である。双側性原理が

支配するイバン社会にあって，結婚は新婚男

女のいずれか一方が自分のビレック家族から

みて，相手のビレック家族に婿入するという

形態をとるものとされる。出生と養取は直接

に次世代者の再生産にかかわっているが，フ

リーマンの説明によれば，これによって新た

なメンバーとなる者は「父方か母方どちらか

一方の」―どちらになるかは前記の婚入形

態による―ビレック家族の所属になるとさ

れる（この説明の問題点については第４節で

述べる）。最後の合同という契機は二つのビ

レック家族が合体するというものであり，し

たがってそこには，一つのビレック家族の自

律性の消滅が含意されている。ビレック家族

の編成原理の一つの大きな特徴は，そのおの

おのの成員は，これらの異なるリクルートメ

ントのどの契機をとおしてであるにせよ，い

ったん成員になった以上は権利・義務の両面

でひとしく完全な成員となるということにあ

る。

さて，ビレック家族の再生産過程をこの４

契機に分解することは，多少機械的にすぎる

としても，一応認めてよい。これらの契機に

それぞれに，イバン社会における小家族編成

の特殊性が容易に見てとれ，かつその「発展

循環」がそれらの組合せによって論理的に呈

示できるからである。しかし本論における筆

者の意図は，この「発展循環」という枠組そ

のものを問いなおすことにある。「発展循環」

は一見時間的な軸上に集団編成の特質を追及

するもののようにみえながら，その実，そこ

における時間の枠組は回帰的なものとしての

それであり，具体的な出来事としての通時過

程を超越している。それゆえに，こうしたア

プローチは常に非時間的なモデルに還元的に

行きつくことになってしまうのである。ビレ

ック家族を観察する際の陥穽は，フリーマン

がまずはじめにその主要な特徴と言い切った

二つの特徴，つまり「数的に小さな集団」で

あり，「系譜的に単純な集団」であるという，

まさにそのことにある��。この事実によって

―これは確かに事実である―ビレック家



�� 本説の具体例は1975年９月から1977年１月までの筆者による観察，1980年７-８月の再調査時にお
ける観察とこの間の変化についての聞き取りから傳られた資料にもとづいている。この２時点で
の当該ロングハウスの全ビレック構成と空間配置は【図０】のとおりである。1977年２月から
1980年７月までの期間についての記述はしたがってすべて伝聞である。調査地の概況については
拙著［内堀� 1996］を参照のこと。なお調査資金は第一期はオーストラリア国立大学から，第二期
はユネスコ東アジア文化研究センターからのものである。記して感謝したい。

�� 一ビレック家族あたりの構成員数は1975年９月で5.6人，1980年７月で5.3人である。この減少は
若いカップルによる独立のビレック家族が増えたためである。この数値はフリーマンが第三省バ
レー河地域で調査した３つのロングハウスの平均ビレック家族員数5.75人をやや下まわる。一ロ
ングハウス共同体内の平均ビレック家族数はフリーマンの調査でも筆者の調べたスクラン河上流
域でも約14であるが，このなかには家族数の極端に少ないものも含まれているので，印象として
は17-18家族というのがロングハウスのイメージに近い。こうした曖昧な表現をせざるをえないの
は，ロンングハウス共同体の規模はばらつきが大きく，数量的にはなかなか典型的イメージが表
現されないからである。
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族は緻密な観察を要することのないもの，あ

るいは人類学の理論上においてその意義はも

っぱら規範論の面にのみ限られるものとして

扱われてしまいがちであった。

しかしながら，次節で具体例をとおして検

証するように，ビレック家族の現実の編成は

個々の成員のさまざまな行為の集積の結果で

あり，しかもその結果は凍結されたものでは

なく，常に将来にむかって開かれているので

ある。さらに強調しておかなければならない

のは，ビレック家族という制
�

度
�

がもつ問題点

が最もするどく浮き上がるのは，これらの必

ずしも予測をゆるさない諸個人の行為の過程

においてであるということである。語るべき

多くのことが静態的な「発展循環」論を越え

たところに横たわっている。

� ������������

ここで紹介する具体例は，マレーシア・サ

ラワク州第二省スクラン河の最上流部に位置

する一つのロングハウスでの調査より得られ

たものである。時間的には1975年９月を始点

とし，1980年７月を終点とする約５年間にわ

たるビレック家族編成の変化をカヴァーして

いる��。この間，ロングハウスの構成ビレッ

ク数は20から23に増加し，人口も112から122

ヘと増えている。ビレック数・人口ともにイ

バンのロングハウス共同体としてはほぼ平均

的なものであり，したがって，一ビレックあ

たりの構成員数もイバン社会の平均値にきわ

めて近い��。この共同体をある時点で共時的

に観察した場合，そこから得られるものは，

前節で述べた意味で典型的で，ほぼ規範に即

したビレック家族の集合体の姿であろう。あ

る時点 �1 と別の時点 �2 のそれぞれにおいて，

そこに見られる家族集団の編成は模範論的な

分析モデルに合致しているか，あるいはそれ

から大きくはずれてはいない。言い換えれば，

この間のビレック家族の編成をめぐる通時的

変化は，規範―構造論的なモデルの枠内での

微細な変換を示すものにすぎないようにみえ

るのである。

しかし，すでに述べたように，規範―構造

論的なモデルそのものには，こうした微細な

変換を説明する指向はもともと欠けている。

例えば最も単純なケースとして，ある個人 �

がビレック家族 �からビレック家族 �にそ

の所属を変えた場合を想定してみよう。この

時もし �，�ともに �に対して彼（彼女）を

成員とすべき（またはしうる）規範的―構造

的関係にあったとするならば，この変換を説

明しうるのは規範―構造論的モデルではなく

て，�と �に関係する諸行為者の相互行為

の過程の分析のみであろう。規範―構造論の

モデルはこうした相互行為の拘束条件を与え

ることはできるが，最終的に相互行為を具体

化する個人の選択決定の次元にまで下降する

ことはできないのである。事実，ここで考察

する期間中のビレック家族構成の変化は，構



1

�� �������������

番号はロングハウスにおけるビレックの位置を表わす。
上図と下図のビレック番号が同じものは同一の居室。
上図になく下図にあるビレック番号は増加した分。



�� ここでは不十分なかたちではあるが，ヴァン・ヴェルセンの主張する「状況分析」��������	�


�	�
����の手法を採用してみた。ブルデュー自身もヴァン・ヴェルセンへの基本的な共感を表して
いる［�������� 1977� 202］。非構造的社会の「小さく，しばしば短命な集団における恒常的に変
化する合従連衡によって結びついた諸個人」を行為主体とするとき，「［正常に対するものとして
の］例外について語ることは十分な意味がない」��	 ��
��	� 1964� �����」という彼の議論には，
イバン社会が「非構造的」であるかどうかは別にして，筆者の観点と相通ずるものがある。なお
一般に「構造的」であると思われているヌアーの社会においても，世帯レヴェルの構成の現実態
は構造的規範から逸脱する個別事象が数多く見られる［エヴァンズ＝プリチャード� 1985� ������］。
こうした社会においても本節で記述するような個人の機略にもとづくプロセス分析が必要とされ
るはずである。イバンの場合は，構造的規範に合致しつつも，しかもその規範が個人に選択の余
地を広く残している点でヌアーの例とは異なるとは言えよう。しかしヌアーの親族関係を読むと
き，常に言及される規範の存在を別にすれば，ほとんどイバンと同じだという印象をもたざるを
えないことも確かである。

図１
上図は1975年９月（図０の９）。
下図は1980年７月当時（図０の 9a）。
付番は兄弟の年齢順。

7内堀基光：サラワク・イバン社会における小家族の編成と機略的行為

造論的なモデルの呈示からはこぼれおちてし

まうような，さまざまの個人的エピソードの

累積である。こうしたエピソードをどのよう

に掬いあげ，通時的過程のなかに個人の行為

を位置づけていくか，これが本節の課題であ

る��。

【具体例１】まずきわめて単純な例から出発

する。単純というのは，ここで経過した５年

間という時のなかでは外側からの観察による

かぎりビレック家族の構成に変化が見られな

い例だからである。したがってこれを見るこ

とによって，イパンのビレック家族の具体的

イメージを得ることができる。このビレック

家族の構成員は７名。内訳は，ロングハウス

の長（世襲ではない）の夫婦，その第四子

（女），第五子（女）とその夫，第六子（男），

および第三子（女）の娘である（図１）。第

一子（女）と第二子（男）はそれぞれ結婚し

て同じロングハウスに独立のビレックをかま
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えており，このビレックに娘のいる第三子は

山越えで４時間ほど離れた別のロングハウス

に，夫（娘の父ではない）と２人の幼児およ

び夫の父母とともに一つのビレック家族をな

している。すなわちここに見られるのは，ロ

ングハウス長夫婦のビレックをその娘である

第五子とその夫という対が継承するかたちで

実現された規範的構造体であり，しかもこれ

はすでに安定の状態に達しているとみなして

よい。

しかしこの安定状態のなかにも可能的な危

機の種がひそんでいる。それは一つには精神

的なハンディキャップを負った独身の成人男

女各一（第四子・第六子）の存在であり，も

う一つはビレックの継承者たる第五子の夫婦

に子供ができる見込みがほぼ確実にないこと

である（この理由については伏せる）。この

事態はビレック家族の将来を考えるとき，と

くに第五子夫婦にとっては厄介な問題となら

ざるをえない。老人あるいは心身的なハンデ

ィから十分な生産活動に従事できない者を複

数抱え，しかも生産にたずさわれる若年構成

員が自分たちだけとなるような将来を，彼ら

は何とか避けようとしていた。この場合彼ら

にこのビレックを去って独立することは実際

上不可能であった。1975年当時，彼らはすで

に７年の結婚歴をへていたが，このうち最初

の２年あまりは河の下流にある夫方のロング

ハウスで独立のビレックをかまえており，今

のビレックに合流したのはビレックを継承し，

妻の両親の老後に至るまで面倒を見ることの

できる者としての最終候補，いわば切札とし

てだったからである。

こうしたなかで，彼らには第三子の娘，つ

まり妻のメイを養子として確保するという企

図を選択するのが最も容易なことであった。

この娘は1975年当時12歳で，その父はかつて

妊娠した彼女の母と一時的には同居したもの

の，彼女の誕生前に別れていたという。それ

以来彼女は，母が「再婚」して他ロングハウ

スへ去ったのちもこのビレックに住みつづけ

ていた。したがって彼女は，オバ夫婦の養子

になろうとなるまいと，まぎれもなくこのビ

レックの成員であったわけであり，それをあ

らためて養子とするという企図のうちには，

将来にわたって彼女がこのビレックにとどま

ることを保証あるいは拘束するという黙契が

含まれていた。しかしこの養取過程は徐々に，

いわばなしくずし的に進行するほかなかった。

1975年から1977年にいたるまで，第五子夫婦

は時おり少女のことを「われわれの子」とい

う言いかたで言及していたが，この間彼女は

けっして彼らを「父母」とは呼んでいない。

それどころか彼女はロングハウスの同年輩の

少女たちといさかいを起こすと，しばしば遠

いロングハウスにいる実母のもとに逃避し，

時にはひと月以上もそこに滞在することがあ

った。このようなとき，ロングハウス長の妻

（つまり少女の祖母）などは「これまでわれ

われが育てたのに」という嘆きと非難の入り

まじった声を発したものである。事実祖母の

眼には，実母が成長した少女を引き取りたい

と思っているようにみえたらしい。少女のこ

うした逃避行為は，1977年初頭に実母のビレ

ック家族がはるか遠方のサラワク中北部に移

住したことによって終止符がうたれることと

なった。３年後の1980年になって下流の町の

中学校に入学した彼女は，第五子夫婦を「父・

母」と呼ぶようになっていた。

イバン社会における養取は多くの場合乳幼

児をもらい受けるかたちで行なわれる。こう

したとき養取の取りきめは親同士によって行

なわれ，そこに子供の意志の入る余地はない。

これに対して上の例では，少女がいわば傍系

の家族成員から将来ビレック家族を引き継ぐ

と期待される者へと意味づけの変化を受ける

わけであるが，そこには少女の側に一定の範

囲で選択の幅が残されている。こうした選択

の幅をどのように利用するか，あるいは事態

の進行のなかで―つまり他者の行為の累積

によって―ほかの選択肢を利用することが

できなくなっていくかが，一般的な意味での



図２
上は1975年９月。
下は1980年７月。

カッコ内の数字は図０におけるロングハウス内のビレックの位置を示す。人に付した数字はそれぞれの兄
弟年齢順。

9内堀基光：サラワク・イバン社会における小家族の編成と機略的行為

通時過程における個人の行為の軌跡である。

上の場合，第五子夫婦の側の希望，彼らと祖

父母への心理的愛着，実母の移住による物理

的隔離などの要因によって，少女が将来この

ビレックを出て，例えば実母のビレック家族

へ加わるといった可能性がますます狭められ

ていく過程としてこの５年間の推移を見るこ

とができるわけである。

イバンのビレック家族編成をめぐる諸行為

は，この例に見られるように，いかにして将

来の継承者を確保するか，あるいはこれを若

者の側から言えば，ある既存のビレック家族

の継承者としてみずからの将来を描くか，そ

れとも新たな独立のビレック家族を形成しよ

うとするかといった，それぞれの行為者の目

論見の実現ないし実現努力として理解される。

そこには当然関係する人びとの目論見の相克

があり，ときにはこれがドタバタ劇とも言い

うるほどの騒々しい過程として現れることも

ある。

【具体例２】あるビレック家族の構成に変化

がある場合，誕生・死といった自然過程によ

るものを除けば，これは必然的に別のビレッ

ク家族の構成の変化を伴うことになる。すで

に強調したように，個々のイバン人はかなら

ずどれか一つ，そして一つだけのビレック家

族の一員でなければならないからである。も

ちろん変化の波及先のビレック家族は同一ロ

ングハウスに属するものにかぎられるもので

はないが，ここで述べる例では，同一ロング

ハウス内で少なくとも四つのビレック家族が

関わっている。図２に見られるように，75年

９月当時，これら四つのビレック家族は，以

前からあった二つのビレック家族と比較的最

近になって独立・創設された二つのビレック
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家族からなっていた。これを便宜上 �，�，
�，�と呼んでおく。�は未亡人，その第二

子（女）とその夫，第三子（男），第四・五

子（ともに女）から成っており，�は未亡人

の第一子（女）が同じロングハウスの別ビレ

ックの次男と結婚して独立したビレック家族

である。�には一組の夫婦（妻は再婚）とそ

の第四子（男），第五子（女）が同居してい

た。�の夫婦の第二子（男）が �の第二子

の夫である。�は �の夫婦の第一子（男）

―正確には妻と死亡した前夫の子であるが，
�のビレックで養育され夫婦の子とみなされ

るにいたっている―と他のロングハウス出

身の妻とからなる夫婦だけのビレック家族で

あった。�の夫婦の第三子（女）は他ロング

ハウスに婚出していた（図には記していない）。

この時点での四つのビレック家族の構成は，

規範的にとらえられたイバンの家族＝世帯構

造にそれぞれ合致している。しかしその後の

経過は，関係するビレック家族のほぼ全面的

ともいえる入れ換えを引き起こした。この例

は，規範的な構造がそれ自体として安定して

いるとは言えないこと，さらにビレック家族

という集団の現実の再生産過程が「発展循環」

論の内包するような半自動的過程ではないこ

とを如実に示している。

動きはまず �で起きた。1975年12月，第

二子夫婦がこのビレック家族から離脱しはじ

めたのである。彼らが結婚して妻方のこのビ

レックに居住してからわずか半年たらずのこ

とであり，回顧的に見れば，この時期の彼ら

の居住，ということはすなわちビレック帰属

については，なお未決着で曖昧なところがあ

ったと言うべきであろう。というのは �の

夫婦が彼らの妻方居住を認めるにあたっては，
�の第一子夫婦が独立のビレック家族 �をい

となむのをやめて �に戻ることが了解ない

し期待されていたが，この時点では第一子夫

婦はこうした両親の期待を実現しようとはし

なかったからである。第二子夫婦はとりあえ

ず �のビレック家族に属する出作り小屋に

移り，半独立的な生活を営んだが，この間 �

の未亡人とは米や塩の消費をめぐって激しく

口論をくりかえすこととなった。こうしたな

かで二，三の調停者をもまきこんで幾度とな

く個人的折衝が行なわれ，結局1976年の焼畑

作業開始（７月）にあたって，彼らは �の

ビレックに入ることになる。形式的に言えば，

ここで若夫婦ほ夫方居住をとることになった

わけである。この後 �の第四子は他のロン

グハウスに「よばい」に行ったまま，結婚し

て彼の地にいついてしまい，結果的にこのビ

レックから去っている。

第二子夫婦に去られた �のビレックでは，

男手は15歳になる第三子だけとなった。この

彼が学童の妹二人をかかえるビレックの状況

にいやけがさし，亡父の唯一の価値ある遺産

である鉄砲一丁をもって，同じロングハウス

内の亡父の弟のビレック �に「逃げた」の

は1976年９月のことである。�にはオジ夫婦

だけが住んでいた―オジの一人っ子の娘は

同ロングハウス内の別ビレックに婚出してい

た―が，とくに将来を展望するというより

も一時的な保護のつもりで，そしておそらく

は鉄砲の魅力もあって，少年の同居を許した

ものと思われる。とはいえこうして同居して

いるかぎり，少年の日々の生活はオジのビレ

ック家族の完全な一員としてのそれであり，

また少年自身みずからの決断によってこのビ

レックを「自分のビレック」と呼び，はっき

りと �のビレックとの決別を主張するにい

たった。この事件は関係ビレック間に深刻な

亀裂を生じさせることになった。少年の母は

彼とそのオジを恨むあまり，約３カ月にわた

って彼らと言葉を交えなかったほどである。

以来，少年は77年の末に同じロングハウス

の少女と結婚するまで，結果的にオジのビレ

ックに住みつづけた。正式に養取関係に入っ

たわけではないが，事実上彼はオジを「父」

とみなすようになっていた。しかし結婚に際

してはそのままオジのビレック家族の継承者

としてそこに住むつもりはなかったようであ



�� �のビレック家族が消滅したのであって，�にひき継がれたのではないことの文化的・象徴的表現
は，合同にあたって，ジュズダマを栽培してはならないという �のビレック家族に特有のタブー
が放棄されたこと，またそのビレック家族が継続するかぎり植えつづけるとされる「聖なる稲」
―各ビレック家族がそれぞれ特定のものをもっている―が放棄されたことに見られる。第三
子もこの稲を受け継がなかった。
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る。経過は詳かではないが，新しいカップル

は少年のもとのビレック，つまり母が住んで

いた居室に住むことになった。というのはそ

のしばらく前まで �のビレックを維持して

いた母が，独立の生計を立てていくのに疲れ

て �のビレック家族に第四・五子ともども合

流してしまっていたからである。少年は居住

空間としての同じビレックに，今度は独立の

新たなビレック家族を形成するものとして入

居したわけである。ビレック家族としての �

はこうして消滅した。未亡人の第一子夫婦の

ビレック家族 �は �の継承ではなく，イバ

ンの主観的意味づけにおいては，今述べた少

年のそれと同様に，独立の新しいビレック家

族とみなされるからである��。
�と �のその後の変化については簡単にふ

れることしかできないが，ここでも興味ある

変換が起きている。1978年の農耕開始時に，

それまで独立のビレック家族をなしていた �

の夫婦（および彼らが76年に養取した幼女児）

が �に合体し，それと入れかわりに �の第

二子の夫婦が分離して，�が住んでいた居室

に移り住むことになったのである。先に述べ

たように，もともと �の両親としては第一

子夫婦が自分たちと同居してビレック家族の

継承者となることを期待しており，これが実

現されない段階ではしばしば紛糾を起こして

いたのだから，結果的には彼らの期待が成就

したと言えよう。だが，これは確実性をもっ

て予期されていた結果ではなく，関係者間の

思案を越えて錯綜することとなった相互行為

が生み出しえたいくつかの可能な結果の一つ

であったにすぎない。

こうして1980年７月には，５年前とはその

構成がほぼ全面的に置換された四つのビレッ

ク家族が存在することとなった。彼らの占め

る四つの居室は物理的にはもとどおりだが，

エミックな意味では，実体的単位として存続

したのは �と �であり，残りの二つが消滅

し，あらたに二つのビレック家族が創出され

たわけである。上の例で注目しなくてはなら

ないことは，５年間のビレック編成の変換過

程のどの時点を取りあげても，ビレック家族

という小集団の編成原理そのものは一度も侵

犯を受けていないということである。ここに

は規範的構造からの明白な逸脱はない。この

ことから，イバンの家族の構造的拘束性が個

人の行為が実現されていくうえで前提となる

強固な基盤となっている，という結論をみち

びきたことは十分に可能である。しかしこの

論理を逆の方向から見れば，現実の社会過程

およびその時々の集団編成の具体相は，この

構造的拘束性によってはほとんど何も説明さ

れていないということもになろう。現に規範

にそったビレック家族が実現されているにも

かかわらず，なぜそれがくりかえし再編成さ

れなければならないのかという問題に，構造

論的な議論は対処しえないのである。

具体的な「構造体」―ここでは個々のビ

レック家族の構成のことであるが，抽象的な

「構造」に対して，実現されたものをこのよ

うに呼んでおく―は，編成の原理そのもの

から無媒介的に生成するのではなく，原理に

かなういくつかの可能性のうちの特定のもの

が時の進行のなかで相互行為に媒介され選択

されることによって生成する。しかもこうし

て選択された構造体は，それが選択されたも

のであるだけに，機会があればまた別の選択

にさらされなけれぱならない。とすれば，上

例における四つのビレック家族構成の急激な

変換もけっして一時的な移行期ゆえの不安定

とみるべきではなく，ビレック家族という集



��� イバンの「結婚」が男女間の性的な交渉に続く同居によって事実の積み重ねとしてなされること
については，［内堀� 1996� ���63���］参照。

図３
左は1975年９月（ビレック番号は図０に対応）。
右は1980年７月。
数字は兄弟年齢順。
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団編成の本質を幾分極端なかたちで現したも

のと考えるべきであろう。

このようにビレック家族の構成をとらえか

えすことによって，例えば【具体例１】で紹

介したような相対的に安定した構造体につい

ても，これを消極的な選択の結果，言いかえ

れば他の選択肢のたまたまの不在とみなすこ

ともできるのである。次の例に見るように，

こうした安定したように見える構造体も，新

たな選択肢が出現すれぱ，その時点で組み換

えの可能性が生じてくる。

【具体例３】これは1975年当時には相対的

に安定しているようにみえたビレック家族の

例である。夫婦に子供が３人おり，そのうち

第一子（女）は隣接するビレックに婚出して

いたが，第二子（男）およびその妻と子，独

身の第三子（男），および夫の精神的なハン

ディキャップのある弟，が当時の構成員であ

る（図３）。すでに三世代を含むこのビレッ

ク家族は，いわば「発展循環」の完成段階に

あったと言うことができ，第三子が結婚する

際には他ビレックに婚出ないし新しいビレッ

ク家族として独立するものと予想されていた。

1976年はじめには妻の年老いた養父が加わっ

ているが，基本的な構成に影響は与えていな

い。事実，1976年９月に第三子が，同じロン

グハウスに住み，かつて他ロングハウスに婚

出していたが離婚して戻っていた女性と「結

婚」したとき，彼は即座に女性方のビレック

に同居しはじめたのである���。

しかしこの「結婚」には男女どちらの側の

親族も同意を与えなかった。そのため最初の

同居はわずか３日で破綻し，その後彼らはそ

れぞれのビレックに別居せざるをえなくなっ

た。自分の親―実父母ではなく養父母だっ

たが―との関係が悪化した女は，こうして

別居したまま夫方のビレックに出入りし，畑
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仕事も手伝うようになる。こうしたなかで，

はっきりとはしないがおそらくは，この女性

と第二子の妻とのあいだがうまくいかないこ

とが一因となって，第二子夫婦はビレックを

去り，しかも近隣にある妻方のロングハウス

共同体に転出してしまった。もっとも農耕年

がはじまっていたために，彼らはもともとの

出作り小屋を住まいとして利用しつづけたの

で，見かけ上の変化はさほどドラスティック

ではなかった。ついで女性と第三子がロング

ハウスから突然姿を消したのは11月末のこと

である。この「かけおち」に動転した男の母

は二人の居場所を求めつづけたが，１カ月ほ

どしてようやく，彼らが下流の町に近いロン

グハウスに寄宿していることが伝わってきた。

伝聞によれば，1977年３月ごろ母は単身彼ら

のもとを訪れ，残り穂を穫って生活していた

二人の帰郷をうながしたという。

1980年７月，もとのビレック家族は，両親

と第三子夫婦およびその養子である幼児から

なっていた。夫の弟と妻の養父は，第三子夫

婦が戻ってからほどなくして，隣のロンゲハ

ウスの第二子夫婦のビレック家族に引き取ら

れていた。これは第二子夫婦からの申し出に

よるものだったとのことである。

相互行為の連鎖のなかで，ある行為者がな

ぜある特定の行為をとったか，そのすべての

要因を確定することはできない。個人的な愛

憎には，とくにそれが行為として発現する以

前の状態では計りがたいものがある。個人を

取りまくより顕在的な社会的条件あるいは先

行する諸行為にかぎっても，そのすべてを知

り，さらに一つの行為への規定性を特定する

ことはむずかしい。ここに通時過程を行為論

的に分析するさいのアポリアが横たわってい

ることは否定しがたい。【具体例３】におけ

る第三子の結婚をめぐる問題一つを取りあげ

ても，われわれには―当たり前のことだが

―なぜ彼がここで登場する特定の女性を選

んだかを完全に説明する力はないし，この結

婚に対する周囲の反応も，女性の生活史の相

当多くの部分を知り，かつその生活史に対す

る他の行為者の評価にいたるまでを知っては

じめてある程度が理解されるのである。しか

しそれでもなお，ビレック家族構成の交替過

程を行為論の立場から見ることは，規範論の

視点にとどまることに比べて明白な優位性を

もっている。たとえ行為における選択の個人

的動機のかなりの部分がブラックボックスに

閉じこめられていても，その選択の集団構成

に与える効果，【具体例３】で第三子の「結

婚」が最終的にビレック家族継承者の入れ換

えを起こしたこと，【具体例２】で �の少年

の離脱行為がビレック家族の消滅にみちびい

たことなどは，かなりの確実性をもって特定

できるからである。

本節の諸例においては行為の記述を集団の

再編に直接かかわりのあるものに限ったため，

現実の錯綜した相互行為のもつドラマ性が減

じられてしまったきらいがある。しかし今の

ところ，これでビレック家族の動態とそのな

かにおける個人の選択を探るには十分であろ

う。

� �����

ビレック家族をめぐる個人の行為の機略は

何か。この問題をつきつめていくと，ビレッ

ク家族という集団の本質的特徴をどう見るか

にかかわってこざるをえない。第１節で「集

団先行論」への批判を示唆しておいたが，こ

こではさらに，この視点をイバン社会におけ

る小家族編成という具体的なコンテクストで

展開することにする。

ビレック家族の「再生産」過程はなにより

もまずその「再編」過程である，というのが

わたしの主張である。この過程を既存の集団

への新たな成員のリクルートメントという面

からのみとらえ，リクルートメントにあたっ

ての候補者の資格を抽象的に論ずることは，

「発展循環」論がリクルートメントの諸契機

を，それぞれが集団の編成に寄与する効果の
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違いを無視して同列に並べるのと同様，この

再編のダイナミクスを過小評価することにつ

ながる。そこには当然のことながら，再生産

をになうことになるいわば新しいメンバーの

側の選択という側面は視野に入ってこないか

らである。出生，養取，結婚および合同とい

うフリーマンのあげる四つのリクルートメン

トの契機のうち，実際にビレック家族の意味

ある再編とそれにかかわる行為をそれ自体と

して内包しないのは出生の契機だけであって，

ついでごく幼い子供の養取が出生に近似する

ものとみなせるくらいのものであろう。合同

はその定義からして二つ以上のビレック家族

の再編そのものにほかならず，また結婚が単

なる一方の配偶者のビレック家族帰属の変更

以上の再編効果を，関係する複数のビレック

家族にもたらすことは前節の事例から知られ

るはずである。

直系家族としてのビレック家族の再生産の

中心となるのは継承者の結婚である。これに

よってはじめてこの集団が将来にわたって存

続しつづけるということへの最低限の保証が

与えられるからである。出生と養取はある男

女が結婚していることが前提であり，さらに

イバン社会においては養取による子供は出生

による子供と完全に等価のものとみなされる

から，ひとたび結婚という関係さえ確立して

しまえば，こうした子供が再び結婚適齢期に

さしかかるまでは，後続世代のことを気にや

む必要はない。その意味で出生や養取，すな

わち単純な意味での再生産は，結婚という契

機に対して従属的なものにとどまるのである。

ところで継承者の結婚ということには，形式

的に言って，ともに選択を内包する二つの要

素が含まれている。すなわち継承者の選択と

彼（彼女）の結婚相手の選択である。この二

つの選択というところにビレック家族の再生

産過程が本質的に再編過程とみなされなけれ

ばならない理由がひそんでいる。

再編過程とはビレック家族の再生産過程が

当該のビレック家族の人員の増減という孤立

した事象ではないということを意味している。

ビレック家族が外婚単位であるからには，結

婚についてはこれはまさしく自明のことであ

る。しかしこの場合，結婚する男女の一方が

ビレック家族の継承予定者であり，かつ他方

がそうでなければ，問題となりうるようなド

ラスティックな再編は起こらない。あるいは

双方ともに継承予定者でない場合も同様であ

る。ところが，これがイバン社会の性質を考

えるさいに最も重要な点になるが，それぞれ

のビレック家族―より正確に言えばそのな

かの中核的な親夫婦―は，継承者をあらか

じめ１人の子供に限定的に予定したりはしな

いのである。彼らは可能ならばすべての子供

を潜在的な継承者として確保しておきたいと

望んでいると言ってよい。一つのビレック家

族を超えた社会的拡がりのなかで継承者を計

画的に均等配分するという見取り図は彼らの

念頭にはない。そこで子供の結婚にあたって

は，ほとんど常に二つのビレック家族間で新

婚夫婦の居住をめぐって「つなひき」が起こ

ることになる。あるいはより効果的には，そ

のまえに子供の結婚相手の選択に親が介入す

ることにもなる。新カップルが独立のビレッ

ク家族を形成していればともかく，相手のビ

レック家族に入ってしまうと，継承者として

取り戻すことは難しくなるからである。もっ

ともこれが不可能でないことは【具体例２】

に見られるとおりであり，こうしたときに現

存ビレック家族の再編過程が最も顕在的に現

われるのである。

継承者の最終的な選択が時間的にひき延ば

されることは，実は継承の候補者たちがビレ

ック家族の継承を多くの場合望んでいないこ

との結果であるにすぎない。したがって正確

には，この選択は継承候補者の行為によって，

ひき廷ばさざるをえないのだと言うべきであ

る。たいていの場合，この行為は積極的な行

為というよりも，継承を覚悟する意志をはっ

きりと表さないという不作為ないし消極的行

為のかたちをとる。親夫婦にしてみれば，子



��� ビレック家族を日本のイエの萌芽形態と見る中根［1970� ��117］の次の指摘は興味深い。他書から
の引用になるが，継承者の資格が相当厳格に規定されているイエの場合でも，「いうべきほどの家
産のない非常に貧しい世帯のあいだでは，個々の成員の都合次第でどんなタイプの継承も行なわ
れうる」［����	
� 1967� ��11］。イバン社会においては，たとえ彼らの主観にとって意味ある財産
があったとしても，いかなるタイプの継承もありうる。この点でイバンの双側主義ないし無性主
義，非年齢主義は徹底している。しかし，機略の観点からすると，有産のビレック家族は継承者
を得るのに容易であり，しかも一旦継承者が決まれば，その安定度は高くなる。この場合，継承
をめぐる機略において，イニシャチヴが上位世代者ににぎられる可能性もあるわけである。
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供が結婚して自分たちと同居していても，つ

まりその時点で継承者らしくあっても，いつ

出て行かれるかわからないという不安に常に

つきまとわれているわけである。そのために

こそできうるかぎり複数の潜在的継承者が必

要とされるのである。継承者選択は，こうし

て見るといわば世代間の「かけひき」であっ

て，そこでは親と子のあいだに相当長期間に

わたる相互行為が展開されることになる。た

とえば結婚に過度に親が介入した場合，子供

はしばしばか
�

け
�

お
�

ち
�

でこれに対応するが，こ

れとても最終的な決定ではなく，それに続く

幾多の「かけひき」の初発局面であることが

多い。このような世代間「かけひき」に，兄

弟姉妹間のババ抜きゲームにも似た責任転嫁，

その配偶者たちの親の目論見が加われば，ビ

レック家族編成，ということはその再編をめ

ぐる相互行為のインベントリー，つまり社会

的行為者の行為の機略目録はおおかた出そろ

ってしまうであろう。

ビレック家族をめぐる行為の機略は，将来

の事態が予測しがたいなかで，それぞれの行

為者がどのように自己の利得を最大限追及し

ていくかにつきるわけであるが，行為者相互

の利得が最も端的に相克しあうのが継承とい

う契機であった。継承候補者はこれに主体的

にかかわり選択的に行為するのである。リク

ルートメントという視点に欠落しているのは

このことであった。ビレック家族は共同生産

の単位であると同時に，あるいはそれ以上に

その内部での消費の共同性を保証する単位で

ある。利得とは共同生産と共同消費の個人に

とっての長期にわたるバランスシートのこと

だと言ってよい。したがって，行為者が単純

に利得を追い損失を避けようとするならば，

自分が生まれ育ったビレック家族を結婚と同

時に去り，夫婦で新たなビレック家族を作っ

て，将来は老後のためにその継承者を確保す

るのが最も効率的だということになる。私権

地に区切られていない「原住民慣習地」に位

置するイバン社会では，焼畑のための土地は

実質的にロングハウス共同体の成員すべてに

開放されているから，あるビレック家族が特

別の家宝とかゴム林などの家産に特に恵まれ

ていないかぎり，既存のビレック家族を継承

することに物的なメリットはない���。こうし

た状況下で，イバンの若者は特殊な場合を除

いて普通には独立を指向するのである。上位

世代の夫婦はこれを強制的に止めることはで

きない。したがって継承をめぐる機略におい

てイニシャチヴをとるのは基本的には常に若

者の方である。

このように機略の視点からビレック家族を

とらえかえしてみると，集団先行論的なアプ

ローチをここで採ることはこの集団のむしろ

特殊な面のみを強調することになることが理

解できよう。ビレック家族という集団は既存

のものに後続のものが取り込まれることによ

って成り立っているというよりも，結婚を契

機として男女の対が作りあげていくものと考

えたほうが論理的に一般性が高い。フリーマ

ンはビレック家族の発展循環が完結したあと

は，これが理想的には永続するものとみなし

た。この指摘はそれとして正しい。しかし，

そこには一つの論理的落とし穴がある。すな

わち集団の永続性は望まれているものであっ

ても，そのことは集団が過去から永続してき

たものであることを意味しないのである。事



��� フリーマンはビレック家族の永続性を強調するあまり，その過去連続性を過大に評価するような
記述をしている［1970� ���31���］。ビレック家族の継承者として夫婦という対ではなく，出自論的
な視点から一人の特定の実子ないし養子であると見る彼は，ビレック家族の継承線を過去にたど
ることができるとする。しかし，彼も認めているように，こうしてたどれる現実のビレック家族
の深度はせいぜい３-４世代にすぎない［�	�
�� ��33］。しかも彼の呈示した107ビレック家族のうち
38％までが三世代に満たないという事実がある［�	�
�� ��12］。このうちの相当部分が「新しく」創
出されたものであろう。本論で扱ったロングハウスの場合，1975年当時で33％，1980年で39％が
こうしたビレック家族である。仮りにこの比率が同じだとすると，一つのビレック家族として４
世代前にも「存在」したものの全体の20％にも満たないことになる。ビレック家族の独立にあた
っては，既存のビレック家族からの副次的な「聖なる稲」の継受が行なわれるが，このことによ
って新しいビレック家族が親ビレックの支線とみなされるわけではない。イバン社会の双側性原
理の基本を夫婦という対の生成に求めるとき，そこで言われる双側性原理は出自論的な概念とい
うよりも，関係生成の原理とみなしたほうがよいことになる。
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実としても，ビレック家族には発展循環の最

初の段階のものが相当多く，これがむしろ常

態と言えるほどである。したがってビレック

家族を分析するときには，論理としても事実

としても，その生成の位相に着目することが

決定的に重要なこととなる。生成の位相から

見るとき，ビレック家族は集団としての過去

に存在の根拠をもつ過去指向的なものではな

く，未来指向的な集団だと言わなければなら

ない���。

この意味で，ビレック家族に疑似的にせよ

出自論的な議論を適用することは不適切であ

る。若い夫婦が独立するときはもちろん，一

方の配偶者の親のビレック家族と同居しその

継承者となる場合でも，夫婦という対で―

潜在的には独立しうるものとして―それを

継承することを選択したのであって，そのビ

レック家族は彼らの結
�

婚
�

が
�

存
�

続
�

し
�

て
�

い
�

る
�

か
�

ぎ
�

り
�

夫婦が共同で所属するビレック家族である。

したがって，そこに生まれてくる子供は夫婦

の子供として夫婦の所属するビレック家族に

生まれてくるのであり，フリーマンが言うよ

うに「父かあるいは母のビレック家族に」生

まれ，その成員となるのではない。そのこと

は，結婚に際してたとえば妻が夫方のビレッ

ク家族に居住した後に離婚した場合，夫婦の

あいだの子供が夫方のビレックに残るかどう

かはまったく不確定であることからもうかが

い知れることである。フリーマンは結婚後の

居住形態と子供の所属に関して，択一的居住
�������� ���
����あるいは択一的親子関係

��������� ���������という表現で，「男女どち

らか・父母どちらか」という「二者択一性」

の属性概念を提出し，この双側（双系）親族

関係を軸とする社会における選択のあり方を

分析したが，実はイバン社会における選択の

幅は「二者択一」の概念が意味する以上に大

きいのである。フリーマンは，究極的には出

自論に由来するこの概念を採用することによ

って，「独立居住」の過程のなかで生成する

新しいビレック家族の存在が明示し，またさ

まざまの再編過程が暗示するこの集団の本質

的特徴を，十分にはとらえきれなかったと言

わざるをえない。

� �����������

これまで述べてきたような集団編成をめぐ

る個人の行為とその機略のあり方を根本的に

規定しているのは，イバン社会がビレック家

族という自律的小集団によってすき間なく覆

われているという事実である。ビレック家族

の内的構成が行為論の視点からとらえかえす

ことができたにしても，この事実は，個人の

行為が上に論じた意味での利得追求の機略と

して成り立つ根源的な基礎であり，個々の行

為者にとっては先験的に与えられた行為の前

提的枠組として現われる。それは構造的なも

のであり，かつ規範的なものであると言って

よい。すなわち，個々のビレック家族は機略

的行為によってさまざまな構造体として生成

され再編されるが，より深いレベルではこの



��� たとえば歴史家の印象として �����	
［1970� ��28��］。本稿における機略と戦略の使い分けはセル
トー［1987� ��97��］における戦術と戦略の区別にやや近いところもあるが，個人の行為として見
たときの後者の区別は実態的というよりも概念的区別である。私は戦略の語を社会全体に関する
面でのみ用いる。
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社会の構造的特質によって決定づけられてい

るのである。そこで本論を結ぶにあたって，

イバン社会の構造的特質と個人の機略との関

係について簡単に補っておきたい。

イバン社会は，その歴史を見てもまた現状

を見ても，常に拡大していくことによって成

り立ってきた社会である。移動性の高い焼畑

耕作を人口的に過疎といえる環境のなかで営

んでいるという生態的与件が，このイバン社

会の拡大傾向と相伴している。イバン社会の

全体を一つの集合的組織体とみなす一種のア
�

ナ
�

ロ
�

ジ
�

ー
�

を用いれば，拡大的移動という現象

はボルネオ島という自然環境と他民族集団と

の関係を含む社会環境のなかでこの組織体が

採った，生存のための一つの「戦略」であっ

たと考えることができる。この場合，ビレッ

ク家族という小集団は組織体の一つの単位，

それも全組織体を内部からくまなく構成して

いく，いわば細胞ともみなしうる単位である。

ところでこの細胞は，第２節で述べたように，

自律性のきわめて高い単位集団であり，現実

に存在しているより大きな社会集団，つまり

ロングハウス共同体の規制から原則的に自由

でありうる存在である。ここでわれわれは，

イバン社会の拡大がこの自律的で，しかもす

べての個人がそのうちのどれか一つに属する

という意味で「全社会的」な単位によって担

われていたということに注目しなければなら

ない。イバンの移住は基本的にはビレック家

族単位―ないしは少数のビレック家族の連

合―によって行なわれるのである。ビレッ

ク家族はその「小ささ」と機動性によって，

組織体拡大の前衛の役割をよく果たしうるの

だと言ってもよい。

このことを一言でいえば，イバン社会の構

造的特質は全体としての拡大という戦略によ

って要請されたものである，と要約すること

ができる。ここで注意しなければいけないの

は，このことはすべてアナロジーにもとづい

ているということである。イバン社会は現実

には決して一つの組織体ではない。ここで行

為する個人は純粋に個人間の相互行為として

だけ行為しているのであって，社会全体につ

いてはなにも見えていない。この意味で社会

の戦略はいわば主
�

体
�

な
�

き
�

戦
�

略
�

と言いうるもの

である。しかしそれにもかかわらず，社会の

全体様態は結局のところ個人の行為の歴史的

集積にほかならず，社会的人間としての個人

が主体的動作主としてみずからの利得追求の

機略にそって行為することは，ビレック家族

の編成における流動性を高め，結果的にその

単位集団としての機動性を増大させていくこ

とになる。これによって具体的には，移住に

適合する小さな構造体，利害の一致した成員

から成る構造体が適宜形成されうるのである。

あるいはまた，焼畑農耕における不作の危険

に対しても，その時々での一時的な成員の組

み換えという個人的機略が行なわれることに

よって，究極的には社会の生存戦略を組み立

てていくことになる。

平等主義的かつ競争主義的と形容されるイ

バン社会にあって，個人の機略こそが社会の

戦略と構造を絶え間なく生成し，恒常的に実

現させているのである。イバンの社会はアモ

ルファスなアメーバのような印象をいく人か

の研究者に与えてきた���。そうした印象を与

えるもの，それがビレック家族という小集団

の自律的な地位であり，さらにはその編成を

めぐる個人の行為の機略的なあり方である。
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はじめに

Ⅰ失われた絆の回復

Ⅱホー・チ・ミン訪ソをめぐる外形的な問題

１．モスクワに至るまでの旅程

２．中国共産党指導者との関係について：

北京―モスクワ―北京

Ⅲホー・チ・ミンとスターリンの会談内容

１．会談におけるスターリンの発言とその

政治的影響

２．スターリンによる土地革命提起の背景

むすびにかえて

� � � �

ホー・チ・ミン（1890？-1969）の生涯に

おいて，ソ連は中国と並んで決定的に重要な

位置を占めた国家であった。インドシナ共産

党の活動家として1920年代から30年代にかけ

てモスクワに滞在してコミンテルン中枢に勤

務した経験をもつホー・チ・ミンであったが，

1938年にモスクワを離れた後，ベトナム民主

共和国主席（国家元首）として非公式ながら

中国経由で同地を再訪する機会がめぐってき

たのは1950年になってからのことであった。

その時のホー・チ・ミンとスターリンの会談

が結果として二人の最初にして最後の歴史的

な邂逅となった。

祖国への帰還後，ベトミンを率いて八月革

命を実行して，曲がりなりにも1945年９月ベ

トナム民主共和国独立宣言を行ったものの，

直ちにフランスとの戦争に入らなければなら

なかったホー・チ・ミンにとって1950年は大

きな転機を記した年となった。同年１月18日，

30日とベトナム民主共和国（以下，民主共和

国と略称）が中国とソ連から相次いで承認を

受け，外交関係を樹立したことは，政治・外

交・軍事各面における民主共和国の国際的な

立場が強化される起点ともなりうる大きな歴

史的事件であった��。それは国際的承認を得

ることができないままに，ベトバック（越北）

地方を根拠地としながらフランス植民地主義
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者と戦う抵抗勢力としての実態しかもってい

なかった民主共和国にとって，国家としての

要件を備えるための必要不可欠な第一歩でも

あった。また，中国・ソ連に続いて民主共和

国が朝鮮（１月31日），チェコスロヴァキア

（２月２日），ドイツ民主共和国（２月３日），

ルーマニア（２月３日），ハンガリー（２月

３日），ポーランド（２月４日），ブルガリア

（２月８日），アルバニア（２月11日）からも

承認され，相互に外交関係を樹立したことは，

冷戦構造の中で自らが社会主義陣営に帰属す

ることを民主共和国自身が明確に意思表示し

たという点においても重要であった。

このような民主共和国を取り巻く国際環境

の変化の中で，「革命的国際主義の最も有能

かつ敬愛する指導者」スターリンと会談する

ことができたのは��，ホー・チ・ミンにとっ

てみれば大きな栄誉と自信の源泉となったこ

とは疑問の余地がない。しかし，その歴史的

な重大性にもかかわらず，ホー・チ・ミンの

訪ソに関しては従来，資料面での制約から，

基本的な事実を把握すること自体著しく困難

な状況に置かれてきたため，これを研究対象

としてとりあげることはおよそ不可能であっ

た。基本的な事実すら確定しえないという問

題に関してみれば，まず訪ソの時期をめぐり，

いくつかの異なる言説が流布されてきたこと

をあげなければならない。ホー・チ・ミンと

スターリンの会見の時期に関しては，1949年

12月，1950年初頭という二つの言説が存在し

てきた。1949年12月という説はベトナム共産

党の公式な党史において記述されたものであ

るが��，そのベトナム共産党がドイモイ開始

以降に編纂した『ホー・チ・ミン年表』では，

それを1950年２月へと修正している��。さら

に，中ソ条約締結交渉のためホー・チ・ミン

と同時期にモスクワに滞在していた毛沢東や

周恩来ら中国共産党の指導者との関係につい

ても，どこまで行動を共にしていたのかが不

詳であった。具体的には，ホー・チ・ミンが

北京からモスクワへの往復に際して彼らと行

動を共にしていたのか，あるいはホー・チ・

ミンとスターリンの会談の場に中国共産党指

導者も列席していたのかなどの問題である��。

また，ホー・チ・ミン訪ソの核心ともいうべ

きスターリンとの会談の内容に関しても，フ

ルシチョフの回想録がそれに具体的に言及し

た唯一の文献であるという状況が長く続き��，

その真偽を検証する術がなかったために，民

主共和国とソ連の関係をめぐるホー・チ・ミ

ンとスターリンそれぞれの政治的な思惑を分

析することはほとんど不可能のように思われ

た。

しかし，1990年代以降ホー・チ・ミンの訪

ソに関する資料状況にもやや変化の兆しが見

えてきた。断片的ではあれ，ベトナム共産党

指導者の回想録が出版され，ホー・チ・ミン

が当時どのようなことを側近に吐露していた

のか，あるいはスターリンとの会談で何が話

し合われたのかなどの問題について知ること

ができるようになった。また，ロシアで公開

されたスターリン関連文書の中にホー・チ・

ミンの書簡が含まれていたことは，訪ソの時

期を確定する上で大きな貢献をするものとな

った。本稿はこのような資料状況の変化を受

けて，これまで研究対象とされてこなかった
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ホー・チ・ミンの訪ソ（1950年）を中心にし

て，民主共和国成立からスターリンの死去ま

での時期（1945年～1953年）をも視野にいれ

ながら，二人の相互間の認識や民主共和国を

とりまく国際環境，とりわけ同国とソ連の政

治的な接点を明らかにすることによって，訪

ソ前後の歴史過程を再構成し，その歴史的意

義を再検討しようとするものである。

� ��������

ホー・チ・ミンは1920年代前半から30年代

後半にかけての７年余をグエン・アイ・クオ

ックの名をもって，コミンテルンの活動家と

してモスクワで過ごした経験をもつ。そのう

ち，スターリンがソ連の党と国家の実権を掌

握した時期と重なる1930年代のモスクワ滞在

は，ホー・チ・ミンにとって心地よいもので

はなかったと考えられる。彼に対しては若輩

のインドシナ出身活動家たちから，ベトナム

共産党の結成に際しての行動が独断であると

の非難が寄せられたり，階級対決路線のもと

でホー・チ・ミンの思想は度々改良主義的で

あるとの非難の対象になったりしていた。

ハー・フイ・タップが中心となってスターリ

ンにあてた書簡においても，名指しこそされ

なかったものの，グエン・アイ・クオック起

草の文献が非難されていたのである。この時，

東方書記局でインドシナを担当していたヴァ

シーリエヴァの庇護がなければ，その滞在は

より辛苦に満ちたものとなったことであろ

う��。

1935年，コミンテルンの機構改革によって

地域書記局が廃止された結果，コミンテルン

は，旧東方書記局が管轄していたアジア・ア

フリカ地域の情報収集能力を喪失しつつあっ

た。ホー・チ・ミンはこのような状況の中で

比較的コミンテルン末期までモスクワに滞在

していたインドシナ共産党活動家の一人とな

っていたが，1938年，モスクワを離れて中国

に向かい，延安に到着する。モスクワでは東

方勤労者共産主義大学も閉鎖され，そこで最

後まで活動していたグエン・カイン・トアン

のようなインドシナ共産党の関係者も帰国し

たことによって，ソ連とインドシナの接点は

事実上失われることになった。ホー・チ・ミ

ン自身は，広西や雲南が活動の主たる舞台と

なり，また土着共産主義者との結合に努める

中にあってもコミンテルンの活動家であるこ

とを忘れてはいなかったが，1943年コミンテ

ルンが解散したことで，もはやソ連とインド

シナを結びつける絆は完全に消滅したといっ

てよいであろう��。

ソ連はその後，インドシナに関する情報を

ほとんど持ち合わせていなかったようである。

当時，ソ連にとってインドシナ情報の収集源

となっていたのはパリであったが，駐仏大使

ボゴモーロフの報告（1945年８月20日付）が，

インドシナではフランスによる保護は望まれ

ていないと述べたり，インドシナを国連安全

保障理事会の保護下におくことを提案したり

しているのは，インドシナで抗日闘争を進め

てきた運動主体がいかなる政治勢力であるの

かが把握されていなかったことをよく示して

いる��。また，ホー・チ・ミンがコミンテル

ンで活動した経歴をもつとはいえ，ソ連にお

けるその知名度がどれほどのものであったの

かも疑問とせざるをえない	
�。コミンテルン

執行委員会委員をつとめたレ・ホン・フォン

やインドシナ共産党書記長となったハー・フ
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イ・タップの方が，コミンテルン内のランク

としては上位であったからである。こうした

事情を反映してホー・チ・ミンの経歴に関し

ても十分な情報がなかったものと思われる。

コミンフォルム第１回協議会第２回会議

（1947年９月23日）において，フランス共産

党代表デュクロは，インドシナ情勢に関して

「［ラマディエ政府には―筆者注］ホー・チ・

ミン（20年間共産主義者であった）を排除し

て，バオダイ前皇帝を権力に復帰させようと

いう意図がある」と述べているが，当時の国

際共産主義運動の指導者ですらホー・チ・ミ

ンについてその程度の知識しか持ち合わせて

いなかったのである���。

民主共和国独立宣言直後，ホー・チ・ミン

はスターリンあてに相継いで書簡（1945年９

月22日にモスクワ着）と電報（1945年10月21

日付）を送り，インドシナ情勢の重大な変化

（バオダイ帝の退位と民主共和国臨時政府の

成立）を報告するとともに，飢饉に直面した

トンキン人民への支援要請やフランスによる

再侵略行動の違法性などを訴えたが，これら

に対するソ連側からの回答はないままに終わ

った���。また，民主共和国承認に至る過程で

両国の接触に関しては，1947年９月にスイス

で国内情勢，共産党内情勢，ベトナムにおけ

る戦争に対する国際的反響について両国の使

節の間で会談が行なわれたことが唯一確認で

きるにすぎない���。

このようなソ連側の対応の背景には，前述

したように情報が決定的に不足し，判断材料

が欠如するという状況の中でソ連が慎重な行

動をとらざるをえなかったという事情が存在

していた。ホー・チ・ミンに限らず，フラン

スもインドシナに関してはソ連に対するア

ピールを展開していた。フランスの駐ソ大使

は1949年，最高会議幹部会議長シュヴェルニ

クあてに書簡を送り，ベトナムにおけるバオ

ダイを元首とする政府の成立とその合法性を

説明している。ソ連政府はこれに対しても回

答を示さなかったが，この時の対応に際して

グロムイコ第一外務次官がスターリンあてに

提出した判断は概ね次のようなものであった。

（1）バオダイ政府は実体のない傀儡政権であ

り，民族解放闘争抑圧のために利用されてい

る。このような状況の下で，ソ連はその「政

府」の存在を承認することはできない。（2）

ソ連政府はこれまでインドシナにおける事件

に対して自らの観点をフランスには表明して

いない。外務省はフランス政府と現在この問

題に関する取り決めを行なう根拠はないもの

と考える。（3）フランスはバオダイ傀儡「政

府」を国連に加盟させようとしているが，こ

れに関してみればホー・チ・ミン政府が国連

加盟申請にあたって提起した観点の方（1948

年11月22日付）がわれわれにより近いものを

もっている���。ここには，当面事態を静観し

て，バオダイ（フランス），ホー・チ・ミン

いずれの側への加担をも回避しようとするソ

連政府内の慎重な観点が明示されているとい

える。

さらにより大きな環境として，当時のソ連

の対外政策全体において，インドシナ問題は

重要度からすれば，決して高位のランキング

を付与されていたわけではなかった。民主共

和国独立宣言（1945年９月２日）からソ連に

よる民主共和国承認（1950年１月30日）まで

を範囲として，全連邦共産党政治局会議の議

題としてあげられた対外的なテーマのほとん

どは，東欧諸国，ドイツ問題，中国などに集
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中しており，インドシナに関してはわずか２

件，フランス駐ソ大使の書簡（1949年10月21

日に議題として上程）と民主共和国との外交

関係樹立（1950年１月30日に議題として上程）

を数えるにすぎない���。その意味で，「当時

ソ連は内外に急を要する問題を数多く抱えて

いたため，ベトナム問題はその関心を引くま

でに至らなかった」というレ・キム・ハイの

指摘はその通りであるが���，同時にそれはソ

連政府の単なる無関心や無策を意味するもの

ではなく，政府内部にインドシナに関する情

勢判断が存在していたことも看過されてはな

らない。

他方，ソ連から民主共和国の承認が得られ

ないという状況に関して，ホー・チ・ミンは

民主共和国独立宣言からそう隔たっていない

ものと推定される時期に周囲に次のように説

明していたという。

「今ソ連が私たちを承認する声をあげるこ

とができないのは，時期尚早だからだ。私た

ちはまず自分たちには独立を堅持するに足る

力があるということを証明しなければならな

い。承認した後にこちらが敗北したら，外交

面で厄介なことになるだろう。しかし，心の

中ではソ連の同志たちは私たちを支持してく

れている。私たちは正義の闘争を進め，日ご

とに多くの国の支持をかちとっていこう。心

配することはない。｣���

ホー・チ・ミン自身もソ連の行動に一定の

理解を示すとともに，インドシナ情勢の抱え

る不確定要素を十分に認識していたことがこ

の発言からはうかがえる。ただし，民主共和

国成立の時期においては，ホー・チ・ミンは

特にソ連のみを重視していたわけではなかっ

た。正確にいえば，ソ連は支持を期待された

国の一つにしかすぎなかった。民主共和国が

孤立無援の中でインドシナに復帰してきたフ

ランス植民地主義者と戦わなければならない

という状況の下では，支持者を選り好みして

いる余裕などなかった。ホー・チ・ミンは

1946年１月にソ・米・中三国の国連代表あて

に電報を，２月には中・米・ソ・英各国政府

あてに親書をそれぞれ送り，民主共和国の承

認と国連加盟に対する支持を求めるとともに，

フランスの行動を国連でとりあげてほしいと

訴えている���。これらの国々の中でホー・

チ・ミンが最も期待を寄せていたのは米国で

あったと思われる。1944年時点から/00

（米国戦略情報局）要員と接触して，ベトミ

ンへの支援を要請したのみならず，有名な民

主共和国独立宣言（1945年９月２日）に米国

の独立宣言を引用したのはその熱意が早い段

階から生まれていたことを示すものである���。

そして1945年から46年にかけてトルーマン大

統領や国務長官にあてて何度も電報や書簡を

送り，その中で「フィリピンと同様，私たち

の目標は完全独立および米国との完全協力で

す」とまで述べて，フランスとの闘争に対す

る理解と支持を求めた !�。また駐仏大使アボ

ットとの会談（1946年９月11日）では，米国

側の不安を解消するためか，ホー・チ・ミン

は自分に共産主義者とのつながりがなく，民

主共和国政府内にも共産主義者はいないと事

実に反する発言までしている ��。米国に対す

る期待は，「常に弱小民族のために自由と独

立を擁護してきた民主国家」というホー・

チ・ミンの米国に対する評価が示すように  �，

そのフランスやオランダに対する反植民地主
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義的な態度から発していた。

しかし，米国がこうしたホー・チ・ミンか

らのアピールに反応せず，フランスを支持す

る姿勢を明確にするにつれて，ソ連の重要度

が増大していった。1948年８月に開催された

第５回中央幹部会議では，ソ連を中心とした

「反帝民主陣営」が「反民主帝国主義」より

も強力であるという二陣営対立に基づいた国

際情勢認識が示されるとともに，ソ連と「新

民主主義諸国」（東欧，北朝鮮，中国の解放

区）の成長と前進が高く評価された。そして

その中で「インドシナ諸民族の国は帝国主義

に反対する民主陣営の隊列に身を置く」こと

が明言されるようになったのである。他方，

米国は「帝国主義陣営の筆頭（最も反動的な

帝国主義）」と位置づけられ，フランスのベ

トナムにおける戦争や，オランダのインドネ

シアにおける戦争を援助しているとして，各

地の民族独立運動抑圧に対するその加担が

厳しく糾弾された���。米国に対する評価は

1945-46年の時期と比較してほぼ逆転したと

いうことができる。

民主共和国の承認に慎重な姿勢をとってい

たソ連が，その承認に向けて動き出す大きな

契機となったのは1949年10月の中華人民共和

国の成立および同国の民主共和国承認に向け

た国際的努力であった。中華人民共和国成立

直後，毛沢東は中ソ条約交渉のため12月16日

にモスクワ入りして，２ヵ月にわたりスター

リンと会談を重ねることになるが，その過程

において「ベトナム，日本，インドなどアジ

アの兄弟党の状況」も12月時点から話題にな

りつつあった���。

中国共産党指導者の中には民主共和国のお

かれた困難な状況に理解を示し，「ベトナム

人民の抗仏闘争を援助することは，われわれ

の国際主義的義務だ」とみなす観点や，中国

の承認が民主共和国の国際的な承認に道を開

くことによって，民主共和国が孤立を打破し，

国際的地位を向上させるのにプラスになると

の見解が表れ始めていた��。中国共産党内で

も民主共和国に対する支援が具体化する中で

外交関係樹立も検討の対象となり，同時期

（12月24日）に中国共産党政治局は，フラン

スが中国を承認する以前に民主共和国と外交

関係を樹立した方が「利が多く弊が少ない」

という判断を下していた。同じ頃インドシナ

共産党中央からはリー・ビク・ソン（リー・

バン）とグエン・ドゥク・トゥイが北京に派

遣され，中国側に対する諸要望が伝えられ

た���。このような両党間の協議を経た結果を

反映すると考えられる，劉少奇が中国共産党

中央のために起草したホー・チ・ミンあての

電報（12月28日付）は「ベトナム民主共和国

と中華人民共和国の外交関係樹立問題に関し

て，中国共産党中央は速やかに中越両国の外

交関係を樹立するという貴方の提案に同意し

ます。ソ連と新民主主義国家も中越両国の外

交関係樹立に続いて，ベトナム民主共和国を

承認することが可能となるでしょう。それを

実現するために，中国共産党中央はベトナム

共産党中央に対してホー・チ・ミン同志がベ

トナム民主共和国の名においてコミュニケを

発して，各国と外交関係を樹立する希望があ

る旨声明するよう提案します」と述べ，中越

両国間の外国関係樹立にとどまらず，民主共

和国承認の連鎖を拡大する方策まで提示して

いた���。
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これを受けて1950年１月14日に「ベトナム

民主共和国政府は，平等の原則と，ベトナム

の領土主権および国家主権を尊重するあらゆ

る国の政府と外交関係を樹立する用意があ

る」というホー・チ・ミンの声明が発布さ

れ���，１月18日に中国が最初に民主共和国を

承認した。この時毛沢東は中国外交部に

ホー・チ・ミンの声明を「ソ連と新民主主義

国家」に送付するよう命じ���，ソ連と東欧諸

国による民主共和国の承認に向けて中国が労

をとろうとする意志を明確に示した。

ソ連が民主共和国を承認し，外交関係を樹

立する旨表明したのは１月30日になってから

であった。その際，同日付でソ連外相ヴィシ

ンスキーが民主共和国外相ホアン・ミン・ザ

ムあてに送付した電報では，ソ連の決断は１

月14日のホー・チ・ミン声明を受けた結果で

ある点が強調されているが���，それは中国に

遅れること12日を経ての承認となっただけで

なく，中国が成立後比較的早く民主共和国を

承認したのと比較しても，民主共和国独立宣

言後４年以上を経ての承認となった���。しか

も，ソ連が中国に続いて，民主共和国承認に

向けて東欧諸国をまとめようとするなどの国

際的な努力を払おうとした形跡を見出すのも

困難である���。

なお，次章で詳述するように，1949年12月

末あるいは1950年１月初頭にホー・チ・ミン

はベトバック根拠地を出発して，すでに訪

中・訪ソの途上にあった。後に掲げるスター

リンの1950年２月１日付の電報において，ソ

連の民主共和国承認後もホー・チ・ミンの訪

ソの意志に変わりがないのであればそれを歓

迎するという主旨のメッセージが述べられて

いることは���，少なくともソ連が民主共和国

を未承認という段階にあってはホー・チ・ミ

ン訪ソの主たる目的がソ連に対して民主共和

国の承認を働きかけることにあった可能性を

強く示唆しているといえよう。しかし，実際

には1950年１月30日のソ連の民主共和国承認

によって，ホー・チ・ミンにとって訪ソの目

的からは民主共和国の承認に関わる問題は除

外されることとなったのである。

� �������������������
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冒頭で述べたように，ホー・チ・ミン訪ソ

の時期に関しては，大きく，1949年12月説

（以下12月説と略）と1950年２月説（以下２

月説と略）がある。しかし，このうち12月説

にはいくつかの点で無理がある。

民主共和国臨時政府で財政相をつとめた

レ・ヴァン・ヒエンの日記によると，ホー・
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チ・ミンは1949年12月16～18日の政府会議を

主催した後，19日の抗戦記念日の記述を最後

に姿を消している���。当時は戦争の中で，フ

ランスの攻撃を避けるため民主共和国政府や

共産党，軍の中枢機関はベトバック根拠地の

タンチャオ（トゥエンクアン省）を中心に

180 ��の範囲内を１ヵ月～３ヵ月毎に移動

しながら，分散して設営されるという状況に

あった���。ホー・チ・ミンにとっては，ベト

バック根拠地から徒歩で中越国境まで到達し

た後，中国経由でモスクワに行く以外には

ルートの選択肢はなかった。しかも根拠地か

ら中越国境まで徒歩でフランスの目を避けな

がら17日を要したという当時の移動事情を考

慮すると���，1949年12月末にモスクワでス

ターリンと会うことはほとんど不可能となる。

さらに，12月説を覆す決定的な証左として，

ここで二つの資料をあげておく。その一つは

1950年２月１日付のヴィシンスキーの北京駐

在ソ連大使シバーエフ宛て電報であり，ス

ターリンの次のメッセージを劉少奇経由で

ホー・チ・ミンに届けることを命じたもので

ある。

「ホー・チ・ミン同志

数日前，毛沢東同志からあなたがモスク

ワを秘密裏に訪問したいとのお考えをも

っていることをききました。私はそれに

対して，異議を唱えるつもりはないと返

答しました。もしあなたが，ソ連のベト

ナム承認後もモスクワ訪問計画を変更さ

れないのであれば，私はモスクワであな

たにお目にかかれるのを楽しみにしてい

ます。

フィリッポフ｣���

もう一つは，ホー・チ・ミンが1950年２月

７日付でチタからモスクワ訪問に先だってス

ターリンあてた次の電報である���。

ソ連邦閣僚会議議長スターリン同志

１．私は二つの理由から，モスクワ訪問

が秘密裏に行われることを願っていま

す。第一には，私のベトナムからの出

国についてはベトナム共産党中央委員

会の数名の委員と，政府閣僚二名しか

知っていないからです。第二には，フ

ランス人が私のベトナム出国に気づい

たら，政治的・軍事的行動に出るので

はないかと考えるからです。

２．２月３日に私は無線で私のモスクワ

訪問の性格に関してベトナム共産党中

央委員会の見解を照会しました。しか

し，回答がモスクワに届くには早くて

も10日かかります。

３．もしスターリン同志が，私のモスク

ワ訪問が公式であった方がよいとお考

えになるのであれば，私はベトナム共

産党中央委員会があなたのご意見に同

意するものと確信しています。

４．モスクワ到着の際は，あなたのもと

へ直行することをお許しいただきたく

願います。

ホー・チ・ミン

1950年２月７日

これら二つの資料は，1950年１月末～２月

１日の時点でホー・チ・ミンが北京に滞在し

ていたこと，ならびに同年２月７日の時点で

はすでに北京を離れソ連領内に入ってモスク

ワ訪問の途上にあったことを示している。お

そらく，スターリンからのメッセージを受け
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ドシナ共産党であったはずである。このことはホー・チ・ミンが共産党の実質についてどのよう
に認識をしていたのか，またこの時点ではインドシナ共産党を継承する党の名称が決定していな
かった可能性を示しており興味深い。なお，10月14日付のスターリンに宛てた書簡では「ベトナ
ム労働党」の党大会開催について言及しており，新たな党の名称が確定していたことがうかがえ
る。������ ��558 	
�11 ��295 ��8�また，中国の資料は当時の党名は正式にはインドシナ共産党で
あるが，ベトナム共産党とよぶのが一般的であったとしている。中共中央文献研究室 1996� ��236

��� 中共中央文献研究室 1996� ��241
�	� 石井 1990� ���248-249� 253～254
�
� 中共中央文献研究室 1996� ��241
��� �� �� ���� 1995� ���162-164�なお，この時点でレ・ヴァン・ヒエンはホー・チ・ミン自身が外国

に行くことを知らされていなかった模様である。
��� ��� ������ ��� ��� ����� ��������� �� �� ����� �� ��� ���� 1994� ���396-399�
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とった後，２月３日にホー・チ・ミンは「ベ

トナム共産党」中央委員会に状況を伝えてか

らモスクワに向けて北京から出発したものと

推測される���。したがって，出発は早くても

２月３日以降のことになる。これはまた，劉

少奇がホー・チ・ミンの要求に従って，２月

３日夜モスクワ行きの汽車にホー・チ・ミン

を乗車させたとする『劉少奇年譜』の記述が

精度の高いものであることの証左ともなるで

あろう���。

こうして，２月３日にホー・チ・ミンは北

京を汽車で出発し，ハルビン，満州里経由で

ソ連領に入り，チタを経てシベリア鉄道でモ

スクワに向かったことがほぼ確実となる。当

時は北京からモスクワまで鉄道で11日を要し

ていることを考慮すれば�	�，ホー・チ・ミン

は特に支障がなければ２月13日頃にモスクワ

に到着したものと推測される。その日程はさ

らに，ホー・チ・ミン訪ソの性格に関する

「ベトナム共産党」中央委員会の見解がモス

クワに届く時期とも一致する。

また，劉少奇が１月30日に毛沢東あての電

報の中で，「彼は［ホー・チ・ミンを指す―

筆者注］活動を離れてすでに１カ月となりま

すが，裸足で歩き17日かけて中国国境地帯に

入ったのです」と述べていることから判断す

ると�
�，ホー・チ・ミンは1949年12月末か

1950年１月初頭に根拠地を出発した後，１月

中旬後半に中越国境地帯に到達したものと推

測される。ホー・チ・ミンの出発日時に関し

ては，レ・ヴァン・ヒエンがその日記の中で

1949年12月24日に「ホー主席に指名された特

別の派遣団が外国に行く」と記している。そ

れ以降12月29日にかけてレ・ヴァン・ヒエン

が財政相として「派遣団」のための路銀作り

や外国の首脳に贈るための金貨鋳造に奔走す

る様子が日記からはよくうかがえる���。さら

にその後，ホー・チ・ミンが中越国境地帯に

到達した日時については，１月19日にフック

ホア（カオバン省）から水口（広西龍州県）

に入り，人民解放軍龍州分区司令部に宿泊し

た後，翌20日には自動車で南寧に至り，さら

に21日には南寧から来賓へ移動し，北京行き

の汽車に乗ったとする『ホー・チ・ミン年表』

の記述が説得的であることがわかる���。

なお，ここで本論からはややそれるが，12

月説に関しても一言しておきたい。12月説は

それが事実であるかどうかということよりも，

むしろその政治的な背景を考慮する必要があ

る。すなわち，12月説が登場したのが1980年

代であることと，それが1990年代半ばになっ

て２月説へと書きかえられた点に着目しなけ

ればならない。1980年代は，1970年代からの

ベトナムと中国の対立が継続していた時代で

あり，ベトナムは自らをソ連陣営（社会主義

共同体）に帰属させ，あらゆる面でソ連と密

接な関係を築いていた。その裏返しとして，

中華人民共和国成立後，30年にわたる中国と

ベトナムの関係は，中国が絶えずベトナムを

抑圧し，様々な陰謀を企図してきたという論



��� その代表例として以下の文献をあげておく。��� ���	
� ��� 	�� �� ���� ����� ���� 1979�
��� レ・ズアン書記長時代に編纂が決定され，1980年から89年にかけて出版された『ホー・チ・ミン

全集』10巻を参照。�	
� �����
�	� 1980-1989�
��� �� ���� ��� ��� ���� 	
 ��� ���� 	
 ��� ���� �
�� ���� (12 ���)� �� ��	� � ! "�	�� ��	 #��� �	��

1995-1996�
�$� 黄錚 1987� ��125
�%� 中共中央文献研究室 1996� ��241� ����� ��� ���� 1989� ���327-330�
�&� ����� ��� ���� 1989� ���328-329�ヴォー・グエン・ザップは1995年刊の回想録の中で，ホー・チ・

ミンは中国で初めて毛沢東と会ったと述べているが，1999年刊の別の回想録では，ホー・チ・ミ
ンが北京に到着した時，毛沢東はすでにソ連に赴いてしまっており，両者の出会いはモスクワで
あったと，前説を修正している。�� ���'
� (	�� 1995� ���411� �� ���'
� (	�� 1999� ���14-15�
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調に統一され，いわば黒一色に塗りつぶされ

ていた���。ホー・チ・ミンの人生において中

国が重要な位置を占めていたことと，ホー・

チ・ミンが中国共産党指導者と親密な関係を

保持していたことは否定のしようもない事実

であるにもかかわらず，この時期に編纂され

た『ホー・チ・ミン全集』には，中国に言及

した著作や演説が掲載されなかったことはよ

く知られている���。

1980年代にベトナム共産党がとっていた親

ソ・反中国路線の下では，成立して間もない

中国が真っ先に民主共和国を承認し，それか

ら12日も経ってからソ連が漸く承認したとい

う歴然たる事実は，ソ連とベトナムの友好関

係を強調しようとするベトナム共産党にとっ

ては，前者の不熱心さをさらけ出すことにつ

ながり，甚だ都合の悪いものであったとしか

言いようがない。それを少しでも緩和するた

めには，1949年12月にホー・チ・ミンがス

ターリンと会ったという「事件」を捏造して，

あたかもそれが民主共和国の国際的な承認に

大きく影響することになったかのような印象

を醸成する必要があったのであろう。12月説

の消滅と２月説の登場は，まさにこのような

親ソ・反中路線の基盤が消失する時期とも重

なっている。1990年代半ばには，すでにソ連

も崩壊し，中越関係が正常化し，ベトナムの

外交が全方位的な方向へと移行しつつあった。

対外環境の変化に加えて，ベトナム共産党自

身がドイモイ政策を実行に移す中で，「事実

を直視する」姿勢を打ち出して，歴史的事実

に対する従来の隠蔽体質から大きく脱却した

のもこの時期であり，ホー・チ・ミンに関し

てみれば，死去30周年（1989年）に際してそ

の遺書全文が手書きの草稿とともに公表され

た他，未公表の著作や演説を収録した『ホー・

チ・ミン全集』の新版や極めて詳細な『ホー・

チ・ミン年表』（10巻）が相次いで刊行され

ることとなったのである���。

��������������������

���������

訪ソに際してのホー・チ・ミンと中国共産

党指導者との接触についても，いくつかの異

なる言説が存在している。それを整理すると，

第一に，ホー・チ・ミンは北京で中国共産党

指導者のうち誰と接触したのかという問題が

ある。これに関しては，①1950年１月北京で

周恩来と会った後，共にモスクワに赴いたと

する説と�$�，②ホー・チ・ミンが北京に到着

した時，周恩来は毛沢東の指示を受けて中ソ

条約締結交渉のためすでにモスクワに向けて

出発してしまっており（1950年１月10日），

周恩来とは会えなかったとする説である。後

者は，ホー・チ・ミンを迎えたのは劉少奇で

あり，両者がベトナム支援に関する問題を討

論したことと，ホー・チ・ミン訪ソの段取り

をつけたのが劉少奇であったことを明らかに

している�%�。この他，ホー・チ・ミンが毛沢

東と中南海で会見したとする説もあるが�&�，

これは前述したように毛沢東が1949年12月か

ら1950年２月までモスクワに滞在していた事

実を考慮すれば，およそ検討する価値はない

といってよい。



��� ����������� �	�
�������� ������ ���������� 1950-1953�� ���������	�
 ����� ���1� 1997 ��� ��6-7�
��� 	
�� ��� 	
�� 1989� ���330�チャン・ダン・ニンはインドシナ共産党中央委員で，フランスや国

民党軍からホー・チ・ミンの存在を隠すために外国訪問団の団長をつとめた。�
 ����� ����
1995� ���409�

��� 黄錚 1987� ��125
��� �
 ����� ���� 1999� ���14-15�なお，ザップはホー・チ・ミンの訪ソ当時，ベトナムに残留して

いたため，これはホー・チ・ミンから得た情報であろう。
��� �	���� 1998� ��113-115� ���� ����� ��� ��� ���� ��������� �� �� ��
� 	
  �� ���� 1994� ���

403�
�!� ������� ��558 ���11  �313 ��2� 67-68�
�"� �	���� 1998� ��114� �
 ����� ���� 1995� ���412�
�#� ����������� �	�
�������� ������ ���������� 1950-1953�� ��7-8�
�$� 伍修権 1983� ��13
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この問題に関しては②の説が正確であると

考えられる。中ソ条約交渉に関する中国側の

記録によれば周恩来が１月20日にモスクワに

到着していたとしている点とそれを裏付ける

資料として，クレムリにあるスターリンの執

務室への訪問者リストの中に周恩来の名があ

る（１月22日・23日）ことからしても，ホー・

チ・ミンが２月初めに周恩来と北京から共に

モスクワに向かった可能性はありえない���。

さらに，前述したスターリンのホー・チ・ミ

ンにあてたメッセージが劉少奇経由となって

いる点も，北京では劉少奇がホー・チ・ミン

の受入れ責任者となっていた事実をよく示し

ている。周恩来を除外すれば，ホー・チ・ミ

ンの北京からモスクワまでの同行者としては，

ホアン・ヴァン・ホアンがチャン・ダン・ニ

ンの名をあげているのが唯一言及した資料と

なっているにすぎない���。

第二の問題として，ホー・チ・ミンのモス

クワ到着後，スターリンと会談した際に毛沢

東，周恩来ら中国共産党指導者も同席してい

たのかという点がある。これに関して，黄錚

はモスクワでホー・チ・ミンが毛沢東や周恩

来とともに，スターリンと「ベトナム革命に

関する重大な問題」を討議したとしている���。

また，ヴォー・グエン・ザップも，後述する

ようにホー・チ・ミンとスターリンの会談の

際に毛沢東が同席していたと述べ，毛沢東の

発言を紹介している���。それに対して，フル

シチョフの回想録や『ホー・チ・ミン年表』

は中国共産党指導者の存在については一切言

及していない���。以上の問題点を解明するに

足る決定的な資料はないが，物理的にモスク

ワに滞在していた中国共産党指導者がホー・

チ・ミンと接触することは可能であること，

また中国共産党が当時日本・インドネシア・

インドシナ各共産党とソ連共産党との事実上

の連絡役をつとめていたこと�!�，さらに訪ソ

に際してホー・チ・ミンが中国共産党に便宜

を計ってもらっていること等々を考慮すれば，

ホー・チ・ミンが中国共産党指導者とともに

スターリンとの会談に臨むことは十分に可能

であったろう。

なお，会談が行なわれた日時や場所も不明

であるが，フルシチョフやヴォー・グエン・

ザップの回想録では会談が数回に及んだかの

ような記述がある�"�。1950年２月スターリン

執務室への来訪者リストにホー・チ・ミンの

名が記載されていないことから判断すれば，

会談はスターリンが当時接客に使っていたク

ンツェヴォの別荘（ダーチャ）で行なわれた

ものと推測される�#�。伍修権は，２月14日に

は中国側主催のパーティーが開催され，ス

ターリンと他の指導者が参加し，16日にはソ

連政府がクレムリに毛沢東，周恩来，中国代

表団全員を招待してパーティーを開いたとし，

当時モスクワに滞在していたホー・チ・ミン

がパーティーに参加し，そこでスターリンと

の間で冗談交じりの会話が交わされたという

エピソードを紹介している�$�。伍修権は



��� 黄錚 1987� ���125-126
��� 伍修権 1983� ��16
��� 	
�� ��� 	
�� 1989� ���327-330�
��� ���� ����� ��� ��� ���� ��������� �� �� ��
� 	
 ��� ���� 1994� ���405� 408�
��� ���� ����� ��� ��� ���� ��������� �� �� ��
� 	
 ��� ���� 1994� ���405�
��� ���� ����� ��� ��� ���� ��������� �� �� ��
� 	
 ��� ���� 1994� ���408-413�広西社会科学院

1995� ���162-164
��� ���� ����� ��� ��� ���� ��������� �� �� ��
� 	
 ��� ���� 1994� ���417�
��� �
 �� �� !��� 1995� ���408-411�
�"� �� ��� 	��� 1995� ���160-217�
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ホー・チ・ミンがどちらのパーティーに参加

したのか明示していないが，フルシチョフの

回想録と，スターリンとホー・チ・ミンの会

話内容およびフルシチョフの出欠状況を照合

すると，２月16日であった可能性が高い。

第三には，ホー・チ・ミンの帰途に関する

問題をあげなければならない。これをめぐっ

ては，①ホー・チ・ミンは周恩来より先にモ

スクワを離れて北京に戻ったとする説（２月

17日以前)���，②２月17日に毛沢東，周恩来

が帰国の途に着いた時，ホー・チ・ミンもこ

れに同行して，シベリア諸都市を友好訪問し

ながら北京に戻った（３月４日）とする説���，

③モスクワから空路北京に戻ったとする説

（期日不明)���，④ホー・チ・ミンはモスクワ

に滞在して，２月末の時点でも対外活動を継

続し，３月上旬北京に戻ったとする説が存在

する���。

残念ながら，現時点ではホー・チ・ミン帰

国の期日とルートを確定するに足るだけの資

料がなく，いずれの説が正しいかを論ずるの

は不可能である。しかし，①や②のように，

ホー・チ・ミンが２月17日あるいはそれ以前

にモスクワを離れたのであれば，前述のチタ

発電報との関連からしてモスクワ滞在がほん

の数日であったことにもなりかねない。すな

わち，ホー・チ・ミンのモスクワ到着が２月

13日頃となり，17日にはモスクワを離れたと

いうことになるのである。当時ベトナムでは

抗仏戦争が進行中という状況の中で，そこか

ら一時的に離脱してモスクワまで到達した

ホー・チ・ミンにとって，モスクワ滞在を短

くしてシベリア諸都市を２週間もかけて友好

訪問することにどれほどの意味があったのか，

筆者には強い疑問が残る。それよりは，「ベ

トナム人民の正義の闘争に対する世界の進歩

勢力の同情と支持を獲得すべく」モスクワで

フランス共産党の代表や国際組織の代表と接

触したという説の方が，当時ホー・チ・ミン

の置かれていた状況を考えると，説得的であ

るように思われる���。

ホー・チ・ミンはモスクワから北京に到着

して，当地にしばらく滞在した後，３月11日

に北京を出発して，ベトナムに向かった。

ホー・チ・ミンは帰路，北京出発時点から，

沿路日付入りの漢詩を詠みながら，広西へ到

着しているため，われわれはそのルートと日

程を知ることができる。漢詩の題名と日付は

次の通りである。

「離北京」（３月11日）／「過湖北」（３月

12日）／「過長沙」（３月13日）／「午過遷

江」（３月17日）／「近龍州」（３月19日)���

龍州に到着した後，ベトナム領内に入りバ

ッカンに到着したのは４月２日であったとさ

れる���。この帰国日程は，ヴォー・グエン・

ザップが回想録の中で，ホー・チ・ミンが

1950年の初めに「外国」に行き，４月上旬に

帰還したと述べているのとほぼ一致している

ばかりでなく���，前述したレ・ヴァン・ヒエ

ンの日記の中でホー・チ・ミンが長期に及ぶ

不在の後に，1950年４月10日の党活動者会議

と11～13日の政府会議で再登場を果たすのと

も一致している�"�。



��� �� ���	
� ��� 1995� ���411-412�
��� �� ��� 2000� ���268-269�
��� �� ��� 2000� ���269�ホー・チ・ミン以下，当時のインドシナ共産党の指導者たちにとっては，ス

ターリンがベトナムに関する一定の情報を持ち合わせていたことが驚きであったようである。こ
れに関しては，前述したように，スターリンが毛沢東や劉少奇を通じてホー・チ・ミンと連絡を
とっていることや，後述するようにインドネシア共産党に関しても劉少奇がスターリンと同党の
仲介的な役割を果たしていることからして，中国共産党指導者が大きな役割を果たしていたのは
明らかである。
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ここでは，1950年２月中旬に行なわれたと

考えられるホー・チ・ミンとスターリンの会

談の内容を，主としてヴォー・グエン・ザッ

プ，トー・ヒュー，フルシチョフの回想録に

依拠して再構成することを試みる。これらを

総合すると，会談での主要な話題は，ホー・

チ・ミンからスターリンへのベトナム情勢に

関する報告と革命の展望の説明，ベトナムへ

の援助物資提供の要請であった。そして，前

述したように本来はこれに加えて，ソ連に民

主共和国承認を働きかけるという重大な任務

があったが，それはソ連が民主共和国を承認

したことにより会談の時点では必要のないも

のとなっていた。

会談に際してホー・チ・ミンがスターリン

に八月革命，抗仏戦争を中心にベトナム情勢

を報告したところ，それに対してスターリン

は同意した上で，ベトナム北西部の山岳地帯

を重視してそこを抑えれば，全土で主導権を

握れることができるという助言をしたという。

しかし，スターリンは他方でベトナムにおけ

る「土地革命」の遅れを批判し，その重要性

を力説した。ヴォー・グエン・ザップが

ホー・チ・ミンの後日談として紹介している

ところでは，会談の際スターリンは二つの椅

子を指して，ホー・チ・ミンに「こちらの椅

子は農民の椅子で，あちらは地主の椅子です。

ベトナムの革命家はどちらの椅子に座るつも

りなのですか」とたずねたという���。農民と

地主を鋭く対比させ，地主を否定的に位置づ

けたこの発言は，インドシナ共産党にとって

みれば後述する民族統一戦線政策の内容の見

直しを迫るものに他ならなかった。また，

トー・ヒューがチュオン・チンから伝え聞い

た話として紹介するところでは，スターリン

はホー・チ・ミンに「同志のベトナムはもと

もと封建国家，植民地ではありませんか。ベ

トナム革命は植民地主義と封建地主に反対し

なければなりません。革命と抗戦を遂行した

といっても，思想と習慣はそう早く解決でき

るものではありません」と語ったとされる���。

スターリンがここでなぜ土地改革や階級対決

的なアプローチを提起したのか，その要因に

関しては次節であらためて考察することとし

たい。

土地革命を促す一方で，スターリンは，ベ

トナムに自らは深入りせず，実際の支援は中

国に任せようとする姿勢も見せていた。

トー・ヒューによれば，スターリンの発言は

さらに「ソ連はベトナムから遠く，中国ほど

近くはありません。ですから同志は毛沢東の

経験をたずね，中国の同志に武器，食糧，薬

品さらには政治思想に関する支援増大を要請

した方がよいでしょう」，「いずれにしてもソ

連は国土を再建し，自陣営の社会主義の勝利

を保障し，世界革命の拠り所となるために平

和を必要としています」と続く���。

また，ヴォー・グエン・ザップによれば，

ホー・チ・ミンとスターリンの会談時には毛

沢東も同席しており，三者の間で次のような

やりとりがあったという。ホー・チ・ミンが

ソ連側に対して，10個歩兵師団と１個高射砲

連隊への各種装備提供を要請すると，スター

リンは「ベトナムの要求は大きなものではあ
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りません。ですから，中国とソ連の間で分担

をすればよいでしょう。ソ連は現在東欧諸国

の面倒を見るので手一杯です。中国がベトナ

ムの必要としているものを援助するでしょう。

中国にないものについては，ソ連の対中援助

物資を転用すればよい。その分はソ連が穴埋

めをしましょう」と答えた。毛沢東からはさ

らに「ベトナムは10個師団を装備してフラン

スと戦わなければならい。まずは北部［ベト

ナム―筆者注］で活動している６個師団の装

備から始めましょう。ベトナムは直ちにいく

つかの部隊を中国に派遣して武器を受け取っ

てかまいません。広西省がベトナムの直接的

な後方となるでしょう」という発言があっ

た���。

以下，スターリン発言のいくつかの論点に

従って，そのインドシナ共産党への政治的な

影響について考察していく。第一に，スター

リンが会談の中で「土地革命」の重要性に言

及して，ホー・チ・ミンに対する圧力ともと

れる発言をしている点に注目したい。ホー・

チ・ミンが帰国後，「われわれが土地革命を

遂行しなければならない時がきた。中国は大

衆動員と土地改革の実行に関する経験を提供

してわれわれを援助することを約束してい

る」と語ったことは���，ホー・チ・ミンがス

ターリンの発言をいかに重く受け止めていた

かをよく示している。同様にその発言に触発

されて「思想工作」すなわち整党に向けた準

備と研究も開始された���。ただし，それで直

ちに土地改革が開始されたわけではなく，

ホー・チ・ミンが語った通りの内容をもって

土地改革が開始されるまでには，さらに約３

年を要することになる。1950年時点で共産党

は土地政策として租税・利息減額を実施した

り，フランス人や「越奸」の土地を没収して

農民に一時的に分与したりするのが精一杯で

あった���。「土地政策の第一段階」と位置づ

けられたこれらの施策の意義は「封建的搾取

の残滓を徐々に廃絶し，貧しい耕作者に生産

手段を与え，耕作技術を改善し，生産の増強

をはかり，抗戦の需要に十分こたえる」と説

明され，階級闘争よりはむしろ抗戦遂行との

関連に重点がおかれていた（1950年５月)���。

これは，党が当時，階級を超えた愛国的な統

一戦線を重視する路線をとり，地主全般を否

定するような政策をとっていなかったことに

も起因していた。地主階級を廃絶する一種の

社会革命として1953年に土地改革が開始され

るまでには，政治・軍事情勢の安定，フラン

ス人と「越奸」の土地の一時的分与を通じた

指導部と大衆双方の経験の蓄積，整党を通じ

た「幹部・党員のプロレタリア階級としての

立場の強化」（1952年）といったステップを

経なければならなかったのである���。そして

後述する1952年11月19日のスターリンにあて

たメッセージの中でホー・チ・ミンが「農業

プログラム」の実現，すなわち土地改革に努

力するという決意を表明していることは�#�，

この段階においても訪ソ時のスターリンの土

地革命に関する発言が忘れられていなかった

ことを示している。

第二に，民主共和国に対する支援は専ら中

国に任せ，ソ連はそこに深入りすることを避

けようとしたスターリンの言動はインドシナ

共産党指導部にはどのように受け止められた

のであろうか。民主共和国に対するスターリ

ンの消極的な姿勢は，会談後にソ連から援助

として民主共和国に提供されたのが，１個連

隊用の 37��高射砲，モロトフ工場製輸送
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車両数台，軍用薬品というごく象徴的なもの

でしかなかった点に早くも示されていた���。

フルシチョフによれば，ホー・チ・ミンが帰

国後，マラリア治療用にキニーネを提供して

ほしいと要請した際，ソ連にキニーネ生産設

備があるにもかかわらずスターリンは0.5ト

ンのみ送るよう指示したという。フルシチョ

フは0.5トンのキニーネが「ホー・チ・ミン

が共産主義の事業全体のために闘争で支払っ

た」代価として見合うものかという疑問を投

げかけている���。この他，外交関係樹立のシ

ンボルともいうべき大使任命に関しても，民

主共和国のソ連駐在大使としてグエン・ルオ

ン・バンが1950年12月に着任したものの，ソ

連の民主共和国駐在大使任命は「ベトナム政

府に恒常的な居住地がない」という理由で見

送られ，初代大使ラブリショフが着任したの

はジュネーブ協定調印後の1954年11月のこと

であった���。

他方，中国はスターリンや毛沢東の発言に

忠実に沿う形で，民主共和国に対する支援を

具体化させていった。その皮切りとして，

1950年３月上旬には民主共和国駐在の中国共

産党中央連絡代表として派遣された羅貴波が

ベトバック根拠地に到着した。同年４月には

ベトナム人民軍308師団所属２個連隊と312師

団所属１個連隊がそれぞれ蒙自（雲南）と化

�（広西）に派遣され，中国側から武器の供

与と軍事技術の講習を受けた���。同年８月に

はベトナム側の要請に応じて中国からベトナ

ム支援顧問団が組織・派遣されるとともに，

羅貴波がその団長に任命された。軍事支援に

とどまらず，インドシナ共産党幹部の養成も

1950年から中国の高級党学校で行われるよう

になった他，広西の桂林にはベトナム人子弟

の教育のための学校も開設され，卒業者の大

半は管理，財政，銀行，貿易などの実務的分

野で幹部となったといわれる���。中越両国は

軍事面のみならず，人材面でも関係を緊密化

させていったのである。

このような情勢の中，1950年５月から10月

にかけて人民軍の攻勢下に展開された国境作

戦（レ・ホン・フォン作戦）で，フランスは

カオバン，ドンケー，タットケーなど中越国

境地帯の要衝から退却せざるをえなくなった。

この事件は，第一次インドシナ戦争の流れを

変えた転換点のひとつとなるものであった。

ホー・チ・ミンは1950年10月14日付でカオバ

ンから発信されたスターリンあて書簡の中で，

「あなたと中国共産党からの大きな支援のお

かげで，私たちの国境反攻作戦の第一段階は

成功裏に終了しました」と述べ，具体的に戦

果を報告するとともに，中国人顧問の献身的

な活動を賞賛している���。ホー・チ・ミンは

さらに新たな戦闘を準備し，そこで一層の戦

果をあげることをスターリンに誓っている。

この書簡は，ホー・チ・ミン訪ソ後の民主共

和国をめぐる政治・軍事情勢が，先に指摘し

たソ連の消極的な姿勢にもかかわらず，中越

両国を基軸として展開されたかのように分析

されるべきものではないことを示している点

で重要である。「私たちの勝利は比較的小さ

なものかもしれませんが，そのことがあなた

を最も有能かつ敬愛する指導者とする革命的

国際主義の勝利の一部とみなすことは適切で

しょうか｣���というホー・チ・ミンのスター
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リンに対する問いかけからは中越両党の上に

君臨するスターリンのイメージが鮮明に伝わ

ってくる。

ホー・チ・ミンがスターリンに敬慕を寄せ

ていたのとは対照的に，フルシチョフによれ

ばスターリンはホー・チ・ミンの勝利を信ぜ

ず，むしろ侮蔑的な態度をとっていたとされ

る。例えば，ソ連公式訪問の可能性に未練を

残していたホー・チ・ミンに対して，スター

リンが後に粗暴な言辞を吐露したというエピ

ソードや，ホー・チ・ミンに請われて自らサ

インした画報をチェキースト（秘密警察）に

命じてホー・チ・ミンの宿泊先から奪い返し

たという冷酷なエピソードがある���。後者に

関しては，ホー・チ・ミン自身もスターリン

のサインした画報が消失したという事実を，

帰国後特に批評することもなく周囲に漏らし

ている���。

フルシチョフが言及している以外にも，確

かにわれわれはスターリンのホー・チ・ミン

に対する冷淡な対応をいくつか看取すること

ができる。前述した1950年10月14日付書簡の

中で，ホー・チ・ミンが「私はあなたが私た

ちのために特に書くことを約束された本を手

にすることを願っています。私はそれを自分

で翻訳するつもりです。それは私たちの若い

党にとって最も高貴な贈り物となるでしょ

う｣���と述べていることから，モスクワでの

会談中ホー・チ・ミンはベトナムの党のため

に特に著作を書き下ろすようスターリンに懇

願し，スターリンもそれに対して口約束をし

たものと思われる。しかし，それが実現され

ることは遂になかった。

そして時期的にはやや後になるが，1952年

にはいるとホー・チ・ミンがスターリンと再

会する機会がめぐってきた。同年10月５日か

ら開催される全連邦共産党第19回党大会に参

加するため，ホー・チ・ミンは再び秘密裏に

モスクワ訪問の途につくことになった。モス

クワ滞在中，ホー・チ・ミンはスターリンと

会談したいという強い要望を表明している。

10月17日付のスターリンあてのメッセージは，

ベトナム問題に関する報告をスターリンの前

で行いたいこと，そして同じくモスクワに滞

在中であった劉少奇にも参加を要請して意思

疎通の便宜をはかってもらおうという内容の

ものである���。しかし，その後１カ月を経て

もスターリンからの返答はなく，ホー・チ・

ミンがモスクワを離れる日が迫っていた。11

月15日付のソ連共産党対外委員会経由でのメ

ッセージで，ホー・チ・ミンはモスクワを離

れる前に「数分」でもよいからスターリンと

会見したいという希望を再度表明するととも

に，もしスターリンが多忙でその時間がなけ

れば，会見を断念してスターリンあてのメモ

を残していく旨述べている���。やはりスター

リンからの反応はないまま，遂にホー・チ・

ミンは帰国する日を迎えることになる。その

時点（11月19日）にあってもホー・チ・ミン

は「最愛かつ尊敬するスターリン同志」に

「農業プログラムの実現と私たちの愛国的な

闘争を前進させるために努力する」ことを誓

うとともに，「二，三年後に当地を再訪して

あなたに私たちの活動の成果を報告する」こ

とを希望するというメッセージを残して，帰

路に着いた���。しかし，ホー・チ・ミンの願

いも空しく，1953年３月スターリンの死去に

よって二人が再会する機会は永遠に失われる
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ことになった。

この時期には健康状態が悪化していたとも

伝えられるスターリンだが，人と面会できな

いような状態にあったわけではなかった。10

月20日，24日，27日，31日，11月３日，５日，

10日，13日，14日にクレムリの執務室で，マ

レンコフ，カガノーヴィチ，ベリヤ，フルシ

チョフらの腹心と会っている。そのうち10月

24日には劉少奇，陳雲，王稼祥，師哲ら中国

共産党の要人を迎えており���，これが党大会

後外国からの共産党指導者と面会した唯一の

記録として残されている。ここからあらため

て，スターリンが中国共産党に関する限り，

これを重視していたことがわかる。

その反面ベトナムを含め，中国共産党以外

のアジアの共産党に対するスターリンの態度

がいかなるものであったのかは，全連邦共産

党第19回党大会に先立つ時点で早くも表明さ

れていた。1952年８～９月にモスクワを訪問

した周恩来によって，第19回党大会に際して

インドネシア，ベトナム，日本などアジア諸

国の共産党代表にソ連・中国両党の指導者と

党情勢に関して話し合いをもちたいという意

向があることがスターリンには伝えられてい

た（９月18日）。しかし，スターリンは周恩

来に「兄は弟からの申し出を拒絶するわけに

はいきませんが，それに関しては劉少奇と相

談しなければなりません」と述べて即答を避

けようとした。劉少奇には「多くの経験があ

る」というのがその理由だったが，劉少奇自

身が資料を携えてモスクワで一連の問題を討

議する予定だという周恩来の説明を受けて，

「中国の同志がこれらの問題を討論したいと

いうのなら，もちろん私たちの側に異論はあ

りません。もし［討論を―筆者注］お望みで

なければ，話し合うまでもありません」と素

っ気のない返答をするのがやっとだった。最

終的には周恩来の懇願に対して「時間は何と

かなるでしょう」と述べるにとどまった���。

すでにこの時点で早くもアジア諸国の共産党

との会談に消極的なスターリンの姿勢を垣間

見ることができる。

�������������������

前節で考察したホー・チ・ミンとスターリ

ンの会談およびそれ以後のスターリンの行動

から，土地革命の重要性を説きながら，政治・

軍事面での実際の支援や指導は中国に任せて

自らは積極的な関与を控えようとする，ベト

ナムに対するスターリンのアプローチにみら

れるいくつかの特徴を指摘することができる。

ここでは特にスターリンがこの時期に土地革

命に言及した要因について考察していく。ス

ターリンはかつてコミンテルンの人民戦線戦

術を是認したことからもわかるように，歴史

的にみれば必ずしも階級対決路線に固執して

きた人物ではない。それがなぜホー・チ・ミ

ンとの会談でわざわざ土地革命を提起したの

であろうか。

この問題に関するスターリン本人の見解を

知るうえで極めて重要な文献は，ホー・チ・

ミンの訪ソから時期的には１年ほど後になる，

1951年２月に作成されたインドネシア共産党

綱領草案（以下草案と略）に対するスターリ

ンのコメントである。草案はもともと北京に

派遣されたコンド（ムリオノ）をはじめとす

るインドネシア共産党臨時中央委員会代表メ

ンバーが，中国共産党中央委員会と共同で作

成したもので，1950年10月11日付で劉少奇か

らスターリンの意見を求めるべくローシン大

使に手渡されている���。これを受け取ったス

ターリンは，インドネシア経済に関する基本

的なデータが手元にないためコメントするこ

とは不可能であるとして劉少奇に必要なデー
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タをあらためて送付するよう要求した（10月

25日付）。スターリンが要求したのは①交通

運輸部門を含めインドネシアの産業で発展し

ている部門はどこか／各部門の労働者の数と

全産業における労働者の数／全人口に占める

労働者の割合②耕作地・非耕作地の面積とそ

の内訳（地主，国家，外国人，農民ごとに）

／全人口に占める農民の割合③小土地所有農

民あるいは土地なし農民の数／彼らは誰の土

地をどのような条件で耕作しているのか④雇

農の有無とその社会階層に関するデータであ

った���。

その後，劉少奇からデータを受け取ったス

ターリンは，それを分析したうえでコメント

（1951年２月２日付）を劉少奇あてに送って

いるが，その自筆草稿は６ページにも及ぶも

のとなっている���。ホー・チ・ミンに対する

スターリンの冷淡な対応と比較すると，それ

までほとんど知識すらなかったインドネシア

に対するその反応が並みのものではなく，大

変な熱の入れ様であったことがうかがえる。

一体，草案の何がここまでスターリンの関心

を引きつけたのであろうか。コメント全体を

通じて，スターリンは封建的土地所有の廃絶

を伴った土地革命など階級闘争・階級対決を

重視する立場や，ボリシェヴィキ的前衛党と

しての組織原則に基づいた行動スタイルと政

策決定方法の実践などを提起することによっ

て草案に盛り込まれていた革命戦略を批判し

ている���。しかし，ここでわれわれはこの批

判がインドネシア共産党にのみ向けられたも

のではないという点を想起しなければならな

い。前述したように，草案自体が「中国革命

の勝利の経験を研究した後，われわれはイン

ドネシア共産党中央委員会に以下の提案を行

う―インドネシア共産党は全世界の共産主義

軍の勇敢な一部隊である｣���という一節から

始まるように，それが中国共産党とインドネ

シア共産党の共同作成になるという点にあら

ためて着目しなければならない。それに対す

る批判的なコメントは中国共産党の路線に対

する批判という意味をもつと考えられるから

である。特に次の二点は，1949年11月に劉少

奇によって「毛沢東の道」として提起された

中国革命の戦略・戦術を機械的に他地域へ適

用することの有効性を問い，異議を唱えたも

のととらえられる���。

第一には民族統一戦線の位置付けに関する

問題である。草案では「毛沢東の道」におけ

る「広範な全民族的統一戦線」とほぼ重なる

「最も広範な統一戦線結成，インドネシア人

民の真の独立と独立・自由・統一のインドネ

シア共和国建設のための不屈の闘争」や「労

働者と農民の同盟に基礎をおき，労働者階級

により指導される，国内のあらゆる民族，小

ブルジョアジー，民族ブルジョアジー，すべ

ての愛国的政党と集団，愛国分子を糾合した

民族統一戦線」結成の必要性が提起されてい

た�		�。これに対しスターリンは民族統一戦

線の必要性を認めながらも，インドネシア共

産党の差し迫った基本的課題はそのような広

範な民族統一戦線の結成ではなく，「封建的

土地所有の廃絶と土地の農民への譲渡であ

る」と述べて，「インドネシアで重要なこと

は農民を活気づかせて，立ち上がらせること

だ」として「土地革命」遂行の重要性を強調

した�	��。草案で「インドネシアからオラン

ダ，アメリカ，イギリス帝国主義勢力すべて
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を駆逐する」ことが民族統一戦線の課題の一

つとしてあげられていた点に対しても，ス

ターリンは民族統一戦線の矛先をすべての外

国帝国主義者に向けるのではなく，「オラン

ダ帝国主義者のみ」に限定し，かつ土地革命

と連動させる必要性を指摘している。民族統

一戦線の基盤には「労農同盟が存在し，その

耐久性は土地革命の進展にかかわっている」

というのであった����。広範な民族統一戦線

の結成を主張する「毛沢東の道」に対して，

スターリンは階級を重視した幅の狭い民族統

一戦線を対置したといえよう。

第二点は「毛沢東の道」の中核ともいうべ

き武装闘争，民族解放軍と根拠地の建設に関

する問題である。草案では活動の重心を徐々

に農村へとシフトさせ，適切な地域を選択し

てゲリラ部隊を組織して武装闘争を開始する

という，「毛沢東の道」に忠実な戦略がうた

われていた����。スターリンは中国の事例か

らその効用を認めながらも，インドネシアの

場合大きな限界が存在するとして，以下の３

点を指摘した����。

（1）ゲリラ戦法が効果的に適用されるには，

鉄道や都市から隔たった一連の森林・山岳地

帯をもつ大きな国家の存在が前提となるが，

インドネシアではそのような条件は限られて

いる。

（2）解放区の役割を考えた場合，島嶼では敵

に包囲され，堅固な後方を築くことができな

い。中国の場合，ソ連が後方として存在した

ことが有利に作用した。

（3）中国共産党にとって有利だったのは，

1927年蒋介石と袂を分かった時点ですでに数

万人規模の軍隊を保有していたことである。

インドネシア共産党にそのような軍隊はない。

さらにスターリンは，「ゲリラ戦を都市と

工業地帯における労働者階級の革命的行動，

全般的な経済・政治的ストライキで補充し，

反動政府の活動を麻痺させ，農村におけるゲ

リラ戦支持に向けなければならない」と述べ，

それが上述の限界からの脱却する唯一の方法

であると説いている����。ここには農村にば

かり目を向けて，ゲリラ戦へとはやろうとす

る戦略に対する厳しい批判が込められている

とみられる。

以上二点に象徴されるスターリンの批判的

コメントは，中国共産党にアジア地域の共産

党に対する支援を任せても，前者の革命路線

を普遍化することまでは許容してはいないと

いうスターリンの意志を示した可能性をもっ

ていたと考えられる。おそらく，スターリン

からコメントを受け取った，「毛沢東の道」

の作者でもある劉少奇は相当困惑したのであ

ろう。コメントを送付してから２カ月が経過

しても中国側から何の返答もないのに業を煮

やしたスターリンは1951年４月３日付毛沢東

あての電報で，劉少奇と中国共産党中央の求

めに応じて作成したインドネシア共産党綱領

草案に対するコメントの件がその後どうなっ

たのか情報を提供するよう要求した��	�。劉

少奇はこれには直ちに反応し，４月５日付の

スターリンあて電報でコメントに対する同意

を表明するとともに，コメントをインドネシ

ア共産党に伝えようとしていた矢先，１月６

日にインドネシア共産党指導部の交替があっ

たという情報を入手したためにそれを中止せ

ざるを得なくなったと弁明している。劉少奇

は同党新中央委員会の状況が不明であり，中

国共産党から政治的なアドバイスを受けたい

との意向を表明していないことから，インド

ネシア共産党中央委員会に対して公式なアド

バイスはこちらから持ち出すべき時期ではな

いと思われること，そして状況が明確になっ

て，インドネシア共産党中央委員会の方から



���� ��� ��� ��65�
���� ��� ��� ��66�
���� 	
��
� ��	�� �
�
�
� 	���1980� �124�ただし，本書には典拠が明記されていない。またインド共

産党に関するスターリンの立場に関する資料は未見。
���� ������ ��558 
��11 ��313 ��6� 52�
���� ��� ��� 52�
���� 栗原浩英 1998	 
�149	 154

39栗原浩英：ホー・チ・ミンとスターリン

アドバイスを求めたいと言ってきたら，アド

バイスをしてはどうかと述べている����。

このような劉少奇の対応は中国共産党が他

の共産党に対して押し付けがましい態度をと

らずに，相手の意向を十分に尊重して慎重な

対応をしようとしているかのようにもみえる。

しかし，より重要なのはスターリンの意向も

確認せずに中国側が独自の判断で，「毛沢東

の道」を批判したともとれるコメントを他党

に送付することを見合わせる決定を下したこ

とである。これに関していえば，毛沢東は

1951年４月７日付のスターリンあてメッセー

ジの中で劉少奇よりも単刀直入に「（前略）

今はあなたの指示をインドネシア共産党に伝

えるのに適した時機ではありません。状況を

はっきりさせるためにもう少し待たなければ

なりません。インドネシア共産党指導部が政

治的支援を求めてきたら，私たちはあなたの

指示をしかるべき形で伝えます」と断定的な

口調で述べている����。

以上のようなインドネシア共産党綱領草案

をめぐる中ソ両党指導者間のやりとりには，

尖鋭化した形ではないにせよ，後の中ソ対立

の萌芽ともいうべきものが見えているといえ

るだろう。その意味では，中ソ関係が険悪で

あった時代（1980年代）に，ボリーソフらが

「1950年から51年にかけてマオイストはイン

ドネシア共産党とインド共産党に，これらの

国々における具体的な状況を無視して，中国

における解放運動の経験（農民軍の形成と解

放区の建設）をコピーすることを要求した綱

領を押し付けようとした。この路線に対して

断固として異議を唱えたのがスターリンであ

った」と指摘していたのは大筋で正鵠を得て

いたことになる����。

コメントはインドネシアの具体的な状況に

基づいて戦略を策定することの重要性につい

てスターリン自身が模範を示した形をとって

おり，少なくともそこで提起された観点を例

えば「毛沢東の道」に対抗して普遍化しよう

とするといった姿勢はみられない。それをよ

く示すのは，草案で政治的要求として提起さ

れた「ソ連，中国，人民民主主義諸国との同

盟，平和と民主主義の陣営擁護，アジアに対

する帝国主義の干渉とインドネシアを帝国主

義侵略戦争の踏み台へと変えることに反対す

る闘争」という一節から，「ソ連，中国，人

民民主主義諸国との同盟」という部分を「不

適切」であるという理由で削除した点や����，

前述したように統一戦線の矛先を抽象的な

「すべての外国の帝国主義者」に向けるので

はなく，「オランダ帝国主義者のみ」に限定

するよう指摘した点などである����。もとも

と問題を普遍化するのを嫌い，個別・具体的

に把握する傾向のあったスターリンの，一国

社会主義論者としての風格がコメントにはよ

く反映されている����。

しかし，同時にコメントにはインドネシア

のみに範囲を限定して把握することのできな

い問題も多く含まれている。まず，スターリ

ンがコメント執筆に先立って労働者と農民に

関するデータを要求したこと，しかもその中

では後者の方に比重を置いた事実は，その一

般的な関心が執筆以前，すでに農民に向けら

れていたことを示すものである。この点が前

述したホー・チ・ミンとの会談に際しての発

言内容とも一致することは言うまでもない。

そしてコメントの冒頭における「インドネシ

ア特有の農業的性格にもかかわらず，他のい

くつかの植民地国家よりははるかに工業が発
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展しているという印象を受ける」という指摘

や，武装闘争（ゲリラ戦）に関して「中国の

経験が示すように，インドネシアのような後

進諸国にとっては有効な方法であることも認

めなければならない」という指摘は，スター

リンがこの時期広く植民地や「後進諸国」に

目を向け始めていたことを示す証左と考えら

れる����。その意味ではコメントで提示され

た観点がスターリンの「アジアにおける解放

闘争の問題への全般的なアプローチ」を示し

たものであるとみなすことは十分に可能であ

ろう����。

さらに，インドネシア共産党指導者は今日

に至るまで「左翼的な言辞の虜」になってお

り，「状況をよく理解せずに一撃ですべての

問題を解決しようとしている」という同党の

「左翼小児病」的傾向に対する批判や，同党

がインド共産党のように「取り留めのない議

論」をしていると党が潰れると警告したうえ

で「非合法党にとって簡単で信頼するに足る

方法」として提示したボリシェヴィキ的な前

衛党の活動方法は，いずれもインドネシア共

産党という次元を超える普遍的な党活動原則

につながるものである����。

スターリンがコメントに含まれたこれら普

遍的な側面を以後どのように発展させようと

していたのか，それは２年後彼の死によって

未解明のまま閉ざされてしまうことになるが，

少なくともスターリンの植民地に対する関心

は，それらの地域における共産党を主体とし

た民族解放運動の支援には直結しなかったこ

とは確かである。すでに述べたようにスター

リンはベトナム革命を直接支援しようとはし

なかったし，同様な態度は朝鮮戦争に関して

も専ら中国に人的犠牲を強いた点や中国共産

党を除くアジア地域の共産党に対する消極的

な姿勢に明確に表れていた。スターリン存命

中は，中ソ両党間にインドネシア共産党綱領

草案をめぐるような齟齬はあったにせよ，そ

れが表面化することはなかったのは，まさに

スターリンが国際政治において「ソ連にグ

ローバルな次元での主導的な役割を確保する

とともに，中華人民共和国がアジア地域にお

ける国際関係において主要な役割を果たすよ

うに中国共産党指導部を奨励」するという分

業体制をとったからであろう����。いずれに

せよ，アジアや旧植民地に対するスターリン

のアプローチはフルシチョフ以降の指導部が

中国との国際共産主義運動をめぐるヘゲモ

ニー争いもあって，世界各地の民族解放運動

や「社会主義的傾向」をもった政治勢力を自

らのグローバルな革命戦略の中に位置付けて

直接支援を展開していったのとは大きく様相

を異にしている。

�������

本稿における論証を通じてホー・チ・ミン

のモスクワ到着の時期，ホー・チ・ミンとス

ターリンの会談の内容，ホー・チ・ミンと中

国共産党指導者との関係については，多くの

事実を明らかにすることができたといえるだ

ろう。結果的には『劉少奇年譜』や『ホー・

チ・ミン年表』など既存の刊行物の記述に大

きな誤りがないことを部分的には確認するこ

とになったかもしれないが，それを一次資料

に依拠して論証した点には意義があると思わ

れる。しかし，同時にホー・チ・ミンのモス

クワ滞在期間や北京までの日程，スターリン

との会談が行われた場所や日時など依然とし

て未解明の問題が残っていることも認めなけ

ればならない。

また，本稿でとりあげた時期は，民主共和

国にとってみれば中国が最大の援助元であり，
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�277�
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�11 ��312 ��46-56�スターリン本人もそのことを自認していたとみられる点につ

いては石井 1990� �257を参照。
���� ������� 1998� ��132�
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両国・両党間に密接な関係が築かれつつあっ

たことは言うまでもないが，それは中国と民

主共和国の二国間あるいは中国共産党・イン

ドシナ共産党二党間の関係に還元して論じら

れるべきではなく，あくまでもスターリンに

よる同意や是認の上に成立していた点が銘記

されなければならない。例えば，土地改革の

遂行過程で生じた問題に関しては中国の果た

した役割のみが強調される傾向があるが����，

その起点としてのスターリンの発言がもたら

した意義を看過することはできない。そして，

中国共産党とインドシナ共産党にとどまらず，

インドネシア共産党やインド共産党のケース

が示すように，重要な路線問題に関してこれ

らの党がスターリンの見解や判定を求めたこ

とは，当時の国際共産主義運動に君臨するス

ターリンの実質的な最高指導者としての地位

をよく示している����。またその威厳がいか

に大きかったかは，ホー・チ・ミンとの会談

での土地革命に関するスターリンの発言が，

その後民主共和国の政治情勢を左右するほど

の重みをもってインドシナ共産党の指導部に

は迎えられたことをみれば十分である。

これとは逆に民主共和国に対する援助や指

導は専ら中国に負担させてソ連としては積極

的に関与しようとはしなかったり，人間関係

においても，スターリンが最後までホー・

チ・ミンに冷淡な態度をとり続けたりしたこ

とは事実として残る。しかし，それにもかか

わらず，ホー・チ・ミンはスターリンに対し

て心から敬慕の念を抱いていた。スターリン

の死後３年を経た1956年のスターリン批判に

関しても，ホー・チ・ミンは「スターリンの

行動に関していえば，その70％は肯定的な性

格をもつものであり，30％が誤りであると考

えられるにすぎない」とソ連側に語っている

（1957年１月)����。ベトナム労働党がスター

リン批判の本質的な部分を回避したために，

現在のベトナム共産党にとってもスターリン

は決して忌避の対象となる歴史的人物の範疇

には属していない。皮肉なことにスターリン

の冷淡な態度を批判してホー・チ・ミンに理

解と尊敬の意を示したフルシチョフに対する

評価が今日に至るまで高くないのとは対照的

である。スターリン批判を敢行し，民主共和

国に対しては本格的な援助の先鞭をつけたフ

ルシチョフだが，彼を失脚に追い込んだブレ

ジネフを中心とするソ連共産党指導部が民主

共和国さらにはベトナム社会主義共和国に大

口の援助を行ったことからすれば，評価が芳

しくないのも当然であろう����。

こうした評価の差異に関しては次のような

事情も考慮する必要があるだろう。すなわち，

スターリンには植民地における革命に対する

関心はあっても，そのベトナムやインドネシ

アに対する認識からは，超大国の要件ともい

うべきグローバルな世界戦略を，この時期ま

だ持ち合わせていなかったことがわかる。第

二次世界大戦終了からスターリン死去までの

間に，ソ連の「対外政策の範囲」が拡大して，

ソ連が国際政治の舞台に登場したことや，社

会主義諸国との関係の原則が構築されたなど

ソ連の国際的な地位に大きな変化は生じたの

は確かであるが����，そこには中国を除けば，

植民地やアジア地域はほとんど包摂されてい

なかったといえる。まさにスターリンが言っ



���� 古田元夫 1995� ���154-157
���� ベトナム戦争中，ベトナム労働党とソ連・中国の間にどのような問題が存在したのかについては

以下を参照。栗原浩英 2000�� ���111-140
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たように，「ソ連はベトナムから遠い」存在

にしかすぎなかったのである。スターリンが

ベトナムに深入りしなかったことも手伝って，

ベトナムからみればスターリンは，遠く高い

世界にいる無害な存在であったのだろう。

スターリンが土地革命に言及した背景には，

中国共産党の革命路線（「毛沢東の道」）の機

械的適用に対する異論が存在していたと考え

られることは本文で指摘した通りである。イ

ンドシナ共産党が，インドネシア共産党綱領

草案をめぐるスターリンと劉少奇のやりとり

に関する情報を入手したかどうかは不明であ

るが，スターリンのコメントが作成されたの

と同じ1951年２月に開催されたインドシナ共

産党第２回党大会では，「毛沢東の道」の受

容が公然と宣言され，毛沢東思想にはマルク

ス・レーニン・スターリン主義と並ぶ地位が

与えられていた����。このような選択もスター

リンが生きている間は，前述した対外政策の

下で問題化することはなかった。しかし，ス

ターリンの死後，ソ連が超大国としてグロー

バルな世界戦略を展開し，民主共和国との関

係も密接になるにつれて様々な摩擦も生じる

ことになるのは容易に予見のできたことでは

なかったろうか。しかも，そこに中ソ対立と

ベトナム戦争という要因が加わることにな

る����。いずれにせよ，超大国としてのソ連

とそのグローバルな戦略の中に位置づけられ

た民主共和国との関係の考察はすでに本稿を

超える大きな次元の問題であるため，その検

討は別稿に譲ることとしたい。
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<� ����������� �� ����4�� �� (��� �� ����������

=� �����������

�� (���$7���� �� ���������� ��� �� ��������� 0����� 4�� ��� �� �������	 ������

���3 ����-������	 ��� ���������� �� ����� �������-����	 !�����	 ���!�	 ������	 �0�����	

�����-����� �� ��������� ��� >����	 ��� ������� �� ��� ������������� � �-�-�- ���

����4��� �� ��� ������ ������� ��3 
��������� ?�� �0���� ��������	 ������� �� ����-�	

�� ���1�0����	 � �������	 �� �����$�-�������� ���� �3-���-� ������� �� �����3��

�����������	 �� ���� ������� ������-� ��� ��� �������������� ��������� ���� ���

��������� ?�� ����������� �� ����4��� ��� ����� ������� �� �������� ������������

��� ������ ������� �� �� ������ �� �����������

���� ���������� ��� ��-�������-� ��������� ��� 
��������	 �� ��� ����������!�� ��

������� !��@������ ��� ��� -����� 0������4��� �� ���������� �� ����������	 �� �������

��� ������ �� (���$7���� �A �B������� �� �� ������ ��� 
�������� �� �B��� �����

���������� �������	 C���  ������C���� -���������� ��!��4�-��
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�� �� ��� �� ������ ���������� �� �� ���	�� ��� ��	�

	���������� ��� ���������� ��! 	������	� "� #���	! #� $ %� & �����	 '����! (� %������ �����! � �

%������� )� �� *����)����	�+! �� , ���! ��
�

-� '� .#/� ��0
��! ��� ��������	� ������	�� �	��������� � ������� ����	� ���� ���� 1%������ �232-
�4�5� � ��	���0��	� 6 ��	������� �� �� ���	�� /���
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�� ���� �����	 
�������� �� ��������� �� ����������

� ������� �� �� ���	�� /���� ���� �� ��8����! ������ ����! �	 ���9 �����	����� :

; �� ������� ��� ���	
�������	� ���<�� ��� ��� ���8���	�� ����������� ����)��

���)	����	� �� ��������	���� =

; �� ��
�	� ��� �� 	�����	
� �� �� ��8��������	� ��� ��)����� ������ ��� ��������	� ��

������� �����	����! ���� ��� ������� ����8��� �	��	����		�� �� .#/� ��0
��-�! �� ����

���� ���0� .#///� ��0
��! ��� �� ������ �� ���
��8��� �� �� 
���	������	 �������		��

� ��� ��������	� ����)�����)	����		�� �	� 
����	
� 8��� �� #� ��0
�� ���� ��

��	� �������8��� >��<��� .///� ��0
��� (���� �	� 
�		� ���� ���	� 
����	�	� �� /.�

��0
��� ?��9 � 0��� ������	��	� ��>���� �� ���� 
� <�� 
�	
��	� �����8�� ��� ��������

/	��������� :

� ��	� ������� <���� ��	� 8�	�� ����
����	� �� ,������ �� ��)�	 ��� �������� 6

����	
���� ������� ��� ��� 
����	�� ����	� =

� ������ ������� <���� ������	� ��	�� ��� 
@��� �	���		��! ������ �� ����
��	�� ����	�����

�	 �����	� �� 
�����
�! �� ������	� �A�� ������� <���<�� ����� ��� ��� ������ ����
��	���

����� ���
�	��	�� �������� ������	�� ��	���� ������	� ����� ��� �� ����� 8��� ���

�����	� ���� �� �����(�� �� �������
���

� ��� ��������	� ����
��	�� ��	� �������	� �����
���� 6 ����	���

�� ���9����� ������� �<�� �8�
 �'���<�� ��	��� ��� �	������� �8�
 �� 
�	��	�	� 	����

���  ����� �� ��� 
������� �����	��	� ��� ����������� �8�
 �'�
 ���� ������! ���

�	����9 ��������	� ��� ���0
�� �	������������ ?�	� �� ���
�������! �	 ������8� ���

�A��� �����<��� �	 '���<�� �� �	 /	��	�����

�	 	� ���� �� ��� �������� ����
��	� �	� �����<�� 6 �������
�� �8�	� <�� ���

B�	���� 	� ��������	� �� 	�8������	 �� #///� ��0
�� �� ���	 ������8�	�� '� .#� ��0
��!

��� ��+�� �� �'���<�� ��	����� ����	� �9������ ��9 ������� 
���� ��
��8�� ��� ���


�����C�	�� ������� ?� 	�� >����! �� ������� �� ����� ���
�	��	�� 8�8�	� �	
��� 6 ����

�'	>���	� ' ���� ���������	 �	 �D33! ��� ��	� ������ ��	������� 6 �������
�� �� �	�

������ ��� �� ����� ��� 
������� ��+���8�� '�>���� ��! ��� �� ��	� ����	��� ��� ����� ��


@�� ���������� �� �������
�� ��	�� <�� ��	� �� 
@�� (�� 1���	����	���

� ��� �������� �����	�� �������	� 6 ����8�� 6 �������
�� ��	� ����� ����
��� 6

����� <�� ��� '���
��	�� �	 ���� �������	� <��	��� �� #///� �� �� ./� ��0
��! ���
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��� ������ �� ��������� ��� ��� ������� ���� ��� ������ �� ������� �������� ��� ��� �����

�� �� ����� � ��������� !��� �� "#� ��$���� ��� �������� ��� ����$���� �� ����
�������� �����$���� � ���%���& �������� ������ %��� ��� ����� ����������� ����
����� ��������� ' �� (�����)���� *��� ���� ��� ��������� ����������� ��& (������ ��
' ��������� +�� ��������� ������ �� (�����)���� ������ ������ ���� ����������� �
������ � 
��, ���-�� ��� .�� ������ ��� �� ���� � �� ��/�-���� 0����%� �� 
��������
��$� � ��/�-����1 2��� ����� ����� ��� ��/����� ����������& ����� ���������
��������� �� ��������� �� ���� �������%�� -������� #!"� ��$��� (������� ����� 3445
�� 3655� ��� ������7���� ������ ��� ���� ���� ���������� ��� ������� "���� +����
��������� ���� ���������� ��� ��� 8�������� $� ������%�� � ��� ������� +��
*�������� ���� ���� ������� �������� ���� ��� ��� �������%����� ������� 

+�� ������/�� ��������� ��� ����������� � ��������� ���������������� 0������ ��
��������� �������� ����������1 	 ��� ����������� �� 9 �	�
 �	��
 	 �� �	� : 

2$� �� "#��#� ��$���� �� ��%��������� ���������� ������7��� ' �� ���������� '
��������� ���� �� ����� ��������� ���� ������������ ���� �� ������ ��������� ' �� ����
�������� ������ �� ������/�� *�� �� ������ ��"���� �&��7� ��� ����� ��������� ��� ���
����������� ����$���� ���� ���%��� %������� �������� ' ����������� � ��������� 
*�����$������ ����� �� #� �� �� #!� ��$���� �� ����� ����������� �� ��������� �� �������
,�������� �%�� ' ���� �;��� �� �/�� ����������� 8������� �������� ��������� ��������� ����
�� ���� �� ����� ������/��� ���& � 
���8�� �����$���� %��� �� �������� �
��������� 

+�� �������� ��,����� ������/�� ���������� ����� ' ������ �� #"!��#!"� ��$���� 
<���� �� �����$���� ���������$������ ������������� �� ,�������� 	 ' �������� ��
��,���� ������%� = ' ��8�� �� ��,���� >������������ = �� (����� �� ��,���� ������ 

� � �� ��� � #!"� ��$���� �� ,������ �� ��������?� 9 �	������ 	 ����
 :� ����������
� ��8��� ���� ��������� ����� ��& ��$���� ��� �� ��������� ������� �� @�,���� �
������ 0��� ���������A���� 34B5-34C41 ������ � >���,� �� ��� � �� ����� ��
�������� � ������, +�� �$���� ���������� � ����������� �� � �������/�����,
0��%���� 3635-36D41 ��$���� ����� �� ������ ���� ������������� ������������ ��
������������� �������� ��� ��� ��������� � �����;�� �� ���������� �� ��& ��,���
������ ' ��� ��/����� ��& ����������� ������ �� ��������� ���� ��� ��������� �
���������� ����������� ��������������%� 036D4 - %��� 3C3D1� ���� ���� �
�������/�����,� ' ������ ��� �� 
�������� ���� ����� �� @�,���� � >����� ��$�
� ��/�-���� 0����������, �%��� �� ���%���� �������� � @�,���� � >����1 (�
��&�$�� ��,���� ������ ��� �������� -�����' ���&��;�� 
�� � ���������� �� ��,�
����������� �� ����� ��� ������ � 
���8�� 0!�/����1 ��/�-���� ��� �/������ ' �� ���
� #"#� ��$���� ����� �������� ��������� � @�,���� ������%� � >���� ������ ��
,������ ��������?� ������ ���� � ����� � ���������� � ���������� ���������� ���
����� � �� ������ ������ ������������ �� �������� �� ����� ' ��� �� � �� ������
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���� �
����������

���� �� ���� ��� ��� ��������� � � ���� ������������ ��� ������� �������� ���

�� � !��� �� ���������� ��� �������� � ����������� ���������� 	 ���"���� ��������

���������� ������ ������� #�������� ���� $� � ��� �� %��"���� ��� � ���� �������

&������� � �� ������� ��������� � "����������� ���������� � ����"�������������'�

�� ������ ��� ����� "������� � � ���� ��������� �� �����������

(� ����� �������� ������ ���� �� ��� ��������� � ���������� � ���� �)��

����������� ��� ������ �� ��� ������� �� ���"��� ��� ��� ��*�!���� ��� ���%������ ���

��%��� ���� � ������� ���� ��"�!��� ����� �� ������������ ��� ����� ������� ��

���������� ����+���� ���� ,� ���� �� � ���� �� � -�� � ����� &	��
�����' ��

� ������ &�����
��� �������� ���%�' ��� ���� ����������� ��� � %��������� �

����� . �+� ��� �������

� �� ������� 
�������

�� ������� �������� ������� ����� ��� ����� � � ���� �������� ���� ��

����������� �� ����� � ������� &������������� ����������'� �� �������� �� "�������

����������� �� ������������ �� �/��� ����������������� � � ���� ���������

��������� �� � ��� ������������

(� ����� ��� ��� . ������0��� ��#���� �� ��� �� ����� 	 �� �����

 �������� ���� � ���� ��� ������ �� ����� ��� ����� �� ��� ���/���� ,� � ���

��� ������ ��� �� ������� ���� � �� "������ ���������� �� ������ ��� �������

������������� ����� ���� ���� ��������� � "-��� ��� ����"������� � �� ����

��� ������ ���� ������������� ��� �"������� ���������� ���� �� �������

���!%�� ��� �� ��� ������������ �� "�� � ������� �� ����� ��� � ���� �� ����

�������� �������� ��� �� 
�� � 1��������� ���� �� ����������� ���#����� ���

����������� �� � ���� ������������ ����������� ,� � ��� ��� �� ���� ���������� ��

 �%������ � �������� ������ � 1�������� 	 ��� �������� �� ��� ��������� ��� ����

��������� ��������� � ��������� ����������� ��� ����������� ��� �� 
��

� 1��������� ���� ����� ����� "������%������ ���� . �� �������� �� . ������� ��

��+����� � 1���%� �� � 2�����

� �� ������� ���
��

��� � ���� ������ ������� ����� 	������ �� ����� ���� &������������� � ����

��%���' ���� �����"�� . 3��� ��+ &$���' �� ��� ���������� ��+���� ������ ��� ��

������������ �� �������� ���������� � �4� ��+�� &��������������'� ��������������

��� ������� ��� ����������� ��� ���"������ ��� ������ ��� ������!��� ��+��� &	�����'�

���� ��� � ���� �� ��� ����� ���� �������������� �����"�� ��� ���������� ������"��

�� ���"��� ���"������
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�� ������ � ��� ��� �� ���� ����������� �� ��������� ����������� ����� ��� ��

������� ���������� �� ��������� �� ����� �� �����������! �� ��� �������� ��� �����! "�

��� ������� � ��# ��� ���� � �������� � ����� ��� ������� �������� �� � ��� ��

 �����$����� �� �������� �� ��������!

�� �� ��� ��� �� �������� % ��� ������ ��� ��� �� ��� ��� �� ����� ����� � &���� ���

��� �������! '���� ������ ��� �� ����� �� �(���� ��������� �������� ��� �� ����

�������� ������� ����� &���� ��� ������� ����� ������� ��� � ��� ������ �����$����

�� ����� � ��������� ���� ������ % ����� % ��� ���������! )����� �� ���������

���� �����$���� � ���� ����� � ������ % ���(������� ���� ������� � �� ����$�� ������

� ����� �! ���$� ������ ���������� �� ������� ����� �� �� �� � ���������������

��������� % ����� ������� � ������� �� ���� �� ��������� ��� ������ ��� ��� ���������

������ �����*� ��#�� ���� �� ����� �! �� ��������� �� ��� � �� ������ �������������

���� ��� ��������� ��������� ���� ����� �������!

�� ������� ��� ������ ������� % �� ���$�� � ���� ������ ������ ����� �� ����� ����� �!

)����� �� ������ ��� ����� ���� �� �������� ������� ��� ����� ������ �� ����

���������� �� ��+���� ��� �������� �� ��� �� ��� ���� ����� ��������! ��� ���������

��������� ��������� ������ ������� �������,��� ���- �������� � ��� ������(

���������� �����  ������������ �� ����$���� ������������! "�� ��� ��������� ����� ���

����� ���� 	 .���� /���#� 0���/���� �� 1����� ���! ����� ��� ���� ��  ���� �� ����(

��+��� ��������� �� ������� ��������� �� ��� �� � ��� ���� �� �������� ��� ���!

2������������ � ���� ����������

�� ������ �� �3�( �������� % �������� ��� �������� ���� ���� ��������� �� �������

�� �� �3�( �(�����! ��� ������� �� ��� �3�( ������� ���� ������ 4����� ���#5 ���

��������� ������ �������� �� ���� �� ������� � ������ ������! "� ���� ��� �� ����

����� �  ������� ��������� ��� ������ ���� ����� ��� ��� �� ���� ��� �������

���� ����� �� ������� �� ���� ���� � ���� �� ��������� ��� ���� ���� ��������� �����

����� ����� ����� �� ������ ���!

�� ���� ���������� 4���# ������5 ��� �� ���� � ������������� ���� �� ����������!

"� ��� �� ����� ������� ��� ������ ��������� ��� �� ������ �� �������� �� /�� ����� ����

�� ���� ���������!

�� 
�� ��� ��� �������� ������ �� ���������� �� ������� �����������! 6� ����� ��


�� � ���� ���������� ������ ����� �� ��� �����!

��6�� ��� ��� �������� ������ �� ����! "� ������ ���������� ����� ��� ���,����� �� ��

��������!

�� 
���6�� ��� �� ���� ������� ��( ��������� ��( �+��( �� ��( �,���! '���� ���

����� ������ � ���� ������ ������ �� ������� ����� 4�����5 ���� ������ �� �������� �� -���!

��7���� ��� �� ������ ������� �� �����! '���� �� ���� � �� ���������� � ��

��������� � �����! '���� ���� ����� �������� ��� �� ������ �������� ���������� � ����

����������!

�� �� ��� �� ������ � ����������! "� ���������� �� ������� �� ����� ������$��!

'���� % ��� ������� ����� �� ������� ��� � ��� ��������� �� ������� ��������� ��
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������ �� ��0���� �� �:4 !��� ������� ��� ��7����) ;� 1���� ��!���� �� ���!��� ���
�7���� �� !�������� ��� ����� �
�� ��� ��������� �� �� ��������� 
����1����) "� ���1 ��
��������� �4�0���� �� ������� �
�� ��� ���6����)

"� /�0� ��� ����!� ���� ��� �91�� ��� ������� � !����1�� ��� !����� �� 
�����
����� ��� ���6���� �� ��� 
�
����) "�� !������ ��� !��� 
�������� 3�6��� 0���� ���!�)))�
��� ������� ��� ��7����� ��� �8��� �� ��1��1� �� �� �������������) "�� !������ 0����� ��
�������� �0��� ��� �������� ��� ������� ��� 
����1��� �� ��� ��
����)

"���� ����� ��� ���6���� �� ����� ����������� 3<=>�> ?�
"�� ��7���� .�0����� ��!��� ��� ��������� � �� ��� ��� ������� �� 
��� �����

!�������� !������������ ������ ��� �� ��
� �� "�� !�� .�!!�� ��� ��������� ��

�����) "�� 
����1��� �����!�9���� ��� �
������� !�� �� 2�� �� ����� ���6���� �� ��
�����
�� !���� ���� �� 
����� !����1�� �� ��������� ��� ���� �!!����� �����
�����������)

>� ������ ��5�� ����
� !����� ��5����� ��� ��7���� �� ��������� ���� !������� ���
�� ����� �����) ;� ��� ��1��������� ��� ��� ���6���� �� ��� !�� ���������� �� �� ����9��
��� �5��� ������� �� �������� ��� �� ������� !�� �� !����1� �� /�0� ����� ���

����1��� �� ��� �1����������)

<�� ���� �� ��������� �5�� ��� ��������� 0���� �� ��
��� 0������ �� 4 
������
�� 0������ �
��� �� �5�����.�� ��� �� !����� ���������)

@ �� ����� �� �� 1����� �� ���� ������ !�� � !�� ��� ����� !�� !����� 1��!�� !��
��1�1��� ����� 
����1�� ���!������) �� ��!�� ������������ ��� ������� ����� ���� ���
�� �� ����� ����������� � ��� ��� ���0��� �� ���� �������� �� ��� ���� !��.��� !��
������� �� 
������ �������������)

�� ������	
��� ���� � ���������� ��� ����� � ������ ���������

���� ����� ��� ��� �.������� ��2� -1�� �� ����� ���� �� +�� �� �� A����� #��)
%��� ��� ��
��� ��������� !�� ����0��� ��� ��������� � ��� �6��� ����������������)
����!�1��� �� �� 1��!�� ���� ������� !�� �� �.��� �5�
������ �� ������ ���

��� ��������� ���������� ��� � !�� ������ �� �������� �� !�������� ���
���6���� �� !�������� �� �������� 3<=>�> ,�) ;� �.��� ������ ��� ��� !�4!.���

���� ��� ���� ������ �� �����1� �� � �5�����������) "5���������� �� �����1� �� ����
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�� ��������

�� ���� ��������� �������� ��� �� ��� � ���� ����� ��� �� ��� � ������������

�������� ������� �� ��� �� �� � ���� �� �� ���������� � �����! ����� �� ��������

�������� ��� ���������� � ������������ ��� �� ��� �� �������� ���� ������������

��� ����� ����� �� ��"�� �� �� ������ �� ��� �� ��� �� ����� ���� ������ �� ��� ����

����� ��� ������� ��� �����! ������������ ��� ����� ��� �� ���� �� �� ����	
���

����� #$%&'& ()!

*��� �� ������ �� �+��� ������ ��� ,����� ������! ������� �� ���-� ������� ���

����� �� ��������� �� ��,������ ��� �� ����� ,����� �� �"����� . �� ������ �����

���� ����� �� ������ ����� ��� ��������� �� ��������� . ����� ��� �� ����������

����� ����� �������� �������� ���� � ���� �� ���� ��� ������������ �������"����� ���

���� �� �"���� ���� �� ���� �� ������"�� �� ��� �/��� � �����! 0� �1�� ������ ���

���� ,������� ��� ����� �� ��� � ,�2�� ������� �� � ���� �� ���� ����� ������� ��

������� ��� �� ���������� � ����� �� �� ����� ���� �� � ����� ����� ��� ���

 ��� �� ���������� . �� ���������! ��� ��� ��������� ����� �� ����� �� � ��� �����

��-����� �� ��������! �� ����� � �������� �������� ��� ����"��� �������� ������/� ��

����� . ������� ��� ������� �� ��"��!

�� ����	
����� �� �
��
� �
 ��	� �� ���������	

��������������� ������� �� ������ ���� �� �/�� ��������� ��� ��� ����������

��������� �� ��������! 3� ��,������� ���������� ��� �������� ��� �� �������� ��������

����� ��� ��� �� ,������ �� ����������� � �������! ��� ����������� ���� ,��������

�� ,������� �� ��������� ��� �������� ��� ��������������� ������� #����� �������

�������!!! ���� ����� ���� ��������� ������ � ���������� ���������� � ������ ���)! 0�

���� ��������� ,�2����� ���� ������� �� ����� ��� �������� ������� �� ����� � �� ����!

3�� ���� �� �������� � ������-����� �� ��-��� �� ������ �� ����� � �� ����!!!

3� ������ ��� �������� ������������ � ������� ������������� . 4��-�����!

&���� ��� ������ -����� ����-����� �������������� #���� ���� ����� ����

����� ���� ��������� ���)� �� �������� ��� ����������������� ���-�� � ��������

�� ����� ����������� ����-��� 	

� $��� ���,����� 	 ���������.������ #����	������� ����	�� ������� ��������� �������)� ����

������� �� ������������ #��������	��)� ��� ������� #�������������)�  �� �����������
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�� さらにここから，技術は，人間の身体から乖離して存在するものではない，ということが確認で
きる。なぜなら，行為とは，身体から発信される現象にほかならないからだ。これに対し，「人間
の身体によって担われてきた技術は，近代以降，機械に移植されていった」，という指摘がなされ
るかもしれない。これ自体は，非常に興味深い歴史的展開であるが，厳密に考えれば，機械によ
って達成されているのは，その技術が目的としてきた結果だけであって，当の身体が担ってきた
知識や技能そのものではない。それゆえ，技術にとって身体からの乖離は，その消滅を意味する
こととなる。

�� 技術や技能という用語は，研究領域や研究者個々人によって差異が大きく，非常に多義的に使用
されている。とりわけ，近年，近代的「技術観」を批判，再検討するという意図から，技術と技
能を対置させる図式での概念規定がなされている（����渡植 1987）。しかし，本稿では，技術と技
能は階層的な概念として位置づける。具体的には，技能は，後天的に習得された身体的な能力で
あり，技術を構成する一要素と定義する。対して，技術は，知識や技能に加え，道具や設備さら
には作業空間までを含めた，ハードからソフトまでの総体として定義する。なお，英文標記では，
技術は“���	
����”に，技能は“�����”に訳語を統一する。
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技術は，極めて多義的に使用される概念で

ある（$�	�  �� % $��"� 1987� ��595）。だが，

第一義的には，社会的所産と見なしうるもの

である（&���

��� 1992� ���2-4� ' �  �
"�����

1992� ��513）。加えて，技術とは，通常何ら

かの行為として発現する，と言明することが

できる（$����� 1994� ��424)��。

まず，技術は，人間の生得的な所与ではな

い。それは，何がしかの目的を達成するため

に，歴史的・文化的に構築された知識や技能

の総体といえる（$����� 1994� ���438-442)��。

ゆえに，技術は，誰にとっても，後天的に獲

得せざるをえないものである。無論，そうし

た獲得は，社会という営みのなかで人間から

人間に受け継がれるよりほかにない。

ところで，近年，民族誌的・人類学的な研

究領域において，諸種の社会的実践に伴う身

体化された知識や技能に着目し，それらの伝

習を支える社会的・文化的背景，さらにはそ

の伝習や実践によって再生産される社会的・

文化的所産を明らかにしようとする研究が改

めて注目されている（� � 田辺 1989� 2002� 福



�� 技術を社会的実践論に位置づけようとする試みは，マルセル・モースの「身体技法（������	
��
�
 ����）」（モース 1976）やアンドレ・ルロワ=グーランの「動作連鎖（������ ��������）」（ル
ロワ=グーラン 1973）などに，その源泉を遡ることができる。また，それらの概念と問題意識は，
今日のフランス社会学・人類学においても受け継がれている（川田 1992� ��65� 後藤 2001� ��92）。
実際，本文で参照したピエール・ルモニエールやフランソワ・シゴーなどは，その直接的な継承
者達である。

�� とはいえ，ブルデューのプラクティス理論にまったく批判の余地がない，というわけではない。
福島真人が端的に指摘しているように，ブルデューのプラクティス理論では，その鍵概念である
「ハビトゥス」が，「ルーティン的な行動を産出すると同時に，それに対して転調作用も可能」，と
いった「何でもできるヌエのような存在」として機能し（福島 1997� ��132），一種理論上のブラッ
クボックスとなっている感が否めない。なお，同様な批判は，田辺繁治によってもなされている
（田辺 2002� ���562-563）。

�� もっとも，社会的実践から行為者や社会・文化の変容にアプローチを試みた研究が，まったく提
起されていないというわけではない。具体的な成果としては，独立戦争のさなかにあった1960年
代のアルジェリア社会を対象とし，資本主義経済への移行のなかで人々が繰り広げる生活世界の
実践を分析した，ブルデューによる研究を挙げることができる（ブルデュー 1993）。

69大西秀之：社会的実践としての工芸技術の変容

島 1995）。こうした研究の多くは，ピエール・

ブルデューのプラクティス理論（�
����


1977� 1988）や認知科学的な研究成果（����

1988� ���� � ������ 1991）などに依拠しつ

つ展開されている。

先の定義に照らすならば，技術は，上記の

研究群にとって主要な題材となりうることに

疑問の余地はないだろう。実際，すでに同様

な視座に立脚し，技術を社会的実践として理

解しようとする試みが開始されている（����

�������� 1992 � 後藤 1997 � 大西 1998��

1988�)��。もっとも，どのような社会的実践

であれ，それに伴う知識や技能を対象とする

ならば，その研究はすべからく技術を対象と

している，と捉えることができる。いずれに

せよ，従来，ともすれば民族誌，人類学の古

典的テーマと目されてきた技術は，社会的実

践論に位置づけることによって新たな展開を

得ることとなった。

しかし他方で，前述のような研究群には，

ひとつの批判が提起されている。それは，行

為者と社会・文化の関係が比較的スタティッ

クに論じられ，それらが変容してゆく動態に

ついて十全な配慮が払われていない，といっ

た類の批判である。この種の批判は，とりわ

けブルデューのプラクティス理論を念頭に置

いたものであるが，ブルデュー自身が反駁し

ているように，それらは概して理論上の誤謬

に根ざしたナイーブな批判であることが少な

くない（ブルデュー 1991� ���27-32)��。ただ

し，具体的な成果として，社会的実践を対象

とした研究が，その変容のダイナミズムを積

極的に提示してきたか，と問われれば必ずし

も十分であったとはいえないのではないだろ

うか��。その意味で，上記の批判は，社会的

実践論を志向する研究にとって一概に無視し

えないものとなる。

以上のような課題を考慮に入れつつ，本稿

では，フィリピン・ルソン島北部の山地民社

会における機織りを対象として，その技術の

伝習と実践を支えつつ再生産される社会的・

文化的背景の読み解きを試みる。とくに，本

稿では，「伝統工芸」とされる機織りの産業

化が推進された結果，その技術の伝習や実践

がどのように変容し，ひいてはそれらの変容

が社会や文化にいかなる影響を及ぼしている

のか，という問いを追究してゆく。こうした

検討を通し，行為者と社会・文化が呼応しな

がら互いを形作ってゆく，日常世界における

社会的実践のダイナミズムの把握につとめる。

����������������

��������

ルソン島北部には，コルディリエラ

（ ���!!���）地方と呼ばれる，2000�級の



�� コルディリエラ行政区は，アブラ（������	
 �� ���），ベンゲット（������	
 �� �
���
�），マウ
ンテン（�������� ������	
），イフガオ（������	
 �� ������），カリンガ（������	
 �� �������），
アパヤオ（������	
 �� ������）の６州とバギオ（������）高度都市化市（������ ������
� ����）
から構成されている。また，同行政区は，将来の自治区政府の設立を睨んだ行政制度が施行され
ている（合田 1997� � 142）。

!� コルディリエラ山地民のエスニシティについては，様々な機関によって数多くの調査が実施され
ているが，そのゆらぎを反映するように，「民族言語集団」の人口について調査ごとに著しい格差
が認められる（
 � "�#$ 1979）。地理的，言語的，社会・文化的要因などといった「客観的」基
準は勿論，当事者のアイデンティティを対象としたとしても，コルディリエラ山地民「諸集団」
の彼我を明瞭に確定することは，ほとんど不可能といっても過言ではない。だが，その反面，コ
ルディリエラ山地民のなかに複数の「民族言語集団」の区分があることは，今日，自他共に了解
された「既成事実」となっている。それゆえ，本稿では，調査対象とした地域に居住する人々が，
相互に総体として了解している「民族言語集団」の名称を，今日の政治的・社会的な言説のひと
つとして位置づけ記述する。

%� 後述するように，筆者が調査したマウンテン州のカンカナイ（���&���'
�）の２村，ボントック
（�����	）の１村では，機織りは「女性の仕事」として実践されていた。また，同州のビラ（����）
村という過去に筆者が土器作りの調査をした，カンカナイの人々の村落においても，同様な状況
が認められた。
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山脈からなる山岳地帯が広がっている。コル

ディリエラは，フィリピン国内に14ある行政

区（��(���)������
 *
����）の一つである

が��，それ以上に，政治的・文化的独自性を

有するエリアとして内外に認知されている。

その理由は，コルディリエラが，現在の共和

国体制下において政治的・文化的マイノリテ

ィ・グループとされる，山地民の人々が数多

く暮らす地域であるからにほかならない。

コルディリエラに暮らす山地民の人々は，

通常，さらに幾つかの「民族言語集団」に切

り分けられる。もっとも，これら「民族言語

集団」なるものは，植民地支配と国民国家形

成という歴史のなかで生み出された「近代」

の所産にほかならない。加えて，山地民の人

々のエスニシティは，市場経済の浸透に起因

する村落から都市への急激な人口流出などが

あいまって常にゆらぎの渦中にある!�。

とはいえ，山地民と総称される人々の社

会・文化的側面には，顕著な多様性を認める

ことができることも事実である（
 � ������

1949� +���� 1941� 1963）。だが，そうした多

様性は，村落間のレベルにさえ見出され，決

して，特定の「民族言語集団」を確定するも

のではない。むしろ，既存の「民族言語集団」

の枠組みに囚われず，村落から国家のレベル

までを視野に入れながら，山地民の人々の社

会的実践を把握してゆくべきであろう。

ところで，コルディリエラは，機織りを始

め，籠細工，鍛冶，木彫，土器作りなどとい

った多種多様な工芸品の生産活動が，今日で

も村落規模で実践されている姿を目にするこ

とができる地域である。これらは，自家消費

される日用品から，現金収入を目的とした商

品まで，その生産が実践される動機は様々で

ある。ただ，そうした生産活動は，実態はど

うであれ，総じて山地民の人々の「伝統」と

いう範疇で語られる。なかでも，機織りは，

観光ガイドなどに登場する「民俗衣装」を身

にまとった山地民の人々のイメージともあい

まって，最も代表的な「伝統」のひとつに数

えられるものである。

実際，機織りは，「民族言語集団」に関係

なく，コルディリエラの広範な地域でおこな

われている。とともに，そこで生産される織

布は，地域的な偏差は認められるものの，葬

送儀礼において遺体を包む布や儀礼的階位を

示す各種の衣装などとして使用されている

（����� 1981� � 58, 合田 1989� � 318, 1997� �� 

58-60）。また，ほとんどの場合，機織りは，

女性が担う「女の仕事」として実践されてい

る（-
�&) 1970� � 114)%�。機織りは，そうし

た側面で捉える限り，コルディリエラ山地民

の文化に根ざした生産活動であることは確か



�� 本稿の主要なデータは，1996年３月から７月にかけて実施した現地調査に基づくものである。ま
た，その後の継続調査によって，補助データの収集をおこなった。

��� マウンテン州におけるカンカナイとボントックとされる人々は，言語的にも社会・文化的にも類
似性が高いといえる。とりわけ，カンカナイ諸語とボントック諸語は，非常に近似しており，厳
密に区分することが困難とされている（����	
��� 1980 ��74）。実際，調査した３地域では，地理
的に近接していることもあり，ほとんど支障なく言語コミュニケーションが可能であった。なお，
それほど多数ではないが，各地域には，婚入などによって他のエスニシティを有する人々も居住
していた。
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である。

ただし，今日実践されている機織りが，

「真正の伝統」として疑いのないものか，と

いえば否定的な判断を下さざるをえない。と

いうのは，そこで素材となっているのは，圧

倒的に海外から輸入された化学染料染めの綿

糸やアクリル糸であり，それらはマニラやバ

ギオなど都市部の業者から供給されているも

のだからである。そもそも，コルディリエラ

山地民社会における機織りの隆盛は，外部社

会との接触が増加し，低地民のイロカノ

（�
�����）から綿糸が入手されるようになっ

た（����� 1970 ��114），20世紀以降の現象と

いえる。なお，19世紀以前においては，ほと

んどの衣類や布は，低地民との交易によって

賄われていたようである（����� 1974 ��147

��181 ��317）。

他方，織物製品は，デザインや色彩の豊富

さ，持ち帰りの手軽さなどから，現在，コル

ディリエラを訪れた内外の観光客に最も人気

のある土産物となっている。そこで人気を博

しているのは，財布やサイドポーチ，バック

パック，ランチョンマットなどといった観光

客のニーズを意識して製作されるようになっ

た「新製品」である。しかも，これらの「新

製品」には，工業製品であるジッパーやマジ

ックテープなどが積極的に使用されている。

そして，そのような「新製品」は，もはや

「伝統」というイメージから程遠い近代的な

設備，システムを備える工房において生産さ

れているのである。

もっとも，上記のような工房は，一部の経

済的成功例であり，コルディリエラのすべて

の機織りに一般化できるものではない。同地

域には，日常的な営みのひとつとして機織り

が実践されている村落が，今日でも少なから

ず存在している。とはいえ，そうした村の機

織りが，市場経済から隔絶しておこなわれて

いる，というわけではない。さらに，近年，

行政機関や企業資本などによって，同地域の

機織りを産業化＝近代化しようとする開発が

推進されている。

コルディリエラの機織りは，今日，「伝統」

として語られる一方，現金収入をもたらす

「地場産業」としての成長が見込まれている。

そうした状況は，地域的な偏差を持ちつつも，

同地域の機織りの産業化を促す要因となって

いる。当然，その影響は，機織りの技術を伝

習―実践してきた人々にも，それを支えてき

た社会的・文化的背景にも，等しく及んでい

ることは想像に難くないだろう。

��������

本稿は，コルディリエラ行政区を構成する

６州の一つマウンテン州（�������� �	������）

における現地調査に基づくものである��。現

地調査では，サガダ（������），サバガン

（��������），サモキ（������）の三地域を

主要な対象とした（���� 1）。

調査を実施した三地域は，とりわけ機織り

が盛んな地として知られており，マウンテン

州が発行した観光ガイドにも紹介されている。

また，サガダとサバガンが，カンカナイ

（������� �!）とされる人々が居住する地域

であり，サモキのみが，ボントック（"�����）

とされる人々が居住する地域である���。ちな

みに，サガダとサバガンは郡役所のある郡

（��������
��!）の中核行政村＝町（���
�����），



���� 1 調査地
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サモキは州都ボントック（������）近郊の

行政村（�����	�
）である。

だが，それ以上に，サガダ，サバガンとサ

モキの機織りの間には，顕著な違いが指摘で

きる。それは，市場経済への適応に向けた生

産から商品開発，流通に至るまでの産業化の

レベルの違いである。そのため，ここではま

ず，地域ごとに，その機織りを取り巻く現状

を確認しておく。

〈サガダ〉

サガダには，法的・行政的に認可された，

計四つの機織り関連の団体・組合がある

（1995年度マウンテン州調べ）。����� 1 には，

その主要なデータを提示した。一目すれば明

らかなように，サガダ・ウィービング（��	���

�����	）と他の団体・組合の間には，顕著

な違いが認められる。その差異は，次のよう

に要約することができる。
��持分資本，労働者数，生産力といった規

模において比較にならない格差がある。
��他の団体・組合が，すべて1990年代にな

ってから設立されているのに対し，サガ

ダ・ウィービングの設立は1965年と格段

に古い。
��他の団体・組合が，国内の経済開発を担

う ���（�������� ��� ������	 ����������）

の管轄であるのに対し，サガダ・ウィー

ビングは貿易産業省（�������� �� ����

��� �������
）に登記されている。
��サガダ・ウィービングのみが，マウンテ

ン州産業会議（��������  ������ �������

�� ���������! ����）に加入し，フィリピ

ン国立銀行（ "�）と取引をおこなっ

ている。
�サガダ・ウィービングの製品は国内のみ

ならず，欧州や北米に輸出されている。

上記に加えて，サガダ・ウィービングの工

房では，多数の織機とともに，これも多数の



������ 1 サガダにおける機織り団体・組合
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（1995年マウンテン州調査報告。表記数値は原資料のママ）

������ 2 サバガンにおける機織り団体・組合

������ 
������
�����������

����� �����	 �

�������

���� �	�����	��� 1988
������ ������ �0.300
�
� 
� ��
�����
�
�
����	 23-

�
���� ���
!���	�����
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����
��� %� ���	�� %
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� $���	����	& $���
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��
�����
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���
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�1996年時点では32名
出典：�*!%��#� *�" #�+#$��, $���	��� ����
�

��
����

（1995年マウンテン州調査報告。表記数値は
原資料のママ）
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ミシンが，ひっきりなしに稼働している。そ

の規模と設備は，他を圧倒するものである。

なお，サガダで使用されている織機は，すべ

て「高機」（吉本 1995& �259）に分類される

もので，外部から導入された新機軸である。

ただ，この「高機」で生産されている織布に

は，旧来の織機によって織られていたものと

の差異は基本的に認められない。これは，

「伝統」を演出するために，意識的にデザイ

ンや色彩，品質などをコピーした結果と見な

すべきであろう。

サガダは，マウンテン州において，早くに

機織りの産業化が推進され，最も経済的成功

をおさめている地域として認知されている。

だが，それは，ひとりサガダ・ウィービング

のみに帰すべきものである。サガダ・ウィー

ビングは，産業化の一例にとどまらず，機織

りによって経済的成功をおさめたコルディリ

エラを代表する企業とさえいえる。

〈サバガン〉

サバガンで法的・行政的に認可されている

機織りの組合・団体は，1988年設立のサバガ

ン織工組合（�������� ������	 �

�������）

だけである。ここから，同村において機織り

の産業化が本格的に推進されたのは，比較的

新しいということが窺える。
#����� 2 には，サバガン織工組合の基本的

なデータを提示した。ここから，持分資本，

労働者数，生産力の規模は，サガダ・ウィー
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ビングを除くサガダの三つの団体・組合に相

当するレベルであることが読み取れる。ただ，

貿易産業省，マウンテン州産業会議，フィリ

ピン国立銀行との関係から，サガダ・ウィー

ビングに近い体制の下，産業化が推進されて

いることが指摘できる。

実際，その工房の正面入口に掲げられた表

札には，貿易産業省の文字が併記されていた。

また，その規模においては，サガダ・ウィー

ビングには及ばないものの，数多くの「高機」

タイプの織機に加え，数台のミシンが稼働し

ていた。したがって，サバガン織工組合にお

ける産業化は，先に確認したサガダ・ウィー

ビングと他のサガダの団体・組合との間に位

置づけられるレベルにあるといえよう。

〈サモキ〉

サモキには，現時点で，法的・行政的に認

可されている組合・団体はなく，また規模・

設備において産業化と見なしうるような機織

りの実践は認められない。マウンテン州の調

査報告書には，サモキの名が付せられた二つ

の機織りの組合・団体が記載されているが，

これらの実態は近郊の州都ボントックで操業

している工房である。

同村で目にすることができるのは，家屋の

軒先などで個人ないし家族単位でおこなわれ

ている機織りである。また，そこで使用され

ている織機は，「腰機」（吉本 1995� ��259）

に分類される非常に簡素なものである。これ

は，「高機」が導入される以前から，山地民

の人々が使用していた織機で，その歴史は16

世紀以前にまで遡ることができる（����� 1994�

��261）。

以上のようなサモキの機織りは，旧来の民

俗社会的な状況における実践を比較的維持し

ている，と想定できるものである。それを裏

付けるように，「祖母の代から受け継いでき

た」と語られる，コルディリエラ各地の村々

で実践されている機織りは，織工の人数や実

践の頻度を別とすれば，サモキの状況とほと

んど変わるところがない。また，現地での聞

き取りや記録，映像などから窺う限り，サガ

ダやサバガンにおける機織りも，かつては類

似の状況であったようだ。

しかしながら，サモキの機織りが，産業化

の影響をまったく被ることなく維持されてき

た，と即断することは危険だろう。というの

は，その生産物である織布が，先に述べたボ

ントックの工房などに持ち込まれ，サガダや

サバガンの製品に類似した財布やバックパッ

クなどに加工されているからである。そして，

そのような需要こそが，サモキを機織りの盛

んな村としている要因のひとつであることは

否定できない。このため，民俗社会的な状況

において実践されているサモキの機織りは，

その実，産業化されたシステムの一部として

維持されている，という逆説を認めざるをえ

なくなる。

����������������

����������

マウンテン州を代表する機織りの地，サガ

ダ，サバガン，サモキの状況を概観したとこ

ろ，それらの間に産業化に起因する大きな差

異が確認された。また，その差異は，現時点

で最も産業化が遂げられたレベルから，産業

化の影響を受けつつも比較的旧来の民俗社会

的状況を維持しているレベルまでを示すもの

であった。

では，そうした産業化は，その技術の実践

と伝習に，どのような影響を与えているので

あろうか。そこで，以下では，それぞれの機

織りにおける技術の伝習と実践に焦点を当て

検討を加えてゆく。なお，サガダとサバガン

については，産業化の影響が顕著なサガダ・

ウィービングとサバガン織工組合を対象とし，

サモキのみ村落を単位として検討する。

〈サガダ・ウィービング〉

サガダ・ウィービングでは，「高機」とミ

シンを用いた製品生産がおこなわれている。

その作業を一言で述べるなら，「高機」で織



��� 「訓練」という言葉は，多くの場合，現地語ではなく英語の“��������”が用いられていた。確認
は取れなかったが，ここから，同工房での新規参入者に対する教育が“��������”と呼称されてい
る，という可能性が推察される。なお，後述するサバガン織工組合における回答も同様である。

�	� ただし，織工のほとんどは，農家の女性であるのため，休日や農繁期には農作業に従事すること
があるという。とはいえ，彼女達は，あくまでもサガダ・ウィービングでの労働がメインである
ことに変わりがなく，市場社会における一原則としての雇用契約に縛られている。
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布を織り，ミシンによってそれを財布やバッ

クパックなどの製品に加工する，という二つ

の工程となる。このため，同工房の織工達は，

「高機」による織布の生産とミシンによる製

品の加工，という二つの技術的実践に携わっ

ているといえる。

この二つの工程は，製品生産としては一連

の工程として位置づけられるが，技術的には

性格を異にする，まったく個別の実践と見な

すべきである。実際，「高機」とミシンは，

工房内の別々の場所にまとめられ，それぞれ

個別に作業がおこなわれていた。だが，それ

以上に，「高機」とミシンの使用には，根本

的な相違が指摘できる。それは，その技術の

実践と習得における難度の差である。

「高機」の操作は，特有の身体運動を数多

く必要とするものであり，外部から眺める限

りにおいても，その技術習得の困難さは十分

に想像できる。さらに加えて，そこで織られ

ているのは，単に「高機」の操作方法を習得

したとしても，容易には作り出すことはでき

ない複雑な文様と色彩の織布である。ここか

ら，機織りを実践するためには，かなり難度

の高い技術を習得しなければならないことが

窺われる。「高機」での機織りに比べれば，

ミシンの使用は，その操作方法を覚え，ある

程度の経験で事足りる，格段に容易な技術的

実践と見なさざるをえなくなる。

では，織工達は，かくなる機織りの技術を，

どのように習得しているのであろうか。結論

を述べるならば，それは同工房における「教

育システム」の賜にほかならない。

サガダ・ウィービングの織工達は，同工房

で働くに際して，ほぼ例外なく，まず熟練し

た先輩の織工につき技術訓練を受けることと

なる。そこでは，工房における仕事のハード

からソフトまで様々なことが「教育」される。

機織りの技術は，そこでの具体的な学習過程

を通して，徹底的に教授されてゆくのである。

サガダ・ウィービングにおける，上記のよ

うな技術の習得は，近代の学校教育に類比し

うる，明確で固定的な教授―学習関係の下で

おこなわれているといえる。また，それは，

当事者達にも明瞭に意識されているようで，

同工房においてインタビューをした織工すべ

てが，自分達の技術は「訓練された」結果で

ある，といった回答をおこなっている���。

ところで，サガダ・ウィービングの織工は，

すべて経営者と雇用関係を結んだ，常勤の労

働者である。このため，織工達は，基本的に

毎日決められた時間に出勤し，それぞれ割り

当てられた作業に従事している�	�。こうした

背景を加味するならば，既述のような技術の

伝習形態は，ある意味で，新規採用者に対し

て当然施されるべき「教育システム」と見な

すことができるだろう。

なお，サガダ・ウィービングにおける織工

は，例外なく女性であった。さらに付言する

ならば，現在では作業に従事していない経営

者までも含め，工房内で目にするのはすべて

女性のみで，基本的に男性の姿を見ることは

なかった。市場経済に適応した企業的経営が

おこなわれているサガダ・ウィービングにお

いても，機織りは，相変わらず「女の仕事」

として実践されていることが窺われた。

〈サバガン織工組合〉

サバガン織工組合における作業は，基本的

にサガダ・ウィービングと同じで，「高機」

による機織りからミシンを使った製品生産ま

でである。また，生産されている製品にも基

本的に違いはない。加えて，その織工達は，

同組合の代表以下すべて女性であった。ただ，



��� 調査時，サバガン織工組合に所属する織工の数は，公式には32人であった。そのため，若干名の
織工に対して，直接本人にインタビューすることはできなかった。ただ，面会しえなかった織工
は，少なくとも最年少ではないらしい。したがって，本稿で提起した年齢構成の偏りに影響はな
いと判断される。

������ 3 サバガン織工組合の年齢構成

年齢 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代不明

人数 0 0 0 14 14 2 0 0 0

（1996.5.調査）
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同工房では，ミシンの台数が少ないため，相

対的な作業量として「高機」による機織りが

中心となっているようであった。

いっぽう，同工房においても，機織りの技

術を伝習するために採用された「教育システ

ム」が認められた。そして，それは，前述し

たサガダ・ウィービングと内容的に変わると

ころのない，明確で固定的な教授―学習関係

に基づくものであった。

そこで，現地の織工30人にインタビューを

試みたところ，その全員が自ら保持する技術

は，「訓練」を受けて習得したものである，

と回答した。これらの回答は，サガダ・ウィー

ビングの織工達とまったく同じものである。

ここから，同様の「教育システム」を経験し

た当事者である，サガダ・ウィービングとサ

バガン織工組合の織工達は，その認識をも共

有していることが窺われる。

しかし，同工房とサガダ・ウィービングと

の間には，看過しえないひとつの大きな違い

が指摘できる。それは，同工房における機織

りや製品生産が，パートタイム的な就労形態

でおこなわれていることである。

同工房の織工は，必ずしも，毎日決まった

時間に，全員が集まって作業に従事している

わけではなく，各個人ごとに工房で作業する

時間や日数に，ある程度の偏差が認められた。

では，工房で作業していないとき，何をして

いるのかといえば，ほとんどの場合，家事や

田畑での農作業である。事実，インタビュー

した30人の織工は，全員，自分は織工である

とともに農婦であることを明言していた。む

しろ，彼女達にとっては，農婦としての仕事

の方が優先されていると見なすべきかもしれ

ない。

これを傍証するデータとして，同工房の織

工の平均年齢が51.4歳と高く，最も若年者で

も40歳であることが挙げられる（�����	 3）。

というのは，こうした年齢層は，一般に子育

てから開放されており，たとえば20代や30代

の女性に比べると家事に割く時間が相対的に

少ない傾向にある，と予想されるからである。

つまり，同工房への参加は，農作業の時間を

削るのではなく，家事の時間の軽減によって

可能となっている，という想定が導かれる。

裏を返せば，農作業の時間を割けるのであれ

ば，20代や30代の織工が一人もいない，とい

う極端な年齢の偏りは成立しえないだろう���。

いずれにせよ，同工房における織工は，市

場経済の労働者とは程遠い就労形態において

作業に従事している。その点においても，同

工房における産業化は，サガダ・ウィービン

グのレベルには達していないといえる。他方，

農作業を第一とし，その合間におこなわれる

機織りは，後述するサモキでも認められるこ

とから，その限りにおいて，旧来の民俗社会

的な状況を受け継いでいると見なすことがで

きる。

〈サモキ〉

サモキには，工房といえるような複数の織

工が一緒に作業する場はなく，すべての機織

りは家屋の軒先や庭などで個人的におこなわ

れている。また，そこでの機織りは，すべて

「腰機」を使用して実践されていた。

「腰機」は，「高機」の導入以前から，コル

ディリエラの山地民社会において受け継がれ

てきた織機である。その性格は，「高機」と

の比較において，以下のようにまとめること



��� 吉本忍は，「腰機」による機織りについて，その「作業に欠くことのできない経糸の張力は，織り
手が身体を前後にかたむけることによって加減される」（吉本 1995� ��259）と指摘している。ここ
でいう「経糸の張力」を「加減」するには，容易には真似できない絶妙の身体運動や身体感覚が
必須となる。実際に「腰機」での機織りを試みてみれば，それは一朝一夕で実践できる“ワザ”
ではないことが明らかとなるだろう。なお，「腰機」の技術的実践に関する詳細については，別稿
において論じる予定である。

��� あくまでも，この判断は，「腰機」との比較において成り立つものである。「高機」による機織り
においても，経験的に習得しなければならない技術的側面が，少なからず介在している。「高機」
に伴う技術もまた，機械化によって織工達の身体から乖離していく，というのが産業革命以降の
方向性である。
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ができる。
��はるかに簡素な造りの織機である。
	�相対的な生産性は低い。

�要求される技術の難度が高い。

産業化に際し，「腰機」を排して「高機」

が導入される理由は，主に二つ目と三つ目の

性格に起因していると想定できる。というの

は，生産性を高めることは当然として，要求

される技術の難度が高いということは，その

習得に時間を要するとともに，織工の技量差

が反映されやすく生産物の品質を一定に保つ

ことが困難となるからである。こうした特徴

は，技術革新によって，個人の能力差を可能

な限り排除し，均質な製品の量産を志向して

きた，近代以降の産業化に反する要因である

ことは自明だろう。

「腰機」による機織りを簡潔に述べるなら

ば，織工自らの身体を織機の一部とし，経験

的に獲得せざるをえない身体運動や身体感覚

によって達成される技術的実践といえる���。

それゆえ，「腰機」による機織りは，「高機」

にもまして，より高度な技術的実践といえる

だろう。なぜなら，「腰機」による機織りで

は，身体そのものに対する技術的要求が多岐

にわたるのに対して，「高機」による機織り

では，かなりの程度まで道具＝機材である織

機が，その身体に対する要求を軽減してくれ

るからだ���。

換言するならば，「腰機」による機織りの

技術を習得するということは，身体を機織り

の道具となるように構築することである，と

表現できるほどだ。それでは，サモキにおけ

る技術伝習は，いかなる形態によって実現さ

れているのであろうか。

サモキにおける機織りの技術伝習は，筆者

がかつて，同地域のカンカナイ社会における

土器作りを対象として明らかにした技術伝習

（大西 1998�� ���481-484）と，軌を一にする

ものであった。その技術伝習とは，初級者が，

熟練者と一緒に作業をおこなうなかから，

“見よう見まね”や自主的な質問などを通し

て，自ら積極的に技術を学び取ってゆく，と

いう様相を呈するものである。そこでは，ま

ず“やってみる”という実践が第一で，初級

者は “できないこと”，“わからないこと”

があって，はじめて熟練者に教えを請う。ま

た，明らかに間違ったやり方でもしない限り，

熟練者の方も積極的に教唆を与えることはほ

とんどない。熟練者が果たすべき役割とは，

何にもまして，機織りを実践することによっ

て初級者の“手本”となることである。

さらに，上記の技術伝習に加えて，同村に

おける日常生活の営みのなかには，必ずしも

明確に意識されてはいないが，経験的に機織

りの技術的素養を蓄積させる側面が認められ

た。その最も代表的な例が，子供による“手

伝い”である。同村では，織工である母親や

姉妹などについて，子供が機織りの“手伝い”

をしている姿が頻繁に認められるが，そうし

た経験は，作業手順はいうまでもなく，習得

に時間を要する「腰機」の操作法などを学ぶ

格好の機会となっていた（大西 1998�� ��482）。

以上のような技術伝習は，社会における日

々の営みのなかに埋め込まれているため，局

外者が眺める限りにおいて，明瞭な外縁を備

えた制度やシステムとして把握しがたいもの



������ 4 サモキにおける織工の技術習得に
関するインタビュー結果

回答実例 回答者数

母 9人
祖母 6人
母と祖母 1人
姉 2人
従姉 2人
隣人 2人
友人達 1人
母から学び取った 2人
祖母から学び取った 1人
祖母の観察を通して 1人
隣人達の観察を通して 1人
観察を通して 1人
自分で学習した 1人
自分の実践によって 1人
柵編み作りから 1人

（1996.5.調査）

��� サガダ・ウィービングやサバガン織工組合のケースと異なり，これらの回答は，すべて現地語に
よって表現されたものである。

��� 「母（祖母，姉…���）」といった回答は，複数人が集まっている場において，他の織工による「～
から学び取った」あるいは「～の観察を通して」を受け，自分の場合は誰からであったか，を示
唆しているケースがほとんどであった。
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である。それは，サガダ・ウィービングやサ

バガン織工組合で見られたような，明確で固

定的な教授―学習関係に基づく，近代の学校

教育的なシステムとは，まったく性格を異に

している。

いっぽう，当事者の語りにおいても，サガ

ダ・ウィービングやサバガン織工組合とは異

なる傾向が捉えられた。同村の織工32人に，

「どのようにして技術を習得したのか？」と

いう質問を試みたところ，非常に多様な回答

が得られた（�	
��� 4)���。織工達の多くは，

「母（祖母）から学び取った」ないしは「祖

母（隣人）の観察を通して」―あるいはた

だ一言「母（祖母，姉，友達 ���)｣���―な

どと回答し，一部には「自分で学習した」や

「自分の実践によって」などという回答をす

る織工もいた。ただ，こうした回答の多様性

の反面，同村における織工達は，自らの技術

の習得を語る上で，サガダ・ウィービングや

サバガン織工組合で得られたような「訓練」

という言葉を誰ひとりとして選ばなかった。

ところで，同村の織工もまた，すべて女性

であった。ただ，織工の人数がどれほどなの

か，まったく把握することはできなかった。

それは，必ずしも，同村の織工が組織化され

ていないからではない。むしろ，その理由は，

同村の女性の多くが，先に指摘した子供の

“手伝い”などを含め，少なからず機織りに

関与した経験を有しているため，潜在的に一

定レベルの技術を習得していることにある。

そうした女性達は，本人がやる気になれば，

経験を積んだ織工に及ばないまでも，ある程

度は機織りを実践することができるのである。

事実，同村では，10歳未満と思われる年端

もいかない女の子が，母親や姉妹，隣人など

が機織りをする脇で，その“手伝い”として

巧みに「腰機」を操っている姿を，そこかし

こで見かけることができる（��� 2）。このよ

うな光景を目にすると，同村の女性のうち，

誰が織工で誰が織工でないかを選別する以前

に，一体何をもって織工と判断すべきなのか，

さらには織工を判別することの意義そのもの

を見出しがたくなってしまう。

なお，同村においてインタビューしえた織

工は32人であったが，その年齢構成は，サバ

ガン織工組合との対比において顕著な違いが

認められた。それは，織工達の年齢が，40代

以上に偏ることなく，逆に10代から30代が主

体となっていたことである（�	
��� 5）。また，

20代以上の織工は，農家の主婦などであるが，

10代の織工は，すべて年齢に応じた学校に通

う学生であった。

もっとも，この結果は，同村における織工

の一部から得られたものであるため，全体的



���� 2 織工と“手伝い”の子供（1996.5.撮写 �� ���	
�)
１．織工と２人の“手伝い”の子供
２．織工による機織り
３．「縁飾り」用の布を織る年長の女の子
４．糸を紡ぐ年少の女の子
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������ 5 サモキにおける織工の年齢構成

年齢 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代不明�

人数 14 4 10 0 1 1 0 0 2

�当事者自身が年齢を正確にカウントしていない。なお，

両名とも高齢であった。

（1996.5.調査）

��� これを裏付けることとして，筆者自身，次のような体験をした。それは，筆者が最初に同村を訪
れた時，若い織工が機織りをする姿をほとんど見かけなかった，というものである。ところが，
次に調査をした時期が，ちょうど長期休暇（春休み）の時期にあたっていたため，10代の織工が
数多く機織りをする姿を目にすることができたのである。おそらく，もし調査期間が異なってい
たら，これほど多くの10代の織工にインタビューすることはできなかったであろう。ここから，
学生である10代の織工は，当然ながら平日の日中はそれぞれ学校に行っており，機織りに従事す
るのはもっぱら休日などであると推察される。
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な傾向を反映していると断定することは危険

であろう。ただ，少なくとも，同村には30代

以下の織工が数多く存在することから，サバ

ガン織工組合のような年齢構成の偏りがない

ことは確実である。加えて，同村における機

織りもまた，それぞれのライフスタイルのな

かでパートタイム的におこなわれている副業

と判断されるが，サバガン織工組合よりもさ

らに，個々人の裁量の下で自由に実践されて

いる，という想定が成り立つ���。でなければ，

相対的に時間に余裕のない若い年代の主婦や

学生などが，機織りに従事することなどとう

ていできないからだ。

����������

サガダ・ウィービング，サバガン織工組合，

サモキの機織りにおける技術の伝習と実践に

ついて個別に検討をおこなった結果，そこで

も産業化に起因する様々な差異が捉えられた。

その結果を踏まえ，ここでは，それぞれの比

較検討を通して，産業化が機織りの技術の伝

習と実践に及ぼした影響の把握を試みる。

産業化が推進された結果として，まず指摘

しうることは，機織りの実践における組織化

である。この組織化を端的に表しているのが，

「実践の場」としての工房の出現である。工

房は，通常，建造物としての物理的空間であ

り，その空間には原材料から生産設備まで，

機織りのみならず，製品生産をおこなうため

のすべてが揃えられている。それゆえ，織工

は，サガダ・ウィービングやサバガン織工組

合で見られたように，この空間に身を置いて

機織りを実践することとなり，結果として全

員が一堂に会することとなる。

これに対し，工房のないサモキでは，機織

りの場は，個々の織工の家が核となっている

ため，空間的にも相当分散している。また，

そこでは，せいぜい家族か友人同士が二，三

人で一緒に作業している姿が見られる程度で，

それ以上の人数が集まって機織りの実践がな

されることは常態としてない。なお，こうし

た個人を単位とする実践は，サモキに限らず，

最も産業化から程遠いと目される，コルディ

リエラ各地の村々で細々とおこなわれている

機織りにおいても同様に認められた。

しかし，産業化に伴う組織化は，上記のよ

うな物理的・空間的な側面にとどまるもので

はない。それは，近代的な制度としての組織

化である。

すでに確認したように，最も産業化が進ん

でいるサガダ・ウィービングでは，織工は経

営者と雇用関係を結び，フルタイムで機織り

に従事していた。たぶんに，こうした就業形

態は，市場経済における労働者のイメージと

基本的に変わるところがない。だが，サバガ

ン織工組合とサモキにおける機織りの実践は，

それとはかなり様相を異にするものであった。

とくに，そこでの作業は，近代の「労働観」

とは一線を画すほど，日数や時間などが一人

ひとりの裁量に委ねられたパートタイムジョ

ブであった。

ただし，サバガン織工組合とサモキにおけ
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る機織りの実践を，まったく同一視すること

は危険である。というのは，サモキと比較す

るならば，サバガン織工組合における就労形

態が，産業化の影響を免れているとは見なし

がたくなるからだ。

改めて確認するまでもなく，基本的にすべ

てが個々人の裁量に任された実践であるなら

ば，機織りをいつどれぐらいおこなうかもま

た，原則として当事者の一存に委ねられてい

てしかるべきだろう。とすれば，サバガン織

工組合における織工の年齢構成は，やはり特

異な状況と見なさざるをえなくなる。なぜな

ら，いくら時間的余裕が少ない世代とはいえ，

誰ひとりとして，機織りをおこなう時間を生

活のなかでまったく取れないとは考え難いか

らである。事実，サモキで見られたように，

日々の生活時間のほとんどを学校で過ごして

いる10代の女子学生でさえ，休日などを使え

ば機織りをおこなうことはできるのだ。

これを是認するならば，サバガン織工組合

における織工の年齢の偏りが，まったく自由

な個々人の裁量の結果として生起している，

とは決していえなくなる。そこには，産業化

に由来する，次のような二つの要因が介在し

ていると想定される。

まず一つは，機材に起因するものである。

サバガン織工組合の織機は，新たに導入され

た「高機」であり，各個人や各世帯で所有さ

れているものではないため，それを使用する

には工房に出向かなければならない。ととも

に，「高機」は新機軸であるがゆえに，たと

え「腰機」を使える織工であったとしても，

新たに技術を習得しなければならず，そのた

めには工房に出向くことが不可欠となる。こ

のように，万事，工房に出向き，そこに身を

置かなければ始まらないという状況は，時間

に余裕がない者にとって少なからぬ負担とな

ってしまう。それが，間接的にせよ，時間に

余裕のない若い世代が，サバガン織工組合に

参入することを阻む，一要因となっていると

想定される。

いま一つは，より直接的に実践に関連する

ものである。一見，個々人の自由な裁量の下

で実践されているように見える，サバガン織

工組合における機織りであるが，マーケット

との関係において達成しなければならないノ

ルマがある。たとえば，それは，取引先から

の受注による，製品の生産量であったり納期

などであったりする。また，市場経済では極

々ありきたりな，そうしたノルマは，個人で

はなく，組織として引き受け，遂行すること

になる。それゆえ，サバガン織工組合の織工

達の機織りは，市場経済との接合によって組

織化された上で，達成すべき作業内容を設定

されているのである。このような個人の裁量

に対する二重の圧迫は，若年層にとって参入

に二の足を踏ませるにあまりある要因となる

だろう。

ここまでの議論を加味するならば，サモキ

とサバガン織工組合の機織りの実践に認めら

れた差異は，前者における織工の裁量の余地

が大きいのではなく，むしろ後者の織工の裁

量が産業化によって奪われている，という想

定が成り立つ。産業化は，機織りの実践を組

織化し，個人の裁量の余地を奪っていた。そ

れは，本来，日々の営みのなかで個人に委ね

られていた機織りの実践が，外部に位置する

市場経済によって，その布置を決定されるこ

とと言い換えることができる。そして，その

行き着く先のひとつの極には，サガダ・ウ

ィービングにおいて見られた，市場経済に従

属する労働者としての就労形態があることに

疑いはないだろう。

他方で，産業化に伴う結果として，何にも

まして看過しえないのは，技術伝習に及ぼさ

れた影響をおいてほかにないだろう。技術伝

習とは，いうなれば新たな織工を生み出し，

機織りを次世代に伝えてゆく営為である。ゆ

えに，それは，機織りの今後に直結し，それ

に連関する社会的・文化的側面を転調，再構

築する可能性を孕んでいる。

産業化が技術伝習に及ぼした影響を一言で



82 アジア・アフリカ言語文化研究 65

述べるならば，教える―教えられる関係の明

確化，固定化に基づく教授―学習システムの

構築といえる。その結果，技術伝習は，以下

のような非常に異なる，二つの様相を呈する

こととなった。

サモキに代表される，民俗社会的な状況の

下にある技術伝習は，熟練者と一緒に作業を

実践するなかで，“見よう見まね”や自主的

な質問などを通して技術を自ら学び取ってゆ

く，という様相を呈するものであった。また，

その前段階には，子供の“手伝い”に代表さ

れる，熟練者の作業補助などの経験を経るこ

とによって，技術的な基礎が自ずと習得され

ていることが窺われた。こうした伝習形態は，

社会に埋め込まれており，日常生活を営むな

かから，あまり明確に意識されることなく，

経験的な蓄積として技術の習得が達成される

学習システムといえる。

対して，産業化が推進されたサガダ・ウ

ィービング，サバガン織工組合における技術

伝習は，それまでの個々人の経験に一切関係

なく，訓練＝教育をおこなうことによって達

成される，近代の学校教育に類似したシステ

ムであった。さらに，その「伝習の場」とな

るのは，空間的，社会的に外部から遮られた

工房であるため，技術を習得するには，空間

的にも社会的にも工房の内側に参入すること

が不可欠となる。したがって，そこでの技術

伝習は，日常の生活実践から切り離された状

況においておこなわれているのである。この

ように，産業化は，技術の伝習形態を一変さ

せていたことが捉えられた。

いっぽう，それぞれの技術伝習を経験した

当事者である織工達は，その自らの体験を説

明するにあたり，異なる言葉によって語って

いた。それは，サガダ・ウィービングとサバ

ガン織工組合の織工達が，一様に「訓練され

た」と説明する一方，サモキの織工達が，

「学び取った」ないしは「観察を通して」な

どといった多様な説明をしていることである。

両者の語りを比較すると，サガダ・ウィービ

ングやサバガン織工組合の織工達は，「訓練

された」という受動的なニュアンスの言葉を

使っているのに対し，サモキの織工達の説明

には，そうした言葉は選ばれず，むしろ「学

び取った」，「自分で学んだ」に代表される積

極的なニュアンスを含む表現であることが指

摘できる。

ところで，サモキの10代の織工達は，まさ

に学校教育を実体験している学生であること

から，機織りの技術伝習との相違をリアルタ

イムで経験しうる立場にいる。そうした織工

達のすべてが，自身が体験した機織りの技術

伝習に対して，「訓練」という言葉を選択し

なかったことは示唆的である。というのも，

彼女達が，あえて「訓練」を選択しなかった

背後には，それらがサモキの技術伝習を説明

する言葉として相応しくない，と認識してい

ることが窺われるからである。

いずれにせよ，民俗社会において営まれて

きた技術伝習が，近代の学校教育的なシステ

ムに取って代わられたことによって，当事者

の語りにまで，その影響が顕れたことは疑い

のない事実である。とともに，こうした語り

の背後には，その言葉の選択を促している当

事者の具体的な体験がある，という意味で単

なる言葉の違いにとどまる事例ではないとい

えるだろう。

以上のように，産業化の推進は，観察され

るレベルでの機織りの伝習，実践から，それ

らを担っている当事者の語りにまで影響を及

ぼしていることが捉えられた。だが，そのな

かにあっても，すべての機織りにおいて共通

して確認されたことがあった。それは，個々

人の裁量の下に実践している織工であろうが，

ほとんど企業化された工房の労働者として雇

用されている織工であろうが，さらにはマウ

ンテン州に11ある機織りの組合・団体の代表

者までもが，すべて女性であったということ

である。ここから，コルディリエラ山地民社

会では，現時点において，産業化の進展に関

係なく，直接的な作業のみならず機織りに



��� ある特定の作業や労働が性別分業として実践されるならば，原則的には，そこでの身体所作のみ
ならず，行為者としての身体そのものがジェンダーと見なしうるものとなる。もっとも，それを
担う行為者がジェンダーを付与された人物である限り，その「実践の場」では，作業や労働に直
接かかわる身体所作以外にも，それぞれの性に特有の身振りが自ずと繰り広げられることとなる。
むしろ，性別分業を実践するための動作や姿勢といった身体所作が，当該社会におけるジェンダー
としての身振りを基盤として構築されている，と見なすべきだろう（大西 1998�� ���487-488�
1998	� ��1）。
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かかわること自体が総体として，すべからく
女性が担うべき性別分業として維持され，実
践されていることが確認できる。

����������

機織りの産業化は，その技術の伝習と実践
に様々な変容を引き起こしていた。あえて指
摘するまでもなく，こうした技術の伝習や実
践は，決して現地の社会や文化から隔絶して
成立するものではない。あまつさえ，民俗社
会的な状況においては，それらが技術の伝習
や実践を成り立たせる初期条件でさえあった。
それゆえ，産業化に伴う技術の伝習―実践の
変容は，現地の社会や文化に対して，何らか
の影響を及ぼしうる可能性が措定されること
となる。
そこで注目されるのが，現在でも，コルデ
ィリエラの機織りが女性の性別分業として伝
習―実践されている，という状況である。と
いうのは，同地域の土器作りを対象とした拙
稿で明らかにしたように，コルディリエラ山
地民の人々による性別分業の伝習―実践は，
従来，その社会におけるジェンダー（社会・
文化的性差）の再生産に一定の役割を担って
きた，と想定されうるものであるからだ（大
西 1998�� ���486-489）。
繰り返し確認したように，旧来の民俗社会
的な状況における機織りの技術伝習は，子供
の頃の“手伝い”に代表される日常的な経験
を重ねるなかから，それが伝習の過程である
ということをあまり明確に意識させることな
く達成されるシステムであった。他方，そう
した伝習を経て織工となるのは，現在までの
ところ女性のみである。
ところが，この技術伝習に大きな役割を果
たしている“手伝い”は，必ずしも性別を異
にする男の子を排除してはいないのである。

また，そこでの“手伝い”の内容も，性別に
よる違いは基本的に認められない。このため，
“手伝い”に参加した男の子は，将来織工と
なる女の子と一緒に，等しく機織りの技術伝
習の基礎過程を経験していることとなる。た
だ，そうした男の子達は，成長してゆくなか
で自他のジェンダーを認識する結果，自ずと
異性の仕事である機織りにかかわらなくなる。
したがって，コルディリエラ山地民社会にお
ける性別分業としての機織りは，直接的な規
範や禁忌などによるのではなく，個々人にジ
ェンダーが付与されるなかから結果的に維持
されているのである。
上述のような状況は，コルディリエラの山
地民社会でおこなわれている，性別分業の多
くに共通して認めることができる（大西
1998�� ���486-487）。むしろ，それが常態と
いっても過言ではない。実際，筆者自身も，
「女の仕事」とされる機織りや土器作りに男
の子が，「男の仕事」とされる河川漁労に女
の子が，それぞれ“手伝い”として参加して
いる光景を何度も目にした。
実は，このような両性の性別分業への参与
という経験こそが，ジェンダーの再生産に重
要な役割を果たしている，と推察されるので
ある。というのは，山地民の子供にとって性
別分業への参与は，男女別々に実践される労
働のあり方を，まさに身をもって実感させら
れる体験となることから，当該社会における
自他のジェンダーを明確に意識させるひとつ
のきっかけになりうるからだ（
��� 1972�
���54-55）。さらに，そこでは，それぞれの
性に特有な身振りとなる様々な所作や姿勢，
たとえば「女性的な仕草」や「男らしい座り
方」などが，作業のなかでもその合間にも，
子供達の前で絶え間なく展開されることとな
る���。



��� とりわけ，ジェンダーとしての身振りは，一旦身体化されてしまうと，まったく意識されること
なく実践され，むしろ当事者にとっては自明のものとなる。さらには，そうした身振りは，もし
当事者が意識的に押しとどめようとしても，容易には解消されないほど強固に身体，行為に取り
付いてしまっている。
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いうまでもなく，そうした身振りは，最も根

元的な行為としてのジェンダーにほかならな

い。ゆえに，性別分業への参与は，いまだジ

ェンダーとしての身振りを身につけていない

子供達にとって，それらを学び習得する場と

もなるのである（大西 1998�� ���488-489）。

機織りを含む性別分業への参与は，山地民

の子供達に，当該社会のジェンダーを付与す

るひとつの契機となっていた。また，そこで

付与されるジェンダーとは，観念的なレベル

の性のみならず，行為として表出される身体

的なレベルの性にまで跨るものであった。

とはいえ，コルディリエラ山地民の人々の

ジェンダーは，こうした性別分業への参与の

みによって付与されるわけではない。他方で

は，より強く直接的にジェンダーを付与させ

る役割を担った言説や儀礼が，山地民社会に

も存在している（合田 1989� ���207-256� 	�


��� 1981� ���34-35）。ある場面では，こうし

た言説や儀礼によって，ジェンダーが強く認

識させられる結果，子供達は，異なる性によ

って担われる労働から離れ，自らの性が担う

べき労働に従事することとなる，と捉えるこ

ともできるほどだ。

しかしながら，そのような言説や儀礼は，

一般に非日常的なものであるのに比べ，性別

分業への参与は，はるかに日常的な経験とし

て実践されている。このため，性別分業への

参与は，非日常的な言説や儀礼によって付与

されたジェンダーを，日常的な生活のなかで

相互補完的に付与している，という想定が成

り立つ。とともに，逆説的ではあるが，そこ

でのジェンダーの付与は，強く直接的に言明

されることなく経験を通してなされるがゆえ

に強固なものとなる���。さらには，すでにジ

ェンダーが付与された成人にとっても，「女

の仕事」が女性によって，「男の仕事」が男

性によって，それぞれ維持され実践されてい

る姿を日常的に目にすることは，自らの社会

におけるジェンダーを繰り返し確認させられ

る機会となりうる。

以上から，性別分業として女性によって担

われている機織りの伝習と実践は，他の性別

分業と同様に，旧来の民俗社会的な状況の下

では，山地民社会のジェンダーの再生産に一

定の役割を果たしている，ということが了解

される。これを是認するならば，旧来の民俗

社会的な状況において，機織りが担っていた

ジェンダーの再生産装置としての役割は，産

業化に伴う技術の伝習や実践の変容によって

果たされなくなる，という可能性を想起する

ことができるだろう。

具体的には，前述のような旧来の技術伝習

が，産業化によって学校教育的な学習システ

ムに変容すると，日常生活における経験一切

が排除されることとなり，当然，そこに子供

の“手伝い”が介在する余地はなくなる。と

すれば，そこでは，自ずとジェンダーを付与

する役割は果たしえなくなるだろう。もっと

も，それ以前に，産業化は，機織りの「伝習，

実践の場」を，空間的にも社会的にも外部か

ら切り離し囲い込んでいた。その結果として，

機織りの伝習や実践は，子供の参与のみなら

ず，空間的・社会的外部にいるすべての人々

の目に触れることさえなくなっていたのであ

る。

すなわち，産業化によって引き起こされた

最大の影響とは，社会の営みのなかに埋め込

まれていた機織りの伝習―実践が，その従来

の場から切り離され，独自の系のなかで再編

成されることによって，そこに参与する人々

の布置が大きく変換したことに求められるの

である。ここにいたって，機織りが果たしえ

たジェンダーの再生産は，不可避的に終わり



��� もっとも，神話的世界観を別とすれば（�����	
�� 1958 ���41-42），現在において，性別分業は，
それほど当事者達に強固に意識されているわけではない。これは，本文でも指摘したように，直
接的に異性の参与を排除するような，厳格な規範や禁忌がないことに由来している，と推察され
る。
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を告げることとなるのだ。したがって，サガ

ダ・ウィービングやサバガン織工組合などの

機織りにおいて，旧来的なあり方でのジェン

ダーの再生産が果たされなくなる，という判

断が導かれる。

機織りが担っていたジェンダーの再生産装

置としての役割が，産業化によって終わりを

告げるという事態は，今後ますます加速して

ゆくと予想される。また，その影響が波及し，

さらなる社会的・文化的変容が引き起こされ

る可能性を大いに孕んでいる。たとえば，よ

り市場経済に適応した産業化が進み，現金収

入を安定的にもたらす「地場産業」となった

とき，それまでの性別分業の枠組みが霧散し，

男性が積極的に参与してくる事態さえありえ

ないことではない���。

もっとも，本稿の議論のみを持って，予言

めいた提起を軽々におこなうことは避けるべ

きであろう。いうまでもなく，社会的実践と

は，すべからく社会や文化のわずかな一端で

しかなく，むしろ他の様々な社会的・文化的

要因を前提として，はじめて成り立つもので

ある。実際，ジェンダーの再生産をおこない

えない，サガダ・ウィービングやサバガン織

工組合などの織工もまた，現時点ではすべて

女性であった。この事実は，いまだ機織りを

性別分業として維持，実践させるメカニズム

が，機織りによるジェンダーの再生産とは別

に，当該社会において働いていることを示唆

してあまりあるものといえる。

いっぽう，その逆に，これまで見てきたよ

うな産業化が，仮に推進されなかったとして

も，機織りによるジェンダーの再生産は，早

晩果たされなくなるかもしれない。多方面か

ら「近代化」の影響が波及する今日，コルデ

ィリエラにおける山地民の人々もまた，すで

に市場経済や学校教育などを実体験し知って

いるのである。それゆえ，同地域の山地民の

人々は，自分達の社会や文化とは異なる―

そうではない他の―あり方があることを十

分認識しているのだ。そして，その認識の対

象には，性別分業として実践される機織りは

いうまでもなく，それを支えている自らの社

会におけるジェンダーのあり方さえも例外と

はなりえないだろう。

とはいえ，ここまでの議論によって，コル

ディリエラの山地民社会における機織りに対

する産業化は，その技術の伝習や実践のみに

とどまらず，従来，それが当該社会に果たし

ていたジェンダーの再生産に少なからぬ影響

を及ぼしている，というひとつの解釈が導き

出された。このような限定的な成果のみをも

って，「開発」や「近代化」に起因する当該

社会の人々の認知―行動様式の変化を捉えた，

と言明することはいささか勇み足に過ぎるだ

ろう。だが，社会的実践によって再生産され

る言説や実践の変容を丹念に把握し，検討し

てゆくことによって，その全容とはいえない

までも一人ひとりの認知―行動様式が，「開

発」や「近代化」を契機として転調，変化し

てゆく動態を，個々人の実践レベルにおいて

捉えてゆくことが可能となるのではないだろ

うか。そのような意味で，本稿は，人間の身

体によって担われてきた社会的実践に呼応し

て，社会や文化が変容してゆく動態の一端を

提起しえたといえるだろう。

�������������

現代社会における技術は，語られる文脈が

「伝統」であれ「近代」であれ，さらなる進

歩や革新に向けた，絶えざる変容の渦中にあ

る。いや，むしろ，今日われわれが手にして

いる技術は，ひとつの例外もなく，人類史の



��� こうした提起は，開発論や近代化論というよりも，むしろ社会的実践を対象とする民族誌的研究
すべてに対するものとなる。なお，筆者による具体的な試みについては拙稿参照（大西 1998�� ���
471-473� 1998�� ���2-4）。

�	� 同様な主旨の指摘は，アルトゥーロ・エスコバールに代表される「開発言説分析」に対する批判
において提起されている（
�� ����� 1997� 内山田 1998）。
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なかで延々と試行錯誤を積み重ねてきた結晶

と見なすべきだろう。

ともあれ，そうした技術の変容は，常に，

社会や文化に対して何らかの影響を及ぼして

きた，といっても過言ではない。たとえば，

情報技術の急速な革新によって，近年普及し

た携帯電話やインターネットなどが，われわ

れの生活様式に及ぼした影響は計り知れない

ものがある。さらには，これら情報技術によ

って，デジタルディバイドと呼ばれる，これ

までになかった新しい社会格差さえ生み出さ

れている。このように，技術は，歴史的・文

化的に構築された社会的所産である反面，新

たな社会や文化のあり方を構築する要因とな

りうるのである。もっとも，だからこそ，技

術を社会的実践として位置づけることによっ

て，行為者と社会・文化が相互に作用しなが

ら転調，変容してゆく動態を把握しうること

が可能となるのだ。

上記のような傾向は，産業革命以降とどま

ることなく，加速度的に進行している。とり

わけ，諸種の開発事業によって，「近代化」

が急激に押し進められている地域においては，

その影響がより顕著に認められる。それゆえ，

そこでの社会，文化に根ざした在地の技術を

対象とするならば，自ずと「開発」や「近代

化」は不可避な課題となるだろう。というの

は，たとえ直接的に影響を被っていなかった

としても，世界大に拡大する市場経済の下に

人，モノ，情報などが統合，一元化されるグ

ローバリゼーションが進むなか，まったく変

容を免れ維持され続けているとは考え難いか

らである。逆にもし，変容が一切窺われなか

ったとしたら，それは決して常態とはいえな

いのではないだろうか。むしろ，それはそれ

で，ひとつの課題として，変容が抑制されて

きた要因を検討，解明すべきであろう。

ところで，こうした方向性は，現在多方面

でなされている「開発」や「近代化」にかか

わる議論に，否応なく参画せざるをえなくな

る。社会的実践論としての技術研究が，いか

なる貢献を果たしうるかは，今後，様々な既

存の議論に接合するなかで，その可能性を見

極めてゆくべきであろう。ただ，ひとつのビ

ジョンを提示するならば，人々の身体が繰り

広げる実践に焦点を当てることによって，従

来，言説に偏向したアプローチなどにおいて

ややもすれば見落とされてきた，当事者の

「語り」によっても容易には汲み取れない，

身体的に経験された日常世界を捉えることが

できるのではないだろうか���。

もっとも，このような試みは，素朴な経験

主義に立ち戻った，いささかナイーブな「言

語中心主義」批判に陥る危険性がある。また，

従来の言説分析的アプローチが，発話者の生

活実践や経験世界を，一概に無視してきたわ

けでもない（
�� ���� 1996）。だが，そうした

アプローチにおいては，ある「経験」がどの

ように「語られ」言説に編制されるか，とい

う問いに払われてきた配慮に比して，ある

「語り」を紡ぎ出した発話者の背後に控える

「経験」を，具体的かつ詳細に解明しようと

する関心はどうしても低かったのではないだ

ろうか�	�。無論，こうした指摘は，大局的に

は，一枚のコインの表裏を別々に捉えたもの

に過ぎない。それゆえ，社会的実践論は，言

説分析的アプローチを否定ないし乗り越える

のではなく，それと相互に補い合うことにこ

そ最大の意義があるといえる。

市場経済との接合や西欧近代的な価値，制

度の導入に起因する，数多くの弊害を目の当

たりにし，その反省から現地の社会・文化に
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根ざした「持続的発展」が，開発援助の国際

的なキーワードのひとつとなって久しい。だ

が，どれほど「持続性」を掲げようとも，

「開発」や「近代化」とは，そもそも当該社

会の変化を前提とした概念，実践にほかなら

ない。結局，そこで目指されている「持続的

発展」とは，弊害を可能な限り排した「より

良き変容」の言い換えといえる。であるなら

ば，「開発」や「近代化」は，本稿が志向す

る技術研究にとっても，純粋無垢な研究対象

として立ち現れるのではなく，「より良き変

容」に顕されるような政治的，倫理的価値基

準を不可分に伴うものとして直面せざるをえ

なくなる。そして，そこでの経験は，社会的

実践論としての技術研究を，現代の政治と認

識論が交錯する新たな議論のアリーナに導く

こととなるだろう。

本稿は，日本民族学会第33回研究大会

（1999年５月29日，於東京都立大学）におけ

る口頭発表，国立民族学博物館・平成11年度

特別共同利用研究員報告書（2000年３月）を

もとに大幅に書き改めたものである。また，

本稿は，国際交流基金アジアセンター・平成

７年度『次世代リーダーフェローシップ』，

平成９・10年度文部省科学研究費補助金・特

別研究員奨励費の助成に基づく研究成果の一

部である。なお，草稿段階においては，総合

地球環境学研究所・秋道智彌教授，同志社女

子大学・後藤明教授から示唆に富む貴重な御

教示を賜った。末筆ながら記して謝意を申し

上げる。

��

脱稿後，産業化以前（1954-55）のサガダ

における機織りについて，「女性達は，他人

の機織りを見ることによって機織りを学び，

稽古などを受けることはない」と指摘してい

る�� ��スコットの論攷に触れた（�����

1988� 	�13）。ここから，かつては，本稿で提

起したサモキと類似の状況が，サガダにおい

ても展開されていたことを窺い知ることがで

きた。
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�� 例えば ������	
	 1997� ��74-75� ��135-136など。
�� 1980年代に出された ��
����氏によるヴォルガ・タタールの通史の中でもそのような事例はいくら
か紹介されている。��
���� 1986� ��99-101

�� �	�����	� 	� �	�	
��	
���	���	��� 1964� ��98-99
 � 筆者が利用した史料は ����� ����� ��!��� 1913-1917� "���	� �� #���$	
 1993� "���	� $� %�������

��$
�
� �" ������� %�
��� ���� &�$������� '%(� [�������) 1-9� 1-10� 2-3� 2-19� 4-13� 4-14� 4-17]
*� �������+����� 1988� ��30-32� (1925� ��44-45)
,� 彼は「新方式」学校のための教科書の執筆や発行なども行った。彼については -������� .�/�$

'$
�����0���1� 2�� �������0 (��
	�) 1999� �624で極めて簡単ではあるが紹介されている。ま
た彼は1917年３月からは『子どもたちの世界 � ��� ��� ��
 3��� ��� ��』誌の編集発行者にもなった。
�	�����	� 	� �	�	
��	
���	���	��� 1964� �191参照。『スユム・ビケ』の４-９号の裏表紙には
『子どもたちの世界』誌の創刊号の広告が掲載されており，その照会先は『スユム・ビケ』編集部
となっている。
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１．はじめに

２．『スユム・ビケ』について

３．『スユム・ビケ』記事一覧

������

19世紀末から20世紀初頭のヴォルガ・ウラ

ル地域において，「新方式 ��� ����� ��� ���」教育

を支持したタタール知識人たちが女性の教育

や社会進出などの問題について積極的に関わ

り論議していたということは，これまでの研

究においてもしばしば指摘されてきている��。

「新方式」を支持する女性教師が女子学校を

運営するといった活動に取り組んだように，

タタールの知識人女性が社会参加し改革運動

に携わっていたという例もいくらかは知られ

ていよう��。しかしながらこれらの事柄につ

いて十分な分析が行われている研究はいまだ

現れてはおらず，明らかでないことはあまり

にも多いと言わねばならない。その理由の一

つはそれらに関する文献史料が不十分である

ところに求められる。

ここに紹介する『スユム・ビケ � �����

� ���	』は1913年から４年間カザンで発行され

ていた雑誌である。1905年革命以降ヴォル

ガ・ウラル地域ではタタール改革主義知識人

による定期刊行物が次々と発行されるが，こ

れはそれらの中でただ一つ，女性を読者に想

定したものであった。検閲や財政難あるいは

第一次世界大戦の影響などにより短期間のう

ちに停刊を余儀なくされた定期刊行物が多か

ったなかで，この雑誌は1917年の革命直後に

いたるまで発行され続け，男性の著述だけで

なく女性の手になる文章をも多数掲載してい

た。�	�����	�，��	���	���両氏のロシア・

ムスリムの定期刊行物に関する研究の中でも

この雑誌はわずかに取り上げられているが��，

より揃ったコレクションが利用可能な現在で

はさらに詳しい紹介が必要であろう �。そこ

で本稿では『スユム・ビケ』誌の周辺につい

て手短に説明し，記事内容を目録の形で示す。

今後，タタール知識人の女性の問題に関する

思想や活動，とりわけ女性の活動を研究する

上で，この作業は有意味であろう。

なおアラビア文字で書かれたテキストの転

写は，現代タタール語やロシア語での表記を

考慮せず，記されたアラビア文字に従って行

った。また年月日は露暦によって表記した。

��������������

『スユム・ビケ』誌は1913年10月27日にカ

ザンで創刊された。誌名は，「祖国愛でもっ

て知られる｣*�16世紀中葉のカザン・ハン国

の后妃スユム・ビケの名にちなんだものであ

る。

編集発行者は .�4� ��$ ���� ��� ��（1878-1937),�

であるが，創刊号の目次上に載せられている



�� � ����� � ����（以下 ��と略記）1-1� ��� ���� 1913.10.27�
	� 
��� ������ ��� ������ ��� ����� ��� ����� �� ����� ����� �� ����������� �� 1-22� 1914.9.15� ���3-4�彼女はこ
れ以降署名付きで積極的に寄稿している。������������� 1988� ��185� (1925� ��221)�では彼女は
『スユム・ビケ』誌の編集者であったと述べられている。一方  �� ��!という署名のある記事は４年
間で  �� ��!� �"#�� ��$�� %�� ��&�� �� 1-8� 1914.2.15� ���19-20�の一点のみである。

'� ３-17号から22号までの表紙には編集部によって戦争による物価高のために雑誌の価格を上げねば
ならなくなったとの断りがある。���� �� �������� ���� �� 3-17� 1916.7.15�

()� ��� ��� �������� ��$�� ���������� ��� �� �������� &� *��$� �� ����$� ��� ���& ��� ���� ��� ��� ��������� ��� ���� ��� ��� +�� ��� ��� ���� ��

�� ��� �����

((� "� ���� �� �� � ��*�� � ����� �� 1-1� 1913.10.27� ���1-2�
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犠牲祭の祝辞には彼の名前とともに  �� ��!

���� ��� ����という女性の名前が記されており，

彼女も編集に参加していたと考えられる��。

また１-22号に掲載された論説の中で 
���

������ ��� ������ ��� ����は「あなた方諸姉およ

び私の娘たち（読者のこと―訳註）のために

務め，あなた方に贈り物を残すという目的で

私は『スユム・ビケ』編集部に来ました。私

があなた方諸姉を（中略）進歩と文明の世界

に導いていくよう努力するつもりであること

をお信じ下さい。概してスユム・ビケ編集部

のメンバーは皆そのような考えと方針にあり

ます｣	�と述べ，これ以降編集の仕事をして

いた。

編集部の所在地は当初カザン市の� ��& ���

湖畔の , ���� ��� ���の建物の７号室となってい

るが，１-11号からは  �� ����#の建物の１号

室となっており，1914年２月半ばから３月末

の間に移転したようである。印刷所は１-１

号と１-２号はカザンの -� ���であるが，１

-３号から.�+ ����#にかわり，３-１号で再び
-� ���に戻っている。

創刊時の価格は１部20コペイカ。月２回発

行で，予約購読価格は年間４ルーブリ，半年

２ルーブリ50コペイカ，３カ月１ルーブリ35

コペイカであった。１部売りの価格は３-15，

16号から30コペイカに引き上げられ，それ以

降は30コペイカの場合と25コペイカの場合と

あるが，基本的には２号合併号の場合が30コ

ペイカであった。予約購読価格は３-17号か

ら年間５ルーブリ，半年３ルーブリ，３カ月

２ルーブリに改定された'�。４-５号以降は

１部売りが30コペイカあるいは35コペイカと

なり，４-11，12号からは１部50コペイカ，

年間８ルーブリ，半年５ルーブリ，３カ月３

ルーブリとなる。４-18号には年間12ルーブ

リ，半年７ルーブリ，１部１ルーブリと記さ

れている。また広告料が１ページ目や裏表紙

などにロシア語で記載されている場合もある。

１-３号では本文の前（つまり表紙周辺）に

掲載する場合は１行40コペイカ，裏表紙周辺

の場合は30コペイカだったが，１-４号では

本文の前で１行60コペイカ，後で40コペイカ

となった。２-14，15号には本文の前で50コ

ペイカ，後で40コペイカと書かれている。

最終号となった４-18号が1917年12月10日

に発行されるまで，『スユム・ビケ』は第一

次世界大戦を乗り切ってほぼ定期的に隔週で

発行され続けた。創刊号から１-19号までの

約10ヶ月間の毎号１ページ目には「婦女子の

ために２週間に１回発行される，文学，法律，

経済，倫理道徳，家庭についての，挿し絵入

りの雑誌｣()�と書かれている。

創刊号には編集部によって編集方針が述べ

られているが((�，それによると雑誌創刊の理

由はこうである。

我々の存在の半分を成している婦女子

の世界のことについて議論する新聞や雑

誌がないということは，我々の出版にお

ける欠点であった。今から数年前に尊敬

する我らの父 "�� ��+ ��� /����� ����� ��氏のご

息女が『婦人たちの世界 + � ����� 0��� ���』

という雑誌を発行し始めたが，残念なこ

とに，その雑誌は長くは続かなかった。

婦女子の世界は，自らのことについて議

論し，またその指導者となるような雑誌



��� �� ����� 	
 ��� � ���� � ����� �� 1-1� 1913.10.27� ���1-2�
��� �� ����� 	
 ��� � ���� � ����� �� 1-1� 1913.10.27� ���1-2�
��� �� ����� 	
 ��� � ���� � ����� �� 1-1� 1913.10.27� ���1-2�
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を欠いたままである。（中略）無数の，

無限に多くの必要性に満ちた存在につい

ての，議論され，検討されるべき問題は

数え切れない。

ゆえに我々はその状況を考慮して，も

とより婦女子の状況および彼女たちに関

する諸問題について議論する『スユム・

ビケ』誌を発行することとなった���。

女性に関する問題を論じ，女性を啓蒙する

雑誌がないこと，これが『スユム・ビケ』創

刊の動機であるが，「新方式」教育の提唱者

である ��� ��� ��� ������ ����� ��（1851-1914）の

娘 ��� ����が編集していた雑誌『婦人たちの

世界』（バフチサライ，1905-1907）が意識さ

れてもいる。では「議論され，検討されるべ

き問題」とはどのようなものであろうか。こ

の論説では引き続いて次のように語られる。

重視し検討すべき諸問題の中には，我

々の方針において述べられているように，

婦女子の社会，法律，政治，経済，家庭

についての状況を説明するということが

あるが，同様に子どもの教育の問題にも，

わけて重要性が与えられよう。なぜなら

ば我々の未来，将来は，我々の子どもた

ち，孫たちの手にあるからである。我々

の未来が幸福であることを願うならば，

疑いなく，教育を受けた子どもを育てな

ければならない。（中略）教育を受けた

子どもを育てるという責務は，教育を受

けた母親の肩にかかっている。そのため

教育方法や家庭に関する問題において模

範となっていく雑誌を母親や将来母親と

なるであろう女子は必要としている���。

以上の記述から創刊時における『スユム・

ビケ』編集部の意図は，女性の置かれている

状況について議論すること，および子どもを

教育する役目を担っている女性たちをとりわ

け教育の問題に関して啓蒙すること，の二つ

であると言える。この論説の中には「子ども

たちを民族的���� ��な精神で教育する」とい

う言葉も見られ，また末尾は「民族������の

未来が教育を受けた子どもたちを育てる母親

の手にある，ということを知るあらゆる民族

主義者������� ��が援助してくれることを我

々は期待している」と締めくくられている���

ことから，子どもの教育は「民族的���� ��」

でなければならないと考えられていることも

指摘できよう。

雑誌の内容は，論説の他には詩や小説など

の文学が目立つが，料理のレシピや野菜の栽

培法，育児方法や医学的知識などの家庭を経

営するための実用的な記事も数多く掲載され

ている。近代科学的な情報を読者に伝えよう

という意図が感じられるこれらの記事の中に

は，ロシア語などからの翻訳記事も含まれて

いる。「新方式」の女子校や女性教員養成課

程などの紹介にも力点が置かれており，とり

わけ女性の活動を紹介するものが多い。政治

色の強い記事は全体的に少ないが，やはり

1917年３月15日発行の４-９号以降は増える。

だがこの雑誌の最大の特徴は，投書も含めて

女性が書いた記事の占める割合が非常に高い

ということであろう。これらの記事の内容を

具体的に検討し，その執筆者であった女性た

ちの活動を明らかにしていく作業は，今後の

課題とする。

��������������

各記事に番号を付し，表題，執筆者名（翻

訳記事の場合は翻訳者名），頁の順で示す。

表題の他に欄名のあるものはそれを表題の前

に［ ］で示す。表題のある記事はその日本

語訳を後に（ ）で付し，その後に論説およ
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びニュースや諸情報を伝える記事は〔論説〕，

詩は〔詩〕，小説などその他の文学作品は

〔文学〕，編集部から読者や投稿者への連絡事

項を伝えるものは〔連絡〕と記した。表題の

ない記事は〔無題〕と記し，簡単な内容の説

明を付けた。執筆者名のない記事は表題と頁

のみを示している。各号の目次と実際の内容

に相違がある場合は原則として内容に従った。

なお筆者が利用したコレクションに含まれて

おらず入手の可能性も低い１-９，１-10，２

-３，２-19，４-13，４-14，４-17の各号は

ここでは除かれている。

１-１号（1913.10.27）

01）� ��� � ����� � ��	（若干のことば）〔論説〕/
� ����/1-2

02）���������� ��������（ムスリマたちへの呼びかけ）〔詩〕/� ����� �� ��/2-3

03）�����（詩）〔詩〕/��� ��� � ��������/3

04）���� ����� � �������� �� ��� ������	 ��� ��（シャリーアの前における婦女子）〔論説〕/��� �
����� ��/

4-5

05）� ����� � ����（スユム・ビケ）〔論説〕/��� ����� ��/5-6

06）��	 ������ � ���� ����� ��� ����（女子のために特にすべきこと）〔論説〕/
�� ��� ��� �� ����� ���/

6-9

07）���� ��� ��	 ������� ��������� �� �� ��� ���（幼い女子の健康を保つ）〔論説〕/��� ����� ��/9-11

08） � ��� ��� ��	 ��� ����	（我らが婦女子）〔論説〕/��� ��������/11-13

09）� �� �� ��� ���� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/13-15

10）! ���� ��� ���� ���� �� ��� ��� ��� �������� ��（外国での婦人運動）〔論説〕/16

11）" ������� �� ��� ��� ��� �������� ��（ロシアでの婦人運動）〔論説〕/17-19

12） ���� �� �� � ���� ��（料理欄）〔論説〕/19-20

13）� ��	�� �� ����� ��（化粧の起源）〔論説〕/21

１-２号（1913.11.15）

01）��� �����#（我が ��� ����よ！）〔詩〕/��� ��� � ��������/1

02）� �� ��（子ども）〔論説〕/$� �� ��% & ������ ��/2-4

03）'� �� ���� ��( )��� ����� ��(（権利か？教育か？）〔論説〕/�� ��� �� �� 
�� ��� �����/6-7

04） ����� ����（嫉妬）〔文学〕/*���� �� � ����/7-8

05）� ��� ��� ����� �� ��� ��	（音楽について少しばかり）〔論説〕/���� � ��� & �����/8-9

06）������ ��	 ������� ��������� �� �� ��� ���（幼い女子の健康を保つ）〔論説〕/��� ����� ��/9-11

07）� �� �� ��� ���� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/11-13

08）� �� ����� ��（手芸）〔論説〕/13-14

09）� ������ ���� �� ��� ��� ��� ��（他の民族の婦人たち）〔論説〕/15-16

10）" ������� �� ��� ��� ���（ロシアでの婦人たち）〔論説〕/17

11）����� ��� �� ��� ��� ������� ��������（ムスリムの婦人たちの活動）〔論説〕/17-18

12） ���� �� �� � ���� ��（料理欄）〔論説〕/18-19

13） �
����� � ������ ������� ���（肉の良質なものを知る）〔論説〕/19

14）+ ����� � ������� ��（家庭の必需品）〔論説〕/19-20

15）
� ������ ���� �����（編集部への投書）〔論説〕/20-21

16）
� ������� ,�- ��� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/21
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１-３号（1913.12.1）

01）���� ��� � ��� �� 	�
����
 ��（コーラン侮辱問題）〔論説〕/� ���	 � ����/1-4

02）［�����（詩）］� ��
�（夢）〔詩〕/��� ��� � ��������/4

03）����� ����  ������� �� ��� ���� ���（文明の道における婦人たち）〔論説〕/5-6

04）�� ��� ������� ��������� ��� ��（婦女子の責務）〔論説〕/��� ����� ��/6-8

05）��� ��� �� 
� ����� � ��� ���（与え売られる娘）〔文学〕/!� ���/8-9

06）� ���� �� ��� ���� ��� �� ���� ��� �� 
 ����� ������ � ��� ��
�� ��� ��（サルトの婦人たちと彼女たちに対する

サルトの人々の見解）〔論説〕/���� ���� ��� ��� ��� ��
����/9-11

07）�� ��� ���� ��� ���� �� ��
���� " �����
�（婦人たちに関する集会）〔論説〕/#� ���/12-13

08）$ ��
� ���� ����	����� ��������（若き女子の願い）〔論説〕/���	��" ��� � ����	 ����/13

09）� ��
 ��� �� � ��� ��������� ��� ���（音楽史について少しばかり）〔論説〕/���� ��� ��� ! �����/13-14

10）� ��
��� 	����� �� ��� ���� ��� ��（他の民族の婦人たち）〔論説〕/15-16

11）� ��� ��� ��� ���� ���
 ��（子どもの養育）〔論説〕/��� ��/16-19

12）� ��� �
���� ��（手芸）〔論説〕/20-21

13）$ ����� � �������� ��（家庭の必需品）〔論説〕/21

14）%� ������� "�� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/21

１-４号（1913.12.15）

01） �&��� ��� �	 ���（破れた希望）〔文学〕/! �����	/1-2

02）� ��� ��� ��� ��（タタール女子）〔詩〕/' ����� (�� ���/3

03）������ �� ���（我々の状況）〔論説〕/&		������ ��	 � ����
�� ��� ���/3-5

04） ����� �� ��� ��� ����� �����	�
� ��（村の婦人の生活）〔論説〕/���� ��� ���" ��� �%�� �����/5-7

05）�� ���	�
� 	�� ������� �� ��� ���� ���（生活の場における婦人たち）〔論説〕/� ������ �� ��� ���/8

06）�� ��� ���� ��� �� ���� ���（婦人への権利）〔論説〕/�	 ��� ��� �� %�� ��� ��	��/8-10

07）� ����� �� ����	)（親愛なる我が女子よ！）〔論説〕/� ���� ��� ��� ���/10

08） �&� ���� ����� ��	�（我が読者へ）〔論説〕/��� ����� ��/10-12

09）� ��
 ��� ��
��� ��
 *� ����+ ��	,（音楽家「バッハ」とは誰か？）〔論説〕/���� ��� ��� ! �����/13-14

10）�%����� �� 
 ������（教訓的言葉）〔文学〕/14

11）��
��	 ��� �� ��� �������� ������� ��������（ムスリム婦女子の活動）〔論説〕/15-16

12）� ��� ��� ��� ���� ���
 ��（子どもの養育）〔論説〕/16-17

13） ��
� 
� �� � ����	 ��（料理欄）〔論説〕/17-18

14）$ ����� � �������� ��（家庭の必需品）〔論説〕/18

15）���� ������（投書）〔論説〕/19-20

16）%� ������� "�� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/20

１-５号（1914.1.1）

01）��������	 	�
���� ����� ���������)（購読者の方々ご注目を！）〔連絡〕/1

02）� ��� ��� ��� ��（タタール女子）〔詩〕/�� ��� ���/1-2

03）������ � �� � ����（民族は何を待ち望むか）〔論説〕/����� �� (�� ���/3-4

04）$ ��� ��
� ��� ��	（間違った一歩）〔論説〕/����	 ��/4-8

05）� ���� ���（老嬢）〔文学〕/-���� �� � �����/8-9
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06）������� �� ���（我々の状況）〔論説〕/	

����� ��
 � ������� ��� ����/9-10

07）� ������ ����� �� �� ���� ���（トルキスタンでの婦人たち）〔論説〕/��� � ������� ��� ��/10-12

08）� ��� ��� ������ ��� �� ����� ��
�（音楽家「バッハ」とは誰か？）〔論説〕/���� ��� ��� � �����/12-13

09）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/14-16

10） ���� �� �� � ����
 ��（料理欄）〔論説〕/16-18

11）� ���� � �������� ��（家庭の必需品）〔論説〕/18-19

12）� ��� ����� ���� ������� � ���� ����（子どもを遊ばせるにあたっての助言）〔論説〕/��� ��� ��
/19-20

13）��� ������（投書）〔論説〕/20

１-６号（1914.1.15）

01） ������（街で）〔詩〕/ �� ���  ���!�����/1

02） ��� ���� � �������� �� �� ���"���� ���（シャリーアの前における婦女子）〔論説〕/����#���� ���

�	��� ��/2-4

03） �$� ������ ���� ���� �� ������ �� !� ���� ���� � ����� ��� ��� �� �� ������� � ������ ��������� �� � ������ ��（男

の裏切りのために肺病となったある婦人のゆりかごの側のことば）〔文学〕/��� � ��� ��/5-9

04）%���� ���� �� �� ���� ��� �� � ����������� � ��� ��#� ���（フェルガナの婦人たちに関して，� ��� ��#� ���）

〔論説〕/���
�� &�� ��/10-11

05）�� ���
��� 
��� ������� �� �� ���� ���（生活の場における婦人たち）〔論説〕/%� �� ������/12

06）��� ���� � ���（若干のことば）〔論説〕/$� ����/13

07）�������
������ � ���� �����!��' ���� ������ 
����� ���� ����� ������� 
�������� (� ����� ��

 ��� ��

（女性教師の指導者：女子のための八年間の初等学校課程）〔論説〕/���� ��� ��� ���#/14-16

08）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/���� ��/17-19

09） ���� �� �� � ����
 ��（料理欄）〔論説〕/19

10）$� ������ ������ ���（編集部への文書）〔論説〕/20-21

11）$� ������� )�� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/21

12）�������
 
����� ����� ��������*（購読者の方々ご注目を！）〔連絡〕/$� ����/21

１-７号（1914.1.25）

01）+�����
���（預言者）〔詩〕/��� � ��� ���/1-2

02）���� ���（生誕）〔詩〕/,� � $��� ��� ��/2

03） � ������ � ��� ��（喜びの日）〔論説〕/��� �$��
� ��/3-6

04）-���
�� �� � ���（感謝の日）〔論説〕/ ��� ��� ���
�� ����#/6-8

05）+�����
����
�� �� �� �� ���� ���（我らの預言者と婦人たち）〔論説〕/��
�� ��/8-11

06）�������� � ���（聖なる日）〔論説〕/	� ���� � ����/11-13

07）�����
�� �� �� ���� ���（祝祭での婦人）〔論説〕/.��# �� � �����/13-15

08）���� ���"� ��� ��
�� ������ �� ����（預言者の生誕に関して）〔論説〕/���� ��� ��� � �����/15-17

09）�����
 ��� ��（祝祭であった）〔論説〕/.�/17-19

10）& ���� ��� � ���（偉人の言葉）〔文学〕/19

11）$� ������� )�� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/20
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１-８号（1914.2.15）

01）�� ������� �� ���	�
�（現在の問題）〔論説〕/1-2

02）〔無題：���� ��� �� ����� ���� ����� ��の略伝〕〔論説〕/3-4

03）�� � ��� ���	�
�� ��（ヒジャーブの問題）〔論説〕/��� ��
 �
�� ��� ��
 �����/4-6

04）����� �� � ������ ���� �� ��� ���
 ��� �������� �� ��� �� ��� ���
 ��� ���	�
�� ��（西ヨーロッパでの婦人運

動と婦人問題）〔論説〕/� ������ ���� �� � �� ���/6-8

05）������� ����� �� ��� ����!� 
 ������ ������ ���� ��!� � ��"��� ��（アストラハンでの婦女子のための

読書の夕べ）〔論説〕/#������/8-11

06）$ ���
 ��� � �� ��（偉人の言葉）〔文学〕/11

07）# ���� ��� �� ����� #� ������ �������� !���!�"������� �������� �� ��
 ��（# ���� ��� �� �����

#� ������ ����の略歴）〔論説〕/12-13

08）% ����� � ��� �� ���������（家庭経営について）〔論説〕/13-16

09）�� ��� ���
 ��� ����� ���������� ��� ��� ����（婦人の自由の一例）〔論説〕/16-17

10）� ��� �
���� ����� � ���� �� ��� ���
 ��� ���� ������ ���� ����
��（大学でのトルコ婦人のための学課）

〔論説〕/17

11）#��� ���
��（投書）〔論説〕/17-19

12）&���� ����� �� ���（中傷への返答）〔論説〕/��� ��	/19-20

13）% ����� � �����
�� ��（家庭の必需品）〔論説〕/20-21

14）&� ������� �� ���
 ���（編集部からの返答）〔連絡〕/21

１-11号（1914.4.1）

01）�� ��� ���
 ��� ����� ����� ��（婦人の自由）〔詩〕/'�( ) ��! ���/1

02）'��� �

 ��� ) ��! ����� ��"� ���（'��� �

 ��� ) ��! �����のために）〔論説〕/%( ���
 ��
 ��/2-4

03）) ��! ��� !��� �� � �������（) ��! ���の墓前で）〔詩〕/� ��!�� ��
 ��
/4

04）�� ��'����� '��� �

 ��� ) ��! ��������� �� ��� ���
 ������ ! ��� ���� ��（我らが詩人 '��� �

 ��� ) ��! �����

の婦人観）〔論説〕/���� ��� ������ �����/5-7

05） ������ � �����
 �� ����
 ��（その愛ある息子）〔論説〕/����� �� ��
 ��
/7-9

06）'��� �

 ��� ' ����� �*��
 �� ) ��! ���（'��� �

 ��� ' ����� �*��
 �� ) ��! ���）〔論説〕/+,������ ���-/10-15

07）*�（苦しみ）〔詩〕/'�( �� ������/16

08）�� ��� ���
 ��� ��������� ) ��! ���（婦人との関連における ) ��! ���）〔論説〕/.( ' ����
/16-18

09）� ���� ��/（消えた！）〔詩〕/'�( ����'�� ��/18

10）0 ��� �� �� ����� #������� ��（0 ��� �� �� �����のマドラサ）〔論説〕/'��� �
��� �� ��� � � �����/19

11）#�'�

�� �� ��'�

���
���� ��"��! �������（男女の教師に宛てた文書）〔論説〕/# ���� ���

#� ������ ����/20

12）) ��� ��� �� ��� ���
 ��� ������ �� �� ��� �� �� � ��
�"��� ��（タタール婦人の過去と未来）〔論説〕/
$����� ��
 ����� ��/20-21

13）&� ������� �� ���
 ���（編集部からの返答）〔連絡〕/21

１-12号（1914.4.15）

01）�� ��� ���
 ��� ����� ��
 ��（婦人たちについて述べる）〔論説〕/%( ���
 ��
 ��/1-2

02）� ������� ��� ���� �� ������（� ������� ��� ���� �� �����に）〔詩〕/�� ��� ���� ����� ��/3
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03）����� �� �� ���	
� 	� ��� ���� ��（聡明かつ明敏な婦人たち）〔論説〕/��� ��� ���� ��� ��� �����/3-5

04）�� ��� ���� �� ����
� ��（婦人の自由）〔論説〕/����� ���� ���
��� ��/5-7

05）� ��	 ���� �� ���������
�（今日の我々の責務）〔論説〕/��� ��� ��������� ���
� ��/7-9

06）��	� �� ���� ����� ��� �� ������ ��（ブハラにおける覚醒の結果）〔論説〕/������ � ��� ��	 ���
� ��

/9-10

07）���� �
�� ��
��� ��� �� � �� �
	!（村の女子の学びは如何にして？）〔論説〕/" ���/10-11

08）� ���	� �� �
 
��（必要な仕事）〔論説〕/� ���
��/11-12

09）� �������
� ����（美しさとは何か）〔文学〕/��� ���� ��/12

10） �#� �� � ��� �� �
��� ���� ����
��（読者方々とともに）〔論説〕/ �������/13-14

11）〔無題：投書〕〔論説〕/14-15

12）$ ��� �� ��� �� � ��
���（ロシア語を学ぶことについて）〔論説〕/���� � ��� �� � ���� �� � ��� ��/15

13）%� ����	 ��（トロイスク）〔論説〕/#���	���� ��� ��� ��� ����� ��& ����� "���	� ���"�� ����� ��&

'�� ���� ������������ ��� ��& (�� ���� ���������) ����� ��/16

14）�� ��� �����
� �
����
��（婦女子方々ご注目を）〔詩〕/ ���
�� �
�� ���� �� ������� ��� ��� %���

������ ��� ��/16

15）�� ��� ���� �� �
��� �� ��� �� ��（婦人たちとの遊び）〔文学〕/17

16）� ��� ��� �� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/17-19

17）� ��� �� � ���
�（園芸）〔論説〕/19-21

18）�� ������ )�� ���� ��（編集部からの返答）〔連絡〕/21

１-13号（1914.5.1）

01）* ����� �� � �����（春の夜に）〔文学〕/��� ������ ��� * ��� ���
�/1-4

02）����	� ����� ���	 ����� ��� �� ��	�����
��� ��� �� � �� ������ ��� �
�� �� ��（アストラハンの官

立中等学校の生徒であるムスリムの女子）〔論説〕/�+ � ��� ���
� ��/4-5

03）［"�
�（詩）］���
��（あなたの名）〔詩〕/" ��� �����/6

04）［"�
�（詩）］,�
��� ���
 � �
�� �� �� 	 ��	��� )�� ���-（「哀れな娘と天からの答え」）〔詩〕/

6-7

05）�� ��� ��� � �� ��� �� � ���.
� ��（婦人たちの心が羽ばたく）〔論説〕/'�� ����/7-9

06）���������
���（無慈悲）〔論説〕// ���
�� "��� ��/9-10

07）�� ��� ���� �� �� ��� ��（婦人たちの状況）〔論説〕/"�+ ������ ���
�/10-13

08）��	� �� ���� % ��� ��� 	 �� ��� ��（ブハラでの % ��� ���の夕べ）〔論説〕// ����
�� �������� ��� ��/13-14

09）� ��� ��� �� 	 ���
� 
��
� ����� ��� ��（子どもたちの目を考慮する）〔論説〕/14

10）� ��� ��� �� ��� ���� ����
�
��� � ��� �� � ��� ��（子どもの養育に関する偉人たちの言葉）〔文学〕/15

11）���
�� ��� � ��� �� ��� ������� �� �
��� �������� ������ �� ��� �� 	 �� ��� ��0（試験に関して成功した読書の

夕べ！）〔論説〕/���� ��� ��� ���� ��/15-16

12）1� 
��� �����
������（保健）〔論説〕/16-17

13） ��� ��� ����� �
 	 ���� ����（母親たちへの助言）〔論説〕/17

14）� ��� ���
�� ������ �� ������� �
� ��（子どものはじめの六年間）〔論説〕/17-20

15）�������（キャベツ）〔論説〕/20-21
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１-14号（1914.5.15）

01） ���� �� � ��� ���� ��� ���	� ���
（もう私はそのことを悩まない！）〔文学〕/��� �� ���/1-4

02）� ��� ���� �� �����������（今日の我々の責務）〔論説〕/��� ��� ��������� ����� ��/4-8

03）� ������� � ������
（助けを，助けを！）〔論説〕/��� ��� ���/8-11

04） ��� ��� �� ��� ���!���� ��� ��（カザクの婦女子）〔論説〕/ ��� ���  ��� ����� ��/11-13

05）［�����（詩）］� ��� ������ ��（春の朝）〔詩〕/��� ������� ��/13-14

06）"� ��� ���!��� ���������
（婦女子方々ご注目を）〔詩〕/ ������ #��� ���� �� ������� ��� ���

$��������� ��� ��/14

07） ���� �� ���� ��� ���� �����# "� ����� ���� %���� �� 1 �&� �� ����� �����#�� �� ' ������� ( ������� ��� ��� ��

����������� ������ ����� � ������� ��� ��������� ���� ������ ��（旧ブハラの初等学校 "� ����� ����

%���� ��の第一学年の生徒 ' ������� ( ������� ��� ��� ��によって試験で話された演説の概要）

〔論説〕/� ������ � ���� ���� ��� ��/14-15

08） �)� ������ ���� $��� ������ ������ �� ���������� �� ���� ��� �����#���� � ���� ������� ���� ��� ��	�������

*��� ���� $��������� ��� �� ����������� � ������� ��� ��������� ���� ��� ��（ウラリスクの $��������� ���

家が運営する女子初等学校で行われた生誕集会で *��� ���� $��������� ��� ��によって話された

演説の内容）〔論説〕/+� �# ��# +� �� ����� ��/16-17

09）������ ��� �� ��� ���!���� ������� �������� ��（ムスリム婦女子の活動）〔論説〕/17-19

10）+� ���� ��!���������（保健）〔論説〕/��� '���� ��/19-20

11）(����� ������ ��（注意せねばならない）〔論説〕/$ ��� ���  �� ��/20-21

１-15号（1914.6.1）

01） ���� �� � ��� ���� ��� ���	� ���（もう私はそのことを悩まない！）〔文学〕/��� �� ���/1-4

02）"� ��� ��� ���� ��� ���������（婦女子に関して）〔論説〕/��� ������� ��/4-6

03）'��� �����
（我が'��� ����よ！）〔文学〕/ ������ $��/6-9

04）$� ������� ���� ������� �� ��� ���� ���（生活の場における婦人たち）〔論説〕/'� $� ���� ���/9-10

05）�� ���� �� ��� �������� � ��� #�����（サルトの婦人たちの春の祝祭）〔論説〕/��#� ��!+� �� ���

��� �����/10-12

06）,� ���	��� �� ��� ���� ��� ��&� ��� �	��� ���（グルジャでの婦人たちのための努力）〔論説〕/�� ���/

12-13

07） ���� �������#����� � ���� ��� ������ ���� �������� ������（無気力から生じる害および努力と

尽力）〔論説〕/�����##��/13-14

08）�������� �� ��� ���（不幸な婦人）〔論説〕/��- ���� ��/14-15

09）〔無題：投書〕〔論説〕/15-16

10） ��� ��� �� ��� ���!���� ��� ��（カザクの婦女子）〔論説〕/ ��� ���  ��� ����� ��/16

11）� ��� ��� ��� ���# ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/17-18

12）+� �� ����&���（小篇）〔文学〕/�� '������/19-20

13）.� ��#����� ����������（美しさの方から）〔論説〕/20-21

14） ���� �� �� # ����� ��（料理欄）〔論説〕/21

１-16号（1914.6.15）

01） ���� �� � ��� ���� ��� ���	� ���（もう私はそのことを悩まない！）〔文学〕/��� �� ���/1-4
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02）�������� �����		�
（秘密の愛）〔文学〕/��� ��� ��� ��� � ��� �����/5-9

03）〔無題：投書〕〔論説〕/7

04）�� ���（希望）〔詩〕/�� �� ��� ��� ������ ��/10

05）���	 ���� ���������（教育に関して）〔論説〕/��� ���
� ��� � ������� ��� ����/10-12

06）� ��
��� � �������（去って行かない我が悲しみ）〔詩〕/�����		�
/12

07）����
��� 
 ��
 ��� ��� ��（不幸なタタールの娘）〔詩〕/ ��� ��� � ���� ��
 ���/12-13

08）!���� ����"� � ����� �� ��� ���（哀れな� ����� �� ��� ���）〔文学〕/� ���� ��� ��������� ����/13-17

09）� ��� ��� ��� 
��	 ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/18

10） � � �� ��#
 ��� ��� ��（良い薬）〔論説〕/19-20

11） ��	 �� �����$（接吻とは何か？）〔文学〕/���� ���� ���/20-21

12） ����� ��� �� �� ��
 ���� ���（アメリカの婦人たち）〔論説〕/21

１-17号（1914.7.1）

01）��� � ��
 ������（ある美しい人へ）〔詩〕/��� ��� ��� ��� � ��� �����/1

02）!�� ��� �� ��
������ ��（クリムの記憶）〔論説〕/%�& ���������� �����/2-5

03） � �� �� � ��� ���� ��� ���'� ���（もう私はそのことを悩まない！）〔文学〕/%�& ��� ���/5-7

04）�� ���'��� ���� ��� ��
����� ��（グルジャでの女子の試験）〔論説〕/(� ���� ) ��
���� � ��	 ��/7-12

05）�� ��
 ������ �����
���（婦女子方々ご注目を）〔詩〕/ ������ 	��
 ���� �� ��
���* ��� ���

������
��� ��� ��/12

06）� ��������� ������ ��� ���� ��� �� ��"� ��� ������� ����（マルムジュのムスリム女子のための技

術学校）〔論説〕/*�& ���
�
���/12-14

07）��+�
�
��� � ��� ��
� �������（悲しみの瞬間に）〔詩〕/,& �&/15

08）�� ��
 ���� ��� 
������� ��（婦人たちの声）〔論説〕/15-16

09）������ ��� �� ��
 ������� ��� �� ��������� ���� ��
（ムスリム婦女子に関するアンケート）〔論説〕

/17

10）��
�	 ��* ��
（出版物）〔論説〕/18

11）!���� ����"� � ����� �� ��� ���- � ����� �� ��� ��� �� ��
 �������� ������� 	 ��� ��� ��（哀れな� ����� �� ��� ���：
� ����� �� ��� ��� �� ��
 ����が街へ行く）〔文学〕/� ���� ��� ��������� ����/18-20

12）� ��� ��� ��� ���� ��（子どもの食物）〔論説〕/20

１-18号（1914.7.15）

01）. ��
��	 ������� � ���� ���� ��'��� �� ��� �� ��
 ��� ���� �������（ペテルブルグでの会議と我らが婦

女子）〔論説〕/��& �	� ��/1-4

02）� ��� ���� �� �����������（今日の我々の責務）〔論説〕/*�� ��� ����
���� ����� ��/4-7

03） � �� �� � ��� ���� ��� ���'� ���（もう私はそのことを悩まない！）〔文学〕/%�& ��� ���/8-10

04）�� ������ ��� 
 ������ ����（婦人たちの集まりに）〔詩〕/!�� ��� � ���� ������/10

05）�� �������（生活）〔論説〕/��� ���
� ��� � ������� ��� ����/11-12

06）!�
 ��� �� ��
 ������� ��� ��（中国の婦女子）〔論説〕/*�� �� (� �	 ��	/12-14

07）�� ��
 ������ �����
���（婦女子方々ご注目を）〔詩〕/ ������ 	��
 ���� �� ��
���* ��� ���

������
��� ��� ��/14

08）,����� �� ���（野蛮な男）〔論説〕/� ����� �� ��� ��� * ���
��� ��� ��/15-17
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09） ���������� ��	�（我が仲間たちへ）〔論説〕/
���� ��	/17-19

10）〔無題：投書〕〔論説〕/19

11）�������	 �� ����	 � ����� �� ����� �����（『スユム・ビケ』編集部御中！）〔論説〕/19-20

12）� ��� ��� ��� ���� ��（子どもの食物）〔論説〕/20

１-19号（1914.8.1）

01） ��� �� 	�������� ��（母の愛）〔文学〕/� �����	�/1-5

02）�����（詩）〔詩〕/��� ��� � ���������/5

03）� ��� �� � ���� ��� ���（宗教と母語）〔論説〕/�		������ ��	 � ��� ���� ��� ����/5-7

04）［�����（詩）］! ��" ��  �" ����（カザクの娘に）〔詩〕/#�	 ��� ��$� ��� % ��	 ����&/8

05） ��" �����	����	�"��� ��� ������（我々の生活の中のある図）〔論説〕/� ��� �� #�	 ��� � ������ ��� ����

/9-11

06）� �����	�（我が友へ）〔詩〕/'������ � ����� ��� ��� ��/12

07）(� ��� ���$ �"� ��� ���� ��� ����� ������ � ������ ���（婦女子のための学課）〔論説〕/��	 ��� ��� � ����� ��/12-14

08）� ��� ���  �" ����（タタールの娘に）〔文学〕/���� ��$)���	 ��� ����	�&/14-15

09） ��� ������ ����* 	������	� � ����� �� � ��� ��� ��� �� ��& ���（ウラリスクで，女性教師 � ����� �� � ��� ��� ��� ��のご

逝去）〔論説〕/% ����� ��/15

10）#�� ���（返答）〔論説〕/+�� �� ���/16

11）! ��� ������ ��（手芸）〔論説〕/17-18

12）� ��� ��� ��� ���� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/19

13）� ��� ��� ��� ���� ��（子どもの食物）〔論説〕/20

14）�� ������� ,�� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/20

１-20号（1914.8.15）

01）(� ��� ���� ��� ��������� 
 �����（婦人との関連におけるゴーゴリ）〔論説〕/+���& �� � �����/1-5

02）����	 ��� �� ����"�����  ���� ��� �� ����	�"（ムスリムの大会における我らが女子生徒）〔論説〕

/- ��� ���� ����� ��/5-9

03）#�� ��� ���（明らかなものたち）〔詩〕/��- ������� ��/9-10

04）����� �� ����� ����	��� ��� ��（民族とその根）〔論説〕/�		������ ��	 ��� ���� ��� ����/10-11

05）［�����（詩）］���� �� ����� ��（若者の願い）〔詩〕/12

06）( �����（花嫁）〔詩〕/� ��� �� #�	 ��� � ����� ��� ����/12

07）�� ������� ��	 � ���� �� � ��� ��� �� ��� ���� ��� ��（戦争，およびトルコとタタールの婦人たち）〔論

説〕/
������ ���/13-15

08）�� ������� �� � ��� ��� �� ��� ���� ��� ��（戦争とタタール婦人）〔論説〕/� ��� �� #�	 ��� ��� ���� ��� ����/16-17

09）(� ��� ���$ �" ��  �����（婦女子方々ご注目を）〔詩〕/ ��	��� ���� ��� �� ������ ��� ���

����&����� ��� ��/17

10） ��"���� ��  �"�� ������ ��（あなた自身を哀れませること）〔論説〕/�- � ����� ��/18-19

11）.���� � ��（これは何か）〔詩〕/��- ����	�� ��/19

12）� ��� ��� ��� ���� ��� �� ��& ��� ��（子どものための澄んだ空気）〔論説〕/ ��� �� ��$��	 �� ��/20
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１-21号（1914.9.1）

01）� ������� ���（ひとつの花）〔詩〕/	 ��
���� ������ ��� ��/1-2

02）�� ��
 ���� ��� 
���������� � �����（婦人との関連におけるゴーゴリ）〔論説〕/�� � ����/3-5

03）� ���� �� ���� � ��� � ��� �� � ���������（一体なぜあなたは私を愛するの？）〔文学〕/��� ��� ���/5-6

04）� � ��
 ��� ���（ああ美しい娘よ）〔詩〕/�� ��/7

05）�� ����� � ��� � �������� � ����� � ��� ! ���������"（「何が天にあり，何が地にあるのか？」）〔論説〕

/#�� ��� ��� � ���� ��/8-11

06）�
� ���� ��� �� ��
 ���� ��� ��（アストラハンの婦人たち）〔論説〕/$� ���� ��%& ��� ��� ����'/11-14

07）(�
 ����
 � �����（忍耐が必要である）〔論説〕/���
 ���� ��
�� ������/14-16

08） �)� � ��
 ���（かの美しさ）〔詩〕/(� (�� ��'/16-17

09）����� �� ��
 ��� ��（セルビアの婦人）〔論説〕/17-18

10）( ����� � ������（我が悲しみ）〔文学〕/* �������� +������ ����/18-19

11） ����� ��� ��（食べること）〔論説〕/�� 	���� ��/19-21

１-22号（1914.9.15）

01）,�� ��� ��
 ���� #�� ��� ��� ,�� �����-� ����� ��（偉大なる師 #�� ��� ��� ,�� �����-� ����� ��）〔論説〕/��

�� ��� ��� ��/1-3

02）�� ����� .� 
���
 ����� ��� �����
���（婦女子方々ご注目を）〔論説〕/	���� ��%,�� ��
 ������ ��� ����

/3-4

03）#�
 ���� ��� �� ��
��� ��
 ��（イスタンブルの回想）〔論説〕/, �������
 ���/4-8

04）［�����（詩）］� ���� ���
�'���（レールモントフから）〔詩〕/��� ��� ��%& ��� � ��� ����'/8

05） �.���� ���������（村の女性教師）〔文学〕/ ����� 	���� ��/9-11

06）�� ��
 ���� ��� 
�������� � �����（婦人との関連におけるゴーゴリ）〔論説〕/�� � ����/11-13

07）�� ��
 ���� ��� ���� ���������� ��（婦人の保護がないこと）〔論説〕/���� ��!� /� ��� �����. ��/13-14

08）����� ����� ����
 � �� � ��� ��� ��� � �� � ������（元来自由とは何か？あなたは何と言いますか？）

〔論説〕/�� ��� ��!� ���� ��� ����/14-15

09）� ������������ ���� ���� � ��� ���：（私の愛するものの絵を見て：）〔詩〕/)������
� ���

0 ������� ��. ����/16

10）,�� ������（一枚の絵に）〔詩〕/+� ������/16

11）1�
 ��� 
����'���� 0� ����� �� �� ����� �� � ��� ��� �������� � ��� ��� ���（中国方面のトロイスキー・サブ

スキーという街から書く）〔論説〕/17

12）0 ��
 ��� �� ��
 ��� �� ������ �� � ��� ������ 
�� ����2（タタール婦人は自由でなければならない！）〔論説〕

/#�� ��� ��� ��� ����'/17-19

13）1�� ��� �� ��
 ��� ���� ��� ��（カザクの婦女子）〔論説〕/�� ��/19-20

１-23号（1914.10.1）

01）� ���� �� � ����（どんな日か？）〔詩〕/( ���� ����'/1-2

02）#�� ��� ��� ,�� �����-� ����� ��（#�� ��� ��� ,�� �����-� ����� ��）〔論説〕/	���� ��%,�� ��
 ������ ��� ����/

2-4

03）(����
 � ��� ��� ��（民族の賢者）〔論説〕/�� ���� ��� ��/4-7

04）, ��� ����� #�� ��� ��� ,��（我らが父 #�� ��� ��� ,��）〔論説〕/���� ��� ����� ����'/7-9
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05）������� �� �	
��� ���	 ��	 �� ����� ���（高貴ななつめやしが枯れた！）〔論説〕/� ��	� �
�

�
������� ����/9-10

06）� �
� ���	��� �����（涙…）〔詩〕/��� ������� ��/10-11

07）��� ��� �
�� ������� ��� � �
�	（少し変えられた夢）〔論説〕/�� �	����/11-13

08）���� ����（哀悼）〔論説〕/� ��	� �
� �
������� ���� �	 ��������� ��/13

09）�
���� �� ���（でしゃばりな ��）〔論説〕/�
��� �� � �����/13-16

10）�� �
�	��	 �
� ������� �� ����（戦争に関連して）〔論説〕/16

11）����� �	 ��� �
�� ��� ��（エジプトの婦人たち）〔論説〕/17

12） ��� �
	 ��� ��� ����� �
�� ��	����（読者方々とともに）〔論説〕/ �
�������/17-18

13）��� ��� �	 ��� �
� ���� ��� ��（中国の婦女子）〔論説〕/18-19

14）� ��� ��� ��� ���� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/20

１-24号（1914.10.17）

01）!� �
�
� � ����" #	 �
�� ��� ���� 	�� �������（『スユム・ビケ』誌への我々の贈り物）〔論説〕/
$��� ��% ��& ��� �� '��	� ��& ���/1-5

02）(� ������&� ' ����������� ��	��� ������	 ��（' �������さまの勇気）〔文学〕/)� �	�� ��� ��/5-8

03）�� �
�	��	 	�� � �
� ��（戦争とモード）〔論説〕/���	��
�/8-12

04）� �
�（瞳）〔詩〕/#� (� 
�� ����/12

05）(�
�� ������ �� � ��	�� ���� �����（ ���� ����� *�+ ���）（あなたは自由をどのように理解しますか？

（アンケートへの回答））〔論説〕/��� ����/13-14

06）� �,�&� ��� ��� �
� ����� �
�� �
��（祝祭のお祝いを申し上げます！）〔論説〕/'��	� ��&��� ���

�
���� ��� ����/14-15

07）(�
� �
��� � ��%��（権利について）〔論説〕/�	� �	���� �����/15-17

08）-��� � ������ ��� ��（時は助けを望む）〔論説〕/17-18

09）,���� ���	� *�+ ���（中傷への返答）〔論説〕/' ������� '�� ����/19-20

２-１号（1914.11.1）

01）#	 �
�� ����������� �����	 �� �� ��（我々の雑誌の二年目）〔論説〕/)� �	�� ��� ��/1-2

02）(�
�� ����� �����.（自由とは何か？）〔論説〕/'��	� ��&��� ��� �
���� ��� ����/3

03）�	 ��� �
�&���� ������� 	�������� �
	������ � �
� �� ����� �� � ��� ����� ���� ��（我らが婦女子に関する

尊敬する� �
� �� ����� �� � ��� �����の思想）〔論説〕/4-6

04）) �
��� �����（我が心へ！）〔文学〕/��� ��/6-7

05）(� ������&� ' ���������� ��	��� ������	 ��（' �������さまの勇気）〔文学〕/)��	�� ��� ��/7-10

06）) ���� �� ���	� ���� �� ����������（新しい年にむけての私の良き希望）〔論説〕/� ��	� �
�

�
������� ����/10-11

07）［�	���（詩）］����	�（…へ）〔詩〕//�� ��� ��& ��� ) �
� �����/11-12

08） ��� ��&�
������ ���（女子師範学校）〔論説〕/#� (�
����/12

09）� ��� ��� ������� � ���	�	 �� � �
� �
+ �� ��� �� ��� ������ � ���	�	 �� � �
� �
+����（子どもが良くなることは父母

が良くなることにある）〔論説〕/#� (� 
�� ����/12-13

10）［�	���（詩）］� �
������ +� � �
������（我が夜と我が昼）〔詩〕/� �����* ��� ���	 �
� ���/13-14

11）) ��0 �
�� ���� �	 ��� �
�� ������（日本の婦人たち…）〔論説〕/��� $�	����
�/14-15
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12） ������ ����� ��	 ��
 ���	（村々でのフェミニズム）〔論説〕/������ ��/16-17

13）�� ��
�	 �� ����� ����� ������（婦女子方々へ）〔論説〕/���� ���� � ��	� ��� ����/17-18

14）����� ��� ��� � ����	 ��（出版物の世界）〔論説〕/18-19

15）� ��� ��
�� �� ��� ��
���� � ����	 ��（カザンの婦女子の世界）〔論説〕/19-21

２-２号（1914.11.15）

01）����
 �� ���� ����（文明的教育）〔論説〕/����� �����
 ���  ����	 ��
�� ��/1-3

02） ����!���（小詩）〔詩〕/ "  ��
!�����/3

03） � ������
 !��!���（しおれた花）〔文学〕/�" �#��	 ��
/3-5

04）��������	 ��� ����	�� $�	 ��� ��� ��� � ������
�（尊敬する我らが師 $�	 ��� ��� ���の御魂に）〔論説〕

/���� ��� ��� � ��� ��/5-7

05）� ��� ��	�� $�	 ��� ��� ���
�
� � ������ �����
�� ��� !� ����	（我らが父 $�	 ��� ��� ���の御魂の前に私

は跪く）〔論説〕/ ���� ��� %�� ����/7-9

06） �#� �� � ��� ��
�
� � ���	��� ��（継子の見たこと）〔詩〕/$	 ��	 ���& ��
  ��	 ��� ��/9-10

07）'�	 � ���
 ����� ��	 � ���!��� �����（我々は喜びもし，心配もする）〔論説〕/ ��" �"

(������ ���/10-11

08）����
��� �����)（言ってください，ともに！）〔論説〕/� ��	��� ��������� ����/11-13

09）�������� ������ ��
� ���（不幸な生まれ）〔詩〕/��"  ��
��� ��/13

10）'� ���� ������������（保健）〔論説〕/���� ��� ���  ����	 ��
/14-16

11）* ��
� ��
 � ��	������ ��（牢獄の果実）〔詩〕/*��
 ���& ��
 � ��� ���& ��
��/16-17

12）�����	 ��
� ����� �� ��� ��
���� � ����	 ��（ムスリムの婦女子の世界）〔論説〕/17-19

13）� ��� ��
�� �� ��� ��
���� � ����	 ��（カザンの婦女子の世界）〔論説〕/19

14）$� ������ 	��� ������（編集部への投書）〔論説〕/19-20

15）$� ������
 ��� ���� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/20

２-４号（1914.12.15）

01）［ ����（詩）］+��� ������（若い娘へ）〔詩〕/,�	 ��� ���& ��
 + ��	 �����/1

02） ������ �� ��� ��
 ����������
 ��� ��	 �� ��
�（東方における婦人の隔離について，以前と最

近）〔論説〕/����� �����
 ���  ����	 ��
 ����/2-6

03）［��� ���� ��� ��	 ��� ������ ��
� ���（書物と批評）］ �� ��
 � ����（スユム・ビケ）〔論説〕/*�� ��

-�� ��� ��/7-11

04）+ ���� ��
 ��"""（若い母…）〔文学〕/%" & ��	 ��� ��/11-14

05）+ ���� �� *������ � ���� ��	 	 ��
（生きよ *������，生きよ私）〔論説〕/ ��� ��� ���	�� �����/

14-17

06）'� ��� �����（自由）〔論説〕/���� ���'� �	 ��� ��������	 ��/17-19

07） ���� �� �� � ����	 ��（料理欄）〔論説〕/19

２-５号（1915.1.1）

01）��� ���� ����� 
 ��!��� �� ��������
�	��（我々は人生に対しどのように準備するのか）〔論説〕/
�" �"  ����	 ��
 ����/1-5

02）［��� ���� ��� ��	 ��� ������ ��
� ���（書物と批評）］ �� ��
 � ����（スユム・ビケ）〔論説〕/*�� ��
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��� ��� ��/5-6

03） ������	 
 ���（私の自由はない）〔文学〕/ ��� ��
 ��� ��
�/7-9

04）�� ���������� ����� ����	（今こそ私は理解した）〔論説〕/�� ����	��/9-10

05）� �����（花嫁）〔文学〕/������	 � ��
� �����/11-12

06）� ��� ��� ��� ��
� ��（子どもの遊び）〔論説〕/� ��/12-15

07）�� ������� �������（しおれた花）〔文学〕/�� � ��	 ���/16-19

08）�� ������� ��	 �� ��� ���� ���（戦争と婦人たち）〔論説〕/19-20

２-６号（1915.1.15）

01）���� ��� ��!" ��� ��!���# ��� �� ��������� ��� ��（���� ��� ��!" ��� ��!���# ��� ��氏）〔論説〕/$� ���� ��� ��/2-7

02）% ��� ��� �� ��� ���!���� ��� �� ������ ����（タタールの婦女子方々ご注目を）〔論説〕/&���� ��!

��� ��� ����
	 ��� ��
�/7-8

03）���# ��� �� ��������� ������������	�� 
 ����� ��� ����� ���������	 	�� ������� �� ����（���# ��� ��につ

いて若い頃に私が書いたものに関して）〔論説〕/��	�� '�� �� ��� ��� ��/8-12

04）$ ��� ��� �� � ��� ��（記念日）〔論説〕/���� ��� ��	�� ��
��/12-15

05）���� ��� ��!" ��� ��!���# ��� �� ��������� ���� ��（���� ��� ��!" ��� ��!���# ��� ��に関する考え）〔論説〕

/�� �� (������ ��
/15-19

06）��������	 ���� ��� ��!" ��� ��������（尊敬する ���� ��� ��!" ��� ��������）〔論説〕/� ���� ��


��������� ��
�/19-20

07）���� ��� ��������（���� ��� ��������）〔論説〕/���� ��� �� ���
���/20-23

08）��)��� � �������（生誕の日に）〔詩〕/*�	 ��� ��!" ��� $ ��	 ��
��/23-24

09）+(��� ����� 
 ����� ���,（「真実と嘘」）〔論説〕/24-26

10）��� ������- ��� ���� ��	���� ������� ������ ��（広告：自分にとって生涯の仲間を探す者）〔連絡〕

/26

２-７号（1915.2.1）

01）.��� ������（娘たちへ）〔詩〕/�� ��� ���/1

02）'���� �� ����	 �������������（ '���� �� ����	に関して）〔論説〕/����� ��� *�	 ���

���� ��� ��� ��/2-3

03） ����� ��	 ���� �� )����� ��� � ��)���/（分別無き時に声を！）〔論説〕/� ��	��� ��������� ��
�/3-6

04）［��� ���� ������ ��������� ���� ���（書評）］��
 ��� � ����（スユム・ビケ）〔論説〕/'�� ��

��� ��� ��/6-10

05）.�� � ��� ��（女子）〔詩〕/���� ��# ��� �� �������/10

06） ���� ����� �� �� ����	� ��� ��（イルクーツクの婦人たち）〔論説〕/.�
 ��	 $ ���� ������/10-12

07） �� ��0 ��� �� )� 	������	����（父親，母親，女性教師たち）〔論説〕/���� ��#� ���		 ��� ��
�/12-14

08）1 ���� ��� ��������（エピクテトスから）〔文学〕/��� �� ��� ����
	 ���/14

09）� ��� ��� ��� ���� ��
�� �� ���������（子どもの養育について）〔論説〕/&� ����
	 ��� ��
�/14-15

10）%�� ���� ���� � �� �������� 
 ��������� 
 ���� ����� ��� +	�)��� � ������ ��, 	�� ������� ����（トロイツクの
� �� �����家で行われた「生誕の夜」に関して）〔論説〕/*�	 ��� ��!" ��� $ ��	 ��
��/15-17

11）［���	!� ���� ��
� � ������ ��（教育学のことば）］� ��� �� ��
������ ��� ��（子どものおもちゃ）〔論説〕

/�� ���������/18-19
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12）�� ������ ���� �	
���（編集部への投書）〔論説〕/19-21

13） ��� � �	 
 �	��� ��（料理欄）〔論説〕/21

２-８号（1915.2.15）

01）� �	�� �� �������（秋の花）〔文学〕/� ������ ���� �� ��� ���� ��/1-6

02） ����� ��� ���� �� ������ ��� �� �	
 ��（アメリカの婦人たちのクラブ）〔論説〕/�� ��/6-9

03）��� ����� �	������� ���（「刺繍の手本」）〔論説〕/�� ������ ������/9-11

04）�� ��� �	���� ������ ���������（男性性女性性の議論）〔論説〕/ � ��� ��!� ��� ��� ���	�/11-14

05）� ���� ��� ��（バラード）〔詩〕/"� "�� ���/14-15

06） ��� �� ���� ��
� �� �	�����（その母の墓の上で）〔文学〕/#�� ���/15-16

07）�� ���� ��� �� ��� �	� ����（婦人兵士へ）〔詩〕/$� % �	� �����/16-17

08）［#���!� ���
 ����  �	���� ��（教育学のことば）］ �&�� ��� ��（遊びと仕事）〔論説〕/#�� ���������

/17-19

09） ��� � �	 
 �	��� ��（料理欄）〔論説〕/19-20

10）% �	��� � �������� ��（家庭の必需品）〔論説〕/20

２-９号（1915.3.1）

01）� �	�� �� �������（秋の花）〔文学〕/� ������ ���� �� ��� ���� ��/1-7

02）������ 
 �	'（誰からこれが？）〔論説〕/"���
 �	
 $�� ��� ����� �	� ��� ��/7-9

03） ����� ��� ���� �� ������ ��� �� �	
 ��（アメリカの婦人たちのクラブ）〔論説〕/�� ��/9-12

04）� ��� ��� ��� ���
 ���� ��（子どもの養育）〔論説〕/�� �� �	���� ��� ����/13-16

05） � 	�� �����（自由）〔論説〕/#�
� ��! � �� ��� ��!"	� ��� ��/16-19

06）� ������� ��� ���� �� ��������� ��(���� (��� ��（� ������� ��� ���� �� �����の村にいた時）〔論説〕/
"�����
 �� � �������� ��� ��/19-20

２-10号（1915.3.15）

01）�� ��� �	�（婦人）〔詩〕/�)��� �����/1

02）� ������� (� ������ ��� ����� ��（� �������と彼女の成長）〔文学〕/2-6

03）［���#�（詩）］� ��� �� �� �������� ������（暗い記憶…）〔詩〕/#�� ����#�� ��/7

04）� ��� ��� ��� ���
 ���� ��（子どもの養育）〔論説〕/�� �	���� ��� ����/7-10

05）〔無題：投書〕〔論説〕/10-14

06）［���#�（詩）］ ��* ����（我が姉へ）〔詩〕/"� �
� ��� ��# ��� ��/15

07）% �	��� � �	� �	 ���	�����（家庭経営について）〔論説〕/15-17

08）�� ��� �	�!��� ��#��� �� �	� ���
�� ����（婦女子の問題に関して）〔論説〕/ � ���/17-20

09）�� ������ ���� �	
���（編集部への投書）〔論説〕/20-21

２-11号（1915.4.1）

01）� ������� (� ������ ��� ����� ��（� �������と彼女の成長）〔文学〕/1-6

02）��� ��� � ��� ���� ��� ������ � ��� ��  �	���� ���� # ��+�� � ���� �� ��������（カザン・タタールの民俗文学に

関する新しい著作）〔論説〕/������ ,�� �� -�� ��� ��/6-12

03）���� �	��（…後）〔詩〕/�� " ���� ���	�/12
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04）������� ��	
�（トルキスタンで）〔論説〕/�� �������� ����/13-17

05）�	����（我が母へ）〔詩〕/� ��� ��� ��� ��
 ��/17

06）�
�	 �� ����������（文明的な仕事）〔論説〕/��� ��� ����������/18-19

07）���� ���（祝辞）〔詩〕/������� ��� ��� ����� ��/19-20

08）��� ������（投書）〔論説〕/20

２-12号（1915.4.15）

01）� ������（恋人）〔詩〕/��� ���	��� ��/1

02）� ������� �� ��	�	� ��� ����� ��（� �������と彼女の成長）〔文学〕/2-9

03）��� ��	 � ��� ���� ��� ��	�	� � ��� �� � ������ ��	� � ����
 � ��	� �� ��������（カザン・タタールの民俗文学に

関する新しい著作）〔論説〕/�����
  �� �� !�� ��
 ��/10-14

04）" ���
�������������（我々の無能さ）〔論説〕/�� "� ������ ��	 ����/14-18

05）［�����（詩）］�������� ��#� ��	（愛のために）〔詩〕/$� % ��� �����/18

06）% ����� � ��� �� ������	
�（家庭経営について）〔論説〕/&���� ���� ����� ��'( ��	��/18-20

07）�������� ������������ 
����� ��	�（尊敬する女性教師方々ご注目を）〔論説〕/���
 ��'

&���� ��� )��� ��	 ��/20-21

２-13号（1915.5.1）

01）&����� ��	（花園）〔詩〕/!� $�/1

02）� ��� ������ ��� �����
��（私は悪用しなかった）〔文学〕/��� �����
 �����/2-5

03）� ������� ��	
� � ��� ��� �� ��	��� ��� ��（トルキスタンでのタタール婦人たち）〔文学〕/� ������

�������� ����/6-8

04）［�����（詩）］ ��	 �� ����� ��（母のお気に入り）〔詩〕/��� ���	��� ��/8

05）��� ��	 � ��� ���� ��� ��	�	� � ��� �� � ������ ��	� � ����
 � ��	� �� ��������（カザン・タタールの民俗文学に

関する新しい著作）〔論説〕/�����
  �� �� !�� ��
 ��/9-12

06）*� ���� ��'���������（保健）〔論説〕/��� ����� ��/12-13

07）［�����（詩）］�� ��� �� ��� ��	���（未亡人に）〔詩〕/� ��� ��� ��� ��
 ��/13-14

08） ���� ��� ��� � ��	（りんごと血）〔文学〕/��� *� ����	��/14-17

09）�� ��� ��	� ���	�	� �+��� ��� �� ��������� ��（婦人の社会的責務）〔論説〕/��� *� �/17-19

10）�
 ������ ���� ������（編集部への投書）〔論説〕/19

11）������ ��
�（トロイスクで）〔論説〕/� ���/19-20

12）,���� ��� ��� � ����� ��	
� � ����� ��	 ����
 �����-（「出版物の周辺をめぐる者へ」）〔論説〕/���

.��/20-21

13）�� ��	����� ��#� ��	 + ������ 
������（婦人たちのための夏季の学課）〔論説〕/21

２-14，15号（1915.5.18）

01）� ��� ������ ��� �����
��（私は悪用しなかった）〔文学〕/��� �����
 �����/1-5

02）［�����（詩）］, ����� �� �� ��� �� ��� ��		�	� 
�� ��� ��-（「病気の未亡人の祈り」）〔詩〕/�� ��� ��'

( ��	 ����� ��� ��/5

03）��� ��	 � ��� ���� ��� ��	�	� � ��� �� � ������ ��	� � ����
 � ��	� �� ��������（カザン・タタールの民俗文学に

関する新しい著作）〔論説〕/�����
  �� �� !�� ��
 ��/6-9
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04）� ����� ����	�（我が友へ）〔詩〕/
� �����/9

05）���� ��� 	���� ������ �� ���� ��		 ��� ���� � �����（女子の初等学校のカリキュラムに関して）

〔論説〕/9-12

06）�������（愛）〔詩〕/��� ������� ��/12-13

07）���������	��（我々の初等学校）〔論説〕/�� �� �����	 ��� ����/13-14

08） ���	 ��� ��	 � ���（りんごと血）〔文学〕/���  � ������!/14-16

09）�� ���������  ��� �� 	������ ��（戦争での子どもの愛）〔詩〕/�� ��� ��!/17

10）�� ����� ��� "��"���（しおれた花）〔文学〕/�� �#��	 ���/17-23

11） � �!�� ��$���������（保健）〔論説〕/��� ����� ��/23-24

12）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/25-26

13）���� �����（投書）〔論説〕/26-28

14）��� ��� ��� � ��"��� ��（文学の夕べ）〔論説〕/28-29

15）%	���� ���（試験）〔論説〕/�� �� �����	 ��� ����/29

16）��	������ �� ��� ��� ���� ��� �� � ����	�����（サマルカンドの婦女子の世界から）〔論説〕/
��� ��$ � �	 ��� �����	�� ��/30-33

17） ���� �� ��  ����	 ��（料理欄）〔論説〕/33

２-16，17号（1915.6.25）

01）�����（詩）〔詩〕/&� � ��	 ��' ��/1

02）� ��� �����	 ��� ���	���	（私は悪用しなかった）〔文学〕/��� ���	�� ����!/2-6

03）
�� ������ ���（「淋しさ」）〔詩〕/�� ��� ��!/6-7

04）�� ����� ��� "��"���（しおれた花）〔文学〕/�� �#��	 ���/7-10

05） �#"� ��	 � �����（私は飛ぶ，空へ）〔詩〕/(� )�/10

06）��� ������ �� �������� ��� ��（旅行の思い出）〔論説〕/�� �%��	��/11-12

07） �%��� ���（わがまま娘）〔文学〕/�������/12-15

08）［�����（詩）］� �������"� � ������（おそろしい日…）〔詩〕/��� � ��� ��/15

09）� ��� ��� �%� ���� ��� ������ �� ��� ��（カザクの家族の状況）〔論説〕/� ��	 ������ �%�* ��� ����/16-17

10）��!� �� ������������ '�! ��� ��	�� ������ �� ����（ムフティー猊下のご逝去に関して）〔論説〕/17-19

11） � ��* �� +����� ������� �� ��������� ����	（ハジ・タルハンでの私の悲しみ）〔文学〕/��� ��� ��$

� ��� )�� ��� ��/19-20

12） � �!�� ��$���������（保健）〔論説〕/��� ����� ��/20-21

13）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/22-23

14）� ������� �� ����	� *�' ��（� ������� �� ����	への返答）〔論説〕/�� �� �����	 ��� ����/23-25

15）(����� �� 
����!���� ���� ����（無教養な「嘘」への反論）〔論説〕/25-27

16）� ������� �� � ���� �������（有益な忠告）〔論説〕/28

２-18号（1915.7.15）

01）�� ��� ���� ��� 	��*�������（婦人たちがモスクで…）〔論説〕/���	�� + ��* ��$� ���/1-4

02）�� ����� ��� "��"���（しおれた花）〔文学〕/�� �#��	 ���/4-8

03）�� ������ �� � ����	（最後の私の嘆き）〔詩〕/�� � ���� ����!/9

04）� ������ ! ��*���� ��（痛ましい不幸）〔論説〕/� ������ ����/10-12
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05）� ������ ���� �	
 ������ � �	� �	��� ��������	� � ���� �	� � ��� �	�� �	�（無の世界の闇から来た訪問者）

〔文学〕/12-15

06）�	�� ���� ��� �	�� ���� ���（批判か？評価か？）〔論説〕/�	� �	� � ��� �	�/15-16

07）��� �	�	� � �	����	�	� ��（旅行の思い出）〔論説〕/�� ��
��	�/17-20

２-20号（1915.8.15）

01）［����（詩）］�	 �	�（価値？）〔詩〕/�� � ��� �	� ��/1

02）�
�	��	 � ���	�（働かねばならない）〔論説〕/�� �� ���	�� �	� ���	/2-3

03）�� ���� �	� �	�	�（しおれた花）〔文学〕/�� ���� �	�/3-6

04） ! �	" �	�#�	（「カバン」で）〔詩〕/�$� ��	��	� ��/6-7

05）� ��� 
 ��� �� 
� �	��� �	�（私はあなたを恋しがる）〔文学〕/�$� � ��� ��/8-10

06）� �$� ���	（� �$� ���	）〔文学〕/!� � ���� �	
�%/10-12

07）�
����	 �"��� �	& ���	��	"�	����� '� ���� �	�� �	
 ��（スウェーデンでの初等学校のカリキュラ

ム）〔論説〕/�$"� 	�()� 	� ��� 	�(��
��� ��/12-14

08）! ��� �
�	� ��（手芸）〔論説〕/�$�� ��/15-17

09）!�*� �	� �	��	" ������ '� ���� �	�� �	
 ���	 � �	&��（女子の初等学校のカリキュラムに関して）

〔論説〕/� �	����	 �	� ��� ���	/18

２-21号（1915.9.1）

01）��	" ���	� " �	��	
 ��（自然の庭）〔詩〕/�� � ���* �	��%/1-2

02） ��� ��� �� " �	"���	 � ��" �	
&	�	
 ��（教えることに関する基本的問題）〔論説〕/�$� ��
��	� ��/2-3

03）��	" ���	� � ��� �	����	（自然の抱擁で）〔文学〕/+	���� � �	��* ���/4-7

04）［����（詩）］�	��
�* ��*, �������
 ����� �	����	（不幸な娘が生活の爪で）〔詩〕/�$� ��	��	� ��

/7-8

05）��� �	*�� ���	���� �������
���	� "�� � �	%� �	�（ある抑圧された者の生活から，一枚の葉）

〔文学〕/-� )� �"" ���	/8-9

06）� ����� �	� ���� �	%� �	��	 � �	
 " �	� �	� �	��� �	� ��" " �	� �� �	�����	 "�� � ���	 
 ��*（映画に幼い子ども

を連れていくことに関する若干のことば）〔論説〕/��	./9-11

07）� �$� ���	（� �$� ���	）〔文学〕/!� � ���� �	
�%/11-12

08）)� �. �	"（ヒジャーブ）〔論説〕/�$� �$*�	�	�/12-15

09） ��% �	�	 
�� �	�	�（ウファへの旅行）〔論説〕/� �	� ��� ��*�	%%	� ���	/15-17

10）�
��� � �	� ���� �	� ��（スウェーデンの婦人たち）〔論説〕/17-19

11） �$��� ��*� �	����*（村の女子）〔論説〕//	'	�
� ��/20

２-22号（1915.9.20）

01）$�� �	� �	"� �� � �	����	（母の墓前で）〔詩〕/�� � ���* �	��%/1-2

02）$
 ������（捕らわれ）〔文学〕/�� �� ���	�� �	� ���	/2-5

03）0 �	� �	� �	�（稿料）〔文学〕/��/5-13

04）［����（詩）］�� ��� �	
�	（娘に）〔詩〕/�$� ��	��	� ��/13

05）� ����� � �	� �����（我が歴史）〔文学〕/)� 	��/14-18

06）1 ���� �	�� �	��	 � �	� ���(��* ���� �	
 ��（ペトログラードでの婦女子の世界）〔論説〕/-	� ���	
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� ����� ����/18-19

07） ��	 ��
�� ��� �����（ウファへの旅行）〔論説〕/� ���� ��� �����		�� ����/19

08）〔無題：広告〕〔論説〕/20

２-23号（1915.10.4）

01）［�����（詩）］������ � ����
 ��（祝祭の贈り物）〔詩〕/�� ��� ��� ��� ��� ��/1

02）� ����� ���� ��	 ��� ����� � ���� ���（祝祭のお祝いを申し上げます）〔論説〕/�� �� ������ ��� ����

/2-3

03）���� �����
  ���� �� � ����� ��
����� ��
�� ��	 ��（世界の様々な場所の地理）〔論説〕/ � �� ���

��� ��� !��� ��/4-6

04）� ��"���# ��� ���� $� ��� ���（家族，養育と教育）〔論説〕/���� ��/7-10

05）� ����� � ���
����（我が心）〔詩〕/� ������ ��� ��%�� ��� ���/10-11

06）� �����  ��� ������（我が歴史）〔文学〕/ � �%%/11-15

07）��� ����� �� ������� ��� ��（旅行の思い出）〔論説〕/� ��
���� ���/15-18

08）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/18-20

09）� ��"���� �� � ���
 �������（有益な忠告）〔論説〕/20

２-24号（1915.10.17）

01） ��� �� � ���
（二つの悲しみ）〔詩〕/� ������ ��� ��%�� ��� ���/1-2

02）& ��$� ��� ��� ��� ��� ���������� � ��"���������
 ����� ���� ��（ヨーロッパ人の見解における家族の重

要性）〔論説〕/���� ��/3-5

03）'� ����� ���� � ��� ����������� ��（トロイスクの女子師範学校）〔論説〕/���	 ���� '� ��% ����$ ��/

5-10

04）��� ����� �� ������� ��� ��（旅行の思い出）〔論説〕/� ��
���� ���/10-14

05）� �����%（恋人）〔詩〕/�� � ���� ����	/14

06） ���� ���# %��� ���� �� � ������ ��� ���� % ��� ���
�� � �����(（アンケート，女子をどのように教育せね

ばならないか？）〔論説〕/�� ����/15-16

07） � �	�� ����������� ��� ���� � ����� ��（保健と医学欄）〔論説〕/16-19

08）� ��� ��� ��� � ������ ���� ���
��（子どもにどのように食べさせるか）〔論説〕/19-21

３-１号（1915.11.5）

01）����� ���� � ��� ��（虐げられし者の訴え）〔詩〕/�� � ���� ����	/1-2

02）��������������（教職で）〔文学〕/� ����� ����/2-6

03）� ��"��� ���
������� �� ��	 ��� ��� � ����������
 ��� ��������� ��（家族に関する � �������教授の考察）

〔論説〕/���� ��/6-9

04）) ��� ���� �� ��� � ����%��� ��� ������� ��� �����（カザチとバシュコルトの間の旅行）〔論説〕/
� ��
���� ���/9-14

05） ��� ���� ���
��� �� �� ���� ���（オレンブルグの婦人たち）〔論説〕/���� ��� � �� ��� ��������� ��

/14-17

06）& ��$� ��� ���� ���
 ����� �� �� �� ���� ���（ヨーロッパで最もめぐまれた婦人たち）〔論説〕/17-18

07） � �	�� �����������（保健）〔論説〕/19-20



170 アジア・アフリカ言語文化研究 65

３-２号（1915.11.15）

01）�� ������ ��（焦がれる）〔詩〕/�	 
 ���� ����/21-23

02）� ������ �� ������ ��（家族の諸状況）〔論説〕/� �������� ���/23-26

03）
�������������（教職で）〔文学〕/� ������ ����/27-30

04） ���� ����� ��� ���（アンケートへの回答）〔論説〕/30-33

05）��� ���  ������（大きな悲劇）〔論説〕/�	 �	 ������ ��� ����/34-36

06）���� �� ��� ���� ���������（���� �� ��� ����に関して）〔論説〕/�	 �������/36-38

07）［�����（詩）］� ��� �� � �� ����（黒い力）〔詩〕/
	 ��� ��� ��� ��� ��/38

08）� ��� ��� ����� �� � ��� ��� ���� � ������ ���� ����� ��（タタールの教師たちに対する援助協会）〔論説〕/
!�� 
������� " ���� ���/39

09）�� ����#� ���� ���� ��������� ��� ���������（家庭経営に関する議）〔論説〕/40

３-３号（1915.12.3）

01）! ��� � ��� �������（花園で）〔詩〕/�	 
 ���� ����/41-42

02）
���� ���� �� ��� ���� ������ ������ ���� $����（著名な婦人たちのうちから， ������ ����

$����）〔論説〕/�	 �	 ������ ��� ����/42-44

03） ���� ����� ��� ���（アンケートへの回答）〔論説〕/45-48

04） ����� ���������� ������ � ������� ��（村の女性教師の生活）〔詩〕/���� ��� � ��������/49-50

05）��� ������� �� ������ ��� � �� � ���� ������ � ������ � ��� ��� ��� �� �� ����� ������ � �� �� ��� ��� ���� ���（カ

ザンにいるムスリムの避難者たちのための援助委員会とそこで働く婦女子）〔論説〕/50-51

06）� ������� ��� ���� %� ����� � ������ � ������� ��� �������� � ����� � ��� �� ��� ����� ��（� ������� ��� ����

%� �����の名にちなんで建設される初等学校の定礎の式典）〔論説〕/52-56

07） ��� ��� ������� � ������ � ������ �� �� � ��� ����� �� � ���������� �� ����� �� ������ ��（母親が家族の中におり子

どもの側にいることにおける若干の諸状況）〔論説〕/57-59

08）
���� ���� �� ���� ����� "� ���� � ���� � ���� ����（我が親族故 "� ���� � ����の御魂に）〔詩〕/
��� ��� ��� � ����� ��/60

３-４号（1915.12.15）

01）����� � �� ��� ���� ���（最初の一歩）〔詩〕/&	 '	 ( ����/61

02）%��� ����（廃墟）〔詩〕/"	 ) ��� ��� ��/62

03）��� ��� �� � ���（若干のことば）〔論説〕/�	 �	 ������ ��� ����/63

04）������� ��� ��（�������の娘）〔文学〕/（�	 �	 ������ ��� ����）/63-67

05）� ������ �� ������ ��（家族の諸状況）〔論説〕/� �������� ���/68-70

06） ���� ����� ��� ���（アンケートへの回答）〔論説〕/70-73

07） �*�� ���（考え）〔詩〕/��� ���� ��� ��� ����/73-74

08）+ ���� �� � ��� ���� ������� �� ��� ���� ���（ペンザ県の婦人たち）〔論説〕/%�� ��� 
��������/74-76

09）［�����（詩）］〔無題〕〔詩〕/,	 - ��� ����/76

10）)��� ������ � ���� �� � ���� ������� �� ��� ���#��� �� �� ��� ��（世界の様々な地方の婦女子の状況）〔論説〕

/77-79

11）			��（…へ）〔詩〕/"�� �� ��������/79

12）���� ��� ���� �������� �� �����（ブハラでの初等学校への許可）〔論説〕/&����� ���� ����/79-80
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３-５号（1916.1.1）

01）������ ���	
�����（御生誕に）〔詩〕/�	 ��
 �����		����/81-82

02）� ��� �� ��� ���� ��	 ������ ���	���� ��（ロシア婦人たちの活動）〔論説〕/�� � ��� ��� ��/82-85

03）��	���� ��� ��（��	����の娘）〔文学〕/�� �� �����
 ��� ����/85-91

04）� ������ �� �����	 ��（家族の諸状況）〔論説〕/� �������� ���/91-95

05）［����	（詩）］������ ����������（生誕の暁に）〔詩〕/�� ��	 ��	 ��� ��� ��/95

06）��� ������� ��  ������� ����!� ��� ��
 ����" �� �� ��� ���!���� ��	（カザンにある「イスラーム図書

館」と婦女子）〔論説〕/#�� ����/96-98

07） �$� �������� �� ��� ���!���（イタリアの婦女子）〔論説〕/98-99

３-６号（1916.1.24）

01）〔無題：祝辞〕〔論説〕/101

02）［����	（詩）］����� ��� ���!� 
��� ����（定期刊行物）〔詩〕/�� ��	 ��	 ��� ��� ��/102

03）����� ��� ������� ��� �� ��（出版物の十年）〔論説〕/�� ��� ��� ��/103-105

04）����� ��� ���!� 
��� ����
������ 10 �� ��
�� ������� ����（我々の定期刊行物の10年に関して）〔論

説〕/��� ���������/106-109

05） �$� ��� � ��� �� 
���� ��� ��� ��（ヴォルガ流域の出版物）〔論説〕/�� �� �����
 ��� ����/109-111

06） �%� ��（十年）〔論説〕/���� ��� ���
�� �����/111-114

07）����� ��� ��� ��
 �� ��� ���!��� ���� ������� �����	���（出版物と婦女子の世界における変化）

〔論説〕/� ������ ���	/114-117

08）�$���� &� ��� �������（�$���� &� ��� ����へ）〔論説〕/���	 ���� & ��
�	� ���/117-118

09）〔無題：アンケート〕〔論説〕/119

３-７号（1916.2.1）

01）［����	（詩）］& �����
��（我が夢で）〔詩〕/'�� ������� ��/121

02）��	���� ��� ��（��	����の娘）〔文学〕/�� �� �����
 ��� ����/122-125

03）%�� ��� ��( ��
 �� �����	���	 ��（亡くなった我が姉の思い出）〔文学〕/)�* ��� ����	 ��/126-128

04）� ������ �� �����	 ��（家族の諸状況）〔論説〕/� �������� ���/128-131

05） ���� ����� *�� ���（アンケートへの回答）〔論説〕/131-134

06）［����	（詩）］ ������ �����	�
���（我が日記から）〔詩〕/+� � ��
 �����/134

07）��������	, 
������
� �� 
������
��	�
�� �� ��������（初等学校および男女教師の状況につ

いて）〔論説〕/�	 ��
 �����		����/136-137

08） �%� ����� 
���� ��� ����� �� ��� ��� ���" 
�� ����� �� 
�� ������� ����（「十年間の出版物における婦女

子」論説に関して）〔論説〕/137-139

３-８号（1916.2.15）

01）［����	（詩）］&� ���� ����
�-（我が親族へ！）〔詩〕/��� � ��� �� ��� ���� ��/141

02）��	���� ��� ��（��	����の娘）〔文学〕/�� �� �����
 ��� ����/142-145

03）%�� ��� ��( ��
 �� �����	���	 ��（亡くなった我が姉の思い出）〔文学〕/)�* ��� ����	 ��/145-148

04） �$�� ��-（殴った！）〔詩〕/ ������ ����"/148

05）� ������ �� �����	 ��（家族の諸状況）〔論説〕/� �������� ���/149-152
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06） �������� ���	� 
��  ��� ��� ������ ������ ���� �����	（アストラハンの女子のための生誕祭）〔論

説〕/� �����/152-153

07）［�����（詩）］〔無題〕〔詩〕/��� � ��� �� ��� ���� ��/153

（欠頁）

３-９号（1916.3.1）

01）［�����（詩）］ ��� �� ��	�� ����（ウファ河に）〔詩〕/�� � ��� ��� ��/157

02）��� ��� ��� ��� �� ���������� ��（亡くなった我が姉の思い出）〔文学〕/��� �� ����� ��/158-162

03）������� 
�� ��（�������の娘）〔文学〕/ � �� ������ ��� ����/162-165

04）�� ������� ��� 
��（売られた娘）〔詩〕/��� ��� �� ��� ����/166

05）!���������  �������  �� ��	� "� ����� ���

��	� ��� ����
 �� ������ �����（尊敬する  �������  �� ��	�

"� �����に関する私の幼い頃の思い出）〔論説〕/"��	 ���� � ��� ����� ��/166-169

06） �������  �� ��	� "� �������� ��� �� ��（ �������  �� ��	� "� �����への二年）〔論説〕/"�� ����

�#����������	�� ��/169-170

07）$� �� ������ � ��� ��（賢者たちの言葉）〔論説〕/171

08）#	 ����	�� ��� ��� ���（編集部からの返答）〔連絡〕/171-172

３-10号（1916.3.18）

01）［�����（詩）］" ��� �� ��%（見よ，今！）〔詩〕/ �#�����/173

02）� ��
�� � ��� & ��� ��	 �� ��� ���	��'（赤銅の目「自由な婦人」から）〔文学〕/� ��� ���� ��  ������

���� ��/174-176

03）������� 
�� ��（�������の娘）〔文学〕/ � �� ������ ��� ����/177-181

04）( ���������（我が青春時代）〔詩〕/ ������� � �� ����� ��/182

05） �#� ��� �� ��� ������� � ��)���	��� ����������� ��������� ��� ��（夫と妻の家庭内での共通の責務）〔論

説〕/� ������� ���/182-184

06）" ���� ��� � ���� ��（カルメン・シルヴァ）〔論説〕/��/185-186

07）�����（…へ）〔詩〕/" ����/187

08）*�
� ���� ����� ������ ��� �� ��（ワクト紙の十年）〔論説〕/#	 ����/187

09）#	 ����	�� ��� �����（編集部からの返答）〔連絡〕/188

３-11号（1916.4.1）

01）［�����（詩）］!���� ��� �� �������（亡き詩人へ）〔詩〕/!� �� ��� ��� ��	 ��/189-190

02）� ��
�� � ��� & ��� ��	 �� ��� ���	��'（赤銅の目「自由な婦人」から）〔文学〕/ ������ ���� ��

+� ��� ���� ��）/190-193

03） �#� ���� �� ��� ������� � ��)���	��� �� ��������� ��������� ��� ��（夫と妻の家庭内での共通の責務）

〔論説〕/� ������� ���/193-195

04） ��������� 
 ����� �����%（流れに逆らって…！）〔文学〕/ ��
 ��/195-198

05）,� ������� ��
 �����	�（生活の深みで）〔詩〕/ �#�����/198

06）,�� ��� �� � ���� ��� ���� 	�� ��� ��� ��（自然な方法での治療）〔論説〕/�����	 $� � �� ��/199-201

07） ��
�� ��-� ��� ��� � �������	�（教師たちの周囲で）〔論説〕/#����	�� ��/201-203

08）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/203-204
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３-12号（1916.4.16）

01）����� ��� ���（滅びの年々）〔詩〕/�� 	 ���
 �����/205-206

02）������ ��
 ��（������の娘）〔文学〕/�� �� ������ ��� ����/206-208

03） ��������� � ����� ��（流れに逆らって）〔文学〕/ ��� ��/209-211

04）��
������ ���（責務）〔論説〕/� �������� ���/212-215

05）［�����（詩）］�������� ����� ����� ��� ����（やさしい令嬢方々に）〔詩〕/��� ������� ��/215

06） ��� ��� ��� �� � ��� ��� ��� ���� ����� �� ���������（母親と子どもの養育に関して）〔論説〕/����� ��� ��

�� �� ��� ��/216-219

07）������ �� ��� �������  �� ���（������ �� ��� ����への返答）〔論説〕/219-220

３-13号（1916.5.1）

01）［�����（詩）］! �����（道で）〔詩〕/"� # ��� ��� ��/221-222

02）���������� $� ��� ���� ��� �����$�� ������ � ��� ��$� ��（イギリスにおける婦人運動の歴史）〔論説〕/

222-225

03）%� ��� ��� ��
� ��� �� ����
� ��（婦女子の大会）〔論説〕/������� ��/225-227

04） �&� �� $� ���������� ��（ウファの思い出）〔論説〕/�� �� ������ ��� ����/227-228

05）�� ���������（我が生活）〔詩〕/%�� ��� �� ��� ��/228

06） ��������� � ����� ��（流れに逆らって）〔文学〕/ ��� ��/229-331

07）���� ��� �� � ���� ��� ����� ��� ��� ��� ��（自然な方法での治療）〔論説〕/������ �� �� ��� ��/232-233

08）	����������� ��'� ��� � ������ ���（女性教師のための課程）〔論説〕/233-234

09）(% ��$��� � ������� � ���'��)（“台所の側にある菜園”）〔論説〕/	 ��������� �� ���/234-236

10）! ��� � ��
���� � ����� ��� $� ��� ���� ������� �� ��� ��（地球上にいる婦人の数）〔論説〕/236

３-14号（1916.5.15）

01）［���� ��� ��� ���� ��（文学の部）］&� ��� � �����
 ����（希望の星に）〔詩〕/�� 	 ���
 �����/237

02）* ��
 ���� $� ��� ���+（「自由な婦人」）〔文学〕/� ������ ���� �� �
 ���� ��/238-241

03）［� ��� ��$� ���� ��（歴史の部）］���������� $� ��� ���� ��� �����$�� ������ � ��� ��$� ��（イギリスにおける

婦人運動の歴史）〔論説〕/!� %��� ��� ��/242-245

04）�� ���� ��,（歌え！）〔詩〕/ ��������/245

05）［���� ���� ���� ��（教育の部）］��
���� � ���'����
（我々の義務）〔論説〕/�� ��� ��� ��

��� ��� �����/246-247

06）� ��� ��� ��� � ����$��� � ����� ��� ��� ���（子どもたちはなぜ嘘をつくのか）〔論説〕/247-249

07）�
� ������
� �� ���� ���� �� ���� ��� ��� ��（我らが女子を養育し教育する仕事）〔論説〕/%�� ���

	����������/249-251

08）� ������� %� ��� ����� ��  �� ��� ��（� ������� %� ��� ����� ��の返答）〔論説〕/� ������� %� ��� ����� ��/251-

252

09）- ��� ���� ��$��（- ��� ���� ��$へ）〔詩〕/-�$ ���/252

３-15，16号（1916.6.15）

01）�� ������� �� ������ ��� � ��� ����（現在に対するある観点）〔論説〕/!� %��� ��� ��/253-257

02）［���� ��� ��� ���� ��（文学の部）］�� ������ ��������（囚われの我が小夜鳴き鳥）〔詩〕/��
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� ���� �����/257-258

03）� �	� ��
 �� �� ����（「自由な婦人」）〔文学〕/� ����� ���� �� ��� ���� ��/258-261

04）������� ��� ��（�������の娘）〔文学〕/�� �� ������ ��� ����/262-264

05）� ������ ��（瞳）〔詩〕/ �������/265

06）［� ��� ���� ���� ��（歴史の部）］ ������ �� ��� �������� ����  ���
����� � ��� ����（夫と妻の問題に対

するより根本的な観点）〔論説〕/ 	� !�/265-268

07）�� ����" �� �� �� ��� ����（エリザベス・ブラックウェル）〔論説〕/268-271

08）［���� ���� ���� ��（教育の部）］� ��� ��� �� ��� ���� �� ��（子どもを養育すること）〔論説〕/
� ��#���� ���/272-283

09）� ��� ��
��  ������ ���#��（バクーからトルキスタンへ）〔論説〕/�� ����������/272-283

10）����� �� �� � ���� ��� ����� 
�" ��� ��� ���（「自然な方法での治療」）〔論説〕/	����
 $� �� ��� ��/275-281

11）�� ��� ��� ���
�� " ��� ������（果物のジャム）〔論説〕/281-283

12）〔無題：編集部から投稿者への返答〕〔連絡〕/284

３-17号（1916.7.15）

01）［	
�� ��� �� ���� ��（文学の部）］! ����#� ��  ���#
�（春の夜明けに）〔詩〕/ �������/285

02）�� ���##� �� � ��� ��� ���（最後の瞬間）〔文学〕/�� 	�����/286-290

03）［� ��� ���� ���� ��（歴史の部）］ ������ �� ��� �������� ����  ���
����� � ��� ����（夫と妻の問題に対

するより根本的な観点）〔論説〕/ 	� !�/290-293

04）［���� ���� ���� ��（教育の部）］ �	���� "� �����# "��� ����� ��� ��（家族とその責務）〔論説〕/
%������& ��� �	� ��� �����/293-299

05）［� ������ ���（戯評）］��� ��
��  ������ ���#��（バクーからトルキスタンへ）〔論説〕/��

����������/294-298

06）� ��� ��� ��� ��� ����� ��（子どもの養育）〔論説〕/299-300

07）����� ���� �� ������ � ������ �� ����� ��������� ����（女性教師故� ������ �� ����� ��������� ����）

〔論説〕/�
 ����/300

３-18号（1916.7.18）

01）�� �� ���� ��� "�������� ��（婦人たちの責務）〔論説〕/��� 	�/301-304

02）［	
�� ��� �� ���� ��（文学の部）］�����
��� �� � �����
�（シルダリア河畔で）〔詩〕/�� ��� ���/

304-306

03）������� ��� ��（�������の娘）〔文学〕/�� �� ������ ��� ����/306-309

04）［� ��� ���� ���� ��（歴史の部）］�� �������
� �� �� ���� ��� ���#� ��� ��" �����#  ��� ���� ��（フランスにお

ける婦人たちの覚醒の歴史）〔論説〕/310-315

05）［� ������ ���（戯評）］ �'� ��
� �� ��������� � ����������# ����� ��� ��（ウファでの女性教師の課程

の試験）〔論説〕/��� ��� ! ���
 ������/310-313

06）����� ���� � ������ �� ����� ��������� ����（故 � ������ �� ����� ��������� ����）〔論説〕/316

３-19号（1916.8.1）

01）［	
�� ��� �� ���� ��（文学の部）］［��� �（詩）］(��)���（花）〔詩〕/*� ! ��� �����/317

02）+��� �� � ��� �����#� ���
�（世界が創造されることで）〔文学〕/�� � ���� �����/318-319
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03）������� �	
 ��（�������の娘）〔文学〕/�� � ������ ��� ����/320-322

04）� ��� ���� �����（汽船で）〔詩〕/� ���������/322

05）［� ��� ���� �	�� ��（歴史の部）］�	�� �� � ��� ���� ��（民族的歴史）〔論説〕/323-324

06）［���� ���� �	�� ��（教育）］� ���	���	�� �	��	�� �� � �� �	����（家族の堅固さは何によって？）〔論

説〕/������� ���� ��� ���	 /324-331

07）［� ���	��� ���（戯評）］! ��� �� �����" � ���	���（「アラ・タウ」麓で）〔論説〕/�� ���������	�/325-

330

08）［���� ������（投書）］〔論説〕/331-332

３-20，21号（1916.9.1）

01）�� ����	�� ��� �� ��� ���� ���（戦争と婦人たち）〔論説〕/333-337

02）［���� ��� ��� �	�� ��（文学の部）］��	��（詩）〔詩〕/����� ��� �� ��� ��/337

03） �#�� ���	� ��� � ���� ����� ��� ��� ��� ���（教師と失われた理想）〔文学〕/��� ��� ����� ���/337-342

04）������� �	
 ��（�������の娘）〔文学〕/�� � ������ ��� ����/342-345

05） �#�（彼女）〔詩〕/$� �� ��� ��/345-346

06）［� ��� ���� �	�� ��（歴史の部）］ �#� ���  ����（ �#� ���  ����）〔論説〕/��� ��/346-348

07）� ���� ����� ��� % ��
 ��� ���	����（ペトログラードの病院から）〔論説〕/&� �� ��� �#���� /348-355

08）［� ���	��� ���（戯評）］�� ����� � ����	�� ������（バクーからトルキスタンへ）〔論説〕/��

���������	�/349-354

09）［$�������� �	�� ��（諸情報の部）］〔論説〕/355-356

３-22号（1916.9.24）

01）$ ��� ������'（来い，愛しい人よ！）〔詩〕/�� ��� ��� ��/357

02） ��
 ��� �� ��� ���（自由な婦人）〔文学〕/� ���	�� ��� �� ��
 ���� ��/357-362

03）������� �	
 ��（�������の娘）〔文学〕/�� � ������ ��� ����/363-366

04）［� ���	��� ���（戯評）］�� �� �	
 ��（水の娘）〔文学〕/�� (�/366-372

05）�����（…へ）〔詩〕/)�� ���/367

06）［� ��� ���� �	�� ��（歴史の部）］ ���� �� ���*+ ���� ���（ベルタ・フォン・ズットナー）〔論説〕/

368-371

07）����� ���� � ���� �)�����（故 � ���� �)�����）〔論説〕/� �����	� ���� ��/371-372

３-23号（1916.10.19）

01）�	� �� ��� ��（野のおばあさん）〔文学〕/�� ��� ��� ��/373-377

02）�� �� ��  ���� ��� ��� ��� ��（�� �� ��  ����とその母）〔論説〕/��� ��/377-381

03）［� ���	��� ���（戯評）］�� �� �	
 ��（水の娘）〔文学〕/�� (�/379-387

04）(��� ���	�� � ���� �� , ����� ����	��� �� ��� ���*�	
（世界の様々な片隅での婦女子）〔論説〕/&� �

+��� ��/382-386

05） �# ���� � ���� ������	�（ウファで私が見たもの）〔論説〕/�� � ������ ��� ����/387-388

３-24号（1916.10.24）

01）�� ����	�� � �� �	��� ���� ����（生活は何によって幸福か？）〔論説〕/-� $��� ��� ��/389-391
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02）� ���� ����（我が友へ）〔詩〕/�� 	 ��
� ����/392

03）��
���� ��� ��（��
����の娘）〔文学〕/�� �� ������ ��� ����/392-394

04）［��
� ���� ���� ��（教育の部）］� ������ �� ������ �������� ��（家族とその責務）〔論説〕/�������� ���

���� ��� ����/395-403

05）［� ������� ���（戯評）］�� �� ��� ��（水の娘）〔文学〕/	� ��/398-403

06）3 � ���� ��
���� � ���� �� � ��� ���（30億の新しい国債）〔論説〕/404

４-１号（1916.11.20）

01）���� ��
��� ���� �� � ���� ������（女子のための民族的なギムナジア）〔論説〕/ � !� ��� ��� ��/1-5

02）��� � ��� ��（女の子）〔詩〕/ �"������/6

03）� ��� ��
 #� ��� ���$���� ��
 ��（タタールの婦女子）〔論説〕/��� �� ������
 %�� ��
�/7-10

04）� ��� ��� #� �����
�� ��（チフリスの思い出）〔論説〕/�� ����
� ��� &� ��� �� ��
���� ��� �'��� �� ���� ����

�� ��� ��� ��/11-15

05）［� ������� ���（戯評）］�� �� ��� ��（水の娘）〔文学〕/	� ��/11-14

06）	��������
 � ���� ������� ��（ムスリマたちのギムナジア）〔論説〕/�� �� ������ ��� ����/16

４-２号（1916.11.20）

01） �'��� ��(� �� ���（教師である娘）〔詩〕/ �"������/17-18

02）����
��（街で）〔文学〕/)�� ����/19

03）［� ��
 ��#� ���� ��（歴史の部）］� ����� � ��#�（� ����� � ��#�）〔論説〕/��� ��/20-21

04）*�� ��� # �����（私は返事を待つ）〔詩〕/� ����� ���/22

05）� ����#� ���� � �������� ���（我が恋人に捧げる）〔詩〕/��� &� ��� �� ��
���� ��� �'��� �� �� ��� ��� ��/

06）� ��� ��� #� �����
�� ��（チフリスの思い出）〔論説〕/�� ����
� ��� �� ��� ��� ��/23-24

07）［� ������� ���（戯評）］�� �� ��� ��（水の娘）〔文学〕/	� ��/24-29

08）� ������ �� ������ �������� ��
 ��（家族とその責務）〔論説〕/�������� ��� ���� ��� ����/27-30

09）!� �����
�（思い出）〔文学〕/��� *�/31

10）% ��
� ���������� ��� ������ ��# �� � ���� �� � ��
 ���� ��（ドイツのイスラームに対する二通りの観点）

〔論説〕/32

４-３，４号（1916.12.15）

01） �"� � ������ ��（祖国の星）〔詩〕/ �"������/33

02）��
���� ��� ��（��
����の娘）〔文学〕/�� �� ������ ��� ����/34-37

03）)����� � �������+ , ��- ���� ������� - ������� �� #� ��� ��� ��（祖国のために，ナポレオンのポーランド

人夫人）〔論説〕/38-41

04） �����
���� ��� #������（燃された手紙）〔詩〕/*�  ��� ����/41-42

05）［� ��
 ��#� ���� ��（歴史の部）］� ����� � ��#�（� ����� � ��#�）〔論説〕/��� ��/43-46

06） �� ����（孤児）〔詩〕/�� �� ��$, ��
 � �"� ��/46

07）&� �����
���� � ��# ��(������ ��（我々の状況は非常に悲しい）〔論説〕/��
 ���� �� �� ���� ���� ����� ��

/47-48

08）��
��(� �� � ��
（初雪）〔詩〕/%��� ��
�# ��/49

09）� ������� ��� #������（見つけられた手紙）〔文学〕/.� ,�/49-50
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10） ������� ���� ��	 
���� ��（村での女子の初等学校）〔論説〕/��� �� ��� ��� ��/51-56

11）［� ������� ���（戯評）］�� �� ��� ��（水の娘）〔文学〕/�� ��/52-58

12）� ������ �� ������ ��������� ��	 ��（家族とその責務）〔論説〕/������
� ��� ���� �� �����/57-60

13）����� �� � ��
� ������� ����	����� �	 ��� �� � ���（「民族的ギムナジア」に関する若干のことば）〔論

説〕/ ��� ��!�� �"	�� ��/60-61

14）� �����
�  � ����
�  �������� ��
（� �����
�  � ����
に捧げる）〔詩〕/������� #	 ��� ��
�� ��/61

15） � ����
� ��	 ������ ����（ご婦人方ご注目を）〔論説〕/61-62

16）$ ��	��
 ��� ��� �� ��（援助しよう，今）〔論説〕/62-63

４-５号（1917.1.10）

01）［����	（詩）］〔無題〕〔詩〕/����
 ��� %�� ��� ��/65

02）&����� � �������' ( ��) ���� ������� ) ������� �� �� ��� ��� ��（祖国のために，ナポレオンのポーランド

人夫人）〔論説〕/��� *�/66-71

03）�� ������� ��
 
����
 ��� ��� ��（戦争とムスリム地域）〔論説〕/� ��	�� ���) ��	��/71-73

04）���� ���� ������（病院で）〔論説〕/�� ����������/73-75

05）� ������ �� ������ ��������� ��	 ��（家族とその責務）〔論説〕/������
� ��� ���� �� �����/75-77

06） ������ ��	�� ���� ��	 
���� ��（村での女子の初等学校）〔論説〕/��� �� ��� ��� ��/78-80

４-６号（1917.1.28）

01）� ���� ��� � ������（消えた星）〔詩〕/%� � ��	� �����/81

02）+ ��� ��	 ���（タタールの娘）〔文学〕/%�	� ��� ����� ��	/82-83

03）����� ��� ��� ��	�
���� 	��
��	（初等学校の本の中の絵）〔論説〕/��� %��������/83-87

04）% �������� ��（捧げて）〔詩〕/� �����/87

05）� ������ �� ������ ��������� ��	 ��（家族とその責務）〔論説〕/������
� ��� ���� �� �����/87-93

06）�� �� ��� ��（水の娘）〔文学〕/�� ��/88-95

07）��	��
 +� ��� ���� ����
 ���� ����� ����� �� ������	（��	��
 +� ��� ���� ����
 ���� ����� ��への寄付）

〔論説〕/94-96

４-７，８号（1917.2.15）

01）�� ����� ��� !��!���（しおれた花）〔詩〕/%� � ��	� �����/97-100

02）�������� ����� ���� ��（やさしいお嬢さん）〔文学〕/� ������ %��	/100-104

03）, ��!���� ���� ���� �����（郵便遊びで）〔文学〕/*� $�/104-106

04） ��� �� � ������ ��（人の声）〔詩〕/ �#�����/106

05）����� ��� ��� ��	�
���� 	��
��	（初等学校の本の中の絵）〔論説〕/��� %��������/107-111

06）� ������ �� ������ ��������� ��	 ��（家族とその責務）〔論説〕/������
� ��� ���� �� �����/112-115

07）- ��	�  �� ���（老人）〔文学〕/�� #	 ��� ��
��/116

08）�� �� ���（�� �� ���）〔文学〕/�� �"�
 ������/116-119

09） ��� ��!� �� �� ��� ��� ���� ��	 ��（カザチの婦女子）〔論説〕/(�/119-121

10）+� ��	
����
������ �� � ��	 ����� �� �	 ������（我々の生活における暗い一枚の図）〔論説〕/��

%�/121-122

11） �"	��� �� �	 ���������（適切な勧め）〔論説〕/��� �� - ��� ����� ��/122-124
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12）���� ��� ���� �� ��� ��	
 ���（ブハラでの婦人たち）〔論説〕/���	� � ��� �� ��� �� ������ ����� ��/124

-125

13）���� ��
��（投書）〔論説〕/125-127

14）������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ����� � ��
� ��	 �� ��	�
��（������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ��へ届

いた寄付）〔論説〕/127-128

４-９号（1917.3.15）

01）� ��� ��� � ��� ��
� ������（大革命）〔論説〕/��� ��������
/129-135

02）�� ��� ��	
 ���	�	� �� ������� �� ��������
 ��� ��（婦人の現在の責務）〔論説〕/�� ���
 ��
 ��/136-138

03）����� ����� ��	� ����	��（自由の世界で）〔論説〕/���� ��� ������ �����/138-142

04）����
� ��	 �� ��� ��	
 ��� ��	�	� � ������
 ��� ��（ムスリムの婦人たちの声）〔論説〕/142-143

05）�� ��� ��	
 ������ � ����� ���� ���（婦人たちに平等な権利を）〔論説〕/143-144

06）������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ����� �� ��	�
��（������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ��への寄付）

〔論説〕/144-裏表紙

４-10号（1917.4.6）

01） �� ��� ����� ��	 ��� ��! �� ����� ��-�� ����� ����� ��� ��（「自由の母」ブレシュコ・ブレシュコフスカヤ）

〔論説〕/145-147

02）� ��	� ����� ��	 � �������（新生ロシアで）〔論説〕/��� ��������
/147-150

03）�� ��� ��	
 ������� �� �� ���
 ��� ���� ��� ��（婦人たちの選挙権）〔論説〕/���� ��� ������ �����/151-153

04） ��� ��� �� ��� ��	（自由な婦人）〔論説〕/�� ���/154-156

05）"	��
 �� � ��	
���	�� � ��� ��� �� ��� ��	#���
 ��� ��（革命の日々におけるタタールの婦女子）〔論説〕

/157-159

06）�� ��� ��	#���	�	� �� ������� �� ���� ��
 �� ������	�� ���� ��� ��� ���� ��（婦女子の現在の諸状況に関する

各出版物の考え）〔論説〕/159-裏表紙

07）������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ����� �� ��	�
��（������ �� ��� ���� ����� ��	� ��
�� ��への寄付）

〔論説〕/裏表紙

４-11，12号（1917.5.10）

01）������� ����� ��（愛の果実）〔詩〕/�� � ���� ��	��/161-162

02）����
� ��	 �� ����� ��	
 ���$（ムスリムの市民たちよ！）〔論説〕/163-164

03）���
��� �������
��������（我らがムスリマ同胞へ）〔論説〕/ �� ��� ����
��!/164-165

04）������ ���
���
�� �� � ��� ��� ��� �� �������	��	 �������	 ����（モスクワのムスリマたちの委員会

からの文書）〔論説〕/165-166

05）%�� ��	���� �� ��� ��� �� ���
���
�� �� ������ ��（カザンでの全ムスリマ大会）〔論説〕/��

���
 ��
 ��/166-174

06）�������	��� ���
���
�� & ����
��� ��（サマルカンドでのムスリマたちの集会）〔論説〕/
��� �
#�� �� ��� ��������/175-176

07） �'��� ��(� ��
 ��� �� ������ ��（教師たちの大会）〔論説〕/%�� ��� � ��
� ����/177-179

08）�� ��� ��	
 ���	�	� � ��� ��(� ��（婦人の法制定）〔論説〕/)�� ����/179-181

09）����� ����� ��	 ������ �� ��
�（自由に関して）〔論説〕/�� ����& ��	 �� ��� ��� ��/181-183
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10）��� ������ � ��	�
��� ��（ママディシュの集会）〔論説〕/� ��
 ��	� ���
�

 ��� ��� ���� �� ��
 ����� ��/

183-184

11）����

���
�� � �������（女性教師の課程）〔論説〕/185-186

12）�� ��� ���
 ������� � ��	
 ������ � �������
 ��� ���� ���� ����� 	 ��������� � ��� ����（婦人の選挙への参加に

ついてシャリーアからの観点）〔論説〕/187-189

13）� ���� �� ���� ����
��（新しい新聞）〔論説〕/189-192

14） ������� �� ����

���
�� � ������� �����
 ��（二回目の女性教師の課程が開講する）〔論説〕/192-

（欠頁）

４-15号（1917.8.14）

01）〔無題：詩〕〔詩〕/����� ��� ��� ��
 ��/217

02）��

 �� �� ����� �� ����� ��� ��	��（民族的文明的自治）〔論説〕/�� ���
 ��
 ��/218-221

03）�� ��� ������� ��� �
�� ��（婦女子の問題）〔論説〕/�� ���� ����� �
�! ��� ��	�/221-222

04）�� ��� ���
�� ��� �
�� ��（婦人問題）〔論説〕/��"� �
�#� �		 ! ������������/223-227

05）�� ��� ���
 ��� ����� ��	�� ��（婦人の自由）〔論説〕/227-230

06）� �� �
� �� ������ ������$�
 ��� ��（家族とその責務）〔論説〕/%������� ��� ���� ��" ��	�$/231-232

４-16号（1917.9.3）

01）#� ��� ��	�� � ���
������（自由の日々で）〔詩〕/�� � ���� ����$/233

02）�� ��� ���
�� ��� �
�� ��（婦人問題）〔論説〕/��"� �
�#� �		 ! ������������/234-239

03）�� ��� ������� ���������（婦女子に関して）〔詩〕/���	�� �

 ��� & ����/239

04）�� ��� ���
 ������� �������� 	 ��� ��
�� �� ���������（婦人たちがモスクへ行くことに関して）〔論

説〕/�������$ �� ����� ��/240-241

05）�� �������（戦争）〔詩〕/��� ���� �'��� ����� ��/242

06）(�� �������� ����

���
�� � �������（テテュシでの女性教師の課程）〔論説〕/����/242-244

07）���� �� ��
（���� �� ��
）〔文学〕/����� �� )�
 ��
/244-248

08）����

��� � ����� ���� ��
����（女性教師を必要とする方々へ）〔連絡〕/�� ����/248

４-18号（1917.12.10）

01）�� ���������（戦争で）〔詩〕/��� *���$ ��/263-267

02）［���" ��	 ���（文学）］) ���" ��
 �� ����������（) ���" ��
 �� �������で）〔文学〕/���/267-269

03） �'��� ��� ����� �� �� ��"� ����	��� �� ��	
 ���
 ��� ��
�����（憲法制定会議への選挙の前に）〔論説〕/�
��

& ����/270-271

04）���
� � ��� ��
� ��	��� ���
��� ��
�� ��（人民会議でのムスリマの願い）〔論説〕/�� ��� ���/271-

273

05） �'��� ��� ����� �� �� ��"� ����	� �� ����
� ��� �� ��� ��� ��（憲法制定会議とムスリム婦人）〔論説〕/
% ���	� ���
���
�� �� ������ "	 ��� ��� ��/273-275

06）�� ��� ���
 ������� �� ��	
 ������ � ������ ��
 ��� �� � ��	���（婦人たちの選挙への参加は必須である）〔論

説〕/� ��
��� ��� "�� ���������� ��� �
�� ��� ��� �� �
���$� ��

07）(� ����� ��	
�� ���� ��"（九ヶ月間の総括）〔論説〕/�� ���
 ��
 ��/276-279

08）������ ������ �� ��� ��� ��
 �� ���������（一人より多く妻を娶ることについて）〔論説〕/
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� ������ ��� 	�� 
�������� ��� ���� ��� �� �� ���
��� ��� � ������ ���/280

09）［�� ���� ������������（保健）］�� ��� ����� ��（健康になること）〔論説〕/�������� ��� ���� ��	 �����/280

-282

10）� ������（編集部より）〔連絡〕/282

� � � �

一次資料
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小松久男 1998 ｢危機と応戦のイスラーム世界」『岩波講座世界歴史21イスラーム世界とアフリカ』，３-
78頁，岩波書店。
―（編) 2000 『新版世界各国史４中央ユーラシア史』，山川出版社。
西山克典 2002 『ロシア革命と東方辺境地域―「帝国」秩序からの自立を求めて』，北海道大学図書刊行

会。
山内昌之 1991 『ラディカル・ヒストリー―ロシア史とイスラム史のフロンティア』，中央公論社。
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１ 問題の所在

２ ドイツ，イギリス，オーストラリアによ

るニューギニア島の植民地化（1884年～

1914年）

３ オーストラリアによるニューギニアの植

民地統治（1914年～1942年）

４ 太平洋戦争と日本軍による占領（1942年

～1945年）

５ 戦後から独立に到る過程（1945年～1975

年）

６ パプアニューギニア独立以降（1975年以

降）

７ 考察

� �����

移民社会はある地域から別の地域へと移動

し生活する人々によって形成される。そのた

め人の移動は移民社会の成り立ちに関わる重

要な要因となる。移動の経緯やその形態は，

個々の移民社会に様々な影響を与えることと

なる。

移動と同時に，居住国での定住化の過程も，

移民社会を特徴付ける重要な要因の一つであ

る。ある地域から別の地域へ移動した人々に

よって形成されたコミュニティも，移住先で

定着し世代を経ることによって，定住化，現

地化の過程を辿り，次第にその性格を変容さ

せてゆく。そのため，移民社会を対象とした

研究を行う際には，移民送出地域の延長とし

ての性格に拘泥するのではなく，移民社会の

現地化に代表される，移民送出地域とは異な

った，移民社会独自の性格の現出に注目する

必要がある。

このように移動と定住という二つの過程は

移民コミュニティの性格に影響を与えるため，

個別地域の移民社会の変遷過程を検討する際

には，移動と定住の二つを共に視野に入れる

必要がある。いわば，個別の移民社会におけ

る人の移動過程と定住過程の相互交渉に注目

する視点が求められるのである。

本稿が対象とする華人社会も，移民及びそ

の子孫によって形成される社会である。世界

各地の華人社会は中国人が移動し定住するこ

とによって形成された。だが中国と華人社会

との関係は，必ずしも固定したままであると



�� ���� ����	�は18世紀から20世紀後半までの比較的長期にわたる華人の国際移動に注目すること
により，華商パターン，華工パターン，華僑パターン，華裔パターンの四つのタイプ分けを行な
っている（���� 1991）。さらに����は，中国人移民の歴史的な変遷過程を検討する中で，移民
の送出国と受入国の双方における移民に対する政策の変遷が，移民の性格や地位に影響を与え，
変化させることを指摘している（���� 1998）。また游仲勲は，国際移動に注目することにより，
華僑・華人史の時代区分を行なっている。彼は1949年の新中国成立を境として，中国人の自由な
国際移動が不可能となり，その結果現地生まれの２世，３世等が大部分となるに至ったことが大
きな分岐点となったと指摘する。そして1949年以前の時期を全て同一時期の第１期とし，中国か
らの移動が不可能になり，華僑が華人となっていった時期を第２期，1979年からの「経済改革・
対外開放」への政策転換によって次第に増加した「新移民」や「新華僑」が誕生する時期を第３
期としている。また21世紀になり，中国の�
�加盟や一人っ子政策の緩和，中国西部地域の開
拓等の要因により，中国人の移動は第４期を迎えることになったと述べる（游 2001）。����や游
がそれぞれ指摘するように，華人の国際移動にもそれぞれの時代の送出地域，受入地域における
政治的・社会的な状況や，華人社会を取り巻く国際関係が影響を与え，時代ごとに国際移動の形
態を変化させることに注意せねばならない。

�� 近年のオーストラリアへ移入する華人の特徴として，中国大陸出身者のみならず，台湾や香港，
マカオ，ベトナム，マレーシア，シンガポール，インドネシア，東ティモール等，東・東南アジ
アの様々な国や地域出身の華人が増加していることが指摘されている（��� 游 2000�� 2000��
�������� 1996� ������� ����������� �������� � �� 1992� ���� 1998� ��128）。現在でもオーストラリ
ア各地では新たに移住してきた華人を成員とした各種の会館も形成されており，その中には会員
の多くをマレーシア華人やインドシナ華人が占めるものもある（方・許 1995� ��532� 534）。そのた
め，現在のオーストラリア華人社会を対象とした研究では，中国・オーストラリア間以外にも，
他のアジア地域の華人社会とオーストラリアとの相互関係に注目した研究が増加してきている。
ただし，アジア以外の地域とオーストラリアとの関係，特にオセアニア諸国からオーストラリア
への華人の移入や，これらの地域の華人社会とオーストラリア華人社会との関係について扱った
研究は非常に少ない。
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は限らない。中国からの移民の流入や，華人

社会からの再移動といった現象は，華人社会

の構成そのものに影響を与え，変化させるこ

ととなるからである。新規の移民が存在しな

い華人社会の場合は，居住地での現地化や定

住化が華人社会の地域的特徴を形成する上の

重要な要因の一つとなる。だが新規移民が流

入し続ける場合や，あるいは移民社会から再

び別の地域へと移出して行く人々が存在する

場合には，移民社会の地域的な特徴は移動と

密接な関係を持つこととなる。そのため新規

移民や再移民が存在する華人社会は，他地域

の華人社会との交流が存在することとなる。

そうした場合，当該する華人社会は，人の移

動と定住の二つから影響を受け，不断にその

性格を変化させ続けることに注意しなければ

ならない。

このように，中国人の国際移動とそれにと

もなって形成される海外の華人社会は，移動

パターンや居住地の政治的・社会的脈絡によ

って様々な影響を受ける。そのため各地域の

華人社会の性格には地域的なバリエーション

が存在する。華人の国際移動とそれに伴う華

人社会の形成や変容という現象も，必ずしも

時代や地域を越えて共通するだけではなく，

個別地域ごとに地域的な偏差を伴い，また時

間を経ることによって変化する性格を持って

いる��。

本稿ではこの華人の移動と定住が華人社会

に与える影響についての考察を行なうために，

パプアニューギニアの華人社会を事例として

選択し，華人の移動とコミュニティの歴史的

な変遷過程についての検討を行なう。パプア

ニューギニアはかつてオーストラリアによっ

て植民地統治を受けていた経歴を持つため，

現在でもオーストラリアと密接な関係を持っ

ている。またパプアニューギニアの華人社会

は東・東南アジア地域とオセアニア地域をめ

ぐる華人の国際移動から影響を受けてきた。

従来，東・東南アジア諸国からオーストラリ

アやニュージーランドといった国々への華人

の移動に関する研究は行われてきたが��，そ
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れ以外のオセアニア地域と東・東南アジア地

域とを結ぶ華人の国際移動に関する研究は少

なかった。本稿は太平洋島嶼国家であるパプ

アニューギニアにおける華人社会の変容過程，

およびパプアニューギニアをめぐる華人の国

際移動の変容過程の二つに注目することによ

り，前述した華人の国際移動と華人コミュニ

ティとの相互関係について考察することを目

的とする。

本論に入る前に，「華人」という人々の範

疇について定義しておきたい。「華人」とい

う言葉は現在，海外に在住する中国系人の総

称として使用されている。だが海外に在住す

る中国人は，その出国の契機や移住形態が歴

史的に変化しており一様ではない。また移住

先のホスト社会との関係によって，文化的・

社会的な特徴を変化させており，地域的な偏

差が存在する。現在では中国国籍を持った移

民第一世代を「華僑」，居住国の国籍を取得

し，定住化の過程にある人々を「華人」と大

まかに区別する傾向がある。だがこのような

区分自体，「華人」というカテゴリーが歴史

的な産物であり，変化し続ける存在であるこ

とを意味している（���� 戴 1980� 陳 1985� 荘

1985� �����	
���� 1997）。

本稿はこのような歴史的に変化し続け，様

々な地理的な偏差をともなうエスニックなカ

テゴリーである，海外に在住する中国系人の

移動とコミュニティとの相互関係について考

察するために，中国出自者という共通した背

景を持つ人々を，便宜的に「華人」という用

語で総称することとする。「華人」の中に存

在する地理的・歴史的な変化を視野に入れる

ことによって，特定の地域の華人コミュニテ

ィの変遷過程を追うのが本稿の目的だからで

ある。そのため，本稿が使用する「華人」と

いう語は，時代や地域を越えて確固として存

在する民族集団を指し示すわけではない。こ

の点を最初に指摘しておきたい。

� �������������	�
���

�����
�������������

������

オセアニア各地への華人の流入は19世紀頃

であるとされる。それ以前にも華人の航海者

や漂流者，商人が到来した可能性はあるが，

はっきりとした記録は残されていない。初期

の華人は，白檀の交易への従事や大工や料理

人として太平洋地域に到来したとされる。白

檀以外にも，華人はナマコ，鼈甲，真珠貝，

コプラの取引も行い，南太平洋の島々に彼ら

の交易拠点を築いていった。最初の華人定住

者はこうした交易者であったとされる。こう

した華人の男性の中には現地の女性と婚姻を

結ぶ者が存在したため，ポリネシアやメラネ

シアには，現在でも華人と現地住民との混血

者が居住している。しかしこうした白檀交易

や海産物，コプラの取引に従事していた華人

は相対的に数が少なく，コミュニティも小規

模なものであった。太平洋島嶼地域における

定着的な華人コミュニティの形成は，ヨーロ

ッパ各国による植民地化と，その後の植民地

開発の過程の中で，プランテーション労働者

や各種の熟練・未熟練労働者，商業従事者と

いった植民地労働力として華人が流入するこ

とによって始まった（
������ 1995）。

メラネシアの植民地化は他の地域と比較す

ると新しいものであった。先ず1828年，オラ

ンダがニューギニア島の西半分の領有を宣言

し，1843年にはフランスがニューカレドニア

の領有を宣言した。さらに1874年，フィジー

がイギリスに自らの主権を譲渡した。1887年

にニューヘブリデス諸島はイギリスとフラン

スの軍隊による共同統治が定められ，1906年

には英仏による共同統治の協定が正式に締結

された。このようにして20世紀初頭までには

メラネシアのほぼ全ての地域がヨーロッパに

よって分割され，植民地となった（豊田

2000� ���233-234）。

現在のパプアニューギニアにあたる地域の
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植民地化が開始したのもこの時期である。先

ず1828年オランダがニューギニア島の西半分

の領有を宣言した。1884年には相継いでイギ

リスとドイツがそれぞれニューギニア島の南

東部と北東部の領有を宣言した。イギリス領

ニューギニアは後1905年にオーストラリアに

引き継がれ，オーストラリア領パプアとなっ

た。これ以降，ニューギニア島はオランダ，

ドイツ，オーストラリアによって分割され，

植民地化の歴史をたどることとなった。パプ

アニューギニア華人社会の形成も，このニ

ューギニア島の植民地化の過程と軌を一にし

ていた。

ニューギニア島に華人がいつ頃から到来し

ていたかについては明らかでない。だが西洋

人によって植民地化される以前から，華人は

ニューギニア沿岸部に到来していたのではな

いかと推測される。また華人はマレー人とと

もに内陸部でゴクラクチョウの狩猟を行って

いたとされている（�� 1982� ��17）。しかし

初期の華人の到来は，ニューギニア島への永

続的な居住には結びつかなかった。こうした

華人の数は比較的小規模であり，また継続的

な訪問というよりも偶発的な到来という性格

が強かったのではないかと思われる。華人の

本格的な流入およびコミュニティの形成は，

ニューギニア島の植民地化により開始した。

ニューギニア島西部のオランダ領では，華

人は植民地開発が進む以前からこの地で熱帯

産物の収集に携わっていたとされる。また西

洋人による椰子やゴムのプランテーションが

開発されると，少数の華人労働者も使用され

るようになった。1935年頃までには，ニュー

ギニア西部には約3000人ほどの華人が存在し

ていたのではないかと推測されている（盧・

彭・陳編 1984� ��56）。

イギリス領植民地となったニューギニア島

南東部は，正式にイギリスが領有を宣言する

以前からオーストラリア人が到来し，ニュー

ギニア島東南部の土地と東部の沿岸地域の島

嶼を占拠した者も存在した。これらのオース

トラリア人の中にはこの地域にプランテーシ

ョンを開発した者がおり，プランテーション

労働者として，すでにオーストラリアで雇用

していた華人や，香港から呼び寄せた中国人

労働者を1880年以前から採用したという説が

ある（盧・彭・陳編 1984� ��55）。しかしこ

のイギリス領ニューギニアの華人についての

詳細は明らかではない。また後述するように，

それは今日のパプアニューギニアの華人社会

とは直接の関係を持ってはいないようである。

むしろ，その後のイギリスやオーストラリア

は積極的に植民地開発を行わなかったため，

ニューギニア島南東部（以後，この地域をパ

プア側と呼ぶことにする）における華人の流

入は遅れ，定着的な華人コミュニティの形成

にまでは至らなかった。

これに対し，ドイツはニューギニアの植民

地開発に積極的に関わり，その過程で華人労

働者を採用した。そのため現在のパプアニ

ューギニアの中で，定着的な華人コミュニテ

ィが最初に形成されたのはこのドイツ領植民

地に当たる地域であった。1884年のニューギ

ニア島北東部（以後，この地域をニューギニ

ア側とよぶこととする）の領有宣言以来，ド

イツはニューギニアを保護領とし，1899年ま

でニューギニア会社（�����	
�� �����
	�）

にドイツ領ニューギニアの統治権を任命して

植民地開発に当たらせた。

ニューギニア会社は植民地開発の一環とし

てタバコやコプラのプランテーションを経営

した。プランテーションの経営には大規模な

労働力を必要とするが，ドイツ領ニューギニ

アに限らずメラネシア各地の植民地では，一

般に労働力が不足していた。オーストラリア

のクイーンズランド州やフィジー，サモア，

ニューギニア各地のプランテーションではメ

ラネシアの他の地域から労働力が集められ働

かされた。この時期のメラネシアではブラッ

クバーディング（奴隷狩り）により強制的に

契約労働に従事させられたものも存在したこ

とは，植民地開発のための労働力がいかに不



�� 四邑地域からは19世紀末から20世紀前期にかけて，人口圧の高さ，政治不安，治安の乱れによる
出稼ぎ移民が輩出し，アメリカ，カナダ，香港・マカオ，東南アジアなどへ渡航して行った（吉
原 1991）。パプアニューギニアにおける四邑地域出身者も，こうした移出者の中の１グループであ
ったと思われる。パプアニューギニアにおける華人は四邑地域の中でも特に開平県と台山県出身
者が多いという特徴がある（劉 2000� ��88）。
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足していたかを物語っている。労働力の不足

を補うために，ドイツ領植民地のニューギニ

ア会社も，メラネシア現地住民の労働力だけ

ではなく，外部からの労働者を探す必要があ

った（����	
�� �

� ��� ���
 1990� ��78）。

ニューギニア会社は，ドイツ領ニューギニ

アにおけるプランテーション労働力として，

はじめはニューギニア人に頼っていたが，そ

の数は不充分であった。またニューギニア人

に契約労働を取りつけるのも容易ではなかっ

た。そのため，ニューギニア会社はアジア人

を自国の労働者として採用することとなった。

華人労働者はこうしたドイツ領植民地のアジ

ア人労働者の中心を占めていた（���� 1989�

���182-183� ����	
�� �

� ��� ���
 1990�

��89）。

この時期の華人は主に契約労働者として採

用され，シンガポールやスマトラといった，

東南アジアの他の植民地からニューギニアに

流入したとされる（��	��� 1970� ��86）。プラ

ンテーション労働者として流入した華人労働

者の中には過酷な労働条件の下，マラリアや

赤痢，インフルエンザにより病死するものや，

逃亡する者がおり，ドイツ領ニューギニアの

華人の死亡率は高かった。1895年のカイザー

ウィルヘルムスランド（ニューギニア本島）

では植民地労働者の28％が死亡し，埋葬され

た（���� 1989� ��184）。またこうした華人は

契約期間が終るとほとんどの者が帰国した。

そのためニューギニア会社により植民地開発

が行われていた時代には，華人のニューギニ

アへの定着は進まず，永続的なコミュニティ

も形成されなかった。

これに対し，1899年から植民地統治を引き

継いだドイツ植民地行政府は，華人の採用を

プランテーション労働のための契約労働者か

ら自由移民へと変化させた。ドイツ植民地行

政府はニューギニア会社と同様，アジア人労

働者を不足していた植民地労働力として採用

した。それにより，ニューギニア会社の統治

期と同様，華人やジャワ人がドイツ領ニュー

ギニアに流入してきた。この時期，華人はシ

ンガポール等の東南アジアからも流入したが，

特に中国，広東省の開平県，恩平県，台山県，

新会県の四県を中心とする四邑地域の出身者

や恵陽地域の客家が増加し，華人労働者の中

心を占めるようになった��。

ドイツ植民地行政府は自国の植民地への華

人の流入を促進させるために，華人がニュー

ギニアに居住することについての制限は課さ

なかった。ニューギニア会社もドイツ行政官

も，大規模なアジア人労働者のニューギニア

への流入によってプランテーション労働力を

供給することを計画していた。実際には華人

はプランテーション労働のみに従事すること

はなくなり，また華人よりもコストが安い現

地住民の労働力も使用されるようになってい

った。だがそれにもかかわらず，華人のニュー

ギニアへの流入は続くこととなった。

ドイツ領ニューギニアでは入域許可書が比

較的容易に取得できるといううわさや，先行

移民が稼いだ金の話を聞くことにより，華人

はこれらの地域に引きつけられていったとさ

れる。ドイツ領ニューギニアに到来した華人

は，はじめは先行している華人や植民地政府

の下で働いていたが，数年するとそうした仕

事を離れ，自分自身の仕事を持つようになっ

た（���� 1989� ���186-187）。これにより，

ドイツ領植民地であるニューギニア島北岸や

ビスマルク諸島では，商業や熟練工として働

く華人が増加し，次第に定着してゆくように

なった。ニューギニア会社の下で，プランテー



187市川 哲：パプアニューギニアをめぐる華人の移動とコミュニティの変遷過程

ション労働に従事する，いわゆる苦力
クーリー

として

流入した華人は，多様な職業に従事し，契約

労働者から自立的な労働者へと変化して行っ

たのである。

ドイツ領ニューギニアで定着的に生活する

華人が増加することにより，マダン，ラエ，

ケビエン，ラバウルといったドイツ領植民地

の諸都市には華人コミュニティが形成された。

特にドイツ領植民地の首都であったラバウル

の建設には華人も関わった。ラバウルやラエ

では華人の居住地も決められており，そうし

た地域にはチャイナタウンも形成された

（������ 1996� ��73� 	����
 1973� ��93）。特にラ

バウルはドイツ領植民地統治の中心地であり，

ドイツ領植民地における華人社会の中心地と

もなった。

この時期には，香港・ラバウルを結ぶ航路

が開設されたため，シンガポールやスマトラ

からのみならず香港や中国南部から直接流入

する者が出てくるようになった。19世紀の華

人の海外移動では，地縁・血縁を紐帯とした，

いわゆる連鎖移民が多かったため，特定の地

域の出身者や特定の姓の者が，同一地域に多

く移民してゆき居住するという現象が生じた。

ドイツ領ニューギニアでは，広東省の四邑地

域出身者や客家が多かったため，華人の共通

語も広東語や客家語であり（	� 1982� ��11），

その中でも特に四邑地方の方言が使用される

ようになった。

ドイツ領ニューギニア各地に居住した華人

はプランテーション労働者から，大工，造船

工，機械工，仕立業等に従事する熟練労働者

や，小規模な商店の経営者，植民地行政の職

員，プランテーションの経営者等の多様な職

業につくようになった。これ以降，ドイツ領

ニューギニアにおける華人は，契約期間が終

了すると中国へ帰国するプランテーション労

働者という一時滞在者的集団から，ドイツ領

ニューギニアの諸都市に定着的なコミュニテ

ィを形成し生活するという定住者的性格を持

つ民族集団へと変化して行った。

ラバウルを中心とするドイツ領ニューギニ

アに定着的な華人コミュニティが形成された

ことと比較し，ポートモレスビーを中心とす

るニューギニア島南岸の華人コミュニティの

形成は遅れた。イギリス領ニューギニアは

1905年にオーストラリアに引き継がれ，オー

ストラリア領パプアとなっていたが，オース

トラリアは植民地経営に華人を積極的に導入

することはなかった。そのため1930年代にな

るまで，オーストラリア領パプアの首都であ

るポートモレスビーには華人コミュニティが

形成されなかった。

このように，ドイツ領ニューギニアにおけ

る華人は，契約労働者から自由移民へ，プラ

ンテーション労働者から商工業従事者へ，ま

たその社会は契約期間が終ると故郷へと戻っ

て行く短期出稼ぎ者の集団から植民地内部で

自営の仕事に従事する比較的長期にわたって

存続する移民コミュニティへ，といったかた

ちで変化して行った。ドイツの植民地政策下

での華人の移入とコミュニティの形成は，パ

プアニューギニアにおける華人社会の濫觴と

なった。

� �������������	����

�����������������

ドイツ領ニューギニア内部の華人社会に変

化をもたらしたのが，第一次世界大戦と，そ

れに続くオーストラリアによるドイツ領ニ

ューギニアの植民地統治である。その結果，

華人に対する植民地政府の対応も変化した。

ドイツ領ニューギニアにおける華人が，ドイ

ツの植民地政策から影響を受けたのと同様，

オーストラリア統治下におけるニューギニア

への華人の移入とコミュニティも，オースト

ラリアの植民地政策の影響を受け，変容する

こととなった。

1914年に第一次世界大戦が勃発するととも

に，ドイツとオーストラリアも交戦状態とな

った。ドイツ領ニューギニアはオーストラリ



�� 華人男性と現地住民の女性との間に生まれた子供は，華人社会の中で華人として育てられるのが
普通であり，中国や香港に送られて教育を受けるものも存在した。そうした混血の華人の男女は，
成長すると華人を配偶者とすることが多く，華人社会の中で生活を続けていった。華人と現地女
性との婚姻とそれによる混血者の存在は，華人のニューギニア人社会への同化にはつながらなか
った。
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アによって接収され，オーストラリア軍によ

る軍政が布かれた。その後，1920年から旧ド

イツ領ニューギニアにあたる地域は，国際連

盟の委任統治領として，オーストラリアの統

治下に置かれることとなった。ドイツ領ニ

ューギニアとオーストラリア領パプアとして，

別々に統治されてきた地域がオーストラリア

の統治下に入ることにより，現在のパプアニ

ューギニアにあたる地域の基礎ができた。

オーストラリアの統治はドイツと異なり，

ニューギニアへの華人の流入を制限するもの

であった。1901年，オーストラリアは連邦国

家となり，同時にオーストラリアへの非ヨー

ロッパ人の流入を規制する「移住制限法」を

制定した。オーストラリアの移住制限法は，

移民に対し，ヨーロッパのいずれかの言語で

書き取りテスト（��������	）を行い，合格で

きない場合には入国を拒否するというもので

あった。これ以降，いわゆる白豪主義と呼ば

れる政策が施行されることとなった。非ヨー

ロッパ人の移民に対する制限は，オーストラ

リア国内のみならず，委任統治領であるニ

ューギニアでも施行され，華人の流入は制限

された（
��� 1971� �74 
����� 1971� �63）。

ニューギニアに移住するものはオーストラリ

アと同じく書き取りテストを受けねばならず，

テストに合格しなかったものは移住を拒否さ

れた。

ただし移住ではなく，一時的にニューギニ

アに入国することは認められていた。海外か

らの商人，現地の商人のアシスタント，配偶

者，教師，学生，旅行者，宣教師といった人

々に対しては，書き取りテストを免除する証

明書が交付された。これにより華人はニュー

ギニアに３年間，一時的に滞在することが許

可され，その後もさらに３年間の延長が許可

された。オーストラリア統治下ではこの形態

でニューギニアに移入した華人が存在した

（������ 1996� �78）。1922年１月以前からニ

ューギニアに居住する華人は，ニューギニア

に永住することが出来たが，それ以降ニュー

ギニアに来た華人は，特定の期間のみ居住が

許可される一時的居住者として扱われた。例

外は，永住を許可された者の配偶者と子供で

あり，そうした人々は自由にニューギニアに

出入りすることができた。だが1922年以降ニ

ューギニアに来た華人の配偶者は，結婚後10

年以上経っていなければニューギニアに来る

ことを許可されなかった（������ 1996� �79）。

植民地政府は配偶者の呼び寄せが華人人口の

増加につながることを怖れ，華人女性や子供

の呼び寄せを制限していたのである（�����	

1982� �170）。男女の不均衡な比率のため，

単身でニューギニアに来た華人男性の中には，

現地住民の女性と結婚するものも多かった��。

オーストラリアはまた，ニューギニアにお

ける非ヨーロッパ人とオーストラリア人との

社会関係も制限した。当時，ラバウルの映画

館では，白人，「黄色人種」（日本人，華人，

マレー人），現地住民ごとに入場料金が異な

っていた。病院や船舶内部でも，それぞれの

「人種」ごとに使用できる場所が別々に決め

られ，相互に隔離されていた。また，華人は

自分たちの墓地にするための場所を選択する

ことはできなかった（������ 1996� �75）。ド

イツ領時代から，ラバウルやラエの華人はチ

ャイナタウン内に居住していたが，オースト

ラリア統治下でも，華人の居住地域は制限さ

れ，チャイナタウン内部に居住し続けること

を求められた。オーストラリアの統治下で，

華人はオーストラリア人と現地住民との間の

仲介者や，「第二級市民」としての位置を割



�� パプアニューギニアに居住する華人の間では，1930年代はじめに香港からラバウルを経由してポー
トモレスビーに来た男性がパプア地域に初めて移入した華人として記憶されている。しかしこれ
以降もパプア側に居住する華人は少数であり，ニューギニア側に匹敵するようなコミュニティが
形成されるのは1960年代になってからであった。

�� 吉原（1987）は同郷団体を「同一地域に出身地あるいは籍貫（父祖の地）を持つ人々によって構
成される団体」，宗親団体を「父系出自原理に基く伝統的な親族組織としての宗族（リニージ）を
擬制した組織」と定義している。本稿が述べる同郷会館や宗親会はそれぞれ吉原の述べる同郷団
体，宗親団体に当るものである。

�� ただしこれら各種の会館の中には，第２次世界大戦終了時にすでに活動を停止していたものが存
在し（�� 1982� ��	69-70），現在ではほぼすべてが消滅している。その理由としては，太平洋戦争
とそれに続く日本軍の占領で活動が停止し，そのままになったものや，パプアニューギニアの独
立以降，オーストラリアに移住する華人が増え，成員が減少し，活動が行われなくなったため，
また1994年にラバウルに隣接する火山が噴火し会屋が破壊されたため，といったことを挙げるこ
とができる。
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り当てられていたのである（
���� 1982� �	

29� �	171）。

オーストラリアの統治下での，華人の活動

への制限は，ラバウルをはじめとした都市内

部の生活だけに留まらなかった。その一つが，

オーストラリア領域内部における華人の移動

の制限である。華人の活動はニューギニア側

のみに限られており，パプア側，特にポート

モレスビーへの移入や，オーストラリアへの

渡航は制限されていた。ドイツとオーストラ

リアによる植民地政策の違いにより，ニュー

ギニア地域には19世紀末から華人コミュニテ

ィが存在し，パプア地域では存在しなかった

という地域的な相違は，パプアおよびニュー

ギニアの全域がオーストラリアの統治下に置

かれてからもさほど変化しなかった��。中国

や香港からパプア地域に移入する華人はほと

んどおらず，ニューギニア地域に居住してい

た華人がパプア地域に移住することは制限さ

れていたため，ドイツ領植民地とオーストラ

リア領植民地に分かれていた時代の華人の居

住パターンは，その後もそのまま維持された。

こうした居住パターンは1950年代まで変化し

なかった（�� 1977� �	87）。

このようにニューギニア地域における華人

の移入や社会活動はオーストラリアによる植

民地政策により制限を受けていたが，それと

同時に，ニューギニアにおける華人コミュニ

ティはこの時期も発達していった。その一つ

が，華人による同郷会館や宗親会��といった

伝統的な結社の設立である。ラバウルでは

オーストラリアによる統治期にいくつかの地

縁や血縁，方言や業縁に基く伝統的な結社が

形成された。その中でも同郷会館としては台

山会館，岡山会館，瓊州会館，廣益会館が，

宗親会としては教倫堂，周家祠，永遠堂とい

った会館が形成された。また方言を紐帯とし

た会館としては，客家による忠義和が設立さ

れ，業縁に基くものとしては瓊華閣，和議堂，

永和館，同義和，華益会館といった会館が設

立された（�� 1982� ��	69-70）��。

これらの伝統的な結社以外にニューギニア

の華人コミュニティ内部で設立された団体と

しては，国民党の支部がある。1920年に国民

党分部がラバウル，ココポ，ケビエン，マダ

ンに設立され，ラバウル国民党分部はラバウ

ル支部と改名されて1924年に正式に設立し，

専用のホールも建設された（�� 1982� �	117	

劉 2000� �	89）。この組織は華人コミュニテ

ィの全体としてのまとまりとアイデンティテ

ィを表すものであった。国民党のメンバーは，

次に述べる華人学校の教師とともに，ニュー

ギニアの華人コミュニティにおける中国ナシ

ョナリズムの促進と，中国文化の維持を担っ

ていた。1930年代にはニューギニアに居住す

る華人の５分の１が国民党に参加していたと

される。（�� 1982� �	71）。上述の諸会館は，

地縁や血縁といった，いわば華人社会内部の

多様性に基く組織であるが，国民党は政治組

織であるとともに，ニューギニアの華人社会
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全体を対象とする組織であるという特徴を持

っていた。また，国民党は居住地であるニュー

ギニアにおける華人の生活を扶助する機能を

持っていたが，それと同時に，中国本土のナ

ショナリズムと連動した性格を持っていたこ

とを指摘できる。

こうした伝統的，政治的な組織とともに，

学校もこの時期，華人によって設立されてい

た。初期には華人は寺廟を建設し，その中で

子供たちの教育を自分たちで行っていたが，

後にはキリスト教伝道団からの援助を受けた

学校を設立した。ラバウルには二つの華人学

校があった。一つは国民党によって1922年に

設立され，後にメソジスト系伝道団からの援

助を受けた華僑学校（�������� ��	
���

����）であり，もう一つはカトリック系伝

道団からの援助を受けて1924年に設立された，

養正学校（��� ��������� ��
� ��	
� ����）

である。これらの学校では英語や数学といっ

た教科の他に中国語も教えられていた。その

ためオーストラリア人教師とともに，中国人

教師も所属しており，その中には中国で教育

を受けた教師もいた（��
��� 1978 � ��

1982� ��118）。同様の華人の学校は，第２次

世界大戦以前にマダンやケビエンにも設立さ

れていた。

華人の学校が伝道団によって支援されてい

るところからも伺えるように，オーストラリ

ア統治下の華人はキリスト教を信仰する者が

増加していた。ニューギニアに移住した華人

は，初期には中国の宗教を信仰するものもお

り，寺廟も建設された。だが次第にカトリッ

クやメソジストといった，ニューギニア地域

で布教活動を行っていた伝道団の下で，キリ

スト教に改宗するものが増加した。ラバウル

の華人コミュニティではカトリックの信者と

メソジストの信者が相互に対立するというこ

ともあった。キリスト教に改宗することによ

り，華人はニューギニアで布教活動を行なっ

ている伝道団からの保護を受けることが可能

になったのである（�� 1982� ��72）。

伝道団によって援助された学校で華人の子

供たちは教育を受けていたが，ニューギニア

では初等教育しか受けることができなかった。

より高い教育を求める華人は，子供たちを香

港や広州，上海といった中国の都市に送り，

そこで教育を受けさせた。こうした華人の子

供たちは，学校で中国語や数学，科学といっ

た教科を学ぶ以外にも，書や詩，武術，道教，

伝統芸能等に関する知識も得た。こうした中

国で教育を受けた華人はニューギニアに帰っ

てからも，華人社会における「中国文化」の

保持者となった。

また子供の教育以外にも，華人と中国との

関係は存在していた。中国における地縁や血

縁を紐帯とした同郷会館や宗親会がオースト

ラリア統治下で設立されたことは前述したが，

こうした地縁・血縁関係は，華人がニューギ

ニアへ移入する際にも重要性を持っていた。

オーストラリア統治下のニューギニアでは，

新来の華人は，すでに移住していた親族や同

郷者を頼って移入し，また先行してニューギ

ニアで居住していた華人も，中国本土の配偶

者や子供，キョウダイを呼び寄せた。また同

郷者や親族を呼び寄せる以外にも，ニューギ

ニアから中国への送金も行なわれていた。

オーストラリアによって華人の移入が制限

されていたにもかかわらず，この時期もニ

ューギニアに来る華人は消滅することはなか

った。オーストラリア統治下のニューギニア

で，華人はそのコミュニティを拡大させてい

った。太平洋戦争が始まるまでに，ニューギ

ニアに居住する華人の人口は2000人を超えて

いた（�� 1982� ��167）。

ドイツ領ニューギニアにおける華人の流入

および定住はパプアニューギニアにおける華

人社会の発端となったが，オーストラリア統

治下における華人の生活は，コミュニティの

規模を次第に拡大させるとともに，定着的な

性格を増大させるという性格を持っていた。

この時期，オーストラリアによってニューギ

ニアへの移入や社会的な活動が制限されてい



�� 本章の内容は（市川 2001）に基いている。
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たにもかかわらず，華人はニューギニアとい

う居住地の条件に適応するかたちで生活し，

コミュニティを発展させて行ったのである。

その意味で，オーストラリア統治下のニュー

ギニアの華人社会は，帰国を前提とし，短期

間のみ滞在する集団から，現地生まれの世代

も存在する，比較的長期間にわたり居住する

ことを前提としたコミュニティへと変化して

行ったのである。

だが同時に，この時期のニューギニアの華

人社会は，依然として中国と様々な関係を保

持し続けていたことも考慮しなければならな

い。ニューギニアに学校を設立し，子供に初

等教育を受けさせる一方で，高等教育は香港

や中国で受けさせたといったところにも，中

国との関係を維持し続けたということを見て

取れる。またこの時期の華人も，中国への帰

国を完全に放棄し，ニューギニアでの永住を

志向していたかどうかは疑問が残る。むしろ，

ニューギニアで定着的なコミュニティを形成

させながらも，依然として出身地である中国

との絆を維持し続けたといえるだろう。この

ように，オーストラリア統治下のニューギニ

ア華人社会は，中国出身者の移民社会という

性格を強く持ちつつも，現地で出生する者が

次第に増加し，定住的な特徴を強くして行っ

たのである。

� ��������������������

���������

オーストラリア統治下のニューギニアにお

ける華人社会に多大な影響を与えたのが，太

平洋戦争と，それに続くニューギニアの一部

の地域における日本軍の占領であった。日本

軍は1942年１月，ラバウルのオーストラリア

守備隊と交戦し，これに打ち勝つと，続けて

ニューギニア島北部の各地で戦闘を行ない，

その一部を占領下に置いた。戦時中に日本軍

が占領した地域は，偶然にも華人コミュニテ

ィが存在する地域とほぼ一致していた。ニ

ューギニアにおける日本軍政は1942年１月か

ら1945年８月までという比較的短い期間であ

ったが，ニューギニアに居住する華人には多

大な影響を与えた出来事であった。

日本軍の攻撃が近づくにつれ，オーストラ

リアはニューギニアに居住していた自国民を

保護するために脱出させていた。だが外国籍

者である華人に対しては一貫した対応を採ら

なかった。ニューギニア本島に居住していた

華人の中には，戦時中オーストラリアへと避

難した者も存在したが，ニューブリテン島や

ニューアイルランド島に居住していた華人は

保護の対象とならず，オーストラリアへの脱

出も行われなかった。東南アジアでの日本軍

による華人の虐殺を知っていた華人は，都市

を離れ，プランテーションや教会，現地住民

の村落へと避難していた。日本軍はラバウル

やケビエンといった都市を占領すると，各地

に散らばり避難していた華人を都市に集め，

管理下に置いた。日本軍はラバウルの国民党

支部の秘書を処刑し，華人に対して汪兆銘政

府の支持を求めたとのことである。

戦況が悪化すると，華人はプランテーショ

ンの中の強制キャンプに収容され，そこで日

本軍の監視下に置かれて生活することとなっ

た。華人は日本軍の統治下で様々な強制労働

に従事することとなった。戦争中，華人は物

資の欠乏に苦しめられた。日本軍の占領によ

り，ニューギニア地域はオーストラリアや中

国といった他の国々との関係が停止し，これ

らの国々からの物資の輸入も行われなくなっ

た。日本からの物資も次第にニューギニアに

は届かなくなり，日本軍は現地での自活を目

指すようになった。日本軍の占領下に置かれ

た華人も，自分たちで食料の自給を行わざる

を得なくなった。

1942年以前から，日本軍は中国大陸で交戦
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状態にあったため，中国に居住していた華人

の中には戦乱を避け，親族や同郷者を頼って

ニューギニアに渡航していた者が存在した。

そうした人々は，戦争を理由にニューギニア

への滞在の延長を求めていた。だがこの時期

に中国からニューギニアへと渡航した人々も，

日本軍による占領により中国へと帰る道が閉

ざされ，ニューギニアに留め置かれることと

なった。華人は日本軍の統治下で外部との連

絡をとる手段を失った。日本軍占領下ではニ

ューギニアに居住する華人と中国との連絡も

存在せず，新規の移民も到来しなかった。太

平洋戦争は，ニューギニアの華人社会と中国

との関係を一時断絶させることとなった。太

平洋戦争とそれに続く日本軍によるニューギ

ニアの一部の地域の占領は，ニューギニアの

華人社会をそれまでとは異なった状態に置く

こととなったのである。

� ����������������������

��

戦争中に日本軍によってその一部が占領さ

れていたニューギニア地域は，戦後，国連信

託統治領として再びオーストラリアの統治下

に戻った。日本軍によって各地のキャンプに

強制的に収容されていた華人たちも，戦争の

終了とともに，ラバウルやココポ，ケビエン

といったかつての居住地へと戻っていった。

戦争中の空襲や戦闘により，ラバウルやラエ，

マダン，ウェワクといった都市に存在した華

人の家屋や店舗もことごとく破壊された。華

人は戦前から築き上げてきたものを失ってし

まった。

戦後，オーストラリア政府はパプアおよび

ニューギニア地域における戦争被害に対する

補償金を準備し，これらの地域の復興に充て

ることを計画した。ニューギニアの華人もこ

のオーストラリアからの補償金を受けること

が出来た。オーストラリアからの補償により，

華人はかつてのように，ラバウルやココポ，

ケビエンといった都市で住居や店舗を新たに

建てなおし，経済活動を復活させていった。

また戦後もラバウルをはじめとしたニューギ

ニア地域にはオーストラリア軍が駐留し，華

人はそうしたオーストラリア軍のための仕事

に従事することもあった。

かつての居住地で生活基盤や経済活動を復

興させていく一方で，戦後のニューギニアの

華人社会はそのコミュニティの特徴を変化さ

せていった。最も大きな変化としては，華人

のオーストラリア国籍の取得を挙げることが

できる。戦争中，外国籍のためにオーストラ

リア政府の保護を受けられなかった華人は，

戦後になりオーストラリア国籍の取得を望む

ようになった（������� 1989� �	100）。太平洋

戦争以前に一時滞在者の資格でニューギニア

に滞在していた者は，日本軍の占領によって

中国に帰ることができず，長期間ニューギニ

アに居住せざるを得なくなった。また第２次

世界大戦が終了してからも，中国大陸では国

共内戦とそれによる混乱が続いていた。1949

年以降は中華人民共和国が成立し，オースト

ラリア領ニューギニアから中国へと帰ること

は困難であった。こうした要因により，戦後

も華人はニューギニアに住み続けていた。

1950年代になり，戦前からニューギニアに居

住してきたこれらの華人は，太平洋戦争以来

の長期間にわたる滞在は永住する権利になる

と主張するようになった（
����� 1996� �	83）。

1950年代の後半からオーストラリア政府の

ニューギニアに居住する華人に対する態度も

変化した。これにはオーストラリア国内にお

ける，白豪政策の見なおしと，それに伴うオー

ストラリア国籍の取得に関する制限の緩和が

影響を与えていた。また1950年代にはインド

ネシアがニューギニア島の西半分の旧オラン

ダ領を自国の領土として主張していた。オー

ストラリア政府はインドネシアによるパプア

およびニューギニアへの介入を恐れており，

華人のオーストラリアに対する忠誠心を喚起

する必要も存在していた（����� 1997� �	323）。



�� ポートモレスビーの周辺はもともと現地住民の数も少なく，人口的にも経済的にもニューギニア
の中では周辺的な地域であったが，この地に行政の中心地が置かれることによって都市化が進み，
パプアニューギニア各地から移入する人々が増加した。しかしポートモレスビーの周辺はもとも
と食料の生産が不充分であるため，その多くをオーストラリアからの輸入に頼らざるを得なかっ
た（������ � ������ 1979	 
�23）。そのためポートモレスビー在住者は基本的に商店で食物を購入
する必要があった。1960年代の華人のポートモレスビーへの移入と商店の経営は，こうしたポー
トモレスビーの地理的な特徴に適合したのだと思われる。これは華人に限らず，パプアニューギ
ニア人の企業家にも当てはまる状況である。塩田は食糧自給が困難であるというポートモレスビー
の社会的状況に適合するかたちでビジネスを発展させたパプアニューギニア高地出身者の事例を
報告している（塩田 2000	 
�112）。

�� パプア地域では1947年にはヨーロッパ人や現地住民との混血者を含め，31人の華人が居住してい
たが，1966年には300人の華人が居住するようになった（������ 1972	 
�171）。
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こうした様々な要因により，1950年代後半

からオーストラリア政府はパプアおよびニ

ューギニアに居住する華人がオーストラリア

国籍を取得することを認めるようになった。

これを受け，それまで外国籍者としてニュー

ギニアに居住し，戦後はオーストラリア保護

民（���������� ��������� ������）という不

安定な立場でニューギニアに居住してきた華

人たちの多くが，この時期にオーストラリア

国籍を取得した。それまで華人はオーストラ

リア植民地に居住する外国籍者という立場に

あったが，オーストラリア国籍取得以降は戦

前から続いてきた各種の制限から解放される

こととなった。このことは，ニューギニア地

域における華人社会に多大な影響を与えたこ

とを意味する。オーストラリア国籍取得によ

るニューギニア華人社会の変化はいくつか挙

げることができるが，もっとも大きな影響と

して本稿では特に以下の２点を指摘しておき

たい。

第１点目は，ニューギニアおよびパプア地

域における華人の活動範囲の拡大である。正

式にオーストラリア国籍者となった華人はニ

ューギニアおよびパプアの領域内を自由に移

動できるようになった（�� 1977	 

�87-88）。

それまで華人のパプア地域への移入は制限さ

れており，またニューギニア地域においても，

華人の居住地はチャイナタウンを中心とする

特定の地域に集中していた。だが正式にオー

ストラリア国籍を獲得した後には，華人は

オーストラリア領を自由に移動することが可

能になった。これにより，ニューギニア北岸

の諸都市に集中していた華人の中には，ニ

ューギニア側の他地域やパプア地域へと移動

して行くものが生じるようになった（����

2001	 
�128）。

オーストラリア国籍取得後の華人の国内移

動は，ニューギニア北岸各地に居住していた

華人の経済的な要求とも一致していたと思わ

れる。戦前からラバウルやケビエン，ラエと

いった都市では，華人が一定の地域に集住し

経済活動を行なっていた。だがそうした状況

下では同じ業種につく華人の数も多く，飽和

状態になっていた。これら古くから華人が居

住してきた地域では，更なる経済的な発展を

遂げる領域も限られていた。ニューギニア側

に居住していた華人はビジネスチャンスを求

めて，1960年代以降，パプアニューギニアの

ほかの地域へと進出していった。特にプラン

テーション開発をはじめとした経済的な変化

とともに現金経済が浸透していったニューギ

ニア高地や，オーストラリアによる植民地行

政の中心地であり人口も次第に増加していっ

たポートモレスビーへと移動する華人が増加

した��。オーストラリア国籍の取得による，

ニューギニアおよびパプア地域内部の移動の

自由化は，華人の経済活動の範囲を広げ，同

時に華人の居住地域の拡大ももたらしたので

ある��。

第２点目は，それまで制限されていたオー

ストラリアへの移住の自由化である。華人の

オーストラリア国籍の取得は，パプア地域と
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ニューギニア地域内部の華人の移動を引き起

こしただけではなく，パプアおよびニューギ

ニアからオーストラリアへの移動をも可能に

したのである。

オーストラリア国籍を取得する以前にも，

華人の中にはオーストラリアに渡航したり，

オーストラリアの学校で子供の教育を受けさ

せたりする者が少数ではあるが存在した。宗

主国であるオーストラリアがパプア地域及び

ニューギニア地域に与える影響は強く，ニ

ューギニアに居住してきた華人にとっても

オーストラリアとの関わりは少なくなかった

のである。また華人の中には第２次世界大戦

以前からキリスト教に改宗した者が多かった

ため，オーストラリア人宣教師と親しいもの

や，オーストラリアの伝道団と関係を持つ者

が存在した。キリスト教関係者を通して，オー

ストラリアとの関係を持つ華人も存在した。

しかしそうした華人とオーストラリアとの関

係は制限されたものであり，オーストラリア

に渡る華人の数も限られていた。

しかし正式にオーストラリア国籍を取得し

た華人には，オーストラリアへの訪問や移住

に対しての制限が課されなくなった。そのた

め1950年代後半以降，パプアおよびニューギ

ニアの各地に移動する華人が増えるのと同様，

オーストラリアに行く華人の数が増加するこ

ととなった。

1960年代以降のオーストラリアへの華人の

訪問の中でも，特に注目できるのが子供の教

育のためのものである。現在のパプアニュー

ギニア出身の華人で第２次世界大戦以前に高

等教育を受けた者の多くは，中国や香港に送

られて高等教育機関に進学したが，戦後に高

等教育を受けた華人は，オーストラリアの高

等学校，特に寄宿学校（�������� 	
����）に

進学したと語る者が多い。これらの華人の子

供は前述したように，パプアやニューギニア

で伝道団からの援助を受けた学校や，植民地

政府によって運営される学校で初等教育を受

け，その後オーストラリアに送られ，高等学

校に通っている。特にシドニーやブリスベン，

トゥウンバといったオーストラリア東部の学

校に進学する者が多かった。現在のパプアニ

ューギニア華人が，この時期にオーストラリ

アで子供の教育を受けさせた理由としてしば

しば挙げるのが，ニューギニアには高等教育

機関が存在しないことと，英語を学ばせるた

めにはニューギニアよりもオーストラリアで

教育を受ける必要があることである。第２次

世界大戦以降，ラバウルやポートモレスビー

に居住する華人の中には，オーストラリアの

企業や統治機関で働く者も存在し，オースト

ラリア人との関係も深めていた。また宗主国

であるオーストラリアで教育を受けることは，

オーストラリア植民地における華人の地位の

向上に繋がると考えられたのかもしれない。

こうしてオーストラリアの高等学校に進学し

た華人は，教育を終えるとパプアやニューギ

ニアに戻り，家族が所有する商店やプラン

テーションの経営といった仕事に参加するこ

とが一般的であった。

このようにして1950年代後半以降，華人は

パプアおよびニューギニア領域内での国内移

動と，パプアおよびニューギニアからオース

トラリアへという国際移動の二つを行うよう

になったのである。これは第２次世界大戦以

前の，中国からニューギニアへ，という移住

経路とは異なるものである。

オーストラリアを訪問する華人や，オース

トラリアで教育を受けた華人が増加すること

により，パプアおよびニューギニアの華人の

間では，次第に英語話者が増加していった。

ニューギニアの華人は広東語の四邑方言や客

家語を共通語として使用してきたが，戦後は

世代が下るにつれて英語を日常的に使用する

者が増え，華人同士の会話も英語でなされる

ことが多くなってきた。またオーストラリア

での生活経験は，華人のライフスタイルを次

第にオーストラリア人的なものへと変えてい



��� パプアニューギニアの華人は農暦の１月１日ではなく，グレゴリオ暦の１月１日に新年を祝って
いた。

��� こうした獅子舞や龍舞を行なうことで祝われる華人の新年は，パプアニューギニアの独立前後に
は無くなってしまった。その理由としては，次第にパプアニューギニアに居住する華人が減少し
ていったことや，独立以後，ポートモレスビーで新年を祝っていた際に，パプアニューギニア人
と華人の行列が衝突したこと，パプアニューギニア政府が爆竹の使用を禁じたこと，など複数の
理由が，現在パプアニューギニアに居住している華人によって挙げられている。ただし現在のパ
プアニューギニアでも，クラブ組織や華人商店の敷地内といった場では，獅子舞や龍舞が練習さ
れ，披露されている。
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った。この傾向は，世代が下るにつれて顕著

になっていった。

このようにして，オーストラリア国籍の取

得以降，華人はニューギニア島北岸やビスマ

ルク諸島以外のパプアおよびニューギニアの

各地，さらにはオーストラリアにも居住する

ようになり，華人のコミュニティも各地に存

在するようになった。ポートモレスビーでは

1960年代中頃に，華人のクラブ組織であるキ

ャセイ・クラブが結成された。キャセイ・ク

ラブはポートモレスビーに在住する華人がコ

ミュニティ活動を行う場となった。当時，ラ

バウルをはじめとするニューギニア地域から

ポートモレスビーに来た華人は，ボロコや

イーストボロコといった地域で商店を始める

ようになった。また，ラバウルでは華人によ

り，新年���には獅子舞や龍舞が行なわれてい

たが，ポートモレスビーでも同じように華人

によって獅子舞や龍舞によって新年が祝わる

ようになった���。

このような，華人の国内移動と国外移動に

よってもたらされた活動領域の拡大とは逆に，

第２次世界大戦後は華人と中国大陸との関係

は次第に疎遠になっていった。第２次世界大

戦後も中国大陸では国共内戦が続き，政治

的・社会的な混乱が続いていた。また1949年

に中華人民共和国が成立すると，ニューギニ

アの華人は中国に居住する親族を訪問するこ

とが困難になった。ラバウルをはじめとする

ニューギニアの都市に支部を置いていた国民

党と，中国共産党とは対立関係にあった。華

人は香港を通じて中国大陸との関係を保って

おり，それ以外にはシンガポールをはじめと

する東南アジアに居住する華人と貿易等を通

じて関係を持つこともあった（�� 1977� ��91）。

しかし戦前のように中国大陸から直接，親族

や同郷者をニューギニアに呼び寄せるという

ことは困難になった。香港からの華人の移入

は戦後もあったが，広東省の僑郷との関係は，

第２次世界大戦後は疎遠になっていった。香

港や中国大陸からの物資の輸入といった経済

活動は存在していたが（�� 1998� ��211），戦

前のように子供を中国に送って高等教育を受

けさせ，それによって移民社会における「伝

統的」な中国文化を維持するといったことは

行なわれなくなった。オーストラリアへの訪

問や教育，生活経験者の増加や英語の使用等

は，パプアおよびニューギニアの華人が保持

してきた「伝統的」な中国文化を次第に衰退

させ，代わってオーストラリアを志向した行

動や生活様式を採るという状況をもたらした。

オーストラリア政府が1971年に中華人民共和

国を中国の正式な政府と認めるようになると，

ラバウルの国民党支部の活動も停止した。

このようにして，華人は次第にオーストラ

リアとの関係を深め，その一方でポートモレ

スビーをはじめとするパプアおよびニューギ

ニアの各地に居住地を拡散させていったが，

華人は現地社会の中に拡散し，同化してゆく

ということはなかった。パプアおよびニュー

ギニアの華人は，現地社会やオーストラリア

からの影響を受け，次第に文化を変容させた

が，その一方で華人という民族的なカテゴ

リーを消滅させることはなく，自己のコミュ



��� パプアニューギニアの華人がパプアニューギニア人の在地社会と同化しなかった理由はいくつか
考えられるが，主なものとして以下の二点を挙げることができる。第一点目は，華人は主に都市
に居住していたが，パプアニューギニアの在地社会は都市を形成することはなく，華人が居住し
ていた都市もヨーロッパ人が植民地化の過程で形成したものであった。そのため都市に居住する
現地住民の数もそれほど多くはなく，都市における華人と現地住民との社会的な接触も限られて
いたということである。第２点目は，華人と現地住民の女性との間に生まれた子供も華人社会の
中で華人として育てられ，現地住民社会の中で育てられることはあまりなかったということであ
る。

��� パプアニューギニアの首相を２回経験したジュリアス・チャン（�����	 
��）や，下院議員に選
出されたペリー・クワン（����� ���）は，積極的にパプアニューギニアの政治に関わった例外
的な華人である。
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ニティを維持しつづけたのである（�� 1982�

���158-159）���。

このパプアおよびニューギニアで，文化変

容を遂げながらも，定着的な性格を持つよう

になった華人のコミュニティに影響を与えた

のが，1975年のパプアニューギニアの独立で

ある。

パプアニューギニアの独立に到る過程は，

第２次世界大戦後の，欧米の植民地が国民国

家として続々と独立してゆく気運の中で起こ

ったものであった。もともとパプアニューギ

ニアでは独立の気運が高かったわけではなく，

独立はオーストラリアの指導のもとで進めら

れた。1964年にはパプアニューギニア地域で

普通選挙が実施された。さらに1973年には自

治政府の初代首相が選出され，1975年にはパ

プアニューギニアが正式に独立した。

この時期，それまでオーストラリア植民地

の中の外国籍者として，後にはオーストラリ

ア国籍者として生活していた華人は，パプア

ニューギニアの独立という政治的な変化に直

面することとなった。パプアニューギニアの

独立に対し，華人は一部の者を除いて，積極

的に政治に関わることはなかった���。パプア

ニューギニア人の政治家と接触し，資金的に

援助する華人も存在するが（����	� 1989�

��106），大部分の華人は，自ら政治の場に参

加しようとはしなかった。

また華人は新たな独立国における外国籍者

という自己の社会的立場について不安感を持

つようになった。この時期の華人にとっての

外国籍者という自己の立場は，パプアニュー

ギニアにおける中国国籍者ではなく，オース

トラリア国籍者であるという点に注意する必

要がある。パプアニューギニア政府は自国内

の華人が自動的にパプアニューギニア国籍を

取得することを認めず，華人はパプアニュー

ギニア国内における土地に関する権利や店舗

のライセンス取得等の分野で制限を受けるこ

ととなった（����	� 1989� ��101）。

またこの当時，インドネシアでの華人の迫

害をはじめとする，新たに独立した他の国々

で見られたエスニック・マイノリティへの抑

圧も，パプアニューギニアに居住する華人に

不安感を与えることとなった。すでにオース

トラリア国籍を取得した者が大多数であった

華人は，外国籍のままパプアニューギニアで

生活するか，帰化を申請してパプアニューギ

ニア国民になるかの選択を迫られることとな

った（����	� 1989� ���101-102）。華人の中

の何人かは，パプアニューギニアの国籍を申

請し，パプアニューギニアでの生活を継続す

ることを選択した。だが多くの華人はオース

トラリア国籍を放棄することはなかった。こ

のため，1970年代になりパプアニューギニア

が独立に向うにつれ，パプアニューギニアを

はなれ，オーストラリアへと移住する華人が

増加することとなった。ラバウルやラエのチ

ャイナタウンやポートモレスビーでは，オー

ストラリアへと移住する華人が増加すること

により，次第に華人の人口が減少し，華人コ

ミュニティの規模も縮小してゆくこととなっ

た。

第２次世界大戦後のパプアニューギニアに



��� 現在のパプアニューギニアに居住する華人の人口に関する統計資料は存在しない。センサスに記
載されている外国籍者の数から華人の人口を推計した �����	（1997）は，現在のパプアニューギニ
アに居住する華人はおよそ1500人であると述べる。しかし �����	自身も述べるように，現在のパ
プアニューギニアには非合法に入国・滞在する華人も存在し，また一時的に滞在するだけの短期
滞在者も多いため，センサスでもパプアニューギニアに滞在している華人の正確な数は把握でき
ないと思われる。マレーシア大使館職員の話では，大使館でもパプアニューギニアに存在するマ
レーシア人の正確な総数を把握していないが，およそ5000人のマレーシア人が存在し，そのほと
んどが華人であるとのことだった。中華人民共和国の出身者もマレーシア華人とほぼ同数存在す
るとパプアニューギニア在住の華人は認識している。そのため筆者は現在のパプアニューギニア
にはおよそ10,000人程度の華人が存在しているのではないかと推測している（市川 2002）。
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おける華人社会は，華人のオーストラリア国

籍の取得により，それまでとは異なる性格を

獲得した。第２次世界大戦以前には，宗主国

であるオーストラリアの白豪政策の影響を受

け，華人のニューギニアにおける社会活動は

制限されていたが，オーストラリア国籍の取

得後は新たな形態の移動が執り行われるよう

になった。前述したように，この時期には華

人によるパプアニューギニア域内の移動と，

パプアニューギニアからオーストラリアへの

移動の二つが行なわれた。その意味で，戦後

の華人はパプアおよびニューギニアにおける

社会的な活動範囲を拡大しえたといえよう。

だがパプアニューギニアの独立に向けた動き

は，華人のオーストラリアへの移出を増加さ

せ，華人人口の減少という変化を引き起こす

こととなった。華人のオーストラリア国籍の

取得とパプアニューギニアの独立は，パプア

ニューギニアに数世代にわたり居住し，定着

的なコミュニティを形成し続けてきた華人が，

再び移住する契機となったのである。

� ��������������������

��

パプアニューギニアの独立以降も，植民地

時代から居住してきた華人のオーストラリア

への移住傾向は変わらなかった（
� 1989�

�213）。それまで，オーストラリアの高等学

校に進学していた子供は，教育が終わるとパ

プアニューギニアに戻り，家族の仕事に参加

することが多かったが，パプアニューギニア

の独立以降は，教育を終えた後もオーストラ

リアに留まり，オーストラリアで仕事につき，

生活し続けることが一般的になった。またパ

プアニューギニアで経済活動に従事していた

華人も，オーストラリアで不動産を購入し，

自己の移住に備えるようになって行った。一

旦オーストラリアに移住し，その後再びパプ

アニューギニアへと戻り，経済活動を開始す

る華人も存在するが，そうした者は全体の中

では少数派に属していた。1970年代から始ま

ったこの華人の移出傾向は，パプアニューギ

ニアの独立後も存在し，現在でも継続してい

る。

植民地時代からパプアニューギニアに居住

してきた華人の人口が減少し続ける一方で，

独立以後のパプアニューギニアの華人社会で

は新たな変化が生じることとなった。それが，

新たな華人のパプアニューギニアへの流入で

ある���。

パプアニューギニアへの新たな華人の流入

は，パプアニューギニアの独立以後，特に

1980年代になってから増加した。この傾向は

時代とともに変化しながらも現在まで続いて

いる。パプアニューギニア独立以後に移入し

てきた華人の中には，中国以外の国家や地域

の出身者が存在する。そのため，新たにパプ

アニューギニアへと移入する華人たちは，必

ずしも相互に共通する特徴を持っているわけ

ではない。またパプアニューギニアへの移入

の経緯や，移入後の生活様式も一様ではない。

ただし植民地時代から居住してきた華人と，

これらの独立以後パプアニューギニアへと移

入してきた華人では，以下に述べるようにそ

の性格に大きな違いが見られる。そのため本



��� パプアニューギニアは独立以降，近隣のメラネシア諸国を含むオセアニア地域との関係以外にも，
東南アジアや東アジアといったアジア太平洋地域の国々との関係を重視してきた。特に1993年に
は当時首相であったウインティが，パプアニューギニアの北方に位置するアジア地域との関係の
必要性を強調した，「ルック・ノース政策」を提唱した（小柏 1995）。
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稿では両者を区別するために，前者を「華人

オールドカマー」，後者を「華人ニューカマー」

と便宜的に呼ぶこととする。

華人ニューカマーとオールドカマーとの顕

著な違いは，その出身地である。近年のパプ

アニューギニアに移入する華人ニューカマー

は，中国出身者だけではなく，マレーシア，

シンガポール，インドネシア，フィリピン，

香港，台湾，中華人民共和国等の，東・東南

アジアの国々や地域を出身地とする人々であ

る（�����	 1997
 ���329-331）。また華人オー

ルドカマーの祖籍地が広東省の四邑地域や恵

陽地域といった，比較的限定された地域であ

ったのに対し，近年中国大陸から移入する人

々は，必ずしもこれらの地域出身者とは限ら

ず，広東省以外にも北京や上海，福建省，四

川省等，中国各地の出身者が存在している。

華人オールドカマー同士の共通語は広東語

の四邑方言や客家語，英語であり，特定の地

域出身者が中心であったため比較的均質な特

徴を持った集団を形成していた。だがニュー

カマーは必ずしも広東語を共通語とするとは

限らない状態にある。マレーシアやシンガ

ポールのような東南アジア出身の華人や香港

出身者の中には広東語を話す者が存在するが，

中華人民共和国出身者同士の共通語は標準中

国語であり，その他の地域の華人の間でも標

準中国語を共通語とする場合が数多くある

（�����	 1997
 ��334）。このため，標準中国語

を解さないオールドカマーにとって，広東語

や客家語話者ではないニューカマーと意思疎

通をすることは必ずしも容易ではない。その

ためニューカマーとオールドカマーとが会話

をする際には英語が用いられる場合がある。

その他にもニューカマーがパプアニューギニ

アに移入してから広東語を新たに学ぶという

現象も見られる。またパプアニューギニア人

と会話をする際には英語やメラネシア・ピジ

ンを使用する必要があるため，華人ニューカ

マーの中にはパプアニューギニアに移入した

後に，英語やメラネシア・ピジンを新たに学

ぶ者も存在する。このようにして，複数の地

域出身の華人の流入は，パプアニューギニア

華人社会内部の言語状況を複雑化させること

となった。

ニューカマーのパプアニューギニアへの移

入の形態と要因も，植民地時代とは異なるよ

うになった。植民地時代にニューギニアへと

移入してきた華人は，先行する親族や同郷者

を頼った連鎖的な移民を行なっていたが，独

立以降流入するニューカマーはこれらオール

ドカマーとの血縁関係や地縁関係を持つわけ

ではなく，独自に移入するものがほとんどで

ある。近年の東・東南アジア諸国出身の華人

の多くは，企業の従業員としてパプアニュー

ギニアに到来している。後述するように，パ

プアニューギニアにおける天然資源の存在や

経済状態に応じ，パプアニューギニアに進出

し，活動を行なう外国企業が存在するが，そ

うした企業の中でも東南アジアの華人系企業

や中国企業では，従業員も華人が多い。パプ

アニューギニアでは労働集約的な産業は発達

しておらず，華人系の外国企業もそうした分

野には進出していない。パプアニューギニア

における華人系企業は小売業や卸売業，貿易

業といった分野に参入しており，また特に中

華人民共和国政府はパプアニューギニアに対

して各種の援助計画を執り行っているため，

華人ニューカマーの中にはこうした企業の労

働者や援助計画の従事者としてパプアニュー

ギニアに入国する者が存在する（�����	 1997


��330)���。またこのような企業の従業員とし

てパプアニューギニアに入国した華人は単身

者が多く，必ずしも家族を伴って移入するわ



��� パプアニューギニアへの華人の経済的な移入要因については別稿でも述べた（市川 2002）。
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けではないため，一定の期間が過ぎると，出

身国へと戻ってゆく，比較的短期間の滞在者

が増加した。その意味で，現在の華人ニュー

カマーはパプアニューギニアへの永住を目指

しているわけではなく，移住するためにパプ

アニューギニアに来たわけではないという状

況にある。

だがその一方で，企業の関係者としてパプ

アニューギニアに入国した華人の中には，そ

れまで属していた企業を辞めて，自分で独自

に経済活動を開始する者や，自己の親族や出

身地域の知人をパプアニューギニアに呼び寄

せる者も存在する。これはかつての華人が，

配偶者や親族を呼び寄せ，定住的なコミュニ

ティを連鎖移民的に形成していった過程に類

似した現象である。だが近年のニューカマー

が行なう知人や同郷者の呼び寄せは，必ずし

もパプアニューギニアへの定着的，永住的な

コミュニティを目指したものではなく，ビジ

ネス・パートナーや自己の企業の労働者とし

て呼び寄せるところに特徴がある。後述する

ように，現在のパプアニューギニアに移入す

る華人は必ずしも長期的にパプアニューギニ

アに居住するわけではなく，出身地へと帰国

したり，さらに別の国へと再移動するものが

存在する。そのため，こうした華人ニューカ

マーによる新たな華人の呼び寄せは，パプア

ニューギニアに在住する華人の数を増加させ

はするが，必ずしも定住者を増加させるわけ

ではなく，むしろ比較的長期間に渡って移住

先に居住する一時滞在者（���� 1996）が増

加するという傾向を生じさせた。

これらの華人や華人系企業がパプアニュー

ギニアへと移入する理由は幾つかある。その

もっとも主要なものと思われるのが，パプア

ニューギニアの経済的な特徴である���。

第一に挙げることが出来る特徴は，パプア

ニューギニアの通貨であるキナ（�	��）の交

換レートが，かつては高く設定されていたこ

とである。パプアニューギニアは独立から

1994年まで，自国の通貨と外貨との交換レー

トを高く設定していた（
�����  �� 2000�

�	��  ������ 1997）。そのため，パプアニ

ューギニアで経済活動を行なう華人は現地で

キナを獲得し，帰国後に自国通貨と交換する

ことにより，利益を得ることが可能であった。

現在パプアニューギニアに滞在する華人の多

くが，パプアニューギニアで経済活動を行な

う魅力として，このキナの交換レートの高さ

を挙げている。

第二の特徴としては，パプアニューギニア

の独立以降，それまで植民地行政や経済活動

に携わっていたオーストラリア人が，次第に

帰国してゆくことにより，政府機関の職員の

数が減少したことや，経済的なニッチに空白

が生じたことが挙げられる。それまでオース

トラリア人によって占められていた職業や経

済分野に生まれた人材不足を埋めるかたちで，

1980年代からフィリピン人をはじめとするア

ジア人がパプアニューギニアに流入するよう

になった（������� 1990� 1997� ��175）。現在

パプアニューギニアに移入する華人もそうし

た新たなアジア人移入者の一部に含まれる。

第三には，パプアニューギニアの天然資源

の存在とそれに依存した経済状態が，華人の

移入要因となっていることが挙げられる。パ

プアニューギニアの特徴としてしばしば指摘

されるのが，鉱物資源や森林資源といった，

豊富な天然資源の存在である。その中でも林

業の開発は積極的に行なわれており，外国企

業も参入して森林地帯で伐採を行なっている。

（�����	 1997� ������� 1997� ��100）。近年のパ

プアニューギニアへの華人の移入を特徴付け

る例として，この森林資源に携わるマレーシ

ア系企業のパプアニューギニアへの進出と，

それに伴うマレーシア華人の移入を挙げるこ

とが出来る。現在パプアニューギニアで活動

している �	������ �	���社や ����  �������



��� パプアニューギニアの都市部以外の地域で活動する華人としては，林業に従事するマレーシア華
人以外にも，海岸部でナマコ等の海産物の収集・売買に従事する華人が存在する（田和 1995）。

��� 現在のパプアニューギニアには自国民の経済活動を保護するために，外国籍者の参入を制限する
保留業（�����	�
 �������）が設定されている（�������� 1995）。そのため，こうした業種への参
入をする華人は，すでにパプアニューギニア人名義で登録をした企業や店舗の権利を買い取ると
いうことも行なわれている（市川 2002）。

��� パプアニューギニアに在住する多くの華人は，先ず華人オールドカマーがオーストラリアに移住
することにより生じた経済的な空白を1980年代から移入したマレーシア華人が引き継ぎ，さらに
マレーシア華人の帰国や再移動によって生じた空白を1990年代以降増加した中華人民共和国出身
者が引き継ぐようになってきたと説明する。それぞれの華人による移出と移入の時期の差と経済
的ニッチの引継ぎは，現在のパプアニューギニアにおける華人社会の内部構成の変遷を反映して
いるといえよう。
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社等のマレーシア系の林業企業は，もともと

マレーシアで操業を行なっていたが，乱伐等

による環境問題や，労働賃金の上昇といった

コストの高騰により，インドネシアやソロモ

ン諸島，パプアニューギニアといったマレー

シア以外の地域でも操業を行なうようになっ

た（原 1998� ��80）。特に1990年代になり，

マレーシアのサバ州とサラワク州で産出され

る材木の輸出量が減少し，その一方で主要な

木材輸入国である日本における需要には変化

がなかったため，木材の値段が高騰した。そ

のためこの時期に，木材の伐採と輸入を行な

うためにパプアニューギニアとソロモン諸島

で操業するマレーシアの林業企業が増加する

こととなった（������� 1997� ��110）。

こうしたパプアニューギニアへと移出する

マレーシア企業の従業員として，マレーシア

華人がパプアニューギニアへと移入すること

となった。植民地時代の華人の主な活動の場

はニューギニア地域，特にラバウルやケビエ

ンといった都市部であり，従事する経済活動

も，商工業やプランテーション労働者や管理

者であった。だが近年のマレーシア華人は都

市部のみならず，伐採を行なうために都市か

ら離れた地域でも活動し，居住するようにな

ってきている。従来の華人は主にビスマルク

諸島やニューギニア北岸の一部の都市周辺で

現地住民と商品の売買やコプラの買取等を通

じて接触してきた（���� ������ 1992� ��39�

�������� 1970� ��175� ��188� ���� 1974�

��111）ことと比較し，これらのマレーシア

華人は，それほど都市化が進んでいない遠隔

地に居住する現地住民とも接触することにな

った（���
 1995）。林業に従事する華人の

存在は，それまでのパプアニューギニア華人

社会とは異なる現地住民との接触のパターン

をもたらしたといえるだろう���。

こうした林業に従事するマレーシア華人の

ように，もともと華人系企業の従業員として

パプアニューギニアに流入した華人の中には，

前述したようにパプアニューギニアに来てか

ら，所属していた企業を辞めて，自分自身で

経済活動を行なう者も存在するようになった。

これら華人ニューカマーがパプアニューギニ

アで従事する分野は，小売業や卸売業，林業，

貿易業，漁業，機械・自動車修理といったも

のから，レストランや娯楽施設等，多岐にわ

たる。またこれらの華人ニューカマーの中に

は，それまでオールドカマーが所有していた

店舗や工場の権利を入手し，新たに経済活動

を開始する者が存在する���。それまでパプア

ニューギニア各地で経済活動を行なっていた

華人オールドカマーがオーストラリアへと移

住してゆくにつれ，経済的なニッチに空白が

存在するようになったために，そうしたニッ

チを引き継ぐかたちで華人ニューカマーが様

々な商業分野に参入するようになったのであ

る。またニューカマーの中でも，比較的早い

時期にパプアニューギニアへと移入し，その

後出身地へ戻ったり，オーストラリアやニ

ュージーランドといった第三国へと再移動し

た華人のビジネスを，後発移民が引き継ぐと

いう状況もある���。

以上述べたように，植民地時代から居住し



��� パプアニューギニアは独立以後，犯罪率が上昇し，急速に治安を悪化させた（�����	
� 1997� 2000�
�10-14� �����	
� � ���
 1998）。特に都市部では失業者の増加が犯罪の増加を引き起こしており，
殺傷を伴う強盗が頻発している。パプアニューギニアに滞在し，経済活動を行なっている華人も
治安の悪化の影響を受け，より安全な国家や地域での生活を望む者が多くなっている。

��� パプアニューギニア政府は，1994年にキナの価値切り下げを行ない，それまで高く設定されてい
た外貨との交換レートの維持を取りやめた（�
�� � ������ 1997）。そのため，それまでキナを自
国の通貨や外貨と交換することにより利益を得てきた華人は，経済的なメリットを失い，パプア
ニューギニアで経済活動を行なう魅力を半減させた。

��� オーストラリアに移住したパプアニューギニア出身華人は，��� ��
���� ��	���
� �����
�	
��

（在シドニー）や，��	��� ��� （在ブリスベン）といった組織を形成し，コミュニティ活動を行
なっている（梁・張編 2001� �
�� 2001� �129，及び筆者の調査）。またオーストラリアには19世紀
から金鉱労働者等として華人が流入し，コミュニティを形成していたという歴史がある。これら
の華人も広東省出身者が多く，パプアニューギニア華人の僑郷である四邑地域出身者も存在する。
そのためパプアニューギニア出身華人の中には四邑同郷会や僑青社（在シドニー）といった同郷
会館や青年組織に参加する者も少数ではあるが存在する（余他編 1998，及び筆者の調査）。

�!� ただし，このようなパプアニューギニアからオーストラリアへの移住や，オーストラリアの不動
産への投資は，華人によってのみなされるわけではない。パプアニューギニア人の中でも比較的
高い社会階層に属する人々の中には，オーストラリアでの子供の教育や，オーストラリアの不動
産への投資を行なうものも存在する（���� ��"�#	$ � %#
��	�� 1999）。その意味で，パプアニュー
ギニアとオーストラリアとの間の移民や投資といった関係の重要性は，必ずしも華人だけの特徴
なのではなく，むしろパプアニューギニア社会全体の階級分化との関係を持つものであるといえ
る。
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てきた華人オールドカマーはオーストラリア

へ移住してゆく傾向があり，その数を減少さ

せ続けているが，その一方で東・東南アジア

諸国からの華人ニューカマーが移入し続ける

ことにより，パプアニューギニアの「華人社

会」そのものは消滅することなく，むしろ拡

大することとなった。だが新たにパプアニ

ューギニアに移入してきた華人も，そのまま

パプアニューギニアに留まり，永続的に居住

するというわけではない。前述したように，

企業の従業員としてパプアニューギニアに入

国し働く華人の多くは，出身地に家族を残し

ているため，一定の期間が過ぎると帰国する

ことを前提とした生活を送っている。またパ

プアニューギニアで個人的に経済活動を行な

っている華人も，必ずしもパプアニューギニ

アでの永住を希望するとは限らず，個々人の

資質と状況に応じて，オーストラリアやニ

ュージーランド，グアムといった他のオセア

ニアの国々への再移動を望み，実際に再移動

をする華人も存在する（市川 2002）こうし

た華人ニューカマーのパプアニューギニアか

らの移出要因は幾つかあるが，主要なものと

しては，パプアニューギニア国内，特に都市

部の治安が悪化しているという社会的な理由

や���パプアニューギニアの経済状況の悪化と

いう経済的な理由���を挙げることが出来る

（市川 2002）。そのためパプアニューギニア

での永住を望まず，出身地域や再移住地との

頻繁な人の往来や情報の交換が行なわれてお

り，パプアニューギニア華人社会の内部構成

は，他地域の華人社会とも連動した，流動的

なものに変化しつつある。

これと比較し，オーストラリアに移住した

パプアニューギニアの華人オールドカマーの

中には，オーストラリア華人のコミュニティ

に参加する者が存在するが，同時にオースト

ラリアでもパプアニューギニア出身者が中心

となってコミュニティ組織を形成するといっ

た活動を行う者も存在する���。華人オールド

カマーはオーストラリアに移住した後も，自

己をパプアニューギニア出身華人として認識

しており，オーストラリア華人や中国本土の

華人とは異なる自己を認識している。これら

オーストラリア在住のパプアニューギニア出

身華人は，パプアニューギニアに現在でも居

住している親族や知人と頻繁に連絡をとって

おり，パプアニューギニアとオーストラリア

の両地域のコミュニティを結ぶネットワーク

を構築している�!�。
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このように，現在のパプアニューギニア華

人社会は，パプアニューギニア国内のみで完

結する集団ではなく，東・東南アジアやオセ

アニアの他の国々や地域との人の往復や相互

の連絡によるネットワークの中に位置付けら

れる。そしてその他地域との関係は，かつて

の中国とパプアニューギニアといったような

移民送出地域と移民先との二点間の関係なの

ではなく，複数の移民送出地域と，更なる再

移動先との，複数の地域との関係なのである。

� � �

以上，パプアニューギニアにおける華人社

会，およびパプアニューギニアをめぐる華人

の国際移動との相互関係を，ニューギニア島

がドイツとイギリスによって植民地化された

時期から現在に至るまでという比較的長期間

にわたる時間的な範囲の中で検討してきた。

第一章で述べたように，華人の国際移動とそ

れにともなう華人社会の形成も，個々の華人

の送出地域と受入地域における政治的・社会

的な状況の変化により，影響を受けることと

なる。パプアニューギニアにおける華人社会

も，華人の送出地域の変化，居住地であるパ

プアニューギニアにおける社会的な変化，さ

らにはパプアニューギニアからの帰国や再移

住といった移動の形態の変化により，各時代

でその性格を変容させてきた。最後にパプア

ニューギニアをめぐる華人の国際移動とコミ

ュニティとの相互関係について，その地域的

な特徴に注目することにより考察してみたい。

第一点目は，パプアニューギニアをめぐる

華人の移動と，華人によるコミュニティの形

成は，相互に影響を与えあうことにより，当

該地域における華人社会を形成し続けてきた

ということである。これには中国や東・東南

アジアからパプアニューギニアへの移入とい

う国際移動だけではなく，ニューギニア側か

らパプア側へという国内移動や，パプアニ

ューギニアからオーストラリアへという移出

も含まれる。ドイツやオーストラリアによる

植民地統治の時代，華人は宗主国の植民地政

策や，植民地の社会・経済状況に応じ，ニュー

ギニアへと移入してきた。この時期の華人社

会は，中国大陸の移民母村の延長という，一

時滞在者的な性格の強いコミュニティであっ

たことを指摘できる。現地生まれの二世や三

世が増加することにより，ニューギニアの華

人社会は次第に現地化し，定住化の過程を歩

むことになった。だが華人は現地のニューギ

ニア社会に同化することはなく，独自の文化

や民族集団を維持し続けていった。植民地労

働力として移住した中国出身者が，自己の民

族的なアイデンティティを保持しながらも，

次第に定着的なコミュニティを形成する過程

は，パプアニューギニアに限らず，隣接する

東南アジアや他のオセアニア地域でも見られ

るものである。だが1950年代後半からニュー

ギニアに居住する華人がオーストラリア国籍

を取得することが認められ，その結果1960年

代以降にパプアおよびニューギニア域内での

移動，およびオーストラリアへの移動が増加

することで，それまでの中国大陸出身者の定

着的な移民コミュニティというニューギニア

の華人社会の性格は変化することとなった。

第五章でも述べたように，オーストラリア国

籍を取得した華人にとって，パプアおよびニ

ューギニアからオーストラリアへの移動は，

必ずしも「外国」への移住といった意味合い

を持つものではない。

その意味で，オーストラリアへの移出はニ

ューギニア領内における移動の連続線上にあ

るといってもよいだろう。中国からニューギ

ニアへという第２次世界大戦以前の華人の移

動がパプアニューギニアにおける中国出身者

の移民コミュニティを形成する契機となった

ことと比較し，1960年代以降の華人のパプア

およびニューギニア領域内，及びパプアおよ

びニューギニア領域外への移動は，華人のコ

ミュニティや活動範囲を拡大したという性格

を持つ。戦前の中国からニューギニアへとい
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う華人の移入から，戦後のニューギニアから

オーストラリアへの移出という移動経路の変

化は，パプアニューギニアにおける華人社会

を取り巻く社会的状況の変化に応じるかたち

で生じたものであるが，この移動形態の変化

は，華人のコミュニティそのものにも影響を

与えることとなったのである。パプアニュー

ギニアへの移入と，パプアニューギニアから

の移出という華人の移動は，双方が相俟って

パプアニューギニアにおける華人社会を特徴

付けてきたのである。

第二点目は，パプアニューギニアをめぐる

華人の移動には，移入に関わる移動要因のみ

ならず，パプアニューギニアからの移出に関

する要因の二つが存在することである。華人

の移住については，従来プッシュとプルの二

つの要因によって説明される傾向があった。

プッシュ要因とプル要因という二分法的な観

点は，現実の移民現象を分析する際に過度の

一般化を行なってしまう恐れがあり，また個

個の移民が機械的に二つの要因に従って移動

するわけではないといった問題点がある。だ

が華人の移動と定住の選択には，いくつかの

特定の要因が存在するのは明らかである。中

国や東南アジアからパプアニューギニアへと

移入する華人の移動要因は時代ごとに変化し

ており，それは現在でも変化し続けている。

またこれと同時に，パプアニューギニアから

の移出要因も歴史的に変化していることも指

摘できる。一旦移入してきた華人が出身地に

戻ったり，別の地域へと再移住する理由も，

前述したように植民地期と独立以後では異な

っている。それぞれの華人の出身地，パプア

ニューギニア，更なる移動先といった複数の

地域の間のプッシュ要因とプル要因が，パプ

アニューギニアの華人社会の特徴に影響を与

えてきたのである。

第三点目は，華人の移入と移出に見られる

移動形態の多様化と，移民送出地域の多様化

が，パプアニューギニアにおける華人社会内

部の構成を変化させたことである。これは特

に近年の東・東南アジア出身者の増加の中に

顕著に見られる。これにより，「華人社会」

の内部構成自体も多様化することとなった。

現在，「華人」という言葉は，中国国外に居

住する中国系の人々を指す総称として使用さ

れている。だが前述したように，現在のパプ

アニューギニアに居住している中国系人は，

出身地や文化的・社会的背景が異なり，必ず

しも共通した特徴を持っているわけではない。

そのため現在のパプアニューギニアの華人社

会は，様々な文化的・社会的背景を持った，

多様な地域出身の華人が移入することによっ

て形成された，複数のサブ・グループを内包

した存在であるということが出来る。「パプ

アニューギニア華人」という確固とした民族

集団が存在しているというよりも，複数の地

域出身の華人によって，パプアニューギニア

国内に華人のコミュニティが形成されている

というイメージのほうがより現実に近いとい

える。

さらに，これら近年の華人はオールドカ

マーにせよ，ニューカマーにせよ，必ずしも

パプアニューギニアでの永住を志向している

わけではない者が大多数を占めている。前述

したように，植民地時代からパプアニューギ

ニアに居住する華人の大部分はオーストラリ

ア国籍を取得しており，パプアニューギニア

独立以後は多くの者がオーストラリアに移住

していった。パプアニューギニアに在住して

いる華人オールドカマーの多くも，いずれは

オーストラリアに移り住むことを前提として

生活しているものが大半である。そのためパ

プアニューギニアに居住する華人オールドカ

マーは，今後その数を減少させ続けるであろ

うと思われる。また，パプアニューギニア独

立以後に新たに移入してきた華人ニューカ

マーも，同様にパプアニューギニアを，自分

が将来にわたって住みつづける地であると認

識することも少ない。パプアニューギニアに

長期にわたって居住することにより，パプア

ニューギニア国籍を取得する華人ニューカ
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マーも存在するが，多くの華人は自己の出身

地とパプアニューギニアを頻繁に往復してお

り，必ずしもパプアニューギニアに将来にわ

たって住み続けるという意味での「移民」を

志向する状況にはない。また企業の従業員と

してパプアニューギニアに移入した華人は一

定期間が過ぎるとパプアニューギニアに滞在

する必要がなくなる。ニューカマーの中にも，

パプアニューギニアに入国して後に，再び

オーストラリアをはじめとする第三国へと出

国するものが存在するように，華人ニューカ

マーのパプアニューギニアへの移入は，パプ

アニューギニア在住者の数を増やすことはあ

っても，必ずしも定着的で現地化を志向する

コミュニティの形成に結びつくとは限らない

のである。

このような状態からは，「パプアニューギ

ニアの華人社会」とは，パプアニューギニア

という地理的な領域の中で完結した存在なの

ではなく，複数の地域間の華人の移動とコミ

ュニティの形成という二つの過程によって，

絶えず形成され続ける存在なのだということ

が出来る。すべての民族集団やコミュニティ

は，単一の地理的な領域の内部のみで完結し

ているわけではなく，常に外部社会との関係

の中に存在している。その意味では，中国人

の移民によって形成された華人社会は，そう

した外部社会とコミュニティの相互関係を顕

著に表す典型的な存在である。パプアニュー

ギニアをめぐる華人の移動とコミュニティの

形成過程は，パプアニューギニアにおける華

人社会の特徴にも顕著な影響を与えてきた。

だがそうした地域的な特徴も必ずしも固定し

たものなのではなく，パプアニューギニアに

おける社会状況の変化と，華人の送出地域で

ある東・東南アジアとの関係や，新たな移民

先であるオーストラリアとの関係の中で，絶

えず変化し続けてきたのである。前述したよ

うに，現在のパプアニューギニアにおける華

人社会は，複数の地域出身の華人によって構

成されており，必ずしも内部が均質な民族集

団というわけではない。華人の移動とコミュ

ニティの形成過程は，パプアニューギニアに

おける華人社会が形成される契機であったが，

この移動とコミュニティの変遷は現在でも継

続しており，不断に華人社会に影響を与え，

その特徴を変化させ続けているのである���。
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�� この調査は1999年から始まって2003年３月末終了予定の学術振興会未来開拓学術研究推進事業
「アジア地域の環境保全」（大塚プロジェクト）の一つである「地域社会に対する開発の影響とそ
の緩和方策に関する研究―海南島班（リーダー篠原徹）」調査の一つとしておこなわれた。調査地
点は，海南島五指山市の四つの村（初保・保力・太平・水満）であり，自然と人の関係について
の調査が主な内容である（大塚 2000� 篠原 2000・2001）
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はじめに―問題の所在

Ⅰ 初保村の概要

１ 村の位置と生業

２ ゾーンと狩猟場の関係

Ⅱ 生業としてのネズミ罠猟

１ ネズミ罠猟の罠設置ポイント

ａ ネズミと罠猟の時期

ｂ 狩猟場の選定条件

ｃ 罠の型式

２ ネズミ罠猟の具体例

ａ 二つの狩猟場

ｂ 罠設置の行動

ｃ ネズミ回収の行動

ｄ 聞きとりによる他のネズミ猟

Ⅲ 技術からみたネズミ罠

１ 旧タイプの型式分類

２ 型式変化の要因

Ⅳ 焼畑が作り出す機能

１ 食料としてのネズミ肉

２ 狩猟場としての焼畑

結論にかえて

―「大きな罠小さな罠」システム―

����������

焼畑研究は，これまで多くの研究者によっ

ておこなわれてきた。そのなかで，焼畑にお

ける野生動物駆除が，焼畑の生産性を高める

ために必要不可欠な作業であることは指摘さ

れてきた（佐々木 1972，福井 1983）。そして

焼畑周辺でおこなわれるこうした駆除として

の大型野生動物狩猟が，実は食料獲得の一手

段になっており，生業の一部であると指摘し

たのは尹紹亭である。しかし特にネズミなど

の小動物も，駆除するだけでなく，むしろ食

料として積極的に利用してきたのではないか

という研究はほとんどなされていない。

筆者は，中国海南島の山間部におけるリー

族の焼畑周辺でおこなわれてきた小動物狩猟

が，自然環境と生業とどのような関係にある

のかを明らかにしようとした。自然界に作ら

れた焼畑という攪乱環境は，動物を引き寄せ

る罠になっており，これは「大きな罠」と呼

ぶことができると考えた。そのなかで実際に

狩猟をおこなう道具としての罠が「小さな罠」

に相当する。リー族は焼畑の作物におびき寄

せられ作物を荒らす小動物を駆除しながらも，

それを食料として積極的に生業システムに取

り入れ利用してきたと思われる。

本稿では，リー族が伝統的におこなってき

た小動物狩猟のなかでも，ネズミ猟を取り上

げ考察する。調査地は中華人民共和国海南省

五指山市毛陽鎮初保村である。調査は，2001

年８～９月，2002年３月～４月にかけて，初

保村に住みこんで実施した��。

リー族の自然利用は，焼畑・水田・動物狩

猟・植物採集などの活動によって自然資源を

複合的に利用してきたことに特徴がある。そ

して，それを支えていたのは地理的環境の多

様性と生物多様性に依存した生活適応戦略と

しての生業システムである［篠原 2001，西

谷 2001�］。これから考察しようとする小動

物狩猟は，この二つの多様性を背景にして成

立している可能性が高い。そこで調査にさい

しては，まず自然環境とその季節的変化を背

景にした，村の複合的な生業のありかたにつ

いて調査をおこなった。さらに筆者自身もネ

ズミ猟に参加し直接観察したことを記載しつ

つ，過去の狩猟活動の資料を得るために聞き



図１
海南島と初保村の位置
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とり調査をおこなった。

� ������

� �������

海南島は，北緯18°10′～20°10′，東経108°

37′～110°03′にあり，中国南端に位置する。

海南島は，熱帯モンスーン地帯に属しており，

植生は熱帯から亜熱帯の様相を帯びる（図１）。

面積は，日本の九州とほぼ同じ大きさであり

（約34000平方キロメートル），人口はおよそ

700万人である。海南島の主要なエスニック・

グループは，海岸部の漢族，山間部のリー族

とミャオ族であり，リー族は山間部を中心に

居住し，人口はおよそ100万人いるといわれ

ている。海南島は現在一島で海南省となって

おり，省都は島の北側にある海口市である。

海南島には，南側に三亜市という第２の港湾

都市がある。この三亜市の北およそ70キロ

メートルに，五指山市が位置する。

五指山市の五指山郷と毛陽鎮の間には，昌

化江支流が流れ，それに沿って多くの村が展

開する。調査地である初保村は毛陽鎮からお

よそ10キロメートル東にいき，さらに南から



写真１
初保村の全景

写真２
斜面のゾーニング。村の上からアンゾーン，灌木
ゾーン，草地ゾーンに分かれる

ホウチュオウヒャン谷水田

水田
ダーヒャ谷

最も南の水田

九拝山
1057m

田輪山
892m

図２
初保村周辺地形図

�� 初保村の名前の由来にもなっている。初保（普通語ではチューバオ）は，リー語の海南語の漢語
表現であるが，リー語の発音はシューバオといい，ブタの餌箱（細長い丸太の中心をくりぬき箱
状にし餌を入れる）という意味になる。つまり谷間の細長い土地そのものの地形を表現している。

�� 中国では一般的に，県の下にいくつかの鎮があり，その下に郷がある。郷はいくつかの行政村で
構成されている。通常一つの行政村は，いくつかの自然村で，成り立っている。ただし，自然村
の言い方は，中国研究者の慣用的な使い方であり，言葉の字義通りの意味で，政治が関与せずに
もともとあった村という意味ではない。「初保村」という場合は行政村の下のいわゆる自然村を指
している。
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流れ込むナムハ川をおよそ２キロメートル遡

ったところにある（図２，写真１）。初保

村��は，五指山市毛陽鎮牙合行政村に属する

自然村の一つである。牙合行政村は，初保を

含む，什冲・方満・什好・便文の五つの村か

らなっている��。初保村の戸数は現在50戸で，

人口246人を数える。

生業としては，全戸が農業を経済的基盤と

しており，水田と焼畑（常畑化しつつある），

そして狩猟採集という複合的な生業を営んで

いた。村の生業は，南からほぼ真北に流れる

ナムハ川の渓流沿いと，その両側を南北に走

る斜面と谷筋を基盤にしている。村の耕作地

は河川沿いと山の斜面に展開しており，しか

も河岸段丘から山の斜面を垂直利用する点に

特徴があり，谷の両側を南北に走る山のほぼ

山頂までを何らかの形で利用している。

この耕作地は，ゾーニングすることが可能

である。ゾーンは，ナムハ川沿いの河岸段丘

上と谷筋に棚田を展開する水田ゾーン，集落



�� 海南島リー族では焼畑はかつて盛んにおこなわれていた。しかし1986年の政府がおこなった「封
山育林政策」以降は，法律で焼畑が禁止される。初保村では施行が少し遅れ，村人の話では1993
年以降に山焼きが禁止される。この山焼きが禁止されたのは，黄牛や水牛を放牧する草地ゾーン
と，従来山の斜面を耕作し畑にしてきたいわゆる焼畑の三つの場所が含まれる。そこで，本稿で
「焼畑」と使う場合は，初保村で焼畑が禁止されていなかった1993年以前の状態を指し，山焼きを
禁止されて以降の焼畑について「アン」という言葉を使いたい。アンはリー語で「山の畑」とい
う意味である

�� 現在村でもごく一部ではあるが，在来種が植えられている。種類は，大葉青，尾優，高尖である。
高尖は，市場にもっていけば，ハイブリッドと比較して２割くらい高く売れるが，収量ははるか
に少ない。
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ゾーン，その上に展開するアンゾーン��と灌

木ゾーン，さらにその上の草地ゾーンの５分

類が可能である［篠原 2001，西谷 2001�］

（写真２）。集落ゾーンは山麓にテラスを作り，

その周辺を利用している。集落周辺の菜園畑

（ゴツ）もこのゾーンに含まれる。水田ゾー

ンは，河岸段丘上と水が豊富な谷筋に棚田が

作られている。リー族は水田の二期作をおこ

なう。従来，リー族は水田に植える多種類の

コメの在来種を保持しており，一，二期でさ

まざまな在来種を使い分けながら水田耕作を

おこなってきた。しかし1980年代後半からは，

ハイブリッド米（中国名，雑優と薄優）がほ

とんどすべての水田で植えられるようになっ

た��。

本来焼畑は，耕作地の地力が落ちれば移動

を繰り返す点に特徴がある。しかし1993年以

降の国家政策による焼畑禁止にともなって，

新たな伐採と火入れが禁止されている。その

ためこれまで伝統的だった自由な耕作地の移

動が制限され，焼畑は現在常畑化しつつある。

そのため初保村には現在三つのタイプのアン

がある。

Ⅰタイプは，アンに山欄稲（陸稲），トウ

モロコシ，キマメ，ヘチマ，サツマイモなど

を混作し，４～５年すると放棄する。バナナ

などの単一の換金作物への特化はしない。

Ⅱタイプは，山欄稲，トウモロコシ，バナ

ナなど，数種類の作物を１年目に混植するが，

山欄稲が収穫された後は，バナナかキャッサ

バだけを植え，作物の特化と単作化が進むア

ンである。ただし，バナナ畑へと変化しても，

地面にはサツマイモを混植する場合もある。

Ⅲタイプは，ライチ・リュウガン・マンゴ

ウ・コショウ・パラゴムノキ・ビンロウなど，

多年生の換金作物を主として植える。ビンロ

ウとサツマイモなどを混作する場合もあるが，

基本的には１種類の換金作物をアンに植え他

の作物との混植はおこなわない

Ⅰタイプが，リー族固有の焼畑の姿である。

反対にⅢタイプが完全に換金作物へ特化した

アンで，Ⅱタイプが，従来の焼畑の技術を残

しつつ，今まさに常畑化しつつあるアンだと

いえる。

アンゾーンの上に展開する灌木ゾーンは，

以前は焼畑と牧草地にするため，山焼きをし

て一年生の禾本科植物の生長を促していたが，

山焼きの禁止で現在は灌木林になっている。

さらにその上は，かつて山焼きをした草地

ゾーンと自然林が混在している。しかし現在

は，林業局によるコウヨウザンと馬占想思樹

（ユーカリの仲間）の植林がおこなわれてい

る。灌木ゾーンは，水牛・黄牛の放牧地であ

り，自然林は建材などの採集ゾーンでもある。

� ����������

初保村ではイノシシやキョンなどの大型野

生動物の狩猟は，草地ゾーンや灌木ゾーンな

どでおこなわれることが多い。しかし今回主

として取り上げる小動物狩猟のなかでも，ネ



図３
ホウチュオウヒャン谷のゾーンニング

�� 谷筋全体の測量には，トリンブル社製の ���を使用した。また水田や焼畑，それに出作小屋周辺
の測量図はトランシット測量をおこない，等高線は比高差を表す。

�� Ａ氏は，主任をしている。行政村には，行政組織として，村民委員会があり，その構成は，主任
１名，副主任１名，文書（資料管理）１名，婦女委員，治安委員が行政村の選挙によって選ばれ
る。村民委員会の重要な役割は，政府の法令の施行にあり，各自然村の執行管理権を有している。
行政村の下のいわゆる自然村には，通常１組の人民公社時代の生産小隊が対応しており，組ごと
の組長（村長）が選挙で選ばれる。組長は，正と副の両名選ばれる。したがって，主任といった
場合には，行政村の村民委員会の役職を指し，組長または村長といった場合は，自然村の役職を
指す。
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ズミ罠猟は，むしろゾーンとゾーンとが接す

る境界線上や，ゾーンとゾーンとの間にでき

るもう一つの空間である境界ゾーンがあり，

この場所が絶好の狩猟場を形成している。

この焼畑周辺の境界ゾーンの具体的な様相

を，ホウチュオウヒャン谷という谷筋を例に

して述べてみたい。ホウチュオウヒャン谷は，

初保村を出てナムハ川を渡った対岸に位置す

る村から最も近い谷筋で，東西およそ1500

メートル，南北で最も幅がある地点でおよそ

700メートルを測る東西に細長い形状を呈し

ている（図３）。

谷の入り口の海抜は標高およそ450メート

ルで，東側の谷を巡る最も高い稜線上で，標

高およそ840メートルを測る��。リー族はシ

ブリングの関係のものが中心となり新しい村

を作ることが多い。ホウチュオウヒャン谷も，

Ａ氏��とその近い親戚��の土地が展開する谷

筋で，彼の父親の兄弟とその子供たちが中心

となって土地を利用している。谷筋には，彼

らの水田・アン・水牛と黄牛の放牧場・有用

植物利用，そして動物狩猟などの多様な生業

が展開しているだけでなく，墓など精神生活

に関わるものまでもが集中している。



�� Ａ氏を中心とした家系図を示す。Ａ氏からみた弟と妹はすべて「���」と呼称される。そこで以
下文章で個別の弟をさす場合は，何番目のウォンと表記する。

Ａ氏からみた家系図

�� 『野生動物保護法』第16条により，重点保護野生動物を捕獲，殺害することは原則として禁止され，
特別な理由により捕獲などが必要な場合には行政機関による許可を受けなければいけない。重点
保護野生動物は一級と二級に分けられている。『刑法』第341条１項では，重点保護野生動物を違
法に捕獲，殺害し，または購入，運搬，販売する行為について，一般には５年以下の懲役または
拘役及び罰金，情状が重大なものは５年以上10年以下の懲役及び罰金，情状が特別に重大なもの
は10年以上の有期懲役を科し，併せて罰金または財産の没収を科すると定めている。

��� 初保村ではネズミの総称は，ナウチンという。さらに３種類に分類するが，個別の民俗名称はな
いようである。
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この谷筋も，生業によってゾーニングする

ことができる。水田は，谷筋のほぼ中央を流

れる小川の南側に広がる。谷筋の一番低いと

ころと，谷筋の水が容易に利用できる緩斜面

には棚田が広がる。この谷の標高およそ660

メートルの，ナムハ川から比高差にしておよ

そ200メートルも高い位置に棚田があるが，

これはこの谷だけでなく村内でも最も高い水

田の一つである。

谷間から北側斜面と，南側斜面にはアンが

展開する。アンと水田以外の空間が境界ゾー

ンの一つである。初保村でおこなわれている

アン（かつての焼畑）は，さまざまな作物の

混作をおこない，地力が落ちればそこを放棄

し別の場所に移動させ，ある一定の領域内で

循環させていく輪作型である。そのためアン

とアンとの間には耕作されなくなり放棄され

た空間が形成されていく。これをリー語でラ

ウアンと称する。現在耕作されているアンの

縁から，ラウアンという空間は灌木ゾーンと

の境界ゾーンを作り出しており，この空間も

小動物狩猟の猟場を形成する。

この谷の灌木ゾーンは，谷の北側の稜線を

越えて反対側斜面にまで広がる。灌木ゾーン

では家の建築材に使うフウやアカギなどの有

用植物を切り出したりするだけでなく，その

内部及びアンや水田と接する境界ゾーンでも

野生動物の狩猟が活発におこなわれてきた。

1980年代以前の焼畑やその周辺で行われて

きた野生動物狩猟は，イノシシ，キョン，テ

ナガザルなどの大型野生動物を対象とするだ

けでなく，センザンコウ，キツネ，ハクビシ

ンなどの小動物も，村内の自給用食料として

狩猟対象だった。しかし中国政府によって，

1988年に制定された「野生動物保護法」以降，

年々法的規制が厳しくなっている��。初保村

おいても，ほとんどの野生動物は狩猟禁止対

象になっている。しかしネズミは対象外であ

り，現在でも活発に罠による狩猟がおこなわ

れている。

� �����������

� �������������

� ���������

ネズミは，彼らの民俗分類では３種類に分

かれる���。まず背中が黄色で腹が白いもので，

体長は12センチメートル前後の種類がある。



��� 北垣憲二氏（都留文科大学社会学科・動物行動学）に，写真によって同定してもらった私信によ
るものである。

写真３
民俗分類では３種類に分類される。
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次に背中が黒っぽく腹が灰色でやはり体長が

12センチメートルくらいのものがある。最後

に背中が黄色と灰色が混じり腹が白っぽいも

ので体長が20センチメートル前後と大きいも

のである（写真３）。

現在同定中であるが，背中が黄色で腹が白

いネズミがマーモットで，背中が黒っぽく腹

が灰色のネズミがアカネズミ属，もっとも大

きいネズミはクマネズミ，またはドブネズミ

の可能性が高い���。

ネズミ罠猟は，主として一年のうち12月～

４月の冬場と６月～10月の夏から秋にかけて

の２回のシーズンにおこなわれる。ネズミ罠

猟は，小動物狩猟のうちでも，ほぼ10カ月近

くと長期間にわたってコンスタントに捕獲で

きることが魅力になっている。しかし冬場の

期間と，夏から秋にかけての狩猟期間とでは，

罠を設置する場所が若干異なっている。それ

はネズミの生態や，猟場の自然環境の季節的

な変化によって規定されている。

11月から翌年の１～２月の気温が比較的低

い時期にかけて，ネズミは周囲が湿った谷間

の小川近くに集まって棲息しており，夜にな

るとアンに侵入して作物を餌にする。一方，

６月以降の夏場から秋の時期にかけては，ネ

ズミは灌木ゾーンや草地ゾーンなどに移動し

て棲息するようになる。

そのため時期によって，罠を設置するポイ

ントが異なってくる。ネズミは体の一部を岩

などの硬いものに当てながら移動する性質が

ある。そのため，岩陰や倒木の下などに，ネ

ズミがよく使うネズミ道が自然と形成される。

冬場は，アン，ラウアン内部，境界ゾーンで，

こうした物の陰にできたネズミ道を探しだし，

そこに罠を設置する。特に谷間の小川沿いか

らアンにかけての境界ゾーンは，冬場はネズ

ミの棲息地が小川沿いに集中するため捕獲率

も高くなる。

夏場になると，草が生い茂りネズミ道を発

見することが難しくなり，また，ヒルが多く

山歩きをしつつ罠を設置する作業が困難にな

る。そこで罠は境界ゾーンやラウアンではな

く，アン内部にだけ設置することが多い。

� ��������

ネズミ罠猟は，各家の男性がおこない，女

性はおこなわない。またこの罠猟は，各家内

でも，親子や兄弟間で共同しておこなうこと

はまれで，個々人によっておこなわれる。

村所有の土地内ならば村人は，どこに罠を

設置しても自由だという慣習的規範が存在す

る。つまり，他人が耕作しているアンや水田

に，罠を設置しても許容されることになる。

しかし一般には，罠は各家が耕作するアンや

水田が集中する場所に設置する。ネズミ罠猟

は，動物性タンパク質の確保と作物を荒らす

害獣を駆除するという二面性を有している。

例えば，２～４月に収穫するキャッサバは，

ネズミ罠猟をもしもおこなわなかったとする

と，ネズミに作物をほぼ食べ尽くされてしま

い，収穫は見込めなくなるという。そのため

ネズミ罠猟をおこなう場合は，自分が耕作し

ているアンや水田が集中している場所を選定

し，罠を設置する。

またネズミ道の位置は，比較的変化するこ

とがない。そのため罠を設置するポイントも



図４
新Ⅰタイプ

写真４
トラバサミを設置する。中央につけたのが餌のキ
ャッサバ
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かなり固定的である。他人の耕作地の周囲な

ど，過去に罠を設置した経験がない場所では，

ネズミ道を新たに探しつつ仕掛けるため，罠

の設置自体に時間がかかるうえ，捕獲率の高

いポイントについての知識がない。このこと

もネズミ罠猟を，自分が耕作している土地が

集中している谷筋でおこなうことの理由にな

っている。

� ����

罠は，トラバサミを使う（図４，写真４）。

この型式を新Ⅰタイプとしておく。新Ⅰタイ

プは全長がおよそ20センチメートルで，全体

の形はうちわ状を呈している。材料は町の市

場で買ってくる鋼鉄線を用いる。鋼鉄線をお

りまげて作った，直径およそ10センチメート

ルの二つの半円形の部分と，さらにそれに連

なる柄の部分からなる。二つの半円形の部分

が，鋼鉄線を巻いたバネで綴じ合わせるとと

もに，このバネの弾力を利用してネズミを挟

み込む。

仕掛ける方法は，挟み込む部分を広げ，そ

の中央に餌を仕掛ける針を突き出す。この針

金の一方の端は柄の部分にくくりつけられて

いる。広げた半円形の上から柄にくくりつけ

たもう一つの針金をかぶせるようにして，そ

の先端を中央に突き出た針金の真ん中あたり

に作った輪にそっと入れ，半円形の閉じる部

分を広げた状態で微妙に固定する。ネズミが

餌を食べた瞬間に，この中央の輪に入れた針

金がはずれ罠が閉じるという構造である。

新Ⅰタイプのトラバサミが，村で使われる

ようになったのは，1995年からだという。そ

れまでは，タケを使ったネズミ捕獲弓（２種

類）と重力罠（１種類）を使っていた（図８

～12）。村で捕獲弓と重力罠が使われなくな

った理由は後述する。村では，1995年から数

年間は市販品を買ってきていたが，現在はほ

とんどの村人が，町から鋼鉄線を買ってきて

自分たちで製作し使用している。今回筆者が

観察したネズミ罠猟でも，市販品のトラバサ

ミは使用されていない。

� ���������

� ������

具体的なネズミ罠猟の方法を，Ａ氏がホウ

チュオウヒャン谷でおこなっている実例から

述べる。Ａ氏の狩猟場は大きく２カ所に分か

れる（図５）。第１の狩猟場は谷間の小川か

ら南の斜面にある自分のアンと水田周囲から，

Ａ氏の父親と三番目のウォンが所有している

アン周囲とその周辺のラウアンにかけての範

囲である。第２の狩猟場は，この谷筋の最も

高い水田の周囲である。

第１，２の狩猟場ともに，アンと谷間との

間に広がる境界ゾーン，ラウアンとアンとそ

の周辺の境界ゾーンなど，一つの狩猟場内で

罠を仕掛ける多様なポイントが展開している



図５
ネズミ罠を仕掛ける位置

238 アジア・アフリカ言語文化研究 65

ことが特徴である。

Ａ氏は，12月ごろからこの２カ所の狩猟場

を交互に使いながらネズミ罠猟を開始する。

まず最初に使うのは，第１の狩猟場である。

１日目は，この狩猟場内におよそ50個前後の

罠を設置する。次の日に罠を見回って，捕獲

できた罠の位置は移動させ，別のポイントに

罠を設置する。ネズミが捕獲できなかった罠

は，餌は新しいものに取り替えるが罠の位置

はそのままにしておく。このようにして最初

の狩猟場は，およそ３日間くらい，毎日罠を

見回りながら，罠に捕獲されたネズミの回収

と罠の餌の付け替えを続ける。

およそ３日を過ぎると，ネズミの捕獲数が

減ってくる。そこで一端設置した罠をすべて

回収し，２～３日ほどは，罠を設置せずに時

間をおく。そして２回目に罠猟を再開すると

きには，第２の狩猟場に罠を設置する。罠を

設置する方法は初回と同じである。冬場はこ

の二つの狩猟場を交互に使いながら，連続し

てネズミ罠猟をおこなう。

� ������

一日の罠設置の概略は次の通りである。４

月×日の朝８時過ぎ，村を出てナムハ川を渡

りホウチュオウヒャン谷に入る。Ａ氏の叔父

の出作小屋を少し登ったところにある従兄弟

のアンで，罠に装着しネズミをおびき寄せる

餌にするキャッサバを調達する。キャッサバ

を３個掘り，２センチメートルくらいの輪切

りにして，皮を剥ぎさらに四つ割にする。

出作小屋をさらに登り，右手にＡ氏のアン

が見える小道から，第１の罠の設置を開始す

る（図５，��� 1）（写真５）。最初に罠を設

置する場所は，道の右手下が谷間の小川にな

っており，左手がアンでバナナとキャッサバ

が植わっている。小川の対岸の南斜面はＡ氏

のバナナ畑になっている。

小道から谷間の小川に降り，罠を設置して

いく（図５，��� 2～7）。小川近くでは，ネ



写真５
小道の左側下に小川が流れ，右手がキャッサバと
バナナを植えたアンになる。

写真６
ネズミ道は岩陰などにできる。

写真７
ネズミ道に仕掛けられた罠。

239西谷 大：大きな罠小さな罠

ズミ道を探しだし，罠を設置する（写真６）。

岩陰や倒木の下といった場所で罠を設置する

方法は，ネズミ道をふさがないようにトラバ

サミを仕掛けることである。道の左右どちら

からでも罠の餌を食べるようにすることで，

捕獲できる確率が高まるからである。そのた

め，トラバサミはネズミ道に対して平行に置

くように仕掛け，ネズミ道をふさがないよう

に注意する（写真７）

小川を南に渡って，Ａ氏のアンにあがって

いく小道の周囲にも，岩陰や道の両脇の草む

らのなかにネズミ道が走っている。Ａ氏のア

ンの西側端には，黄牛や水牛が入らないよう

に高さ50センチメートルほどの石垣が南北方

向に30メートルほど積み上げられている。こ

の石垣の縁に沿ってネズミ道が走っている。

ここに罠を３カ所設置した（図６，��� 9～

11）。Ａ氏のアン内部には，大きな石が散在

しており，こうした岩陰にそって，ネズミは

アンに侵入する。岩陰の３カ所に罠を設置す

る（図５，��� 11� 14� 15）。

このように谷間の小川からアン周辺の境界

ゾーンでは，罠を草むらのなか，岩陰，倒木，

それにアンの縁に沿って作られたウシよけの

石垣の下にできたネズミ道に設置した。



図６
Ａ氏アン周辺のネズミ罠

写真８
ネズミに食べられたキャッサバ
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アン内部での罠の設置方法は，境界ゾーン

とは異なる。アン内部では，ネズミが餌であ

るキャッサバなどの作物をもとめて自由に走

り回るために，明確なネズミ道が形成されな

い。そのためアン内部での罠の設置方法は，

すでにネズミに食べられたキャッサバなどを

探し，そこに罠を仕掛けるという方法をとる

（写真８）。ネズミは必ず数日は連続して同じ

地点の作物（Ａ氏のアンの場合にはキャッサ

バ）を掘り出して食べる。罠の設置には，こ

のネズミの習性を利用して，ネズミが食べ残

したキャッサバを取り除き，その同じ場所に

餌をつけたトラバサミを設置する。この方法

でアン内部には，合計５カ所のポイントに罠

を設置した（図５，��� 13� 16� 19� 20� 26）。

アンをつきぬけ，アンの東側にあるＡ氏の

水田に達する。水田周囲では，アン周辺と同

じように，ネズミ道を探しそこに罠を設置す

る（図５，��� 22）。やはり設置するポイン

トは，岩の陰や倒木などの下にできたネズミ

道である。しかし，この時期の水田周囲では，

ネズミの捕獲はあまり期待できないという。

水田には水が張ってあり，しかもコメがまだ

実っておらず，ネズミの餌がないためだとい

う。

Ａ氏のアンの東側は，従来は草地ゾーンだ

った。現在は灌木ゾーンに変化しつつある

（写真９）。このアンと灌木ゾーンの境は溝を

掘り，水牛・黄牛よけの柵が設けてあるが，

柵の下にもネズミ道が形成されており，ここ

にも罠を設置する（図４，��� 23～29）。

アンの縁を通りぬけ，再度谷間の小川を渡

って，Ａ氏の三番目のウォンが所有するアン

内部とその周囲のラウアンに罠を設置する

（図７，��� 31～35）。このアンでは斜面の下

にサツマイモを植え上部にキャッサバとキマ

メを混作していた（写真10）。ラウアンとア

ンが接する境界線上沿いのネズミ道は，草が

生えておらず土の地面が見え道筋がはっきり

している。それとともに，このアンの西側の



写真９
水田，バナナとキャッサバを植えたアン，その上
に灌木ゾーンが広がる。

図７
Ａ氏三男のアン周辺のネズミ罠

写真10
サツマイモを植えた弟のアン
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ラウアンとの境界線上には，倒木，岩陰など

があり，３カ所に罠を設置する（図７，���

31� 32� 35）。アンの東側のラウアン内部でも，

岩陰や倒木の下に走るネズミ道を探して罠を

設置する（図５，��� 36～39）。

そして最後に谷を下りながら，谷間の小川

との間の境界ゾーン内にある岩陰とフウの倒

木の下に二つの罠を設置した。これでこの日

のネズミ罠猟の罠設置は完了した。朝の８時

過ぎから始め，およそ３時間後の午前11時に

終了し，全部で41個の罠を設置した。

� ��������

翌日の８時半からネズミの回収を始める。

罠の見回りは，罠を設置した順に見て回る

（表１）。一番最後に仕掛けた ��� 40� 41には，

ネズミは捕獲されていなかったが，第１番目

に設置した ��� 1 の罠（図４，��� 1）で，

１匹のネズミが罠に掛かっていた。谷間の小

川周辺からアンに登る ��� 2～7 のポイント

では，ネズミは罠に捕獲されなかった。

しかしＡ氏のアンの縁の石垣沿いに設置し

た４つの罠のうち，��� 8 と ��� 10 で２匹の

ネズミを捕獲することができた（写真11）。

またアンの内部の岩陰に設置した，��� 12�

13� 14� 15 の４カ所でネズミを捕獲すること

ができた。

アン内部のキャッサバの食べ残しに設置し

た ��� 16～20 の５カ所の罠は，結局ネズミ

を１匹も捕獲することはできなかった。���

20 では，罠自体が見つからなかった。ネズ

ミの尻尾など一部だけが，トラバサミに挟ま

れた場合には，罠と一緒に逃げられ罠を失う



表１ 仕掛け罠一覧表

��� 地点 ネズミの場所 捕獲 備考

１ 谷間の小川とアンの間 草むら ○ 小道の脇。すぐ北側がバナナとキャッ
サバを混植したアン

２ 同上 草むら ×
３ 同上 倒木の下 ×
４ 同上 草むら ×
５ 同上 岩陰 ×
６ 同上 岩陰 ×
７ 同上 岩陰 ×

８ アンの境界 石垣の下 ○ ウシの進入を防ぐ石垣の下にネズミ道
が走る

９ 同上 石垣の下 × 同上
10 同上 石垣の下 ○ 同上
11 同上 岩陰 ×
12 アン内部（バナナ畑） 岩陰 ○
13 同上 キャッサバの食べ残し ○
14 同上 岩陰 ○
15 同上 岩陰 ○

16 アン内部（バナナとキャッサ
バを混植した畑） キャッサバの食べ残し × 罠の下を掘りキャッサバだけを食べ逃

げられる
17 同上 岩陰 ×
18 同上 岩陰 ×
19 同上 キャッサバの食べ残し ×
20 同上 キャッサバの食べ残し × 罠を失う
21 アンと灌木ゾーンとの境界 倒木の下 ×
22 アンと水田との境界 岩陰 ×
23 アンと灌木ゾーンとの境界 草むら ○
24 同上 草むら ×
25 同上 草むら ×
26 同上 キャッサバの食べ残し ○
27 同上 草むら ○
28 同上 草むら ×
29 同上 草むら ○ 必ずネズミが捕まる絶好のポイント

30 アン内部（バナナとキャッサ
バを混植した畑） 岩陰 ×

31 アンとラウアンとの境界 草むら × アンはイモ，キャッサバ，キマメの混
植

32 同上 倒木の下 × 同上
33 同上 岩陰 × 同上
34 同上 草むら × 同上
35 アン内部 岩陰 × 同上
36 ラウアンの内部 倒木の下 ○ 放棄して５年のラウアン
37 同上 岩陰 ○ 同上
38 同上 倒木の下 × 同上
39 同上 岩陰 ○ 同上
40 谷間の小川とアンの間 岩陰 × 村へ帰りがけについでに仕掛ける
41 同上 倒木の下 ×
Ａ 小道の脇。谷間とアンの間 ハクビシン道 ハクビシン捕獲くくり罠。
Ｂ アンとラウアンの境界 ハクビシン道 ○ ハクビシン捕獲カゴ罠
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写真11
罠にかかったネズミ

写真12
倉庫群
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ことがあるという。��� 19 の罠は，餌だけ

を食べられ罠は閉じていた。さらに ���

20 の罠は，ネズミが罠の下に穴を掘り，罠

の下のキャッサバだけを食べて逃げられてい

た。水田とアンとの境の ��� 22 ポイントで

は，ネズミは罠に掛かっていなかった。しか

し，アンと斜面上の灌木ゾーンとの境界線上

に仕掛けた，��� 23～29 のポイントでは，

４カ所の罠でネズミを捕獲することができた。

小川を渡った小川の北側斜面のＡ氏の三番

目のウォンが所有するアンとその周囲のラウ

アンでは，ネズミを捕獲することはできなか

った。しかしその東側のラウアン内部で仕掛

けた四つのポイントでは，��� 36� 37� 39 の

３カ所で３匹のネズミを捕獲できた。

41カ所のネズミ罠を見て回るのが終わった

のは，10時過ぎでおよそ１時間半の時間を要

した。捕獲数は，14匹であった。そのうち１

匹はまだ子供で食べるところがないという理

由で捨ててしまったので，村に持ち帰ったの

は13匹である。

捕獲したネズミは，小川の岸辺ですぐに，

肝臓以外の内臓をとりだす作業をおこなう。

こうすることでネズミの肉が臭くなるのを防

げるという。

村人は，ネズミ罠猟をおこなうときは，１

人だけでおこない，他人に見られることを極

端に嫌う。罠を設置したり，獲物を罠から回

収する朝に，他人から猟に関わる話題をしゃ

べりかけられることさえタブー視されている。

その理由は，他人に見られたり聞かれたりす

ると，以後獲物が捕獲できなくなると信じら

れているからである。この信念が，他の村人

の罠猟を調査したり，長期間にわたる連続し

た観察調査を困難にしている。

� �������������

聞き取り調査によると，1980年代までは，

家屋や村内の入り口付近に建てられている食

料貯蔵倉庫，それに水田の畦畔に棲息するネ

ズミも捕獲・食料の対象になっていたという。

水田の畦畔に穴を掘って棲息しているネズ

ミを捕獲するには，３種類の方法があった。

１ ネズミ穴には必ずもう一方に出口があ

り，二つの穴をもつのが普通である。一

方に水を入れるともう一方の穴から浮か

び上がってくる。これを捕獲する。

２ ネズミ穴を掘り，ネズミを土ごと掘り

出しナタか棍棒で撲殺して捕獲する。

３ ネズミ穴に煙を入れ，いぶりだす。木

などを燃やした煙を使うが，同時にトウ

ガラシを一緒に燃やすと，より効果的に

ネズミが捕獲できたという。

村内のネズミ捕獲は，特に雨が多くなる

８・９月ごろ，最も盛んにおこなわれたとい

う。その方法は，村はずれにある穀物貯蔵倉

庫（写真12）を数十人で取り囲み，１人が屋

根に登り倉庫の屋根を叩いてなかにいるネズ



図８
旧Ⅰタイプ

写真13
旧Ⅰタイプ
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ミを驚かす。さらに２～３人が倉庫のなかに

入り，屋根裏にいるネズミを叩き落とす。倉

庫から逃げようとするネズミを倉庫の周囲を

取り囲んだ村人が叩き殺して捕まえる。この

方法によると一度におよそ100匹ものネズミ

が捕獲できたという。

� ������

����

ネズミ罠猟が生業の一

部として生活に取り込ま

れてきた実態をより明ら

かにするため，道具の型

式変化と生業の効率化と

の関係性から考察する。

� ���������

現在ネズミ罠猟に使用

されているのは，新タイ

プⅠに分類した，鋼鉄線

を使用したトラバサミで

ある。しかし1995年以前

のネズミ捕獲道具には，

三つのタイプがあり，タ

イプごとに使用場所や設

置方法も異なっていた。

旧タイプから新タイプへ

の型式変化の背景には，

ネズミ罠猟に使用する時

間を，短縮し効率化する

必要があったと考えられ

る。この効率化の意味を

他の生業との関係から明

らかにしたい。

1955年以前に使用され

ていた旧タイプのネズミ

罠を，旧Ⅰ～Ⅲタイプに

型式分類する。

旧Ⅰタイプ（図８・９，

写真13）は，リー語名は

ヒョッガで，ヒョが罠，ガが刀の意味である。

このネズミ捕獲道具は弓の弾力を利用したタ

イプで，ネズミ捕獲弓と名づけた（西谷

2002）。ネズミ捕獲弓は弓の弾性を利用して，

ネズミを挟みとる構造をもつ。タケの竿に籐



図９
旧Ⅰタイプ（部分)
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の弦を張り，一方の竿の端が弓の力でネズミ

を挟みとる構造になっており，それが相当の

力で閉じる仕掛けである。捕獲弓本体を地面

に突き刺し，ネズミを捕獲する。

普通の弓は，竿の両端に弦を張る。捕獲弓

の竿の一方の部分は，刻みを入れ籐の弦を引

っ掛けるようになっている。反対のネズミを

挟む部分は，弦を直接結ばない。ネズミを挟

み込む部分は，開いた状態では「＞」形にな

る。竿は「＞」形の左端の上端に，竿の端に

刻みを入れ，はめ込む構造になっており，竿

の弾力で，「＞」形の部分が閉じる。閉じる

と，上下が互い違いにハサミのように合わさ

る構造である。弦の下半部は，タケで作られ

筒状になっているが，これが「＞」形のネズ

ミを挟み込む部分を支えるだけでなく，捕獲

弓全体を土に突き立て動かないように固定す

る役目をはたす。弦の端はこの筒の上端に結

びつけられている。筒の下半部には，１×12

センチメートルの窓が穿たれており，ここに

「＞」形の左部分がはめ込まれ，左下の先端

は固定される。筒のほぼ中心部あたりと，

「＞」形の挟み部分の右端が，籐で結んであ

る。これは，「＞」形の挟み部分を開き，セ

ットしたとき，挟み状の部分が，竿の弾力に

よって下方向に押されないよう，引っ張り固

定する役目がある。

次に仕掛ける順番を述べておこう。

１ 挟み部分を，上に引き上げる。

２ 細いタケの棒（長さ20センチメートル，

太さ３～５ミリ）を「＞」形の下側の

上にそっと置く。

３ その上に，「＞」形に開いた状態で，

長さ５センチメートルの棒で，挟み込

む上の部分を支える。これで罠のセッ

トは完了である。

４ ネズミが，この「＞」形の間を通ること

で，微妙な力で「＞」形の挟み込む部

分を支えている棒を押し倒しネズミを

挟み込む。

旧Ⅱタイプ（図10・11，写真14）は，リー

語名はヒョッバイという。ヒョは罠でバイは

タケ筒の意味である。やはり弓の弾力を利用

してネズミを挟み込む罠である。しかし弓を

横向きにした形態に特徴があり，構造は旧Ⅰ

タイプと比べると比較的単純である。

ネズミを挟み込む部分は，円筒のタケが二

重に入れ子状になっている。外側のタケ筒の



写真14
旧Ⅱタイプ

図10
旧Ⅱタイプ

図11
旧Ⅱタイプ（部分)
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下半分にはおよそ15×５センチメートルの窓

が開いている。その窓と上部の両側に細い穴

をあけ，糸を通しておく。そのさいにタケ筒

のなかを通った糸には餌をつけておく。もう

一つの内側のタケ筒をなかに入れ込み，この

二つの入れ子になったタケ筒を，まるで矢を

つがえるように弓にセットする。

ネズミがこのタケ筒の窓から首を突っ込み，

餌を食べると同時に内側の筒を支えていた糸

も噛み切る。内側の筒は弓の弾力で上から押

さえつけられているので，矢が放たれたと同

じ状態になり下へと押され，餌を食べていた

ネズミの首の部分を挟み込む。ネズミの首根

っこを挟み込むため，この罠ではネズミが逆

立ち状態になって捕獲されるという。なおこ

のネズミ捕獲弓は，尾高邦雄が1930年代に重

合村で調査をおこない，報告したものと全く

同じタイプである［尾高 1942］。

旧Ⅲタイプ（図12，写真15）は，石の重み

を利用してネズミを捕獲する重力罠で，リー

語名はヒョッシーンという。ヒョは同じく罠

で，シーンは石という意味である。この罠は，

固定式で移動することはない。材料は，周囲



写真15
旧Ⅲタイプ

図12
旧Ⅲタイプ
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に生えている木（木の種類は問わない）と，

タケと，ツタから作った紐の３種類の材料を

使う。まず角度がおよそ45度の二股になった

木を探す。その部分をおよそ長さ30センチ

メートルほどの長さに切り取る。そしてこの

Ｖ字形になった木の股を逆にして，ネズミ道

に対して，直角方向に地面に突き刺し固定す

る。次に重さ10キロ程度の平たい石を選び，

逆さ「∧」形の先端に乗せた長さ50センチメー

トルほどの棒で支える。この棒のほぼ中程に

ツルをくくりつけ，さらにその先端には，長

さ５センチメートルほどのタケをくくりつけ

る。このタケを，「∧」の左側に引っ掛ける。

そしてその先端の部分を，長さ40センチメー

トルほどのタケで，つっかえ棒をする状態に

することで，石が微妙に支えられる状態がで

きあがる。この横方向のタケの先端は，持ち

上げられた石のちょうど真下にくるように調

整し，さらにその先端に餌になるキャッサバ

やサツマイモなどを突き刺しておく。ネズミ

が餌を食べると，微妙に支えられていた石が

はずれて下に落ち，ネズミは圧死する。

旧タイプと新タイプの鋼鉄線で作ったトラ

バサミとの最大の相違は，旧タイプが，それ

ぞれのⅠ～Ⅲの型式によって仕掛ける場所が

異なることである。旧Ⅰタイプは，餌をつけ

てネズミをおびき寄せることができないが，

ネズミが罠を通過するだけで，挟み捕ること

ができる。そのためアン周囲の境界線上にあ

るネズミ道や，アン内部や水田内部に仕掛け

ることが多い。しかし旧Ⅰタイプは，高さが

150センチメートルと大型であるため，岩陰

や倒木の下のネズミ道に仕掛けるには不便で

ある。そういった場所には，旧Ⅱタイプを使

う。このタイプを岩陰や倒木の下にできたネ

ズミ道に仕掛ける場合は，新Ⅰタイプのトラ

バサミと基本的には同じ要領である。必ず捕

獲弓をネズミ道に沿って並行に設置し，ネズ

ミが頭を突っ込む窓をネズミ道側に向ける。

こうすることで道の左右両方からやって来る

ネズミを捕獲することができる。

旧Ⅲタイプの重力罠は，旧Ⅰ・Ⅱタイプの

長所を併せもっている。ネズミをおびき寄せ

る餌をつけることもできるし，さらに罠を通

過するだけでネズミを石で押しつぶすことが

可能である。欠点は，固定式のため移動でき

ず，また石が調達できないアンや水田内部，

それに草地ゾーンなどの地点では使えない。

そのため設置可能な地点は，谷間の小川沿い

やその側を走る小道脇のネズミ道などに限ら

れる。しかし３種類の罠を比較すると，捕獲

率からだけいえば，旧Ⅲタイプが最も高かっ

たという。

� �������

初保村で1995年以前まで使われていた３種

類の罠は，タケ，石，木というごく身近な材

料を使い，しかもネズミ道のポイントの条件

によって特化していることが特徴である。ネ

ズミ罠猟は，彼らの自然に対する深い生態学
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的知識によって支えられており，そのため個

人によっては，罠をどこに設置するかという

自然知の差によってネズミ捕獲数にある程度

の差が出てくることも事実である。

しかし旧タイプのネズミ狩猟道具の特化は，

おそらく素朴な材料を使った条件下では，こ

れ以上の改良はできないほど，かなり完成度

が高い。しかもその「技術革新」の方向は，

罠を仕掛ける条件によって道具を特化するこ

とで，誰でもが簡単にネズミを効率よく捕獲

可能にすることだったと考えられる。そこで

次にネズミ捕獲道具がもつ技術革新の意味を，

旧タイプから新タイプへの型式変化がなぜお

こったという，その理由を考えることで明ら

かにしてみたい。

Ａ氏によると，旧タイプⅠ・Ⅱ・Ⅲと，新

Ⅰタイプのトラバサミを使った場合を比較し

ても，もし同じ数の罠数を設置すれば，ネズ

ミ捕獲数はほぼ同じくらいだという。つまり

新タイプのトラバサミを導入した結果，村に

おけるネズミ捕獲数が飛躍的に増大したわけ

ではないという。

旧タイプから新タイプへと変化した最大の

要因は，旧タイプが持ち運びに不便だからで

ある。一日に罠を設置する数は，新タイプも

旧タイプも変わらず，およそ50個前後である。

新タイプは，１個150グラムで，50個で7.5キ

ログラムになる。袋に入れ肩に担いで，一度

に十分持ち運べる重さである。一方旧Ⅰタイ

プは，340グラムであり旧Ⅱタイプで180グラ

ムである。重量の問題だけでなく，この２つ

の旧タイプは，新Ⅰタイプよりはるかに大き

く，１人の人間が一挙に50本も持ち運ぶこと

はまず不可能である。また先ほど述べたよう

に，旧Ⅲタイプは，構造上持ち運びは不可能

である。そのため，旧タイプの罠を設置する

場合は，出作小屋に罠を置いておき，何本か

を設置し終わると出作小屋に引き返し，また

狩猟場に戻るということを繰り返していたと

いう。一方の新タイプのトラバサミは，一度

に50個の罠を運べるため，罠を設置する時間

を，旧タイプよりはるかに短縮することがで

きる。

ネズミ罠を設置する時間をなるべく短縮す

る必要性は，ネズミ罠猟と他生業との関係性

から考える必要があると思われる。特に冬季

のネズミ罠猟は，時間の短縮と日常的な動物

タンパク質確保の両立を必要条件としてきた

のではないかと考えられる。その理由は，こ

の時期がコメの収穫と田植えと春節が重なっ

ており，１年で最も忙しい農繁期に相当する

からである。

12月から翌年の２月は，まず12月のコメの

収穫に始まり，すぐに一期目の田植えの準備

に入り，その農作業が２月中旬まで続く。こ

の期間は，重労働が連続する。現在では，町

の市場や村内の小商店で買う干し魚などを利

用して，食事を準備する時間の節約と栄養補

給をおこなう家もある。しかし現在でもネズ

ミなどの小動物狩猟は，コメの収穫と田植え

のための農作業の合間に可能な狩猟活動と，

貴重な動物性タンパク質確保の手段として彼

らの食生活にとって重要な地位を占めている。

� ���������
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小動物は，リー族にとって日常的な食料と

して重要な位置を占めている。リー族は，ブ

タ，水牛，黄牛などの家畜を飼育しているが，

これらは結婚式や葬式，それに春節などの特

別なハレの日以外に食べられることはめった

にない。現在の初保村では，イノシシはこの

２年で３頭しか捕獲されていない。イノシシ

やキョンなどの大型野生動物の捕獲数は1950

年代の記録をみても，とても日常的に動物性

タンパク質を確保できるほどの捕獲数ではな

い［西谷 2001 2002�］。

リー族は野生の小動物を徹底的に利用して

いる［梅崎� 良� 伊藤� 蒋� 西谷 2001］。水田で

は，カエル類・イナゴ・エビ・オタマジャク

シ・カニ・クモ類・ケラ・コオロギ・タニ



写真16
ネズミの毛を焼く。
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シ・トンボの幼虫・ネズミなどが食料として

採集されている。また斜面畑や灌木林，それ

に自然林では，鳥類（スズメ，ハト，フクロ

ウ，カラス，ツバメなど）・キツネ・センザ

ンコウ・コウモリ・タヌキ・トカゲ・ヘビ・

リスなどがあげられる。こうしたリー族の食

料のための小動物狩猟は，解放前のスチュー

ベルや岡田謙によっても報告されている［ス

チューベル 1943� 岡田 1942］。

初保村における小動物狩猟による食料の重

要性を理解するには，ネズミ肉の食料として

の利用方法と，捕獲量を考察する必要があろ

う。

まず食料としてのネズミ肉について述べる。

村に持ち帰ったネズミの処理は二つの方法が

ある。その日の内に調理し食べるか，捕獲数

が多い場合は保存する。最初に，ネズミの毛

を処理する。鉄串をネズミの肛門から突き入

れ頭骨に突き刺すようにして固定する。次に

タケを地炉で燃やしながら，ネズミをその上

で回転させながら毛を焼く（写真16）。この

時最初に尾の部分を焼く。そして尾を握って

引っ張り，尾の周りの皮をはぎ取る。次に毛

を焼きながら，時おり竹ベラなどで焼いた毛

をそぎ落としていく。皮を丁寧に剥ぎ終わる

と，全体を四～五つの適当な大きさに切り分

けておく。これを調理する。調理法には，３

種類ある。

１ 煮る。蒸留酒や醸造酒を醸す時に残っ

た酒粕や，ニラやネギなど香味野菜を一

緒に入れる。

２ 炒める。ニンニクやネギなどと一緒に

炒める場合が多い。

３ 焼く。ネズミの腹に包丁を入れ，開い

て串刺しにした状態で，地炉の上で焼く。

煮る方法と焼く方法が伝統的なネズミ料理

である。炒めるという調理は，1960年代以降

に，中華鍋が普及するようになってから村に

広がった。

冬季に捕獲されるネズミの数量はかなりの

頭数に達する。そこで一度に食べきれないも

のは干物に加工して保存する。その方法には

２種類ある。

１ 毛を焼き，次に醤油と塩をふって味付

けをしそのまま火であぶり乾かす。２～

３時間かけて火であぶることで干物にな

る。

２ 一度ネズミを煮てからそれに塩をふっ

て天日で干物にするか，毛を焼いてまだ

肉のなかまで火が通っていない生肉を開

いて，それを天日干しにする。この場合

は，ほぼ一日干す必要がある。

乾燥させるか天日干してできあがったネズ

ミの干物は，およそ２～３カ月の保存が可能

である。ただし約10日おきの間隔で家のなか

からもちだして，再度天日に干して乾かし，

カビの発生を防ぐ必要がある。

次にネズミの捕獲量について述べてみる。

Ａ氏は，2002年の春節前後から10数回ネズミ

罠を仕掛けた。毎回50数個の罠を仕掛けたが，

１回に20匹～30匹の収穫があり，この年の捕

獲数は統計でおよそ230匹だったという。彼

は村の主任をしているため，その仕事が忙し

くネズミ罠猟にあまり時間がとれなかった。

そのため230匹という捕獲数は，例年の捕獲

数と比較すると少なく，普段の冬であれば

300～400匹は確実に捕獲できるという。

初保村では各家が，冬季には必ずネズミ罠

猟をおこなう。村の50世帯が，少なく見積も

って一冬に300匹捕獲したとすると，およそ
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15000匹ものネズミを一冬に捕獲することに

なる。230匹という数は，５人家族が１～２

月の２カ月間にわたって，動物タンパク質と

しての肉をほぼ昼と夜の食事に毎回食べられ

る量である。そして先ほど述べたように，食

べきれない肉は乾肉にして保存することが可

能である。

これに加えて1980年代までおこなわれてい

た村内の倉庫や，水田の畦でおこなわれてい

たネズミ罠猟から得られるネズミの総数を推

測すると，ネズミの肉が初保村の人々にとっ

て，動物性タンパク質として食料にかなりの

比重を占めていた可能性が高いと推測できる。

また現在では，バイク行商や村に小さな商

店ができ，日常的に現金によって町からもた

らされる魚や乾肉，ブタ肉，インスタントラー

メンなどが手に入るようになり，農繁期の忙

しい時期にはこうした食料に頼る村人が多く

なっている。しかし，かつてほぼ動物性タン

パク質を自給していた時代には，ネズミ罠猟

による肉の供給はかなりの割合を占めていた

と推定できる。それだけに日常的な食料とし

てネズミ罠猟は重要な生業の一つであるとと

もに，農作業の妨げにならないように効率よ

く一日の生活に組み込む必要性があったと考

えられる。
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焼畑や山焼きによる人為的な行為によって

作り出される攪乱環境の一つである境界ゾー

ンは，野生動物が棲息しやすい場を作り出す

だけでなく，人間側からみれば決して意識的

ではないが，野生動物をおびき寄せるという

「大きな罠」機能を成立させてきたと述べて

きた。さらに野生動物にとって焼畑が魅力あ

る場として機能している理由は，焼畑にはほ

ぼ１年間にわたってさまざまな作物が連続し

て収穫される点にある。

初保村の焼畑は，かつて一家族が１年間を

通じて食べるさまざまな種類の作物を植え付

けてきた。その姿をＡ氏の二番目のウォンの

アンの様子からみてみたい（図13）。焼畑の

作物の植え付けの特徴は，混作と混植にある。

ここでいう混作とは一区画のアンに，さまざ

まな作物を一定の小区画に植え付けることで

ある。混植とは，さらにある一つの小区画に，

二種類以上の作物を同時に植えることである

と定義しておく。

例えば一つのアンでは，陸稲である山欄稲

をはじめ，トウモロコシ，カボチャ，キマメ，

ラッカセイ，ヘチマ，インゲンマメ，アズキ，

キャッサバ，タロイモ，ヤムイモを混作する。

さらに，小さな一つの区画にいくつかの品種

を混植する。Ａ氏の二番目のウォンのアンで

は，西半分に山欄稲を植え，その同じ区画に

トウモロコシを混植していた。山欄稲はこの

他にキマメも混植することができる。ヤムイ

モとタロイモを植えた場所には，他の作物は

植えない。サツマイモなど地を這う作物と山

欄稲は混植できないが，このアンではサツマ

イモを植えた場所に，キマメ・アズキ・サヤ

インゲン・カボチャを混植していた。またア

ンの下部に面積としては狭い（およそ８×11

メートル）ものの，コショウとパイナップル

を混植している。

作物の１年間にわたる播種と収穫を一覧に

したものが表２である。焼畑の作物のほとん

どが３～４月の２カ月にわたって播種がおこ

なわれる。３月に入ると収穫が終わった焼畑

の作物を丁寧に刈り取り，従来ならばそれを

アンの上で焼く作業が始まる。初保村の雨期

は５月に入ってから始まる。イモ類やラッカ

セイ，サヤインゲン，アズキなどのマメ類は，

雨を待たずに播種を開始するが，山欄稲は４

月下旬から５月上旬に雨が降り始めると播種

を開始する。

これらの多種類の作物の収穫は，１年間を

通じておこなわれる。最も早く収穫できるの

はラッカセイである。植え付けてから２～３

カ月後には収穫可能で，その後トウモロコシ，

アズキと続き，山欄稲は９月下旬から10月に

なると収穫できる。山欄稲が収穫される時期



図13
タイプⅠのアン（伝統的な焼畑技術を残したアン)
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になるとサツマイモの取り入れが可能になり，

これは翌年の３月まで続く。タロイモやヤム

イモは，植え付けてから収穫できるまで比較

的時間がかかり，12月になってから可能で，

それが翌年の３月まで続く。キマメやキャッ

サバは，植え付けてからちょうど１年後の２

～３月に収穫の時期がやってくる。さらに水

稲は，二期作のため６月と12月に稲刈りの時

期があるし，バナナはほぼ１年を通じて毎月

のように実る。

焼畑カレンダーに列挙した作物について，

ネズミはほぼ全種類を餌にしている。地中の

イモ類は掘り返して食べ，イネは根本をかみ

切り引き倒して食べるという。トウモロコシ

やバナナなど茎が比較的しっかりしているも

のは，登って実を食べる。ネズミ以外にも焼

畑という「大きな罠」におびき寄せられる野

生動物は多い。鳥類は，特に山欄稲やマメ類

を狙って収穫時に大きな被害を与える。大型

野生動物であるイノシシは，イネやキャッサ

バなどのイモ類を好んで餌にする。

かつて小動物狩猟は，ネズミだけではなか

った。ネズミなどの小動物を獲物とする，フ

クロウ，ヘビ，ハクビシン，キツネなどもま

た狩猟対象であった。焼畑という「大きな罠」

には，焼畑の作物に引き寄せられてくる野生

動物だけでなく，その野生動物にまた引き寄

せられる野生動物も狩猟できるという効果が

あると思われる。

焼畑は１年間にわたって作物がほとんど途

絶えることなく連続して収穫できる。このこ

とは反対にネズミなどの野生動物にとっては，

ほぼ年間を通じて食料が豊富にあり，しかも

餌を探し回る必要がなく常に一定の場所に確

実にあるという，理想的な餌場を提供してい

ることを意味している。このことが野生動物

を焼畑に引きつける最大の魅力であるととも

に，人間側からみれば，「大きな罠」として

の狩猟場が成立しうる最大の要因だと考えら

れる。

������
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ネズミ罠猟について，その具体的な狩猟方

法を述べてきた。リー族の野生動物狩猟につ
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いては，1930年代や1950年代におこなわれて

きた過去の民族調査でも言及されている。し

かしそれはイノシシ，キョンなど大型野生動

物の狩猟についての調査記録であった［中南

民族学院本書編輯組 1992� ��スチューベル

1943�岡田 1942�尾高 1942］。今回取り上げた

ネズミ食については，尾高邦夫が報告書のな

かで言及している程度であり，その他の調査

者は，ネズミ捕獲が生業の一部であるという

認識には至らなかったと考えられる。

松井健は，多様な生業を分析するにあたっ

て，中心的な生業だけでなく副次的な生業を

扱うことで，そのなかに生業全体の問題を解

き明かす端緒がかくされているのではないか

と主張する。そして集団にとって最重要とさ

れる生業活動の陰にありながら，副次的です

らない生業活動をマイナー・サブシステンス

と呼び，その諸活動の意味を分析することが

重要だと述べる［松井 1998］。

ではネズミ罠猟は，松井健が提唱する中心

的生業ではなく経済的意味がほとんどないマ

イナー・サブシステンスの範疇に入るのだろ

うか。マイナー・サブシステンスの定義をも

う少し詳しく述べると以下のようになる。

１ 経済性がないとはいえないが生計維持

に必須のものではない。

２ 資源のうち分散性が高いものを対象と

する。

３ 技術的に低いレベルにある。

４ 擬似的な体験では得られない自然との

一体感が存在する周辺的な生業を指す。

これに対して初保村におけるネズミ罠猟は，

「自然との一体感」といった楽しみとしての

周辺的な生業ではなく，生活にとって必須の

生業システムの一部分であり，リー族の生活

適応戦略に組み込まれてきたと推測できる。

その理由は「Ⅱ 技術からみた罠猟」で考

察したように，狩猟に必要な時間は，農作業

に影響を与えないことが必要条件になってい

る。今回のネズミ罠猟は朝の８時半ごろから

始めたが，通常であればもう少し早い時間に

設置し，それから再び農作業を開始する。50

個以上の罠を設置するには，新Ⅰタイプでも

少なくとも３時間程度は必要である。そのた

めネズミ罠猟に関わる時間と労働力をできる

だけ節約できれば，それだけ農作業に振り向

ける時間が捻出できる。農作業を重視すると，

ネズミ狩猟は「朝飯前」の作業として終わら

せる必要性があったと思われる。

農繁期にネズミ罠猟を成立させる条件は，

農作業の合間にいかに効率よく実施できるか

という点にあったと考えられる。そのため旧

タイプから新タイプへの道具の型式変化によ

る効率化とは，道具の機能の向上によるネズ

ミ捕獲数の増加を目的としたものではなく，

むしろ狩猟に投資しなければならない時間と

労働力をできるだけ短縮するという方向性に

あったと推定できる。このように道具の型式

変化から抽出されたネズミ罠猟の特質は，マ

イナー・サブシステンス的な生業ではなく，

農繁期の動物タンパク質確保と農作物の被害

を最低限に押さえる目的を効率よくおこなう

という，彼らの生活適応戦略として組み込ま

れてきた重要な生業の一部だったと考えられ

る。

そしてネズミ罠猟を生業として可能にして

いるもう一つの要因が，「Ⅲ 焼畑が作り出

す機能」で論じた，焼畑とその周辺の攪乱環

境の働きである。焼畑は地力が落ちれば別の

場所へと移動していく。そのため焼畑の周辺

には休耕地が広がる。こうした水田，焼畑と

いう人為的な攪乱環境が，その周辺に境界

ゾーンを作り出し，かえって小動物の棲息場

所を増加させる。それがまた狩猟にとっては

格好な場となっている。またかつては盛んに

おこなっていた草地ゾーンにおける山焼きも，

草地を焼畑周囲に作りあげ，これが野生動物

のうち特に大型のイノシシやキョンなど棲息

地と狩猟場の両方を兼ねあわせる装置の役目

をはたしていた。

人類の定住と農耕の開始によって，森林が

切り開かれ攪乱環境が成立する。中尾はさら
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にこうした人為的な攪乱環境に自生する植物

群が野生と栽培の中間段階である「半栽培」

植物であり，これが栽培植物の起源になるの

ではないかと推定した［中尾 1967］。つまり

焼畑周辺の人為的環境は，野生と栽培，さら

には野生動物とを結びつける多様な環境を形

成しているという考え方である。

焼畑周辺の攪乱環境と動物狩猟に注目した

南真木人は，ネパール山地民マガールの藪林

焼畑を調査して，焼畑にともなって休耕地が

出現し，そこでおこなわれたメスのミフウズ

ラを囮に使った仕掛け猟の実態を報告してい

る。そして植生が復元されていく藪林が多様

に利用され，その過程の一つである小動物狩

猟の重要性を指摘している［南 2002］。また

市川光雄は，中部アフリカの森林地帯では，

農耕民が放棄した畑やその跡地である二次林

には野生動物が多いことと，古い二次林に採

集対象となる食用樹種が多いことを指摘する。

そしてこのような二次植生の存在が，森にお

ける人間と自然の相互作用を示しており，こ

こが狩猟場になっていると述べる［市川

1992］。

初保村のリー族がおこなってきた狩猟もま

た，集落の周辺に形成された攪乱環境を多様

に利用してきものであるが，それを促進して

きたのが，焼畑をおこなうことのできる境界

ゾーンの成立や，山焼きをおこなうことで草

原ゾーンを作り出したことだと考えられる。

焼畑で作り出された人為的環境である草原

ゾーンは，草食性動物が棲息しやすくなる場

を提供し，さらにその内部にある焼畑は，餌

場としての機能を必然的にもつようになる。

これは初保村の人々からの聞きとりによる情

報であるが，海南島に住むミャオ族は，山間

部で狩猟する場合に，イノシシをおびき寄せ

るため小さな面積の焼畑を作るという。

焼畑が作り出すこうした人と野生とを結び

つける機能を「大きな罠小さな罠」と呼んだ

わけだが，初保村ではこの機能が彼らの生活

適応戦略に組み込まれた生業の一部であると

思われる。さらにいえばシステムとしての

「大きな罠小さな罠」は，野生動物狩猟を，

耕作地内部や周辺でおこなうことを可能にし

ており，いわば狩猟自体を農耕内部に取り込

んでいると考えられる。そして焼畑周辺のこ

うした機能は，実は動物狩猟だけでなく，お

そらく野生植物の栽培化にも関わってくると

思われる［篠原 2002�］。

耕作地周辺で狩猟する動物の種類は，過去

の時代や地域による生態学的基盤の違いによ

って，異なってくるであろうし，今回紹介し

たようにネズミ罠猟だけが小動物狩猟の対象

動物とは考えられない。しかし少なくとも人

類が農耕を開始すると，焼畑を含む耕作地に

おいて，作物を狙ってやってくる野生動物か

らいかにして作物を守り通すかは，普遍的な

問題であったと思われる。

動物狩猟をマイナー・サブシステンス的に

利用するか，もしくは食料獲得と害獣駆除と

いう二面性をもった生業の一部として取り込

んでいくかは，それぞれの人類社会の生活適

応戦略に関わってくる選択の問題だと考えら

れる。しかし，焼畑周辺でおこなわれてきた

野生動物狩猟を農耕に内部化するという「大

きな罠小さな罠」機能は，人類にとって定住

農耕を開始して以降の少なくとも東アジアの

歴史において，かなり普遍的に成立しうる装

置として想定できると思われる。そしてもし

この想定が可能であるならば，焼畑周辺でお

こなわれてきたであろう動物性タンパク質確

保の手段として，日常的かつ効率的な小動物

狩猟の重要性に着目する必要があると考えら

れる。

焼畑周辺の自然と人の関係を探ることは，

人類が過去におこなってきたであろう野生動

物利用という生活適応戦略の問題だけにはと

どまらないと推測している。人類がおこなっ

てきた野生動物の家畜化や栽培化を，自然と

の共生関係のメカニズムから明らかにしよう

とする研究への関心が高まっている［福井

1995］。つまり，人と自然との長い間の共生
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というすり合わせのなかから家畜化や栽培化

が生まれてくるという考え方である。現在の

中国考古学の成果では，農耕の開始と同時に

家畜化が始まったのではなく，ある程度の時

間が経過してから（前7000年前後）家畜が出

現すると考えられている［袁靖 2000］。しか

し谷泰が指摘するように，考古学的方法では，

動物遺骨の形態変化によって家畜化されたで

あろう確実な時期は決定できたとしても，そ

れがどのような過程とメカニズムを経たのか

を証明するのはおそらく困難であろう［谷

1995］。

松井建は西アジアの遊牧民の研究から，人

間の生活様式が狩猟・採集から農耕や遊牧へ

と移行した中間段階として，知的前適応とし

てのセミ・ドメスティケーションという状態

を想定している［松井 1989］。西アジアの乾

燥地帯において最初に家畜化されたのは，ヒ

ツジやヤギである。その家畜化は人間側から

の例えば宗教的に，ある特定の動物を保護す

るとか，収穫に近いムギ類の種実を守るため

に有蹄類の群を追い払うことで始まったとい

った動機からではないと述べる。ヒツジやヤ

ギの家畜化は，野生動物の群れそのものを制

御する技法にあると主張する。こういった野

生動物をコントロールする技術は，狩猟民に

もみられ，人間と狩られる動物とのかかわり

方が変化したとき「群れのままの家畜化」が

始まったのだと，自然と文化との関わり方の

メカニズムから家畜化の問題を論じている。

おそらく東アジアにおける家畜化過程は，

西アジアとは異なる別のメカニズムではなか

ったのではないかと考えられる。中国では黄

河中流域で，豚便所というブタを農耕へと内

部化するだけでなく，家屋への内部化まで推

し進めていくことが象徴しているように，西

アジアとは別の農耕と家畜との関係が想定し

うるからである［西谷 2001�� 2001�� 2002�］。

また狩猟段階のイノシシは，日常的な安定

した食料とはなりえなかったが，イノシシか

ら家畜化されたブタも，一般的には非日常的

なハレの食料だった。耕作地周辺での小動物

狩猟は，大型野生動物よりもはるかに日常的

かつ安定的な動物タンパク質を確保できた可

能性を示唆しており，逆になぜ耕作地に近寄

ってくる野生動物のうち，非日常的な家畜で

あったイノシシを家畜化する必要があったか

という問題を改めて問うていると思われる。

東アジアの人類の歴史において，野生動物

がどのように家畜化されてきたという過程や，

野生植物の栽培化をどのように押し進めてき

たかという問題を解き明かすヒントは，野生

と人との生業活動の接点にあり，狩猟をも農

耕に内部化する働きをもった焼畑周辺に隠さ

れているのではないかと推察している。
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�� 本論で記す小農とは自らとその家族の労働に依拠して耕作し，耕作地からの収穫で家族が生活を
維持できる農民のことであるが，現実にはそれよりも零細な農民を含む（梅原 1992� ��17）。
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はじめに

１．�村とその周辺

１-１ ラグナ州

１-２ �村

１-３ ココヤシ栽培

２．新しい時代の始まり（1903-1940年）

２-１ �村の成立

２-２ コプラの登場

２-３ �村を取り巻く社会変化

３．日本軍の占領（1941-1945年）

３-１ コプラ生産の停止

３-２ 開墾と野菜栽培

３-３ ココナツ油とココヤシ蒸留酒

４．生活の再建（1946-1969年）

４-１ フク団と食糧不足

４-２ コプラ生産の再開

４-３ 低地稲作地帯の開発と出稼ぎ

４-４ 山の開墾

おわりに

� � � �

本論は，フィリピン・ルソン（��	
�）島

におけるココヤシ栽培小農の村を事例に取り

上げ，商品作物経済と村を取り巻く地域の社

会経済的な変化を視野に入れて，村の生業の

変遷を歴史的に跡づけることを目的とする。

そのことを通して，20世紀初頭のフィリピン

におけるココヤシ産業の成立と発展に伴い，

村が商品経済に巻き込まれていく過程および

ココヤシ栽培小農の経験を明らかにしたい。

なお，ここでは，調査村が成立した1903年か

ら，ココヤシ産業にマルコス政権が介入する

以前の1960年代末までを扱う。考察する時間

の幅を村の成立から約70年間としたのは，村

の生業基盤であるココヤシ栽培の成立過程が

顕著だからである。

ココヤシはフィリピンにおける主要な商品

作物である。ココヤシの商業化は古く，アメ

リカ植民地支配が始まる20世紀初頭から本格

的に開始された。アメリカへ輸出するコプラ

（ココナツの胚乳を乾燥させたもの）を生産

するココヤシ産業が成立したからである。現

在，ココヤシ産業はフィリピンの代表的な農

業関連産業であり，ココヤシは重要な商品作

物である。1999年の時点で，フィリピンは世

界市場におけるコプラ油の64％を供給し，コ

コヤシ栽培面積は全農地の３分の１を占めて

いる（�������� 
� ���������� 2001� ��1）。

ココヤシ栽培は一部においてプランテーショ

ンがみられるが，多くは小農経営である��。

調査村が位置するルソン島南タガログ地方の

ラグナ（������）州は，19世紀半ば，ココ

ヤシ蒸留酒の主要な生産地であり，アメリカ

植民地期には同地方のタヤバス州（現，ケソ

ン州）やビサヤ地方とともに，ココヤシ産業

の中心地として発展した。現在，同州のココ

ヤシ栽培地帯は農地面積の約70％を占め，丘

陵地と山腹斜面に広がる。

これまでのルソン島の農村研究は主に低地

稲作地帯の農村で行われ，低地を取り巻くコ

コヤシ栽培地域は等閑視されてきた。同島で

農村研究が活発に行われるようになったの

は，1960年代である。第二次世界大戦中に共

産党により結成されたフク団（����
��

����������� �� �����，戦後，人民軍と改

称）は，戦後，ルソン島中部地方で農民を結

集した。フク団による武装闘争は，農村の社

会不安と農業生産の停滞を引き起こした。こ

うした時代的状況に対応し，ルソン島の農村

研究は，フク団の活動の中心地であった中部

平野の稲作地帯で行われ，研究の焦点は地主

制度を軸とする農村の社会構造の把握におか

れた（高橋 1969� ������ 1974）。1960年代



�� 本論は，2002年１月に京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科に提出した博士予備論文
『フィリピン・ココヤシ栽培農村の社会変容―ラグナ州の事例から―』の一部である。

�� フィリピンは全国が１つの自治区と14の広域行政区（�����	）に分かれている。地方自治行政単位
にあたるのは州（
����	��），特別市（�������� ����），町（��	���
�����），小行政区（����	���）
で，それぞれ公選の首長をもつ。最小の行政単位である村がいくつか集まって町ができ，この町
が複数合わさって州となる。

�� 人口密度は１平方キロメートルあたり1,117人である。1995年から2000年の５年間における同州の
人口増加率は4.08％で，人口増加率の全国平均2.36％を1.72％も上まわっている（�����	��

��	��� �	� ���������� ������ 2000）。これは，1980年以降，首都圏に近い同州の西部工業団地や住宅
団地の開発が進み人口流入が続いているからである。

�� 速水と菊池は，ラグナ州における低地稲作地帯を囲んでいる丘陵地と山を高地（�
��	�）と記し
ている（������・�� ��� 2000）。
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半ば，稲の高収量新品種の開発を契機に化学

肥料や農薬を投入し，機械力に依存した稲作

が始まり，同年代後半以降は「緑の革命」と

呼ばれる農業技術革新が普及した。そのため，

1970年以降，農地改革と技術革新に研究関心

が集中し，稲作農村の社会経済構造の変動に

焦点があてられることになった（高橋 1977!

梅原 1978! "������ 1984）。

ルソン島の農村研究は中部平野の他にラグ

ナ州の低地稲作地帯でも行われ，農村の階層

分化に関する研究（菊池 1978），在郷地主の

村における土地所有と生産構造の研究などが

ある（梅原 1967）。速水と菊池は，梅原が

1966年に調査した村について，1970年から30

年間にわたる農業変化を研究した（������・
�� ��� 2000）。彼らは「緑の革命」による

低地稲作農村の農業経営上の諸変化の一つと

して，収穫作業における高地からの雇用労働

者の増加を取り上げた。この研究は低地稲作

地帯に集中していた従来のルソン島の農村研

究にはない新しいものである。しかし，これ

らの農村研究は食糧作物である稲作を重視し，

商品作物のココヤシをほとんど扱ってこなか

った。

このような研究状況を踏まえ，本論が高地

におけるココヤシ栽培農村の生業の変遷過程

を明らかにすることは，低地の稲作農村とは

異なったルソン島の農村像を提示する重要な

意味をもつと考える。

本論はフィリピンにおける現地調査と文献

資料に基づくものである。現地調査は，2000

年２月と３月，同年８月と９月，2000年12月

と2001年１月に，ラグナ州ナカーラン町 �

村で行った。調査期間は合計６カ月である��。

��� ������

��� ����

調査村 �が位置するラグナ州は，ルソン

島中南部に位置し，広域行政区画の南タガロ

グ地方に属する（図１)��。2000年のラグナ

州人口は196万5,872人で，住民の大部分はタ

ガログ語を母語とするカトリック教徒であ

る��。同州はマニラの南東に位置し，州都サ

ンタ・クルース（��� ���#）町はマニラから

87キロの距離にあり，フィリピン最大のバイ

（$��）湖の南湖岸を西から東にかけて細長

く弧状に囲む地域である（図２）。同州は，

サンタ・クルースを中心に西部の低地と! 州

の総面積82%7％を占める南部と東部の丘陵

地・山地に分かれる（&����	���� &��		�	�

�	� '�����
��	� ������ 1998! 
%10)��。気候

は西部では雨季と乾季が明瞭で，東部と �

村が位置する南部は１年を通して雨が多い。

両地域の地形と気候の違いは経済活動にも影

響を与えている。19世紀，西部では米とサト

ウキビを栽培し（(����� 1983! 
%84），東部と

南部ではココヤシを栽培してココヤシ蒸留酒



図１ フィリピン地図
出典（梅原 1995，��49）に著者加筆

�� ココヤシ（����� �����	
� �）の製品について様々な用語が使われるために，本論では以下のように
用語を整理し，使用する。ココヤシの果実はココナツと呼ぶ。ココヤシから生産される油は２種
類あり，コプラ（ココナツの胚乳を乾燥させたもの）から絞る油をコプラ油とし，ココナツ・ミ
ルクから作るものをココナツ油とする。一般には，両者をココヤシ油と総称するが，生産方法と
品質が異なるため，ここでは区別することにする。ココヤシ蒸留酒はココヤシの花芽を切った断
面からにじみ出てくる樹液を発酵させ，その後蒸留した酒であり，フィリピンで一般的に知られ
ているココヤシの樹液を自然発酵させた酒（���	）とは異なる。
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とココナツ油を生産していた（
	��	�� 1983�

���265-266)��。20世紀初頭のアメリカ植民地

期には，アメリカへ砂糖とコプラ，コプラ油

を輸出するためにサトウキビとココヤシ栽培

がラグナ州で拡大した。現在，サトウキビ栽

培地は工業団地となり，水田地帯は西部の低

地からバイ湖岸に広がっている。東部と南部

の丘陵地と山地はココヤシ栽培地帯である。



図２ ラグナ州の高地・低地地域図
出典（������・����	
� 2000，��2）に著者加筆

� 1999年のラグナ州のココヤシは1,000万870本で，樹齢が41年以上で盛年期を過ぎているのは735万
9,942本，73.5％である。そのため，ココヤシ庁はココヤシの植え替えが必要であるとしている
（�
�������� ��	���� ���
����� ��� ������ �� ����	������� ��������	� 1999� ���1-2）。

�� 本論では，ナカーラン町の市街地を住民の呼称に応じてバヤンと記す。一般的に，フィリピンで
は市街地はスペイン語風にポブラシオン（�� ������）と呼ばれる。
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ラグナ州において工業地帯の占める面積は州

面積17万5,973ヘクタールの1.5％，商業地域

は１％にしかすぎない。一方，農地は州面積

の48.7％を占め，内73％がココヤシ栽培地で

あり，ココヤシ栽培は同州の農業の中心であ

る（ ���!��	��� �������� ��� "�!��������

#���	� 1998� ��10)�。こうした西部と東部・

南部の相違はラグナ州の住民にとっても自明

であり，調査村が位置する東南部のバナハオ

山麓から山腹斜面のココヤシ栽培地域はラグ

ナ州の人々からイタアス（�����高地）と呼

ばれている。高地地域の住民は「私たちが低

地の地主と小作人のような貧富の大きな差が

ないのは，小さな土地を持っているからだ」

と語り，低地と高地を区別している。従って，

本論で記す高地とは地域住民が称する高地で

あり，研究者や行政により設定された高地と

は異なる。

��� � �

高地の標高320メートルにある �村は，州

都サンタ・クルースから21キロ離れたナカー

ラン町に位置する。ナカーランの中心である

市街地と外を結ぶルートは２つある。同町か

ら16キロの丘陵地のサン・パブロ市を経るも

のと，サンタ・クルースへのルートである。

同町の住民は市街地をバヤン（ ����）と呼

ぶ��。バヤンはスペイン植民地期にスペイン

人が行政を円滑に行うために建設した町の中

心地である。スペイン人は公園を中心にカト
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リック教会，地方行政のための庁舎を建て，

その周囲に植民地官吏，現地人の有力者を住

まわせ，バヤンを中心に町を形成した。現在，

バヤンには役所，商店，市場があり，高地地

域の経済・社会の中心地として重要な位置を

占める。

ナカーラン町の面積は11,489.4ヘクタール

であり52のバランガイ（��������）により成

り立っている。市街地は３つのバランガイか

ら構成され，残り49のバランガイは農村部に

位置する。2000年のナカーラン町の人口は

４万8,727人，世帯数は10,708世帯である

（���	
��� ����� ��� ����	��	�� ���	� 2000）。

1993年の資料によると農地は町の面積の87％

で，主要な農作物はココヤシである。農地の

90％を占めるココヤシ園ではランサット，ラ

ンブータン，マンゴを間作栽培している

（��������� ���	�	��� ���	� 1993� ��70）。
�村は，バヤンから約３キロの距離にある。

�村とバヤンの間には小型乗り合いバスと乗

り合いオートバイが運行している。
�村の �とはタガログ語で「分ける」とい

う意味で，その名が示すように，村は隣接す

る �村から分かれ，1903年に行政村として

成立した（��������� ����	� ���

� ������

1957� ��45）。村の面積は40ヘクタールで，

2000年の調査時には142世帯から成り，人口

は559人で男277人，女282人であった。ここ

でいう世帯とは一つの住居に住み生計を共に

する者の集団である。村での世帯は夫婦とそ

の子供，夫婦のどちらかの未婚のキョウダイ

を含むのが一般的で，１世帯が２組以上の夫

婦で構成されることはない。結婚した者は独

立の住居を持つべきとされ，住居がないため

に夫婦のどちらかの親と同居している場合は，

生計を異にする別の世帯とみなされている。

村地の大部分はココヤシ園と屋敷地で占めら

れている。ココヤシ園は一世帯平均約0.2ヘ

クタールで，屋敷地は0.05ヘクタール以下で

ある。ココヤシ園ではアンスリウム，ランサ

ット，バナナ，タロイモが栽培され，アンス

リウム以外は自給用である。屋敷地には菜園

がなく，裏庭で現金獲得のための養豚が行わ

れている。家屋の多くはセメントと木材を併

用した平屋であり，140軒中，竹の家は６軒

で内４軒が借地に建てたものであった。また，

村人は村外にもココヤシ園を所有し，１家族

が村内外に分散所有するココヤシ園の総面積

は平均約２ヘクタールである。その他に畑や

水田を村外に所有する者がいる。村人は海抜

約600メートル以上のバナハオ山腹に１ヘク

タール以下の畑を２，３カ所に分散して所有

し，総面積は１戸当たり平均2.5ヘクタール

であり，他にバナハオ山の国有地を畑地とし

て利用している。山麓に所有する水田は１戸

当たり１ヘクタール未満である。

村の142世帯の内，耕作地を所有し農作物

を栽培する65世帯（46％）中，ココヤシ栽培

世帯は61世帯で，他４世帯は野菜だけを栽培

している。ココヤシ栽培世帯の内，17世帯は

野菜栽培，４世帯は稲作を兼業している。こ

れら65世帯の中には養豚や農業外の収入があ

る。

上記以外の77世帯（54％）も全く農業に関

わらないわけではない。ココヤシ園を所有し

ない世帯の中にはココヤシ園管理やココナツ

の収穫作業を請け負う世帯がある。現在はコ

コヤシ園を所有しないが，土地名義人の親が

死亡すればいずれこれを相続する世帯もある。

農業外職種につく人の中でも，仕事がない時

期はココナツの収穫や野菜の植え付け・日雇

い収穫労働をする場合がある。聞き取り調査

では40歳以上の男はココヤシ栽培，コプラ，

ココヤシ蒸留酒，ココナツ油の生産，ココヤ

シ樹液採取の経験があった。かつて，村では

ココヤシ栽培の他にココナツ加工品を生産し

ていた。だが，現在，村で見られるのはコプ

ラと自家消費用のココナツ油の生産だけであ

る。�村は歴史的に小農経営によるココヤシ

栽培村であり，現在70歳代，80歳代の高齢者

は，彼らの父親が行っていたココヤシ栽培と

ココヤシ加工品の生産方法が，今もほとんど



�� 佐藤（1983� ��4）はココナツの生産がココヤシの樹齢が70年まで可能であるとするが，他方，フィ
リピン・ココヤシ庁は，ココナツの生産の盛年期をすぎている樹齢50年のココヤシは伐採して栽
培すべきだとする（���	����
� ��
�� �������� �
� ������ � ������	����	 ���������� 1999� ���1-2）。
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変化がないと言う。高齢者の話と現在の村で

行われているココナツ加工品の生産方法を参

考にしながら，ココヤシ栽培について次に見

てみたい。

��� ������

ココヤシはタガログ語でニョグ（
���）

と言い，幹の高さは25メートルにも達する。

ココヤシの樹齢は60年から70年である（佐藤

1983，��4)��。１本のココヤシに年間約60個

のココナツが成り，コプラ収量はココナツ１

個から平均300グラムであるから，１年に１

本のココヤシが生産するコプラは18キロとな

る。１ヘクタールに100本のココヤシが栽培

されていると，1.8トンが標準的なコプラの

年間生産量である（阿部 1989� ��31� 佐藤

1983� ��54）。外皮が緑色の未成熟なココナツ

はブコ（���）と呼ばれるが，外皮が褐色

で成熟したものはココヤシと同様にニョグと

呼ばれ，コプラ生産に使用される。

高齢者の話によると，1930年代のココヤシ

栽培では，まず鉄棒状の農具〔棒の一方の先

端が鋭利で他方がへら状になっているバレタ

（������）〕で，直径，深さともに50センチの

穴を掘り，１メートルに成長した苗を定植す

る前に，男がしゃがんで睾丸を穴の内側に触

れさせた。これはココヤシの成長を願って行

ったとされる。定植後数年間はココヤシの葉

は短く，隣接する株と株の間は十分日光を通

すため間作物の栽培ができる。小農経営では

ココナツの収穫ができるまでの期間（約８年），

ある程度間作物で生計を補える利点がある。

定植後は，ランサットとバナナを植える。種

を栽植してから３年後，約1.6メートルのラ

ンサットの苗を７月にココヤシの間に移植す

る。次に，バナナの根本から出ている株を掘

り起こしてココヤシとランサットの間に植え

る。最後に，タロイモ，キャッサバ，サツマ

イモを栽培する。ココヤシ園の除草は２カ月

に１度行う。

ココナツの収穫は植え付け後，８年頃から

始められ，15年で最盛期に達し，３カ月ごと

に行う。収穫から運搬まで通常４人の男が分

担して行う。ココナツの盗難を防ぐため，村

人はできるだけ家族や親族だけでこの作業を

行う。収穫作業に熟練し，信頼された者は，

親族関係を問わず村内外から多数の仕事の依

頼があり，コプラ価格が高い時には，収穫作

業だけで生計が維持できた。長い竹棒の先に

つけた鋭利な鎌で地上から約20メートルの高

さに成るココナツの房を切り落とす。

次に，収穫したココナツをココヤシ園の集

積所に運搬し，そこでココナツの外皮を剥ぐ。

ススド（�����）という外皮を剥ぐ道具は鉄

製の鋤のような鋭利な刃が木製の三脚台の上

に据え付けられている。鋭利な刃にココナツ

を突き刺し，ねじりながら外皮を剥がす。外

皮を剥いだココナツは馬でコプラ生産所に運

搬される。収穫から運搬までの４種類の作業

に人を雇う場合，ココナツ１個につき価格の

１割を各作業に支払うため，１個の価格の４

割がこれらの経費となる。ココヤシ園がコプ

ラ生産所から遠距離の場合は運搬費が加算さ

れる。現在，�村のココヤシ園で収穫された

ココナツは全て村のコプラ生産所に運ばれる。

村にはバヤンから村を通る道沿いに村人が

所有するコプラ生産所が１カ所あり，コプラ

を乾かす大（縦 3.8�，横 2.3�），小（縦

2.8�，横 1.7�）の２つの炉がある。炉は

セメント・ブロックとセメント材で作ってあ

り，炉の上にはスチールの棒が渡してある。

１日のコプラ生産量は大きい炉では4000個，

小さい炉は2500個である。生産所の所有者が

1979年に炉を作った当時，炉の中をココヤシ

の木の板で囲い炉の上に渡す棒は竹であった

ため，板と竹が燃えて壊れるたびに取り替え



��� 聞き取りをした70歳以上の高齢者の人数は，�村18人および近隣の３村12人の合計30人である。そ
の内，２回以上の聞き取りをしたのは10人である。村人達との出会いを通して特に印象に残った
人は，�（男 1917年生）と �（女 1921年生）であった。２人は記憶が明瞭で観察力に優れてお
り，筆者の聞き取りに何回も応じてくれた。２人の話は，�村の歴史を再構築するうえで基本とな
った資料である。
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る必要があったという。コプラの生産方法に

ついては後述する。

1940年代末まで，村のココヤシ園には樹液

採取場と蒸留所があった。その後，蒸留所は
�村に移された。現在，村人は �村の蒸留

所で蒸留酒を生産している。

樹液採取場はカリタン（�	
��	）と呼ば

れ，ココヤシの木と木の間に足がかり用の竹

と手すり用の２本の竹が平行して張り渡して

ある 。樹液採取人はココヤシを１本ずつ登

り降りせずに，木の間に渡された竹の上を移

動して樹液を採取する。採取された樹液は蒸

留所に運ばれる。

蒸留所には銅製の蒸留機が１機設置されて

おり，数人が共同運営している。現在，蒸留

機の使用は共同運営者に限られ１日単位の利

用者の順番があり，使用料を払う。蒸留酒の

生産は共同運営者または酒職人を雇用して行

われ，１年間に集金した使用料は蒸留機の修

繕と買い換えに利用し，蒸留機は５年おきに

新しくする。

現在，村の生業は多様な職種を組み合わせ

て営まれているが，ココヤシ栽培が基盤とな

っている。村の成立から生業がどのような変

遷を経たのかを，行政資料やフィールドにお

ける高齢者からの聞き取り調査を踏まえ，村

人の経験を中心に再構成し，振り返ることに

する。

�����������������������

��� �����

�村の歴史に関する文献資料として，『ナ

カーラン町の村の歴史と文化』があるが，村

の成立年と村に伝わる諺しか記載されてお

らず，村の具体的な歴史記述は乏しい

（�	��	
�	 ������ ������ ��	���
� 1957）。ま

た，この資料以外に村の歴史に関する文献は

存在しないのが現状である。従って，以下で

は �村と周辺の村々で聞き取った資料をも

とに，村の歴史を再構成することを試みる���。

村の成立について語れる高齢者はいなかっ

たが，祖父母や両親からスペイン植民地期の

山腹斜面の様子を伝え聞いていた者がいた。

当時，山腹斜面の土地は未開拓で，バヤンの

少数の人により占有されていたが，希望者に

は土地が無償で分け与えられた。高齢者の祖

父母世代は，土地を求めてバナハオ山腹斜面

を開墾した。祖父達は樹木を伐採した後，そ

の区画の周囲に生えている木の幹に斧で切れ

こみを入れて印しをつけ，土地の占有権を示

した。
�村が �村から独立し，行政村として成立

するのはアメリカ期（1899-1941年）の1903

年であり，村の歴史はアメリカ植民地支配と

ともに始まった。1903年の村の人口は142人

で，村が成立した20世紀初頭，山腹斜面には

すでに４つの行政村が存在していた（�����

��	��� ��
�	� �� ��� ����� 1905� � 173）。

1907年生まれの古老が祖父から聞いた話によ

ると，1900年代初頭からバナハオ山の開墾地

にココヤシが栽培されたが，高所は暴風の被

害にあい，さらに病害虫，干ばつ，台風によ

って多くのココヤシが枯れた。古老の記憶で

は，1910年代末までには，ココヤシ，ランサ

ット，バナナ，コーヒーが �村とその周辺

地域を覆っていた。ココヤシ栽培に適さない

山の土地は畑として利用され，タロイモ，キ

ャッサバ，サツマイモが栽培された。山腹の

ココヤシ園では間作物のランサット，根菜類

が植えられていた。

現在，村に隣接する山麓の西北部地域は緩



��� ６州は，南タガログ地方のラグナ州，タヤバス州（現，ケソン州），中部地方のパンパンガ州，パ
ンガシナン州および，ビコール地方のカマニネス州，アルバイ州である。
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やかな傾斜地で，水田が存在する。数人の高

齢者の親世代はこの地域に水田を所有してい

たが，その経緯は明らかでない。その他に，

村人は山腹斜面，�村，近隣村に土地を所有

していた。主生業はココヤシを栽培し，現金

収入源としては蒸留酒やココナツ油の生産を

行い，他に自給用の根菜類や果樹を栽培して

いた。蒸留所は村にはなく，村で樹液を採取

し，バヤンの近隣村に所有するココヤシ園に

建てた蒸留所で酒を生産していた。蒸留所の

所有者は酒や根菜類を運搬する馬を所有し，

酒職人を雇っていた。雇われた樹液採取者は

馬を所有していなかったため，蒸留所まで天

秤棒で樹液を運んだ。他方，ココナツ油を生

産する者もおり，バヤンの石鹸工場に馬で運

搬した。�村で馬を所有していた家族は限ら

れていたが，村にはラグナ州の低地に見られ

る地主と小作人のような貧富の差がなかった

という。

1920年代初頭，�村では屋敷地を兼ねたコ

コヤシ園でコプラを生産する家族がいたが，

まだ村ではコプラ生産は一般的ではなかった。

��� ������

コプラ（�����）はココナツの内胚乳を乾

燥したもので，搾油してコプラ油を作る。コ

プラが商品作物として国際市場に登場するの

は，19世紀半ばである。19世紀末，フランス

人ムーリエがバターの代用品としてコプラ油

からマーガリンを製造した（松井・杉村

1998	 �
94）。高騰していた動物性油脂よりも，

コプラ油から安価にマーガリン製造が可能と

なったため，西ヨーロッパ諸国がコプラを輸

入した（���� 1991	 �
1）。ヨーロッパ市場

のコプラ需要の高まりにより，フィリピンで

はココヤシはコプラ生産のための商品作物と

なるにいたった。

20世紀初頭のアメリカ植民地支配の確立か

ら1930年代までの間に，フィリピンの外国貿

易は輸出入ともアメリカ市場に依存する形と

なった。アメリカは1898年12月，スペインと

の戦争後，パリ講話条約を締結し，フィリピ

ン諸島の統治権を修復した。同条約から10年

後，アメリカのフィリピン向け輸出関税の制

約がなくなると，1909年にアメリカ議会でペ

イン＝オルドリッチ関税法が制定され，アメ

リカの商品は無税でフィリピンへの輸出が可

能となり，輸出量にも制約が課せられなくな

った。1913年，アンダーウッド＝シモンズ関

税法が成立し，フィリピン産タバコ，砂糖の

輸出量の割当量制限は全て撤廃され，フィリ

ピン・アメリカ間の貿易は無関税となった。

1910年代後半からフィリピンの輸出農業はア

メリカへの依存度を深めながら急速に成長し，

特にコプラ，コプラ油と砂糖の輸出増大が著

しかった。コプラ輸出量は1901年の３万

2,500トンから1912年には14万2,800トンに増

加した（������ 1968	 �
225）（グラフ）。コ

プラ油の生産輸出拡大にはアメリカ資本が中

心的役割を果たし，1906年，米国資本による

最初の近代的な搾油工場がマニラに建設され

た（�������� 1991，�
193）。

コプラ生産が始まる以前の19世紀末には，

すでにラグナ州ではココヤシ栽培が盛んであ

った。ルソン島の６州がココヤシ蒸留酒の主

要な生産地で，984ヵ所の蒸留所があり，そ

の約３分の２の蒸留所がラグナ州に集中し，

多くは高地のナカーラン，マハイハイ，リリ

ウにあった（����� 1983	 ��
265-266)���。

1903年頃のラグナ州の産品は，蒸留酒，ココ

ナツ油から製造する石鹸の他，タバコ，精米，

木彫品，帽子やゴザ等の手工芸品，陶器で，

近隣州とマニラに供給していた（������

1981	 �
84）。ペイン＝オルドリッチ関税法の

制定後，1910年代初頭にはラグナ州でコプラ

生産を目的とするココヤシ栽培地の拡大が始

まった。1912年の同州のココヤシ栽培面積は

４万5,000ヘクタールで，95％はコプラ生産



グラフ フィリピンにおけるコプラ・コプラ油の輸出量の推移（1901-1965年)
出典（������ 1968，���225-226�）より作図。
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のためであり，翌年には６万ヘクタールに増

加し，同州の総面積の34％を占めるに至った

（	
���� 1981 ��86）。ラグナ州のココヤシ栽

培地が飛躍的に拡大した頃，第一次世界大戦

によるコプラ油特需が起こり，アメリカで植

物油製造業者がコプラ油生産に参入した結果，

コプラ油とコプラのアメリカへの輸出が伸び

た。さらに，1914年にパナマ運河が開通した

ことにより，フィリピンからアメリカ東海岸

までの航海距離が短縮され，輸送費が削減さ

れたため，東海岸の市場へのココナツ加工品

の供給が増加した（��

���� 1991 ��193）。こ

の時期にラグナ州ではココヤシ栽培農民によ

るコプラ生産が定着した。

コプラは天日乾燥が最も単純な方法である

が，1908年当時，ラグナ州では炉による乾燥

が盛んであった（����� 1908 ��517）。当時の

記録からコプラ生産所の形状を見てみよう。

コプラを乾燥させる炉は長方形で，小屋

の土間床に掘る炉の深さは 1�で短い

辺は 1�から 2�，長い辺は小屋の長

さに応じて決める。長方形の炉の短い辺

にそって何本も細い棒を並行に渡して穴

をおおう。棒と棒の間には小さな隙間を

あけておく。この上に外皮をとって半分

にしたココナツを積み上げる。そして，

穴の中の火から出る煙で燻してココナツ

を乾燥させる。ココナツの外皮を剥ぐ道

具は，台座にナイフを曲げたような刃が

取り付けてある。その刃を使って燻した

コプラは簡単に殻から取り出すことが出

来る。その後，コプラを少し天日で乾か

して袋につめ，市場に運ぶ。このような

小さなコプラ生産所はラグナ州とタヤバ

ス州のココヤシ園の中に散在しているの

が見られた（����� 1908 ��517）。

コプラはグリセリンの含有量が高く，爆薬

を製造するためにも不可欠な商品であったた

め，第一次世界大戦中，欧米諸国ではコプラ

油の需要が増大し，価格が高騰した。戦争に

より船舶が不足したため，かさばるコプラを

フィリピンで搾油し，アメリカに輸出するよ

うになった（��

���� 1991 ��194）。欧米諸国

のコプラ油の需要に応じ，1916年に設立され

たフィリピン国立銀行の融資を中心に搾油工

場建設への投資が行われ，フィリピンではコ

プラ油の生産が拡大した。1915年まで１カ所

であった搾油工場は，1918年までに41カ所に



��� コプラ油の輸送は，輸送用のスチール製ドラム缶をアメリカから輸入しており，コプラよりも輸
送経費が高くついたため，ヨーロッパではコプラ油よりもコプラの方が需要が高かった。また，
ヨーロッパでは，コプラの絞り粕であるコプラ・ケーキ（����� ��	
）とそれを粉砕したコプラ・
ミール（����� �
��）が家畜や家禽の飼料として消費された。
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増加した（��	���� 1999� ��56）。国内で生

産するコプラだけでは不足をきたし，オラン

ダ領東インドのスラウェシ島のマカッサルか

らもコプラを輸入した（三神 1921� ��126）。

第一次世界大戦のコプラ油の需要増大により，

フィリピンではコプラからコプラ油へと輸出

の中心が移行した。コプラ油の輸出量は，

1913年から1919年まで増加し続け，同年には

過去最高の13万9,942トンとなり，1913年の

5,010トンの28倍に達した（���
� 1984� ���

77-78）。

しかしながら，コプラ油ブームは継続しな

かった。第一次世界大戦後，ヨーロッパ諸国

の搾油所でコプラ油の生産が再開されると，

フィリピンの搾油産業は不況に陥った���。

1920年には，コプラ油輸出量は７万7,000ト

ンに減少し（���
� 1984� ���77-78），搾油工

場が倒産した。工場の統廃合後，1926年には

７カ所の搾油工場だけが生き残った（��	�

��� 1999� ��56）。この状況を受け，1921年ア

メリカは緊急関税法を制定し，免税品であっ

たコプラ油に１ポンド当たり2.67セントの関

税を賦課する一方，フィリピン産コプラ油に

限り植民地特恵として免税を維持したため，

フィリピンのコプラ油はアメリカ市場を独占

することになり，輸出先はアメリカに集中し

た。このような背景のもと，1928年，イギリ

ス資本の会社がレッド・ヴイ（�
� �）搾油

工場をナカーランから約４キロに位置するラ

グナ州の低地マグダレーナに建設した。搾油

工場がナカーランの近距離で操業したことに

より，同町のコプラの需要は増大した。
�村では，1920年代末には，すでにココヤ

シ園にコプラ生産所が３カ所存在した。親戚

や友人同士の４，５家族が共同で炉を作りコ

プラ生産所を運営し，その１家族が土地を無

償で提供した。生産所を持たない家族は，炉

の燃料となるココナツの外皮と殻を提供すれ

ば，生産所を無料で使用できた。炉を扱うの

は男であった。炉の作り方は簡単で，土地が

あれば建設費用はほとんどかからなかったた

め，男は炉を作る作業を手伝う傍ら，作り方

を覚え，自分達で炉を作った。炉の燃料はコ

コナツの殻と外皮のため燃料代は不要であっ

た。村で生産したコプラはジュート袋に入れ，

男が馬でバヤンの仲買人に運んだ。コプラは

バヤンの仲買人によりマニラやマグダレーナ

の搾油工場に運搬された。

1930年代の世界不況はフィリピンのココヤ

シ産業に大打撃を与えた。1934年には，コプ

ラ価格は100キロ，５ペソまで下落した。こ

の価格は，1919年の好景気の100キロ，35ペ

ソの７分の１以下であった。だが，世界恐慌

の時でさえ，ラグナ州とタヤバス州（現，ケ

ソン州）のココヤシ産業従事者は他産業で働

く者に比べて経済的被害が少なかったと言わ

れるが，それは２州のココヤシ栽培農民の多

くが小農だったからである（��

�	 1981� ��

94）。例えば，�村の �は，当時，ココヤシ

栽培を中心に野菜と米を作る小農であり，村

でコプラ生産所を借りてコプラを生産し，バ

ヤンの仲買人に売っていた。�はコプラ価格

の下落による現金収入の激減に対し，コプラ

からココナツ油の生産に切り替えることで，

現金収入を得ることができた。

私が15,6 歳のときだったと思うが，バ

ヤンのココナツ油搾油所で油を絞っても

らったことがあった。搾った油はバヤン

の教会の裏手にあった石鹸工場に持って

いった。他に，低地のマグダレーナ，サ

ンタ・クルース，パグサンハンに運び，



��� 実際は樽ではなく，木の幹をくりぬいて作った容器であった。当時，高地地域の村には，木製の
洗濯用のたらいや，木臼を作っていた人がいた。

��� ラグナ州には２鉄道が開通していた。南部本線（���� 	��
 ����）は，マニラからビコール地方
アロネロス＝ラガイ（����
���������）の全長464キロであった。1909年１月マニラ＝カランバ間，
1911年６月マニラ＝サン・パブロ間であった。もう一つは，サンタ・クルース支線（����� ���

������）で，1912年１月カランバ＝マグダレーナ間，同年12月カランバ＝パグサンハン間の46キ
ロが開通した（����� 1999� ���49-50）。
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仲買人に売った。当時，油は木製の樽に

入れて馬で運んでいた���。馬１頭と１人

が１組となって，５組が一緒になって油

を運んでいた。マグダレーナでは，ココ

ナツ油を貯蔵していて，鉄道でマニラへ

運んでいた。当時，鉄道はマニラからマ

グダレーナ，パグサンハンまで通ってい

た���。（�：男，1917年生，83歳）

�はココナツ油をバヤンの仲買人に売らず

に石鹸工場や低地の仲買人に運んだ。介在す

る仲買人が多いほど農民の利益が少なくなる

ため，仲買人の介入を避ける方策であった。

コプラ価格は変動が激しかったが，�村で

はコプラによる現金収入だけで生活ができた

という。収入源が蒸留酒からコプラに移行し

たにもかかわらず，村人はコプラ生産だけに

特化しなかった。むしろ，コプラ生産ととも

に蒸留酒の生産に励んだ。既述したように，

以前，村人は蒸留所を村外に所有していたが，

コプラ生産が軌道に乗ると，親族や友人同士

の３，４家族が金を出しあい村の中に蒸留所

を建てて，共同で運営し，蒸留所を持たない

村人は，蒸留機の使用料を払えば利用できた。

村には蒸留所が２カ所あり，主にバヤンの顧

客に酒を運搬した。村では，生産所を所有で

きない者でも，生産所を利用できる互助が存

在していた。コプラや蒸留酒の生産は主に男

が行ったが，男女が共同で行う場合は夫婦単

位であり，女だけがこれらの生産に従事する

ことはなかった。

��� �����������

ラグナ州のココヤシ産業の発展にともない，

コプラ生産が盛んとなったナカーランの経済

は向上した。橋，道路などのインフラ整備が

1910年末から始まり，特にバヤンが大きく変

化した。まず，1918年に電気が通り，1919年

には公立小学校が建設された。1920年には水

道が引かれている。1920年代の初頭になると，

発電機を使った映画館や，闘鶏場が建てられ

た。バヤンの近郊に建てられたラグナ州で最

大規模の闘鶏場は，日曜日と祭日にはラグナ

州全域から人々が押し寄せてすし詰めの状態

であったという。
�村においても，1926年に小学校が設立さ

れた。小学校が設立される以前は，�村の�

という男が母親の家で子供を集めて読み書き

を教えていた。当時は，�村小学校は２学年

までで，教育を継続する子供は，近隣の � 

村の小学校へ通った。村の現在70歳代，80歳

代の高齢者の中には，バヤンの小学校へ通っ

た者がおり，英語を話すのが上手で読み書き

もできる。だが，�村の小学校を終えた人は，

英語が全くできない。このことから，バヤン

の小学校では英語教育に力を入れており，�

村とバヤンの小学校では教育の格差があった

ことがわかる。バヤンでは，裕福な家庭の子

供は男女の区別なく小学校を卒業してから州

都サンタ・クルースの公立高校で教育を受け，

その後，マニラの大学に進学した。バヤンで

は裕福な家庭だけに限らず，一般的に子供の

教育に熱心であった。

しかし，�村では，子供は小学校４年を卒

業すれば良しとされた。卒業後は両親と一緒

に農作業をしなければならなかった。女子は，

教育よりも結婚が期待されていた。このこと

は，女子よりも男子に教育が必要と考えられ

ていたのではない。男子も小学校を卒業する

とすぐ両親と農作業に従事し，子供に対して



��� スマンはもち米あるいはキャッサバやタロイモにココナツ・ミルクと砂糖を入れて混ぜたものを，
ニッパヤシの葉を筒状に巻いたものの中に入れ，ゆでたものである。
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読み書き以上の教育は必要とは考えられてい

なかったのである。

子供が期待される仕事は，７歳頃，12歳頃，

15歳頃の３期の年齢層により異なった。子供

は７歳頃になると男女の区別なく，野菜栽培，

水田の草取り・収穫時に働き，根菜類の菓子

作りを手伝った。12歳頃，男児は野菜栽培，

稲作の他に父親の仕事を手伝いココヤシ栽培，

ココナツ加工品の生産に関わった。女児はコ

コヤシ栽培には関わらず，両親と一緒に野菜

栽培と稲作に従事するほか，菓子を作り，母

親と売りに行った。子供は12歳頃から男女に

よる異なった仕事を行い，同性同士で仕事を

した。男がココヤシ栽培の全般を担うように

なるのは15歳頃からで，生産物を馬で運搬す

るようになった。運搬にも年齢の相違があり，

男児はパサノ（������）と言い，１本の棒

を肩にのせ，後ろに生産物の入った袋をぶら

下げて運んだ。15歳になると男は天秤棒

（	�
�����）で運搬し，女は頭上運搬（������）

を行った。

1930年以前，バヤンからサン・パブロとサ

ンタ・クルースへの交通手段は馬と２輪の馬

車であった（�� ��� 1999� ��52）。1930年に，

トラックやバスがバヤンを通り，町の外との

アクセスが容易になっても，村では，ナカー

ランの外へ行くことは一般的ではなかった。

女の間では特にそうであった。しかし，夫を

亡くした妻の中には，�の母親のように生計

を立てるためにタロイモを原料とした菓子を

作り町の外へ売りに出かけた者もいた。

13歳から16歳の時，菓子（��
����）を

作る母を手伝った。母は自分で栽培した

キャッサバやタロイモでスマン（�����）

を作った���。村からバヤンまで歩き，バ

ヤンからトラックに乗って，土曜日はサ

ン・パブロ，水曜日はサンタ・クルース

へ母と二人で売りに行った。月曜日はマ

ハイハイまで歩いて売りに行った。（�：

女，1914年生，86歳）

タロイモやキャッサバで作った菓子は，午

前と午後に軽い食事をするメリエンダ

（�������）や夕食に多く用いられた。�の

母親が菓子を販売したのは，サン・パブロや

サンタ・クルースの市日である。これらの町

は人口が多く，市は大きく活況を呈しており，

菓子の売れ行きはよかった。トラックやバス

に乗りバヤンの外に行けるようになったこと

は，�の母親のように一人で稼がなければな

らない女に，新たな収入を得る機会を与えた。
�の母親は，土地を所有し，菓子の原料とな

るタロイモとキャッサバを栽培することがで

きたため，生計が維持できた。別の見方をす

れば，村ではココヤシ栽培，コプラ，蒸留酒

の生産は女の仕事ではなかったために，菓子

の販売しかなすすべがなかった。村のこれら

の生産所を所有していなくとも，これを利用

できる互助があるにも関わらず，寡婦にはそ

の互助が全く適用されなかったのである。だ

からこそ，�の母親は村の外で生計を立てよ

うとしたのである。

バヤンの経済的な発展に伴い市場が活況を

呈すると，村人は従来のタロイモやキャッサ

バの他にトマト，カボチャ，トウモロコシを

山の畑で栽培し始めた。自家消費以外の野菜

を，男は天秤棒，女は頭上運搬で運び，バヤ

ンの市日に売った。客に直接野菜を売るため

仲買人は介在しなかった。また，女や子供も

根菜類から菓子を作り，バヤンで売り始める

ようになった。

1930年代は世界恐慌の打撃を受けた時期も

あったが，，ラグナ州はココヤシ産業で経済

的に繁栄した時代であり，村ではコプラ生産

だけでも生計が立てられるようになった。し

かし，1940年代初頭から始まる日本占領期に

は，村人は主生業であったコプラが売れなく



��� 1942年11月に第１号が発刊されたマニラ新聞は日本人を対象とした日本語の新聞で，朝刊だけの
１枚の新聞であった。

��� 当時，フィリピンではラードや落花生油を上海や香港から輸入していた。�・�・�は1913年から
コプラを商い，翌年に搾油を開始し，1919年にはショートニングの製造を始めた。

��� �	
��	（パノチャ）はスペイン語で，タガログ語ではパヌチャ（�	
���	）と言い，半分に割っ
たココナツの殻に糖蜜を入れて固めたものである。
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なり，主要な現金収入源を失うこととなるの

である。

��������������������

��� ��������

1941年12月８日，太平洋戦争の勃発と同時

に，フィリピンは日本軍の侵略を被った。

1942年１月２日，日本軍はマニラへ入城し，

翌日から軍政を開始した。以後，1945年８月

まで，フィリピンは３年８カ月に及ぶ日本の

占領支配を受ける。フィリピンの工業はラ

ミー麻，綿花，マニラ麻，コプラと油関連産

業に限られ（���� 1998� ���177-178），企業と

工場は日本軍に接収され，軍の許可なしには

操業できなかった。

1942年７月，フィリピン・コプラ統制組合

が設立された。軍政当局の監督下で操業する

この組合の目的は，コプラ生産者から独占的

にコプラを買い占めることであった。同年，

農民のコプラ生産を１カ月間援助するコプラ

増産隊が結成され，南タガログ地方に１千名

が派遣され，ラグナ州のサン・パブロには

240名が派遣される予定であった（マニラ新

聞 1942年12月19日）。1943年３月５日付『マ

ニラ新聞』はコプラ統制組合が，フィリピン

経済と日本化学工業にとって必要なコプラ生

産増強を直接農民に呼びかけるビラを配布す

るという記事を掲載している���。ビラには，

「コプラ増産につとめよ，コプラ一片は実に

新比島建設の一礎石である，即ち新比島建設

の鍵はコプラの増産にある」と記され，コプ

ラ生産が国家建設に重要だと強調されてい

る。同年３月28日付の同新聞のコラムは，

「比島人の一大生活支柱―マニラの椰子油生

産世界一」の見出しで，マニラの �・�・�

（�������
� �	
��	�����
� ����	
�），�・
�・�（�������
� ����
�
� ����	
�）等の

大小の工場が日本占領期前と同様に昼夜操業

を続け，コプラ油生産が世界一で，コプラ油

から燃料用油，食用油，石鹸等の多様な精製

が行われていると記載している���。『マニラ

新聞』はコプラ増産隊や増産宣伝の計画を記

載したが，その実行に関する記事は見あたら

ない。いずれにしても日本軍政がコプラ増産

に力を入れようと試みていたことが見て取れ

る。しかしながら，以下に記すように，コプ

ラ増産計画は �村やナカーランでは全く実

施されなかったことが推察される。

ナカーランのバヤンではトラックを所有す

る仲買人がコプラのかわりにココナツ油をマ

ニラの搾油工場に運んでいた（�� �	 1999�

��67）。現在，�村に住む !は，当時ココナ

ツ油を運搬するトラックの運転手であった。

バヤンの仲買人がマニラのパコにある
�・�・�に油を運んでいた。この油は

コプラから作るのではなく，ココナツの

果肉（胚乳）を絞って作ったココナツ油

だった。油が入った15本のドラム缶を運

んだ。私は仲買人に雇われた運転手だっ

た。トラックはガソリンがなかったので，

ウリン（���
�，ココナツの殻で作った

炭）を燃やして動かした。１週間に３日

ぐらいマニラへ行った。マニラからバヤ

ンに帰る際には，マニラのビストリアの

闇市で中国人から精米，赤砂糖，パノチ

ャを買い，ココナツ油が入っていたドラ

ム缶の中に入れて運んだ���。ドラム缶は

検問所で調べられるため，物資は真ん中

の列のドラム缶に入れた。日本兵は並ん

でいる外側のドラム缶しか調べなかった



��� バヤニハンは相互扶助慣行のことである。道造りや用水路清掃等の村をあげて行われる共同労働
から田植え，収穫の農作業における相互労働交換，家屋の建築，出産，婚礼，葬儀に際して親族
間，友人，隣人の間で行われる生活面の助け合いまでが含まれる（梅原 1992� ��276）。

��� 万力によるココナツ油の生産はすでに19世紀末に行われていた。当時，フィリピンを旅行したア
メリカ人フォーマンがココナツ油の作り方を記述しており，	村の生産方法と類似している
（
����� 1899� ��358）。
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からだ。砂糖と米はバヤンの市場の店に

売った。（�：男，1924年生，76歳）

�・�・�は，1938年からコプラ搾油を行

い，植物油脂，マーガリン，洗濯石鹸の製造

を開始し，他工場と同様に1942年１月に日本

軍に接収された。�・�・�は，1944年に石

油不足により閉鎖された（アキノ・バイチョ

ン・ティグラオ 1996� ��328）。同様に �・�・
�も石油不足により閉鎖に追い込まれたと推

測されることから，同年，バヤンでは搾油工

場へのココナツ油の運搬は停止したと考えら

れる。1944年頃まで，バヤンからマニラへ輸

送されたココナツ油は全てバヤンの生産所が

供給していた。

コプラが売れなくなった 	村では，コプ

ラ生産を停止し，従来からのココヤシ蒸留酒

生産を継続した。その他に，村ではココナツ

油を生産するための生産所が親族によるバヤ

ニハン（���������，相互扶助慣行）で３カ

所建てられた���。ココナツ油はバヤンの石鹸

工場へ運搬された。ココナツ油生産所には，

削ったココナツの内胚乳を絞る木製の長さ約

1.5�，幅約 20 ��の細長い２枚の厚い板の

万力（�������）が設置された���。村ではカ

ビヤオ（�������）で削った果肉は，水に浸

してから竹籠に入れて万力で絞った。絞った

液を煮た透明な液がココナツ油である。

バヤニハンに参加した人は生産所で働くこ

とができ，その報酬は主にココナツ油で支払

われた。彼らは生産所で得たココナツ油から

自家製の石鹸を作り，村内のみならず近隣村

やバヤンに売りに行った。

��� �������

フィリピンは戦前から食糧の自給ができず，

主食の米はタイからの輸入で補っていた。日

本軍がフィリピンの船舶に軍需物資の運搬を

強制したため，フィリピンには米を運ぶ船舶

がなかった。しかも，数十万の日本兵が少な

い食糧の大部分を消費していた（南條 1995�

��165）。日本軍は米とトウモロコシの生産増

加を目指し，灌漑改善，高収量品種の使用，

病害根絶等の５ヵ年計画を立てた。しかし，

この計画は実施されず，日本軍は作付面積増

大による穀物増産をフィリピン人に行わせた。

日本軍は焼畑農業を許可し，未耕作地の開墾

を命じ，収穫高の１割を土地税として政府に

差し出すならば，不在地主の土地を誰でも取

得できるとした。州知事や市長には農民に配

給する種が与えられ，食糧増産計画の活動結

果を内務部や農商部に報告する義務を負った

（コンスタンティーノ 1979� ���111-112）。

ナカーランでは1943年８月14日，町長名で

農商部の食糧増産計画の実行をするための行

政令を発布した（������ �� �!������ ��!��� 

1943� ��20）。同行政令では食糧増産計画のた

めに米，根菜類，豆の栽培を奨励している。

村人は食糧を得るためにバナハオ山と隣接す

るサン・クリストバル山を開墾し，焼畑でタ

ロイモ，キャッサバ，サツマイモ，陸稲を栽

培した。村の女達はグループを組み，高地の

リリウへ根菜類を売りに行った。女達の販売

方法は従来の市場で買い手を待つ売り方では

なく，買い手を求めて出向く訪問販売であっ

た。

��� �������������

フィリピン国内の食糧不足の要因は，日本

軍による米の増産計画が病虫害の発生，早魃，

天候不順による自然災害，気候風土に不適な

品種導入により失敗したからである。また，



��� １サックは籾や精米を入れるマニラ麻の袋１つ分で，１カバンと等しい。籾１カバンは44キロで
あるが，1973年に50キロに統一された。カバンは元来，容量の単位で，75リットルに相当するが，
米の場合，重量単位として使われる。

��� ボカヨはココヤシ樹液を煮た中に，ほどよく熟したココナツ果肉を削って入れ，再び煮た後，平
たくして直径３センチ程の円形にして固めた菓子である。

��� １サロップは１ガンタ（�����）と同じである。１カバンは25サロップで，籾１サロップは1.6キロ
である。籾４サロップは，7.7キロである。精米は籾の分だけ量が多くなる。したがって，	は１
回に，籾と精米をあわせて，おおよそ32キロの米を交換したことになる。
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戦火による農地の荒廃，ゲリラの食糧輸送の

妨害，農民の作付け・収穫・売り渡しの拒否，

日本軍が発給した軍票に対する不信から生じ

た販売拒否によって，食糧不足は悪化の一途

をたどった。食糧不足に加えて物価の上昇は

食糧事情を逼迫させた。戦前の１ペソ紙幣と

1942年の軍票の交換率が同額であったことか

ら，日本占領期前半，物価は安定し，軍票が

交換手段として機能していたといえる。だが，

軍票の交換率は，1944年に１対90，1945年に

は１対120となった（
�� 1998� ���182-183）。

軍票の価値は物資不足によるインフレで日本

軍が大量の軍票を発行したために下落した。

日本軍は価値の裏付けのない軍票を濫発して

物資の調達をはかったため，物価は戦前の百

倍，千倍に上昇した（池端・生田 1977� ��

133）。1943年11月の風水害が食糧事情をさら

に悪化させた。災害による食糧難と軍票の貨

幣価値の喪失が重なり，ラグナ州では食糧が

不足した。

1944年，日本の陸海両軍が「比島作戦」に

備えて物資の獲得競争を開始してから，物価

上昇は極限状況に達した（池端・生田1977�

��133）。サンタ・クルースの市場では戦前１

サック５ペソの米が5,000ペソというけたは

ずれの値段で売られた（	������ 1998� ��

145)���。食糧不足が深刻な状態になった日本

占領期後半，ピラ一帯はラグナ州の主要な米

の生産地であったため，低地や高地から米を

買うために人々が訪れるようになった。

日本占領期後半，ナカーランでは疎開が度

重なり，人々は水田やココヤシ園で耕作でき

なくなり，食糧不足が深刻な状態となった。

従来，米の自給ができない �村では米の不

足は危機的な事態であった。村人は軍票を持

っていたが，全く利用価値がなかった。

日本占領期は収入も食糧もなかった。日

本の紙幣はバッグにいっぱいあったのに，

商売をしている人はこの金を全く受け取

らなかった。（�：男，1917年生，83歳）

米はすでにナカーランの水田地帯にはなく，

低地のピラしかなかった。ピラで米と交換で

きる村の生産物はココナツ油，蒸留酒，根菜

類であった。村の３カ所のココナツ生産所で

は，ココナツ油をピラに運び，米と交換する

ようになった。更に，米と交換するココナツ

油の生産を行うために，隣人同士によるバヤ

ニハンでココナツ油生産所が１カ所建てられ

た。村人は土地を無償で提供し，バヤニハン

に参加した村人は誰でも生産所を無料で利用

できた。村人はピラまで天秤棒で油を運び，

米と交換した。日本占領期以前から蒸留所の

共同経営者であった家族は蒸留酒を米と交換

した。蒸留酒はココナツ油より生産量が少な

かったため，米との交換率が高かった。

日本占領期にはボカヨ（������)���や蒸

留酒を村で作り，ピラへ運び米と交換し

た。１週間に１回，25キロの籾または４

サロップ（�����）の精米と数匹のナマ

ズを交換した���。夫は天秤棒に４つのパ

ントッグ（������，水牛の膀胱を膨ら

ませて乾かしたもの）に蒸留酒を入れて

歩いて運んだ。朝４時に村を出発し，帰

宅は日が暮れてからだった。ピラへ行く

途中，日本軍の検問所で身分証明書と荷
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物が調べられた。夫を含め４人の男が一

緒にピラへ行った。（�：女，1921年生，

79歳）

�の家族は自家消費用にココナツ油を自宅

で作っただけであった。日本占領期には共同

運営者が常時蒸留機を使用したために，それ

以外の人は蒸留機を利用することができなく

なった。つまり，日本占領期以前，コプラ生

産で生計が立てられた時期には蒸留所利用の

互助機能が働いていたが，経済的に困窮した

状況下ではその機能が停止したのである。蒸

留酒の生産には，燃やすとススが出て蒸留機

を汚すためココナツの外皮や殻は燃料として

用いず，薪を購入していたが，以前のような

安い値段で薪が買えなくなった。また，銅製

の蒸留機が壊れた場合，修繕する目処がつか

なかった。これらのリスクを伴ってまで蒸留

所の所有者は互助を継続しようとはしなかっ

たのである。蒸留所の替わりとして，村には

ココナツ生産所が存在した。

村で語られるのは米の交換に関する苦労話

である。日本占領期は家畜が欠乏し，馬がな

く，村人は歩いて重い荷物を運搬した。高地

は降雨量が多く道がぬかるむため，裸足で油

や酒を天秤棒で半日かけてピラに運び，米を

天秤棒で担いで村に戻ってきた。バナナの葉

に包んだ少量の飯と干し魚が昼飯で，山のわ

き水を飲んだ。検問所では日本軍の取り調べ

を受け，ゲリラの嫌疑がかけられるのではな

いかと恐怖にかられたと村人はいう。ピラで

は米の代わりに軍票で支払われることがあり，

常に米を得ることはできなかった。村人は米

の代替食とするため，山で根菜類と陸稲の栽

培に励んだ。日本占領期末，食糧不足が逼迫

し，村人が毎日食べたのはココヤシの樹液を

煮つめた中につぶしたショウガを入れたもの

だけで，空腹にさいなまれたと言う。

戦争の終結を村人が知ったのは，ナカーラ

ン町役場から終戦の知らせが村に届いたから

であった。隣町リサールにアメリカ軍がパラ

シュートで食糧を投下した。ナカーランの各

村の村長が馬で投下された物資を集めに行き，

村に持ち帰り村人に分配した。また，アメリ

カ軍から各村に米と鰯の缶詰が配給された。

村人は日本占領期の終結を解放（��������	
）

と英語で語る。村で終戦時について語られる

のは「解放」と食糧をもたらしたアメリカ軍

と，戦争に敗れて山に逃亡する惨めな日本兵

の対照的な姿であった。高齢者は「日本軍が

アメリカ軍に降伏したので，とても幸せだっ

た」と語った。村人は「解放」によって深刻

な食糧不足と経済的な困窮が解決されること

を期待したのであった。

�������������������

��� ��������

日本軍敗退後の飢えと混乱の中で1946年７

月４日，フィリピンは共和国として独立した。

共和国発足の日，フィリピン政府はアメリカ

とフィリピン通商法を締結し，日本占領期に

途絶えていた米比間の自由貿易が再開された。

ただし，フィリピンの輸出農産物の砂糖，マ

ニラ麻には，一定量以上の輸入を認めない絶

対割当量や，コプラ油やタバコに無関税割当

量が課され，アメリカの農産物が保護されて

いた。フィリピン通商法は，アメリカ依存の

モノカルチュア経済再形成へとフィリピンを

導いてゆくことになる。

アメリカに依存したフィリピンの経済体制

は，アメリカに追従して利益を得た地主階級

と農民間の経済的格差を顕著にさせた。この

状況の中で終戦直後から反政府活動が活発化

し，1946年から1951年にかけてルソン島中部

地方を中心に地主制，地主階級の対米従属，

反共体制に異議を唱えるフク団（���������）

と政府軍や地主の私兵との間の激しい武力闘

争が起こった（深見・早瀬 1999� ��399）。そ

の勢力は1950年頃には正規軍１万1,000人か

ら１万5,000人で，活動はルソン島中部が中

心であったが，同島南部でも盛んであった



��� ラグナ州の各村には，簡素なカトリックの礼拝所があり守護聖人がまつられている。守護聖人の
聖ヨセフ像は，「奇跡の聖ヨセフ」（�����	
�
�� �� �
��）と呼ばれ，さまざまな災いから人々を
加護する像として，ラグナ州や近隣州では知られている。70歳代の年寄りの話によると，彼らが
子供の時には，村の教会には聖ドロレス像がまつってあった。�村の教会では，宗教行事の時に
だけ，奇跡の聖ヨセフ像がまつられた。宗教行事以外の時には，村と �村の１家族が１年間ご
とに交替して自宅で聖ヨセフ像をまつった。
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（��	������ 1979� ��210）。

ラグナ州の高地や丘陵地の町ではフク団に

金銭，米，薬，衣料品，家畜の提供を強制さ

れ，拒否した場合には殺される事件が起こっ

た。低地のサンタ・クルースはこのような強

要が比較的に少なかったため，同町に移住し

た人が少なくなかったといわれる（��	������

1998� ��159）。ナカーランにはフク団の支持

者がおり，メンバーが町に潜むようになった

ため，住民は町の外に出る際，検問所で警察

隊の尋問を受けた（�� ��� 1999� ��82）。住民

は警察隊にフク団と嫌疑をかけられることを

恐れる一方，フク団からは政府のスパイと疑

われることに恐怖を抱いた。

検問所が設置されたために身分証明書を

持たなければならず，村からバヤンへ行

く道にも検問所があった。フク団と政府

の戦いはフィリピン人同士が戦う市民戦

争のようだった。フク団は 村にも来

た。フク団と見分けがつくのは彼らが村

人と親しくないからだった。彼らは村に

スパイを潜入させ，政府の監視がないこ

とがわかると村にやってきた。フク団が

村に来ても村人が政府に報告しないのは，

彼らの報復を恐れたからだった。彼らは

村人に食糧を要求し，村人の許可なく鶏

や豚を奪っていった。�村の老人はフク

団が食糧を要求した際に拒否したので，

殺された。日本軍のスパイであったマニ

ラ出身の男はフク団に 村と �村の村

境で殺された。（�：男，1928年生，72

歳）

村では，再び日本占領期に似た不自由な

生活を強いられた。村から４人の男がフク団

に参加したが，大多数の村人は支持しなかっ

た。しかし，村人は報復を恐れ，フク団の要

求に応じて食糧を提供した。村では日本占領

期に聖ヨセフ像が村を守ったと語り継がれて

いたにも関わらず，村人はフク団が聖像を破

壊するのを恐れ，聖像を持ってバヤンに疎開

した���。フク団は日本軍以上に，村人にとっ

ては脅威だったのである。

フク団と政府の抗争という政治的な状況の

他に，村人が苦しんだのは経済的な困窮であ

った。戦後の経済復興期とはいえ，人々の生

活状況は日本占領期とほぼ同じ状態から脱出

できないでいた。戦争による荒廃はフィリピ

ン経済に大きな影響を及ぼし続けていた。戦

後数カ月は破壊された工業と農業設備の復旧

に必要な資金が得られず，生産は停止し船舶

と鉄道の運行が止まり，商品の輸送手段もな

かった。農園は戦争による家畜の減少や灌漑

設備の破壊が回復できない状態であった。そ

のため，農産物の生産量は上昇せず，ヤミ商

売が日常茶飯となり，食糧価格の高騰が人々

の窮状をさらに悪化させた（アゴンシルリョ

1977� ��238）。

ナカーランも経済的に困窮した状態であっ

た。1945年12月，町議会では住民の困窮を解

決する救済措置を大統領に訴える決議案が採

択された。町議会議事録には困窮状況が記さ

れている。

ナカーランの財政と経済は非常に困窮し

た状態である。２万人の住民は現在の物

価高によって窮乏している。コプラとコ

プラ油の価格低下は，ココヤシ産業で生

計を立ててきた多くの住民の主要な収入

源を直撃し，失業を招いた。戦争による

町の荒廃，高い商品価格，失業率の増加



��� 民間救済所とは，戦後アメリカ軍が自らの備蓄を提供して，配給制度や分配地点を設置してマニ
ラの人々に食糧を供給した場所である。
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により，住民は生活必需品や衣料を買

うことすらもできない状況である

（ ������	�
 ��
���	 ���
�	 1945�

��41）。

�村でも人々は生計を立てるのに必死であ

ったことは，これまで高地の外へ出たことが

なかった女がサン・パブロへ一人で菓子を売

りに出かけたことからも見て取れる。

長男が１歳の時，私と夫はスマンを作っ

た。村からバヤンまでスマンを運ぶのは

夫で私は一人でサン・パブロへ売りに行

った。夫は２つの籠に入ったスマンを天

秤棒でバヤンまで歩いて運んだ。バヤン

からサン・パブロまで小型乗り合いバス

の運転手に20センタボを払ってスマンを

運んでもらった。スマンは１つが10セン

タボ，２つだと15センタボで売った。

（�：女，1921年生，79歳）

サン・パブロはラグナ州のココヤシ産業の

中心地として栄えた都会であった。高地の外

に出たことがない �は，一人で都会に行き

菓子を売る大胆な行動に踏み切ったのである。

そうまでして菓子を売りに行かざるを得ない

困窮状況にあった。村の生活状況をいくつか

の家族を例にみてみよう。
�の家族は日本占領期までココヤシ蒸留所

の運営者であった。太平洋戦争後，1946年１

月から６カ月間，�の夫はマニラの民間救済

所で働いた���。夫の替わりに �の兄がココヤ

シ樹液を採取し，蒸留酒を生産した。�の兄

は樹液採取中にココヤシの間に渡してある足

がかり用の竹から落ち，足を骨折した。�の

夫が帰宅した時に �の両親は息子の二の舞

をさせまいとして，彼に樹液採取の停止を説

得したため，�の世帯では樹液採取と蒸留酒

生産をやめた。以降，�の世帯は蒸留酒の収

入を野菜栽培で代替し，�は野菜栽培の合間

にスマンを作り，サン・パブロで売った。さ

らに，1947年からサン・パブロとバヤンの市

日で緑葉野菜販売を開始した。早朝，サン・

パブロの市日でバタンガス州の農民からシャ

クシ菜やカラシ菜を仕入れて売り，翌日，バ

ヤンの市日で前日に売れ残った野菜と自分で

栽培したサツマイモ，タロイモ，キャッサバ

を販売した。サン・パブロの市日は土曜日，

バヤンは日曜日で，連続している市日を活用

した。�がサン・パブロで野菜販売ができた

のは，1940年代半ば，バヤンとラグナ州の町

をつなぐ小型乗り合いバスが運行し始めたか

らである。�の事例にみる野菜を仕入れて売

る販売方法はバイ・アンド・セルと言う。

1948年１月の台風はフィリピン全土に災害

をもたらした。ナカーランでもココヤシの木

が倒れ，稲作も被害を受け，農村経済を直撃

した。同町の低地村は町の主要な米の供給地

であるが，台風後，水田の灌漑用水路が修復

できなかったため，収穫量が低下した

（������	�
 ��
���	 ���
�	 1948� ���2-6）。
�村では生計がたてられなくなり，仕事を探

しに村を出る世帯もあった。
�（男，1927年生，73歳）の世帯は屋敷地

とバナハオ山に小規模な畑を持っていたが，

ココヤシ園を所有していなかった。戦争終了

後，�の世帯の主生業はココナツの収穫作業

で，村内外のココヤシ園で雇われていた。他

に山で焼き畑を行い陸稲，トマト，根菜類を

栽培し，バヤンの市日に売った。しかし，こ

の台風の被害によりココヤシは不作であった

ため，�の世帯は収穫の仕事がなく，1950年

代初頭，ケソン州の親戚を頼り出稼ぎに行っ

た。ココヤシ園を所有しない世帯に比べ，コ

コヤシ園所有世帯は経済的な困窮がまだ少な

かった。しかし，次に述べる �のように疎

開した世帯はココヤシ栽培を中断しなければ

ならなかった。



��� カダン・カダン病の病名は，南部ルソン島のビコール地方の言葉で，死ぬ（������）という語を
重ねたと言われている。1926年頃，ルソン島南部の太平洋岸にあるサン・ミゲル島からルソン島
に被害が広がった。この病気にかかると，３，４年後には全くココナツができなくなり，最終的
には裸のココヤシの幹だけが残ってしまう。発病してから枯死するまで，５年から10年の経過を
たどる（徳重 1971	 

�3-4）。
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1950年から３年間，�（男，1917年生，83

歳）の世帯はバヤンの祖母の家に疎開した。
�の疎開の理由は，村ではフク団が来た時に

食糧を提供しなければならず，他方，その行

為はフク団の一味としてフィリピン兵の嫌疑

をまねいたからである。

すでに述べたように，1940年末から1950年

代は，が高地の外に野菜販売の領域を広げ

た時期である。が生業の活動範囲を拡大し

たのとは対照的に，�は疎開のため水田耕作

と野菜栽培ができなくなった。�の生業の活

動範囲は，村でココヤシと間作物の栽培，樹

液採取と蒸留酒の生産に限られ，バヤンから

日帰りで村に通った。しかし，それでも �

は生計を維持できた一方，の世帯は蒸留酒

の生産を停止したため，生業の活動範囲を広

げて生計を立てる必要があった。1950年代初

期，�が樹液採取と蒸留酒生産だけで十分に

生計を維持できたのは，蒸留酒の価格が高騰

していたからである。

日本占領期後，蒸留所の互助は復活されず，

生産所の共同経営者以外の村人は樹液採取に

雇われることはあっても，酒の生産に従事す

ることはできなかった。

��� ��������

戦後のココヤシ栽培農民を取り巻く状況を

理解するために，当時のフィリピンにおける

ココヤシ産業の再開とコプラ生産について次

に検討する。

日本占領期にココヤシ栽培地の多くが放棄

されたため，ココヤシ産業は崩壊状態となり，

戦後，ココヤシ加工品の生産は落ち込んだ。

1948年の統計によると全国のココヤシ栽培面

積は85万9,000ヘクタールで1938年度よりも

20万ヘクタール，約20％減少した。ココヤシ

栽培面積の減少が最も深刻であったのは戦争

の被害が多かったラグナ州とタヤバス州で，

占領期以前より40％の減少であった（����

1963	 
�289）。

1950年，ココヤシの病害であるカダン・カ

ダン病（������� ������������� ������）が

ルソン島に発生，拡大した���。同年，ナカー

ランのココヤシ園でもカダン・カダン病が広

まり，町議会では病害に対する救済措置が議

題となった（��������� ������
�� �������

1950	 
�78）。さらにココヤシ栽培の収益減少

に追い討ちをかけたのが，同年５月６日の台

風であった（��������� ������
�� �������

1951	 
�57）。病害と台風によりココヤシ栽培

農民は大打撃を被った。1952年当時，全国の

ココヤシ産業の従事者は400万人で，内30％

はココヤシ栽培を主な収入源としていたが，

コプラが非常に安いため，ココヤシに依存し

た生産者は餓えに直面することになった

（��������� ������
�� ������� 1952	 
�37）。

ナカーランでもコプラとココナツ価格の低下

により町の予算編成にさえ影響が及んだ

（��������� ������
�� ������� 1952	 
�41	


�67）。

フィリピンのココヤシ栽培の危機的な状況

を打開するために，1954年に政府はココヤシ

公団（�����

��� ������� ��������������）

を設立し，コプラ輸出の振興と生産増大をは

かる政策を打ち出した。世界市場においてコ

プラは無関税であったため，生産国間では自

由競争が激化していた。主に炉で乾燥させる

フィリピン産コプラの品質は乾燥が不十分で

水分含有量が多く，世界市場では低価格で売

られていた（ ������� 1964	 
�164）。同公団

はコプラの品質を向上させて価格を上げると

ともに，生産の拡充に力を注ぐようになった。



��� 1965年までに，水分計量に登録したのは，大規模なコプラ仲買人のほかに，コプラ搾油工場，輸
出業者で，登録者数は1570であった（����� 1967	 
�45）。

��� デシココはケーキやクッキーのトッピングとして使われる。デシココの原料はコプラではなく成
熟したココナツである。ココナツの内胚乳を乾燥させた後，小片状，フレーク状，細粒状に応じ
た形状にする。

表１ コプラ買取価格（1953-1966年ルソン
島南タガログ地方）（単位ペソ）

年度 価格（１キロ）

1953 23.01

1954 18.13

1955 17.44

1956 19.90

1957 19.90

1958 31.52

1959 19.75

1960 33.04

1961 27.00

1962 33.00

1963 40.00

1964 40.00

1965 42.00

1966 43.00

出典 ������ ���� �� ��� �����

����（1966）
注）表の価格はルソン島南タガログ地方において，

仲買人がコプラ生産農民から買い取ったコプ
ラ価格を示す。
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ココヤシ公団が提案した水分計量法

（�������� ����� ���	 共和国法 第1365号）

は1955年に制定されたため，同公団は仲買人

にコプラの水分量を測らせ，品質に応じた価

格購入を要求した���。また，品質基準に不適

合なコプラの輸出を禁止したため，輸出コプ

ラの品質は向上した（����� 1967	 
�45）。そ

の結果，1958年にはコプラ，コプラ油，デシ

ココ���のフィリピンの輸出額は３億6,800万

ペソで，世界の総輸出額の38％を占め

（����� 1960	 
�153），従来，他の諸国に比べ

て安かったコプラの市場価格も，他国の価格

を上まわった（�������� 1964	 
�164	 恒松

1963	 
�32）。1950年代末までにココヤシ公団

の政策は成功し，ココヤシ産業は復興した。

1950年代末から， 村の人々の中にはコプ

ラの生産量を増やすために，村内でコプラ生

産所を借りるのをやめ，山間部や山麓に所有

するココヤシ園内に生産所を建て，コプラを

生産するようになった。生産所を建てた場所

は  村の南西に位置する !村と "村の村境

にあるタンラク山と呼ばれる地域である。タ

ンラク山とは，村人が名付けたバナハオ山中

の一画である。

タンラク山のココヤシ園にコプラ生産所を

建てた村人は，馬でコプラをバヤンの仲買人

に運搬した。仲買人はコプラをサン・パブロ

の搾油工場と低地のマグダレーナのレッド・

ヴィー搾油工場に運搬した。筆者が聞いた限

りでは  村の３世帯がタンラク山でコプラ

を生産するようになった。その内の２世帯は

数人と共同でコプラを生産した。通常，生産

所では２日間かけて約1,000個のココナツか

らコプラを加工した。コプラ生産と兼ねて，

ココヤシ園の管理を行った。コプラ生産の価

格は1962年を除き1960年から上昇したため

（表１），"村の周辺ではコプラ生産所が増え

ると伴に，コプラの生産量が増加した。

1960年代初頭，コプラ価格上昇と "村周

辺におけるコプラ生産量の増加のために，"

村の商才のあるココヤシ栽培農民は同村付近

のコプラ生産者からコプラを買い取り，バヤ

ンの仲買人へ馬で運搬するようになった。彼

らは村仲買人（#��$� #�$��）と言われ，バ

ヤンの仲買人と区別された。1960年代半ば，

村仲買人は仕事が軌道にのると，コプラを生

産して町仲買人に売却する方が収益があった

ため，コプラ生産所を建て，村人からココナ



��� 国家灌漑局は公共事業省灌漑局の一部局であったが，1963年に分離独立した。その後，フィリピ
ン全土の灌漑開発を推進した（増田 1995� ��205）。サンタ・クルース川水利事業区は，1956年に建
設資金150万ペソで開始された。サンタ・クルース川とバイ湖に向かって流れるいくつかの河川を
統合して灌漑水路建設にとりかかり，1958年から給水を開始した（梅原 1992� ��254）。
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ツを買い，コプラを生産して町仲買人に売り

始めた。以降，村人はコプラ生産を停止し，

村仲買人にココナツを売るようになった。

これまで仲買人はバヤンにしか存在しなか

ったが，村仲買人が出現したために，バヤン

の仲買人は町仲買人（��	
 ����）と呼ばれ

るようになった。村仲買人は以前，ココヤシ

栽培をしていた小農であった。彼らは仲買人

になることを強く望み，バヤンの仲買人にコ

プラを運搬しながら仲買人の仕事を覚え資金

を蓄えた。

アメリカ植民地期と同様に，戦後もココヤ

シ産業はアメリカの市場経済に左右されたが，

1950年代半ばにフィリピン政府はココヤシ公

団を設置し，ココヤシ産業の発展に関わるよ

うになった。独立後，国の政策が �村のコ

コヤシ栽培に影響するようになったのである。

また，政府は野菜栽培，稲作にも介入し，村

の生業に影響を与え始めた。

��� �������������

戦後，フィリピン政府にとって食糧生産増

大は最も重要な課題であった。その要因は３

つある。第１は，人口増加である。1918年に

は約1,000万人であったフィリピン人口は

1948年には倍増して2,000万人近くになった。

第２は，戦後の復興と工業化による輸入超過

により，国際収支が悪化したことである。第

二次世界大戦直後に約７億ドルあった政府の

手持ち外貨は1950年代末には激減して２億ド

ルを割り，深刻な外貨危機に直面した。その

間の米輸入量は年平均籾米15万トン前後で，

その額は全輸入の１％から２％にすぎなかっ

たが，悪化した国際収支の改善を図るうえで，

大きな重圧となった。第３は，農村社会不安

である。不安の根源はルソン島中部と南部で

戦前から絶えなかった農民暴動と小作争議で

あった。戦後は，それがフク団の反体制活動

に結集されて1950年頃には高揚期を迎えた。

フク団の活動は政府の武力鎮圧により1950年

代半ばまでに制圧されたが，政府は社会不安

に対して対処を迫られることとなった。1952

年農業共同組合法，1954年農業小作法，1955

年土地改革法などの農業政策が出されたが，

法案審議過程で地主勢力により事実上骨抜き

にされた。これらの農業政策は効力がなかっ

たため，政府は地主制度などの土地問題に関

わる生産関係に手をつけずに農民の生産力を

引き上げ，所得増大をはかろうと個別経営の

収量改善をした。たとえば，1950年代には品

種改良，耕作法の改善，化学肥料の使用も試

みられた。しかし，食糧増産そのものは技術

改良による収量改善ではなく，主に栽培面積

の拡大によって実現された（梅原 1992� ���

58-71）。

1950年代後半，ラグナ州の低地稲作地帯に

おける水田稲作を変化させたのは水利灌漑事

業の展開であった。1958年，国家灌漑局サン

タ・クルース川水利事業区はラグナ州のピラ

一帯の水田地帯における水利灌漑事業を開始

した���。灌漑面積は3,600ヘクタールで，水

量が比較的豊富で天候異変がない限り，年間

を通して全域に給水が可能となった。1958年

以降，ピラ一帯の水田は完全な通年灌漑田と

なり，二期作が進み，集落の畑作地や未利用

荒廃地がすべて水田化した（梅原 1992� ���

233-235）。ラグナ州の１ヘクタールあたりの

米生産高は1956年の２トンから1966年には５

トンに上昇した（��������� 1989� ��134）。

低地の水田地帯では耕作地の拡大と二期作

のために，労働力を必要とした。そのために，

1950年代末から，高地の村人が低地の水田地

帯で雇われ，主に収穫期に働くようになった。

水田を所有しない �の世帯は，ココヤシや



��� �の世帯がバタンガス州の水田で収穫作業をしたのは，ピラで収穫時に出会った同州の収穫労働者
から情報を得たと思われる。低地の水田における収穫期の仕事の情報は，�の世帯は親戚から得る
ことが多かった。また，収穫時に低地の人が村に仕事の話を持ってきたと言う。
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野菜栽培の合間をぬって，夫，長男，次男が

収穫時に４カ所の水田に出稼ぎに行き，行き

先はバタンガス州にまで及んだ。

11歳の頃には ��村の親戚の水田で両親

と一緒に収穫をした。他に収穫に行った

所は，マグダレーナ，ルンバン，ピラ，

バタンガス州のサント・トマスだった。

これらの町では日雇い労働者として働い

た。収穫期は４月と10月だった（�の次

男，1947年生，53歳)���

1960年代までに �の世帯構成員数は �の

父親，�夫婦，５人の子供の８人にとなり，

世帯員の米消費量が山麓の水田での小作では

賄えなくなった。同様に現在50歳代の村人が

子供の頃，親と一緒に水田耕作をした経験が

多いのは，村の各世帯の世帯員数が増加した

からである。自給の米を得るために山麓に水

田を所有する世帯でも低地の水田で日雇い労

働をした。

低地稲作地帯での収穫作業の労働力調達方

法は，まず収穫予定日を付近の農民や農業労

働者に口伝えで流す。収穫日になると，雇用

機会を求めて待機していた村内外の農業労働

者が集まってくる。労賃は収穫基準による歩

合制であった（梅原 1992� �	252）。

ラグナ州の労働力だけでは補うことができ

なかったために，バタンガス州等のラグナ州

外の地域からも農業労働者がピラの稲作地帯

に出稼ぎにきていた。労働力不足はこの地帯

からマニラへの出稼ぎが増加したことによる

（
������� 1989� �	145）。また，低地の水田

地帯はバイ湖に接近し地下水が浅く湿田が多

いため，近隣の住民は収穫作業をしたがらな

かった。だが，他地域の収穫労働者はこうし

た水田の条件にかかわらず収穫作業に従事し

たため，低地稲作地帯では収穫に欠くことが

できない存在であった（梅原 1992� �	252）。
�村の収穫労働者は低地稲作地帯では重要な

労働力だったのである。

��� ����

戦後，農村地帯からマニラへの人口流入に

より，マニラの人口が膨張した。1948年から

1961年のマニラの人口増加率は3.83％で，全

国水準2.89％を上まわっている。マニラの人

口増加により食糧の消費量が増え，マニラ近

郊におけるラグナ州の野菜の需要が高まった。

特に，1950年代初頭，トマトの生産額が増

大した。アメリカからの輸入品であったトマ

ト・ソースやトマト・ソースで味付けをした

鰯の缶詰が，1950年初頭からアメリカのブラ

ンド名を使用するライセンスを得てフィリピ

ンで生産されるようになり，安価に市場に出

回ることが可能となったからである

（������� 1954� �	64）。こうしたこともあり，

1948年200万4,200ペソであったが，1950年は

384万460ペソ，1951年605万4,980ペソと急増

している（��������� �� ����������� ���

�������� ��������� 1954� �	274）。ラグナ州で

も1950年の８万8,500ペソから1951年は29万

ペソと１年間にトマトの生産額は３倍に増加

した（��������� �� ����������� ��� ��������

��������� 1954� �	274）。

トマトの需要増加にともない村人は畑の栽

培面積を拡大するために開墾を行うようにな

った。バナハオ山の山林は国有地とみなされ

ており，開墾に関しては政府の管轄下にあっ

た。環境天然資源省のラグナ州支部では森林

保護を目的としており，開墾を奨励すること

はなかったが，現在，バナハオ山の国有地で

耕作しているナカーランの世帯は200世帯で，

その多くは1960年以前に開墾を始めたという。

村ではココヤシ栽培に次いで野菜栽培が重要

な収入源となった。開墾地を得た後，主とし
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て野菜栽培で生計を立てている村人がでてき

た。

1944年に結婚をした時，私はタンラク山

でカラシ菜，サヨテ，タロイモを栽培し

ていた。35歳の時にシアポ山での開墾が

可能との情報をオジから得たので，そこ

で開墾をしてトマトを栽培した。開墾は

男も女も働いた。ブロル山ではココヤシ

とバナナを栽培し，タロイモも植えた。

山の高さが違う畑に異なった野菜を植え

た。山の高さはシアポ山が一番高く，次

にブロル山，そしてタンラク山だった。

私は1960年頃から野菜栽培で生計を立て

てきた。ココヤシはその次に重要だった。

（�：男，1922年生，78歳）

�・�の語りから村人が名付けたシアポ山

等の区画は標高が異なり，村人はバナハオ山

の区画を標高差によって区別していたことが

わかる。１区画の耕作地には根菜類，トウモ

ロコシ，トマト，ナス，陸稲などの作物を栽

培していたが，トマトの価格が高まるにつれ，

主としてトマトを栽培するようになった。

1960年代半ばには，村人はバヤンの仲買人の

買い値を参考に，栽培野菜を選択し，野菜が

商品作物として高地の村に定着していった。

高地の野菜栽培は1950年代半ばに，トマトの

需要と開墾による耕作地の拡大によって確立

されたのである。

以上が，20世紀初頭の �村におけるコプ

ラ生産の開始からその生産停止に至った1960

年代末までの生業の変遷である。最後に，

1970年代以降の �村における生業について

付け加えておきたい。

1970年代初頭から �村の生業は大きく変

わった。1970年に低地から �村に小型乗り

合いバスが運行したため，村から低地へのア

クセスが容易になった。さらに，ラグナ州低

地における交通網が発達し，1978年，同州の

カランバからマニラまでの高速道路が開通し

た。

まず，ラグナ州における道路のインフラ整

備の発展は �村の女の生業に大きな影響を

与えた。村の女達の中には，小型乗り合いバ

スの交通網を利用して高地の外で野菜栽培を

始め，低地の市場で販売を開始する者がでて

きた。さらに，1980年代，女達はココヤシ園

を利用して，養豚，アンスリウム栽培，菓子

製造を始めた。その販売地域はラグナ州内お

よび南タガログ諸州，マニラに広がっている。

このように，�村では女達がココヤシ栽培

以外の収入機会と経済活動の範囲を開拓して

いったのである。この変化の過程については，

いずれ機会をあらためて考察したい。

� � � �

本論では，高地と呼ばれるバナハオ山腹斜

面に位置し，ココヤシ栽培を主生業とする農

村を取り上げ，1903年の村の成立から70年間

の生業を中心とした村の歴史的な変化を考察

した。次に明らかになったことをまとめてみ

たい。
�村が位置するラグナ州は，20世紀初頭，

アメリカ植民地支配体制に組み込まれた。�

村が行政村として成立した頃には，高地地域

ではすでにココヤシが栽培されており，ココ

ナツ油と蒸留酒生産は村の重要な経済的基盤

であった。米比自由貿易の成立によって，ラ

グナ州ではアメリカ輸出向けのコプラを生産

するココヤシ産業が始まり，1930年までには

同州の主要産業となった。�村でも，すでに

1930年にはコプラ生産が主生業となり，村の

経済生活は，商品作物経済と直接的に結びつ

きをもち，コプラの国際市場の変動に左右さ

れるようになった。ここで，注目すべきこと

は，�村はコプラ生産だけに特化せず，従来

の蒸留酒やココナツ油生産，根菜類栽培を継

続していたことである。コプラに特化しなか

ったことで，1930年代の世界不況において，

村人はコプラの替わりにココナツ油や蒸留酒
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の生産をして生計を維持し得たのである。従

来から村で生産していた蒸留酒とココナツ油

は，日本占領期の食糧不足には，低地で米と

交換することができた。このように，�村の

人々は経済的な困窮状態に陥った時に，蒸留

酒とココナツ油で危機を乗り越えてきたので

ある。

独立後，1950年代のコプラ価格下落，世帯

員数の増加により，村ではこれまでの生業形

態では生計が維持できなくなっていた。低地

やマニラの人口増加による野菜栽培の需要や，

ラグナ州低地稲作地帯の水田開発と低地の労

働力不足は，村人にとって絶好の機会であっ

た。村人は低地の稲作地帯へ収穫労働者とし

て出稼ぎに行くようになる一方，山を開墾し

てトマトを栽培した。彼らの生業の場所は高

地から低地にまで広がりはじめた。

更に，これらのことを通して明らかになっ

たことがある。一つは，�村の生業の変遷に

おいて，ココヤシ栽培以外の新しい生業を開

拓してきた女の役割である。女は現金収入を

えるために，高地と低地の交通の便を率先し

て利用し，経済活動の範囲を広げ，菓子の製

造販売や野菜の売買を高地の外で行い生計を

支えた。村の主生業であるココヤシ栽培とコ

コナツ加工品の生産は主として男の仕事であ

ったため，女はココヤシ栽培以外の経済活動

を行わざるを得なかったのである。

二つ目は，村ではコプラ，蒸留酒，ココナ

ツ油の生産の互助があったことである。コプ

ラと蒸留酒生産は，村人同士の自発的な助け

合いであった一方，ココナツ油生産の互助は

バヤニハンと呼ばれる村の相互扶助慣行であ

った。村人の自発的な互助は村を取り巻く経

済的な状況に左右されており，村では常に助

け合いの関係があったわけではない。例えば，

日本占領期，蒸留酒は米との交換率が高かっ

た際に，蒸留所は，その共同運営者により独

占され，蒸留酒の生産所は互助機能が働かな

かったのである。蒸留酒生産の互助が機能し

なくなった時に，村では相互扶助慣行が機能

し，ココナツ油生産が実施されたのである。

本論ではアメリカ植民地期，日本占領期，

独立後を通して，商品作物経済や村を取り巻

く社会経済状況に影響を受け，適応して生計

を維持するココヤシ栽培小農の行動の一側面

を捉えたにすぎない。しかしながら，従来の

低地稲作地帯に焦点を当てたルソン島の農村

研究では見えてこなかった低地と高地の歴史

的な連動というラグナ州の地域の動態が明ら

かになったといえよう。

��

本稿の資料をえたフィリピンの調査におい

て，2000年の計４カ月の現地調査は関西日米

婦人会の援助により行った。調査地ではナ

カーラン町役場の協力により歴史および行政

資料を収集することができた。調査村 �村

をはじめ多くの方々および機関によるご協力

のもとで調査を実施することが可能となった。

本稿の執筆にあたっては，構想の段階から

貴重なコメントを指導教官である加藤剛先生

からいただいた。また，京都大学東南アジア

研究センターの田中耕司先生，京都大学大学

院アジア・アフリカ地域研究科の杉島敬士先

生に有益なご教示を得た。

以上，ここに記して，感謝を表したい。
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